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法
晶
子
志
体

第
一
一

O
巻

第
三
号

ニO
四

は
じ
め
に

二
O
O九
年

-
O月
、
諮
問
第
八
八
号
は
、
法
制
審
議
会
に
対
し
て
、
民
法
の
う
ち
債
権
関
係
の
規
定
に
つ
い
て
、
民
法
制
定
以
来
の

社
会
・
経
済
の
変
化
へ
の
対
応
を
図
り
、
国
民
一
般
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に

か
か
わ
り
の
深
い
契
約
に
閲
す
る
規
定
を
中
心
に
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
要
綱
を
示
さ
れ
た
い
旨
諮
問
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
法
制
審
部
会
で
の
審
識
が
開
始
さ
れ
、
第
一
ス
テ
ー
ジ
(
ニ

O
O九
年
一
一
月
1
ニ
O
一
一
年
三
月
)
で
「
中
間
的

な
論
点
整
理
」
が
行
わ
れ
(
ニ

O
一
一
年
四
月
一
二
日
第
二
六
回
部
会
審
議
で
決
定
)
、
パ
ブ
コ
メ
手
続
が
と
ら
れ
た
後
〈
ニ

O
一
一
年

六
月
)
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
が
開
始
さ
れ
(
ニ

O
一
一
年
七
月
)
、
中
間
試
案
(
ニ

C
一
三
年
二
月
を
目
憶
と
す
る
)
に
向
け
て
の
審
議
が
、

三
つ
の
分
科
会
を
設
け
て
開
始
さ
れ
、
二

O
一
二
年
五
月
八
日
段
階
で
、
部
会
審
議
は
四
六
回
、
三
つ
の
分
科
会
で
の
審
議
は
二

1
三
回

と
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
由
で
あ
り
、
そ
の
後
も
今
日
に
至
る
ま
で
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
民
法
(
情
槌
関
係
)
の
改
正
は
契
約
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
正
の
目
的
は
、
第
一
に
「
国
民
一
般
に
わ
か
り
や
す
い

民
法
」
を
作
る
こ
と
、
第
二
に
「
社
会
・
経
済
の
変
化
へ
の
対
応
」
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
わ
か
り
や
す
い
民
法
」

を
作
る
方
法
と
し
て
、
①
判
例
ル
l
ル
の
明
文
化
、
@
不
明
確
な
条
文
の
明
確
化
、
@
脅
か
れ
て
い
な
い
前
提
、
原
則
、
定
義
を
補
う
こ

と
が
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
「
社
会
・
経
済
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
し
て
は
、
現
代
国
際
社
会
に
お
け
る
取
引
市
場
の
グ
ロ

1
パ

ル
な
拡
大
を
受
け
、
契
約
法
の
国
際
的
共
通
化
が
潮
流
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
市
場
に
も
い
ず
れ
共
通
の
契
約
法
が
要
請
さ
れ
る
と
の

予
組
の
下
に
、
日
本
の
契
約
法
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
で
取
引
ル
l
ル
に
対
す
る
国
際
的
評
価
を
高
め
、
短
期
的
に
は
国
際
取
引
の
単

拠
法
交
渉
で
有
利
な
材
料
を
作
り
、
中
長
期
的
に
は
ア
ジ
ア
の
共
通
契
約
法
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
こ
と
を
担
い
、
ひ
い
て
は
日
本
再
生
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の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
「
中
間
的
な
論
点
盤
理
」
の
事
実
上
の
叩
き
台
で
あ
る
「
民
法
(
情
慌
法
〉
改
正
検
討
委
員
会
」
の
公
表
し
た

「
蹴
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
は
、
詐
苦
行
為
取
消
植
を
倒
産
法
上
の
否
認
権
と
類
似
の
制
度
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
制
度
を
で
き
る
だ

け
総
債
権
者
の
た
め
の
制
度
に
純
化
志
せ
、
個
別
債
権
者
の
債
権
回
収
機
能
を
否
定
あ
る
い
は
制
限
し
て
ゆ
く
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
帰
結
と
し
て
、
取
消
の
範
囲
を
取
消
債
権
者
の
債
権
問
に
限
定
せ
ず
(
原
則
と
し
て
全
部
?
)
、
取
消
し
の
効
果
が
債
務
省
に
も
及

ぶ
こ
と
と
し
(
そ
の
結
果
、
取
消
訴
訟
の
被
告
に
債
務
者
を
加
え
る
〔
必
要
的
共
同
訴
訟
〕
、
判
例
の
相
対
的
取
消
、
相
対
効
を
否
定
し
、

限
定
的
な
絶
対
効
と
す
る
よ
う
だ
が
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
て
逸
出
財
産
の
原
状
回
御
・
取
戻
し
を
原
則
と
す
る
(
取

消
債
権
者
の
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
す
る
直
接
の
交
付
請
求
権
を
認
め
る
。
交
付
先
は
債
務
者
ま
た
は
取
消
債
権
者
)
。
そ
の
う
え

で
、
取
消
し
の
効
果
は
総
償
櫛
者
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
取
消
債
権
者
の
個
別
的
回
収
機
能
を
否
定
な
い
し
制
限
す
る
。
こ
の
基

本
方
針
は
細
部
に
わ
た
り
よ
く
練
ら
れ
た
案
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
賛
成
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。

現
行
民
法
上
、
詐
窃
行
為
取
消
備
制
度
は
破
産
手
続
き
間
始
に
至
っ
て
い
な
い
前
段
階
で
、
個
別
伯
術
者
が
自
ら
の
伯
楠
回
収
つ
ま
り

強
制
執
行
の
準
備
手
続
き
と
し
て
行
使
す
る
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
総
括
的
執
行
・
清
算
を
目
的
と
す
る
倒
産
処
理
手
続
(
さ

ら
に
は
同
様
に
集
団
的
情
務
処
理
手
続
き
で
は
あ
る
が
、
企
業
の
再
生
・
更
生
を
目
的
と
す
る
民
事
再
生
訟
や
会
社
更
生
法
上
)
の
否
認

権
と
は
異
な
る
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
制
度
は
現
行
民
法
典
成
立
後
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
よ
う
な
役
割
分
担
に

基
づ
い
て
判
例
・
学
説
の
努
力
に
よ
り
、
日
本
社
会
に
定
者
し
、
機
能
し
て
き
た
。

判
例
・
通
説
の
根
本
的
問
題
点
は
、
相
対
的
取
消
・
取
消
の
相
対
効
と
い
う
基
本
的
立
場
に
立
脚
し
な
が
ら
、
逸
出
財
産
の
原
状
回

砲
・
取
戻
し
に
気
を
取
ら
れ
、
個
別
債
権
者
の
強
制
執
行
の
準
備
手
続
き
と
し
て
の
賞
任
財
産
の
保
全
と
い
う
制
度
の
究
極
目
的
へ
の
配

鴎
が
希
薄
と
な
っ
て
い
た
点
に
あ
る
。
折
衷
説
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
批
判
の
ほ
と
ん
ど
は
、
逸
出
財
産
に
対
し
て
直
接
強
制
執
行
を
認

詐
省
行
為
取
消
織
に
関
す
る
一
定
時
の
学
説
展
開
と
憤
俗
法
改
正
(
下
線
}

ニ
O
五
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法
学
志
体

m-
一O
巻

m=言『
d

ニO
穴

め
る
制
度
を
構
築
す
れ
ば
、
解
決
す
る
筈
で
あ
る
。
逸
出
財
産
へ
の
直
接
的
強
制
執
行
を
認
め
る
法
的
構
成
に
つ
き
、
調
求
権
説
を
採
る

か
、
対
抗
不
能
輸
を
採
る
か
、
賀
任
税
あ
る
い
は
そ
の
他
の
法
的
構
成
に
よ
る
か
の
差
異
は
あ
れ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の

諸
法
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
制
度
構
築
を
し
て
お
り
、
原
状
回
復
を
原
則
と
す
る
日
本
の
判
例
・
通
説
は
比
較
法
的
に
は
異
質
で
あ

る。
要
す
る
に
、
昨
害
行
為
取
消
掘
に
関
す
る
限
り
、
「
検
討
委
員
会
」
の
基
本
方
針
の
内
容
は
、
判
例
法
理
を
継
承
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
て
個
別
的
に
そ
の
難
点
を
修
正
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
現
行
の
詐
害
行
為
取
消
極
制
度
と
そ
の
解
釈
に
閲
す
る
判
例
・
通
説
法
理
を
根

本
的
に
盟
し
、
こ
れ
に
逆
行
す
る
改
正
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
基
本
方
針
で
立
接
す
れ
ば
、
多
数
に
し
て
複
雑
な
条

文
が
必
要
と
な
っ
て
、
分
か
り
易
い
民
法
を
作
る
と
い
う
目
標
、
現
在
の
実
務
と
の
連
続
性
の
維
持
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
と
い
う
自
ら
が
掲
げ
る
債
植
法
改
正
の
基
本
方
針
に
反
す
る
結
果
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

具
体
的
対
案
を
提
示
し
な
い
批
判
は
無
責
任
で
あ
る
。
か
ね
て
筆
者
が
主
張
し
て
き
た
貰
任
説
が
判
例
法
理
の
問
題
点
の
一
つ
の
解

決
策
で
あ
り
、
近
時
、
責
任
説
の
問
題
提
起
に
始
ま
る
一
辿
の
原
状
回
復
否
定
説
が
学
説
上
有
力
に
主
張
さ
れ
て
来
て
い
る
こ
と
は
、
近

刊
の
『
新
版
注
釈
民
法
一

O
巻
E
』
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
中
間
的
論
点
整
理
」
も
、
そ
の
文
面
上
に
「
責
任
説
の
問
題
意
識

を
踏
ま
え
つ
つ
」
、
と
し
て
一
定
の
配
躍
を
示
し
つ
つ
、
し
か
し
、
「
ま
ず
は
」
、
「
判
例
法
理
の
問
題
点
を
個
別
的
に
克
服
し
て
い
く
方
向

で
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
形
で
盤
理
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
た
。

法
制
審
の
識
事
録
や
配
布
資
料
に
よ
る
と
、
潮
見
、
鹿
野
、
高
額
、
山
野
目
幹
事
な
ど
に
よ
り
、
責
任
説
を
は
じ
め
と
す
る
原
状
回
復

否
定
説
の
、
「
検
討
委
員
会
」
の
公
表
し
た
「
基
本
方
針
」
(
個
別
修
正
脱
と
略
称
さ
れ
て
い
る
)
に
対
す
る
理
論
的
・
実
務
的
優
位
性
が

説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
も
、
筆
者
の
属
す
る
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
有
志
か
ら
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
が
提
出
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
と
は
別
に
、
革
者
自
身
も
ま
た
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
少
数
意
見
に
と
ど
ま
っ
て
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い
る
。近
時
筆
者
は
、
法
律
時
報
編
集
部
か
ら
、
九
人
の
呼
び
か
け
人
の
「
民
法
(
債
権
関
係
)
改
正
に
つ
い
て
の
提
言
」
を
受
け
て
、
今
回

の
債
権
法
改
正
作
業
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
忌
仰
の
な
い
意
見
を
述
べ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
受
け
、
小
論
稿
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
論
稿
は
、
紙
数
の
限
定
さ
れ
た
雑
誌
原
稿
で
あ
る
た
め
十
分
に
意
を
尽
く
さ
ず
、
詳
細
は
他
日
に
譲
る
と
し
て
終
わ
っ
た
。
本
稿
は

こ
れ
を
受
け
て
私
見
の
詳
細
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
責
任
説
の
概
要
を
、
第
二
章
で
は
、
責
任
説
後
の
わ
が
国
の
学
説

の
展
開
状
況
を
紹
介
し
、
第
三
軍
で
は
、
「
民
法
(
償
禍
法
)
改
正
検
討
委
員
会
」
の
公
表
し
た
昨
書
行
為
取
消
栂
改
正
の
基
本
方
針
を

批
判
的
に
考
察
し
た
う
え
、
質
任
説
か
ら
の
立
法
論
的
提
案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
、
第
二
章
は
、
近
時
公
刊
し
た
『
新
版
註
釈

民
法
一

O
巻
E
』
と
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
が
、
公
刊
後
の
学
説
(
修
正
訴
描
説
H
中
西
俊
二
挽
〉
等
を
補
充
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
第
三

章
で
は
、
法
務
省
に
提
出
し
た
革
者
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
及
び
前
述
し
た
法
律
時
報
の
論
稿
を
基
本
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
た
「
中
間
的
論
点
整
理
」
の
内
容
に
沿
っ
て
よ
り
詳
細
に
私
見
を
展
開
す
る
。

な
お
一
言
お
詫
び
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
「
詐
密
行
為
取
消
掘
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
描
法
改
正
」
と
題
し
た
本
論
文
の
主

た
る
狙
い
は
、
民
法
(
憤
描
関
係
)
改
正
に
お
け
る
詐
害
行
為
取
消
楢
制
度
の
改
革
に
つ
き
、
費
任
説
の
立
場
か
ら
の
問
題
提
起
を
す
る

こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
民
法
(
債
栴
関
係
)
改
正
さ
ら
に
は
詐
寄
行
為
取
消
極
制
度
の
改
革
に
関
す
る
立
法
関
係
資
料
や
学
説
さ
ら

に
は
実
務
界
か
ら
の
意
見
曹
は
今
回
膨
大
で
あ
る
。
学
問
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
て
体
系
的
に
聾
理
・
分
析
し
、
意
見

を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
の
筆
者
に
は
、
残
念
な
が
ら
体
力
的
に
限
界
が
あ
り
、
か
っ
、
「
中
間
試
案
」
の
と
り
ま
と
め
ま
で
に

間
に
合
わ
せ
た
い
と
の
希
望
も
あ
っ
て
時
間
的
制
約
が
あ
る
。
そ
こ
で
的
を
絞
っ
て
、
「
検
討
委
員
会
試
案
」
と
「
中
間
的
輪
点
整
理
」

を
中
心
対
象
と
し
て
検
討
し
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
参
考
ま
で
に
、
責
任
説
の
概
要
と
そ
の
後
の
学
説
鹿

聞
に
つ
き
、
昨
年
末
に
公
刊
し
た
有
斐
問
刊
『
新
版
注
釈
民
法
』

一
O
巻
E
の
拙
稿
の
一
部
を
利
用
し
て
こ
れ
に
若
干
の
補
充
・
訂
正
を

2下
型z 
取

福
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と

g 
E 
改
正

下
線

ニO
七
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ニO
八

加
え
、
第
一
章
と
第
二
章
と
を
ま
と
め
、
第
三
章
に
つ
な
げ
る
論
文
構
成
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。
本
稿
の
テ
l
マ
に
つ
き
、
貴
重
な
意

見
を
公
表
さ
れ
て
い
る
研
究
者
や
実
務
界
の
方
々
に
失
礼
を
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
一
章

責
任
説

(
z
a
)

責
任
説
は
、
そ
の
立
論
の
出
発
点
を
、
詐
害
行
為
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
債
権
者
の
不
利
益
の
分
析
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
近

代
法
の
下
で
は
、
債
務
者
に
は
、
破
産
手
続
き
開
始
決
定
や
特
定
財
産
へ
の
強
制
執
行
以
前
に
は
、
そ
の
所
有
財
産
に
対
す
る
排
他
的
独

占
的
支
配
掘
が
承
認
さ
れ
、
他
方
、
陥
植
者
は
、
情
務
省
の
処
分
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
責
任
財
産
の
削
減
・
変
動
を
甘
受
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
情
掘
者
が
債
務
者
の
財
産
か
ら
強
制
執
行
に
よ
っ
て
附
怖
の
満
足
を
受
け
る
櫛
限
は
、
担
保
物
織
に
お
け
る

と
は
異
な
っ
て
、
原
則
的
に
は
単
に
偵
務
者
そ
の
人
の
財
産
に
対
し
て
の
み
行
使
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
が
譲
渡
そ
の
他
の
方

法
に
よ
っ
て
失
っ
た
財
産
は
責
任
財
産
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
財
産
の
逸
出
な
い
し
消
失
は
同
時
に
責
任
の
逸
出
な
い
し
消
失
を

意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
詐
害
行
為
に
よ
っ
て
債
権
者
が
蒙
る
不
利
益
と
は
、
財
産
の
逸
出
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
は
、
正
確
に
は
そ
れ
に

伴
う
賀
圧
の
消
失
〈
こ
れ
を
「
質
任
的
反
射
効
」
あ
る
い
は
「
質
任
法
的
皮
射
効
」
と
呼
ぷ
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
賞
任
説
は
、
昨
苦
行
為
取
消
権
行
使
の
効
果
と
し
て
は
、
詐
害
行
為
そ
れ
自
体
を
相
対
的
に
で
は
あ
れ
取
り
消
し
て
無
効
と

す
る
必
要
は
な
く
、
財
産
逸
出
に
伴
う
責
任
的
反
射
効
の
み
を
取
消
に
よ
っ
て
無
効
に
す
れ
ば
必
要
か
っ
十
分
で
あ
る
、
と
説
く
。

つ*品

り
責
任
説
は
、
詐
害
行
為
取
消
権
を
も
っ
て
責
任
的
無
効
〈
あ
る
い
は
責
任
法
的
無
効
)
と
い
う
効
果
を
生
ず
る
一
種
の
形
成
慌
と
み
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
行
使
と
し
て
の
取
消
訴
訟
は
形
成
訴
訟
だ
と
い
う
(
当
初
、
確
認
訴
訟
説
を
唱
え
て
い
た
下
森
説
は
、
そ
の
後
中
野

組
を
い
れ
て
改
説
し
た
)
。
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(
“
H
U
)

具
体
例
で
説
明
し
て
み
よ
う
。
債
権
者
X
の
債
務
者
A
が
、
他
に
資
産
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唯
一
の
不
動
産
を
Y
(受

益
者
)
に
贈
与
し
、

Y
は
こ
れ
を
Z
(転
得
者
)
に
譲
渡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
移
転
登
記
を
し
た
と
い
う
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

責
任
説
で
は
、
取
消
の
効
果
は
伯
務
者
の
地
位
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

A
を
被
告
と
す
る
必
要
は
な
く
、
受
益

者
Y
ま
た
は
転
得
者
Z
を
相
手
と
す
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
で
、

X
は
ま
ず
Y
を
相
手
に
取
消
訴
訟
を
提
起
し
、
か
っ
、
既
に
転
得
者
Z
に
目

的
物
が
転
売
さ
れ
て
い
る
と
き
は
責
任
(
財
産
)
の
回
復
に
代
え
て
価
格
賠
償
の
甜
求
を
な
し
う
る
(
形
成
訴
訟
と
給
付
訴
訟
)
。
ま
た
、

X
は、

Z
の
み
を
相
手
と
し
て
A
・
Y
聞
の
贈
与
行
為
を
詐
害
行
為
と
し
て
、
詐
苦
行
為
取
消
訴
訟
を
提
起
し
て
も
よ
く
、
こ
の
場
合
、

取
消
判
決
が
確
定
す
る
と
、

A
-
Y聞
の
贈
与
行
為
の
責
任
的
取
消
の
結
果
、
当
該
不
動
産
は

Y
の
も
と
で

A
の
賞
任
財
産
を
僻
成
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
地
位
を
Z
が
家
継
し
た
こ
と
に
な
る
(
責
任
的
取
消
の
限
度
で
絶
対
効
)
。
そ
こ
で
Z
は
、
そ
の
不
動
産
所
有

蜘
を
相
対
的
に
で
は
あ
れ
失
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
所
有
名
義
の
ま
ま
で

X
の
倒
備
に
つ
き
物
的
有
限
責
任
を
負
う
形
と
な
る
(
物

上
保
証
人
の
よ
う
な
地
位
に
立
つ
)
。
こ
れ
で
責
任
財
産
の
回
複
目
的
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
債
務
者
の
下
へ
の
現
実
の
取
戻
し

を
求
め
る
取
一
提
訴
訟
の
必
要
は
な
い
が
、
賞
任
問
係
の
実
現
の
た
め
に
は
、

Z
に
対
す
る
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
〈
賀
任
訴
訟
H
給
付
訴

訟
)
を
取
消
訴
訟
と
同
時
ま
た
は
そ
の
後
に
提
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、

X
は
Z
に
対
す
る
取
消
判
決
お
よ
び
責
任
判
決
(
執
行

忍
容
判
決
H
Z
に
対
す
る
債
務
名
義
)
を
得
た
う
え
で
、

A
に
対
す
る
債
務
名
義
(
た
だ
し
、
中
野
説
は

A
に
対
す
る
債
務
名
義
は
不
要

と
す
る
|
|
後
掲
論
文
参
照
、
下
諜
説
は
必
要
と
す
る
〉
に
基
づ
き
、

Z
名
義
の
当
該
不
動
産
に
対
し
て
直
接
強
制
執
行
を
な
す
こ
と
で

満
足
を
受
け
う
る
。
団
的
ほ
さ
れ
た
貨
任
財
産
か
ら
の
債
権
回
収
の
手
続
は
判
例
・
通
説
の
立
場
と
変
ら
な
い
。

Z
か
ら
A
に
現
物
や
登
記

名
義
を
現
実
に
取
り
戻
す
必
要
が
な
い
点
が
異
な
る
。

〈
一
間
山
)
な
お
、
責
任
説
で
は
、
取
消
の
範
囲
は
取
消
債
権
者
の
被
保
全
債
権
額
に
限
定
さ
れ
ず
、
詐
害
行
為
の
全
部
取
消
し
を
原
則
と

す
る
。
取
消
の
効
果
は
責
任
的
取
消
の
限
度
で
絶
対
効
で
あ
り
、
回
御
さ
れ
た
賞
任
財
産
は
総
筒
髄
者
の
共
同
担
保
と
な
る
。
し
た
が
っ

誹
苦
行
為
取
消
憶
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
{
下
議
}

二
O
九
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O

て
、
取
消
倒
栂
者
以
外
の
債
栂
者
も
、
債
務
者
に
対
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
い
て
(
民
執
五
一
条
・
一
五
四
条
)
、
回
祖
さ
れ
た
責
任
財

産
に
対
す
る
取
消
債
権
者
の
強
制
執
行
に
障
し
て
配
当
加
入
の
諦
求
を
な
し
う
る
〈
民
四
二
五
条
)
。

こ
の
場
合
、
取
消
の
効
果
が
及
ぶ
総
債
権
者
の
範
囲
に
つ
き
、
昨
笹
行
為
成
立
後
に
債
務
者
に
対
し
て
前
植
を
取
得
し
た
償
栂
者
も
含

ま
れ
る
か
、
さ
ら
に
は
、
取
消
の
相
手
方
の
配
当
加
入
を
も
認
め
る
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
点
は
責
任
説
の
内
部

で
も
そ
う
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
立
法
に
よ
る
解
決
が
待
た
れ
て
い
る
問
題
点
で
あ
る
(
こ
の
点
は
立
法
論
の
と
こ
ろ
で
後
述
す
る
)
。

(
-
w
n
)

ド
イ
ツ
法
と
異
な
り
、
取
消
債
権
者
は
、
取
消
訴
訟
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
先
取
特
植
を
持
つ
以
外
は
、
優
先
弁
済
受
領
描

を
持
た
な
い
。
債
務
者
・
受
益
者
間
さ
ら
に
は
受
益
者
・
転
得
者
・
転
々
得
者
聞
の
行
為
は
い
ず
れ
も
物
権
的
に
は
有
効
で
あ
る
か
ら
、

債
植
者
に
よ
る
強
制
執
行
が
な
さ
れ
た
後
剰
余
金
が
出
た
場
合
は
、
債
務
者
で
は
な
く
、
取
消
の
相
手
方
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
全
部
取
消
し
を
認
め
て
も
、
取
消
し
の
相
手
方
の
取
引
安
全
に
与
え
る
影
響
は
、
絶
対
的
物
権
的
無
効
説
に
比
べ
て
少
な
い

し
、
四
二
五
条
の
趣
旨
に
も
か
な
う
。
取
引
安
全
保
護
の
見
地
か
ら
、
原
則
と
し
て
取
消
の
範
囲
を
取
消
債
権
者
の
被
保
全
債
植
額
に
限

る
相
対
的
無
効
説
の
下
で
は
、
他
に
配
当
加
入
し
て
く
る
こ
と
が
確
実
な
債
権
者
が
い
る
場
合
に
例
外
を
認
め
る
必
要
が
生
じ
、
取
消
訴

訟
に
参
加
せ
ず
、
配
当
加
入
も
し
な
か
っ
た
蹴
植
者
か
ら
後
日
詐
密
行
為
取
消
訴
訟
が
鑓
起
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
取
消
の
相
手
方
は

再
度
の
取
消
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

一
回
の
取
消
訴
訟
で
逸
出
財
産
の
責
任
回
復
が
全
て
で
き
、
し
か
も
取
消
し
の
相
手

方
に
与
え
る
影
響
も
少
な
い
点
に
お
い
て
も
、
質
佳
説
は
訴
訟
経
済
上
有
益
で
あ
る
。

〈
V
)

最
後
に
、
取
消
権
行
使
の
結
果
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
か
ら
債
務
者
の
下
へ
責
任
財
産
の
回
復
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
価
格

賠
償
が
な
さ
れ
た
場
合
、
債
務
者
と
こ
れ
ら
の
者
と
の
聞
の
利
曹
の
調
整
問
題
が
起
こ
る
。
相
対
的
効
力
説
を
代
表
す
る
学
説
は
、
こ
の

点
に
つ
き
、
詐
寄
行
為
が
無
償
行
為
(
贈
与
や
債
務
免
除
な
ど
)
の
場
合
に
は
、
受
益
者
に
不
当
な
損
失
は
な
い
が
、
有
償
行
為
の
場
合

に
は
、
受
益
者
が
支
払
っ
た
対
価
に
つ
き
債
務
者
の
一
般
財
産
が
そ
れ
だ
け
不
当
利
得
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
現
存
利
益
の
返
還
謂
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求
掘
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
取
消
の
効
果
を
相
対
効
と
し
つ
つ
、
対
価
に
つ
い
て
不
当
利
得
を
認
め

る
の
は
お
か
し
い
、
と
の
批
判
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
請
求
権
を
追
奪
担
保
で
根
拠
づ
け
た
り
、
債
務
者
が
回
寵
さ
れ
た
財
産
に
よ
っ
て

免
れ
た
債
務
の
額
を
不
当
利
得
と
み
る
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、
責
任
説
(
特
に
私
見
)
は
こ
う
考
え
る
。
詐
害
行
為
が
財

産
譲
渡
行
為
の
場
合
、
そ
の
(
責
任
的
)
取
消
の
結
果
、
取
消
の
相
手
方
は
他
人
(
債
務
者
)
の
債
務
に
つ
き
貰
任
を
負
っ
た
形
と
な
る

か
ら
、
民
法
五
六
七
条
を
類
推
適
用
し
て
、
転
得
者
は
受
益
者
の
、
受
益
者
は
債
務
者
の
担
保
賀
佳
を
問
い
う
る
(
た
だ
し
、
受
益
者
普

意
で
転
得
者
が
悪
意
の
濁
会
に
お
い
て
も
転
得
者
を
相
手
と
す
る
取
消
楢
の
行
使
が
紹
め
ら
れ
る
と
す
る
説
〔
い
わ
ゆ
る
相
対
的
構
成
〕

に
お
い
て
、
取
消
訴
訟
で
敗
訴
し
た
悪
意
の
転
得
者
は
善
意
の
受
益
者
の
担
保
責
任
を
聞
い
え
な
い
)
。
し
か
し
、
無
償
行
為
の
場
合
に

は
担
保
責
任
を
聞
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
回
観
さ
れ
た
質
任
財
産
に
対
し
て
取
消
債
権
者
が
強
制
執
行
し
て
伯
掘
を
回
収
し
、
債
務
者
が

債
務
を
免
れ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
の
弁
演
と
な
る
か
ら
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
は
債
務
者
に
対
す
る
求
償
掘
を
取
得
し
、
弁
済
に
よ

る
代
位
を
な
し
う
る
。
な
お
、
詐
害
行
為
に
際
し
て
受
益
者
が
債
務
者
に
対
し
て
支
払
っ
た
対
価
の
不
当
利
得
返
還
諦
求
は
昭
め
ら
れ
な

ぃ
。
倒
務
者
・
受
益
者
聞
の
行
為
は
〈
債
栂
的
の
み
な
ら
ず
物
樹
的
に
も
〉
有
効
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
弁
済
や
代
物
弁
済
な
ど
の

債
務
消
滅
行
為
が
詐
害
行
為
と
し
て
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
消
誠
し
た
債
権
が
復
活
し
、
受
益
者
は
復
活
し
た
債
権
に
基
づ
い
て
、

回
観
さ
れ
た
賀
任
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
に
際
し
て
配
当
加
入
の
蹄
求
を
な
し
う
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
輔
求
に
は
前
述
し
た
よ
う
に

債
務
名
義
が
必
要
な
の
で
、

一
定
の
制
約
が
あ
る
。

わ
が
国
で
責
任
説
を
初
め
て
提
唱
し
た
の
は
、
中
野
貞
一
郎
・
下
森
定
の
二
人
で
払
記
。
そ
の
後
、
こ
の
考
え
方
に
立
法
論
と
し
て
、

さ
ら
に
は
解
釈
論
と
し
て
も
共
鳴
あ
る
い
は
妥
当
性
を
符
定
し
、
あ
る
い
は
検
討
に
値
す
る
と
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
説
は
債
務
者
の
責
任
財
産
を
保
全
し
て
強
制
執
行
に
備
え
る
、
と
い
う
詐
害
行
為
取
消
極
制
度
の
目
的
に
適
合
し
た
形
に
そ
の

制
度
内
容
を
限
定
し
て
構
成
し
、
判
例
・
通
説
で
あ
る
折
袈
説
の
理
論
的
難
点
を
解
決
し
た
点
で
優
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
も
の
で
札
封
。

昨
密
行
為
取
消
胞
に
関
す
る
近
時
の
鋭
鋭
展
開
と
僚
組
法
政
正
{
下
森
)
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法
学
志
一
体
第
一
一

O
告

知

三

号

一一一一一

最
近
で
も
、
こ
の
傾
向
は
続
き
、
責
任
説
を
基
本
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
支
持
し
、
あ
る
い
は
、
部
分
的
に
支
持
又
は
修
正
し
、
そ
の
理

論
的
・
実
務
的
問
題
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
、
問
題
点
の
掘
り
下
げ
た
考
擦
を
し
て
い
記
。
ま
た
、
破
産
法
の
観
点
か
ら
の
支
持
論
文

も
あ
る
。

し
か
し
、
責
任
訴
訟
は
わ
が
国
で
は
明
文
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
解
釈
論
と
し
て
は
無
理
だ
と
す
る
も
の
が
多
く
、
い
ま
だ
少
数

{
6
V
 

説
で
あ
る
。

(・

3
な
お
、
相
対
的
取
消
の
考
え
方
を
と
り
つ
つ
も
、
賀
任
説
に
示
唆
を
受
け
、
取
消
判
決
の
効
力
は
人
と
し
て
の
債
務
者
(
債
務

一
つ
の
説
明
の
仕
方
で
は
め
る
が
、
問
題
は
、
山
務
者
名
義
に
財
産
の
名
義

を
現
実
に
回
復
す
る
こ
と
の
可
否
に
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
き
は
、
例
え
ば
取
戻
し
の
目
的
物
が
不
動
産
の
場
合
、
受
益
者
名
義

の
主
体
)
に
は
及
ば
な
い
が
、
責
任
財
産
(
責
任
の
担
い
手
)
に
は
及
ぶ
も
の
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
責
任
財
産
が
執
行
の
対
象
た
り
う

る
と
い
う
考
え
方
が
、
奥
田
教
慢
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。

か
ら
悦
務
者
名
義
に
な
お
し
た
う
え
で
強
制
執
行
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
受
益
者
名
義
の
ま
ま
で
償
務
者
の
責
任
財
産
と
し

て
強
制
執
行
を
な
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
だ
と
す
る
と
、
現
在
の
判
例
・
通
説
の
立
場
と
差
異
は
な
く
、
説
明
の
仕
方
が

若
干
変
る
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
後
者
だ
と
す
る
と
、
具
体
的
な
執
行
手
続
を
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
答
え
る
必
要
が
生
ず
る
こ
と
に

な
ろ
う
(
し
か
し
、
お
そ
ら
く
、
前
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
)
。
「
取
消
憤
権
者
を
取
消
権
行
使
の
限
り
に
お
い
て
賀
任
財
産

の
管
理
人
的
立
場
に
立
つ
も
の
と
理
解
す
る
」
と
い
う
説
明
は
分
ら
な
い
で
は
な
い
が
、
名
義
を
債
務
者
名
義
に
因
由
す
る
こ
と
か
ら
生

ず
る
隙
々
な
陣
容
を
考
え
る
と
き
、
端
的
に
受
益
者
名
義
の
ま
ま
で
強
制
執
行
を
許
す
方
が
、
法
技
術
と
し
て
は
ベ
タ
ー
で
あ
ろ
う
(
た

だ
し
、
奥
田
説
は
基
本
的
に
は
相
対
的
取
消
の
理
論
を
維
持
す
る
考
え
方
で
あ
る
〔
奥
田
二
八
五
〕
。
奥
田
説
に
対
す
る
近
時
の
批
判
と

し
て
淡
路
二
八

O
以
下
参
照
)
。

さ
ら
に
、
奥
田
説
と
額
似
の
発
想
に
立
ち
、
取
消
の
効
果
は
逸
出
財
産
に
対
す
る
消
算
手
続
き
と
の
関
係
で
の
み
生
ず
る
と
い
う
手
続
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的
相
対
効
と
し
(
否
認
の
相
対
効
と
周
慨
に
考
え
る
〉
、
し
た
が
っ
て
、
手
続
き
内
で
は
債
務
者
に
も
効
果
が
及
ぷ
が
随
務
者
は
管
理
処

分
権
を
有
さ
ず
、
受
益
者
等
は
手
続
き
と
の
関
係
で
取
戻
財
産
に
つ
き
な
し
た
処
分
を
な
し
え
な
い
、
詐
害
行
為
取
消
棋
は
形
成
掘
で
あ

【

8
V

り
、
そ
の
ほ
か
に
掛
求
権
と
し
て
の
取
消
栂
を
観
念
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
に
対
す
る
批
判
と
し

て
は
、
奥
田
説
お
よ
び
前
回
説
に
向
け
ら
れ
た
批
判
が
一
部
あ
た
ろ
う
。

(
1
)

中
野
尚
一
郎
「
償
術
者
附
則
的
訴
銃
と
強
制
執
行
」
民
山
中
訴
訟
雑
誌
六
号
〔
附
三
五
}
五
三
以
下
、
同
〔
『
訴
訟
関
係
と
況
訟
行
為
』
〔
昭
一
王
ハ
〕
所
収
〕
一

六
O
以
下
(
以
下
中
野
『
訴
訟
関
係
」
と
し
て
引
用
す
る
)
。
下
世
間
定
「
G
・
パ
ヴ
ル
ス
『
般
縦
訓
白
取
消
惜
の
窓
義
と
緒
形
態
』
」
志
休
五
六
巻
三
号
ニ

O
三

{
昭
三
四
〕
、
同
「
債
権
者
取
消
権
に
関
す
る
一
考
察
」
志
林
五
七
巻
二
号
〔
昭
三
四
〕
四
回
以
下
、
三
H
四
号
〔
昭
三
五
〕
一
七
六
以
下
〔
以
下
下
森
「
一
考

察

(
1
)
(
2
ど
と
し
て
引
閉
す
る
)
。

〔2
)

川
尚
武
作
品
続
投
『
民
法
第
二
部
総
算
特
集
』
〔
附
三
九
〕
一
九
七
、
同
判
批
・
故
防
帥
八
一
巻
三
号
三

O
七
、
=
一
ヶ
月
京
『
民
事
訴
訟
研
究
日
』
〔
昭
三
七
〕
一

九
六
、
新
食
事
司
判
批
法
協
八
二
巻
六
号
{
昭
間
二
八
六
七
、
昆
野
菜
一
一
判
批
法
協
八
三
巻
一
号
〔
昭
四
=
二
ニ
ニ
、
飯
胤
一
采
『
司
法
研
究
報
告
省
』

〔
昭
四
二
〕
一
八
続
二
号
二
五

O
(以
下
飯
原
「
研
究
』
と
し
て
引
用
す
る
)
、
林
(
安
永
}
日
石
凶
H
高
木
『
債
億
総
詰
(
第
三
板
〉
』
〔
平
八
〕
(
石
田
執
筆
)

一
九
O
、
安
述
三
手
生
『
償
制
総
論
説
義
(
第
四
版
〉
』
〔
平
コ
己
-
二
九
以
下
(
以
下
「
安
述
」
と
し
て
引
川
す
る
て
休
錫
却
「
俄
継
者
取
消
蝦
」
民
法

線
路
W
〔
附
六
O
〕
二

O
凶
な
ど
。

(
3
}

潮
見
佳
男
『
債
総
総
論
H
』
{
平
一
七
〕
九
一
以
下
、
山
野
目
武
夫
「
詳
密
行
為
取
消
継
の
法
的
備
成
は
、
ど
の
よ
う
に
展
望
す
べ
き
か
」
『
現
代
契
約
と

現
代
償
慌
の
展
望
』

(
1
)
〔平
2
〕
一
一
四
。

(
4
〉
平
野
山
m之
『
プ
d
7
ク
テ
ィ
ス
俄
胤
総
論
』
〔
平
一
七
〕
二
九
七
【
以
下
「
平
野
」
と
し
て
引
用
す
る
}
、
淡
路
附
久
『
償
術
総
論
』
〔
平
一
四
〕
二
八
七
以

下
〈
以
下
「
淡
路
」
と
し
て
引
則
す
る
〉
、
加
締
雅
信
『
新
民
法
大
系

m
{平
一
七
〕
二
三
回
以
下
{
以
下
「
加
藤
雅
」
と
し
て
引
用
す
る
。

(
5〕
上
原
敏
夫
「
否
認
{
詐
智
行
為
取
消
し
)
の
効
果
と
受
益
者
の
債
権
者
」
新
堂
古
橋
『
民
事
訴
訟
法
理
論
の
新
た
な
構
築
』
{
下
}
【
平
一
三
〕
四
三
七
以

下。
(
6
)

絵
師
叫
佐
一
『
債
総
省
取
消
仰
の
研
究
』
〔
昭
三
七
〕
一
三
九
(
以
下
『
依
田
叫
研
究
」
と
し
て
引
川
す
る
)
、
鈴
木
除
弥
『
般
加
法

m花
〔
凶
汀
版
〕
』
{
平
一

三
〕
-
ニ
阻
、
船
越
隆
司
「
詐
窃
判
決
論
l
債
権
者
取
消
憶
と
符
理
処
分
権
に
関
す
る
考
察
」
新
報
七
四
巻
四
目
五
〔
昭
凹
-
己
一
三
二
以
下
〔
た
だ
し
、
倒

儲
者
取
抽
出
績
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
支
持
て
な
お
、
中
国
淳
一
『
破
産
法
・
和
議
法
』
〔
昭
三
四
〕
一
五

O
参
照
。
設
近
で
は
、
飯
原
一
乗
『
詩
書
行
為
取

消
訴
訟
』
〔
平
一
八
}
ニ
七
、
三
六
二
以
下
{
実
務
的
見
地
か
ら
の
考
察
に
掠
づ
き
、
現
段
階
で
は
実
務
へ
の
砂
値
は
悶
穫
と
す
る
〕
〔
以
下
級
以
『
訴
訟
』
と

詳
密
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
殴
聞
と
償
織
法
政
正
{
下
問
問
)

一一一一ーー
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法
学
窓
枠
仲
第
二

O
巻
第
一
-
一
号

二
一
回

し
て
引
用
す
る
)
、
内
国
費
『
民
接
耶
〈
債
総
総
治
・
鑓
保
物
榔
)
(
第
三
版
〉
』
〔
平
一
八
〕
三

O
O
〈
以
下
「
内
岡
田
」
と
し
て
引
用
す
る
}
。

(
7
)

奥
図
図
道
『
僚
組
総
鎗
{
増
繍
版
〕
』
〔
平
四
〕
ニ
八
一
(
以
下
「
奥
図
」
と
し
て
引
用
す
る
)
。

(
8〉
奥
図
説
と
後
述
す
る
前
回
鋭
と
の
民
間
磁
鋭
的
見
解
、
長
持
秀
典
『
昨
密
行
局
取
消
抱
の
帥
取
地
」
司
法
研
究
報
告
曾
八
六
号
〔
平
四
〕
八
ニ
以
下
。

第
二
章

責
任
説
後
の
学
説
の
展
開

(1) 
訴
権
脱

(
i
)
責
任
説
の
霊
場
後
、
賀
任
説
と
基
本
的
に
は
同
様
の
発
想
に
立
つ
訴
描
執
が
提
唱
さ

h
b。
「
訴
楠
脱
」
は
、
大
略
次
の
よ
う
に

説
く
。
①
民
法
四
二
四
条
は
そ
の
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
に
基
づ
け
ば
、
実
体
法
的
思
考
と
訴
訟
法
的
思
考
が
未
分
化
で
あ
る
「
訴

権
」
を
規
定
し
た
趣
旨
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
取
消
掘
が
形
成
栂
か
硝
求
栂
か
と
い
っ
た
そ
の
実
体
植
的
性
質
加
何
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
(
こ
の
点
は
責
任
説
と
異
な
る
)
、
四
二
四
条
は
端
的
に
執
行
認
容
の
訴
え
を
規
定
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
相
対
的
取
消
理
論
に
明
砲
な
理
論
的
基
礎
が
与
え
ら
れ
、
逸
出
財
産
の
所
有
名
義
を
債
務
者
に
回
復
す
る
こ
と
を
喪
せ
ず
に

強
制
執
行
が
可
能
と
な
り
、
相
対
的
取
消
理
論
の
欠
点
は
克
服
さ
れ
る
。
②
民
法
四
二
五
条
は
詐
害
行
為
取
消
判
決
(
執
行
忍
容
判
決
)

の
判
決
効
を
原
告
俄
植
者

(
H
取
消
債
栴
者
)
以
外
の
債
描
者
に
も
拡
張
す
る
と
い
う
法
技
術
的
意
義
を
有
す
る
規
定
で
あ
る
(
こ
れ
に

よ
り
債
務
者
の
一
般
財
産
保
全
の
趣
旨
が
完
全
に
生
か
さ
れ
る
〉
、
@
訴
権
説
の
立
場
か
ら
相
対
的
取
消
理
論
を
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
内

容
は
民
事
訴
訟
法
上
の
「
既
判
力
の
相
対
性
」
原
則
を
明
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
実
体
法
上
の
意
味
を
ま
っ
た
く
包
含
し
て
い
な
い
概

念
で
あ
る
。
@
訴
権
説
に
よ
れ
ば
、
民
法
四
二
四
条
そ
の
も
の
が
訴
権
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
、
取
消
判
決
(
強
制
執
行
忍
容
判
決
〉
だ

け
で
足
り
る
か
ら
、

一
回
の
訴
訟
で
す
む
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
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(
H
)
こ
の
訴
槌
説
に
対
し
て
は
、
①
訴
掘
と
い
う
概
念
を
認
め
る
こ
と
の
問
題
性
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
概
念
を
使
わ
な
け
れ
ば
、

訴
権
説
の
主
張
す
る
よ
う
な
効
果
を
導
き
え
な
い
も
の
か
、

一
回
の
訴
訟
で
す
む
と
は
い
え
、
実
際
の
訴
訟
で
は
、
結
局
、
取
消
訴
訟
と

給
付
訴
訟
(
あ
る
い
は
賀
任
訴
訟
の
併
合
審
理
と
閉
じ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
乱
回
)
、
@
今
日
で
は
、
民
法
典
全
体
が
裁
判

規
範
な
の
で
あ
り
(
い
わ
ゆ
る
司
法
的
実
体
法
)
、
民
法
に
規
定
さ
れ
る
権
利
は
、
訴
極
を
実
体
法
的
に
「
構
成
」
し
た
も
の
で
あ
る

(
川
島
前
掲
六
七
)
か
ら
、
今
日
の
時
点
に
お
け
る
民
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
起
草
者
の
立
法
技
術
の
未
熟
さ
に
と
ら
わ
れ
る
べ
き
で
な

く
、
実
体
法
的
に
構
成
し
な
お
し
て
解
釈
す
る
の
が
筋
で
あ
り
、
単
に
詐
害
行
為
取
消
栂
が
訴
樹
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
論
理
必
然
的
に
、

訴
極
説
の
主
揺
す
る
よ
う
な
効
果
が
導
き
出
さ
れ
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
、
ま
た
、
@
取
消
訴
訟
が
訴
権
だ
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
執
行

忍
容
訴
訟
が
実
務
家
に
よ
り
そ
う
た
や
す
く
は
認
め
ら
れ
ま
い
(
下
森
)
等
の
批
判
が
あ
っ
た
。

(
山

m)
し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
訴
権
説
を
高
く
評
価
す
る
見
解
も
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
は
ち
、
こ
の
説
は
、
取
消
極
の
訴
権
法
的
構

成
に
着
眼
し
つ
つ
相
対
的
取
消
理
論
の
理
論
的
欠
陥
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
発
想
の
斬
新
さ
、
さ
ら
に
ま
た
四
二
五

条
の
法
技
街
的
意
義
を
再
発
見
し
て
こ
れ
に
明
確
な
解
釈
論
的
基
礎
を
与
え
た
点
に
お
い
て
そ
の
功
舗
が
大
で
あ
る
こ
と
、
賞
任
説
に
比

し
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
み
に
依
拠
せ
ず
、
沿
率
的
・
比
較
法
的
に
探
く
掘
り
下
げ
て
問
題
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
責
任
説
の
い

う
「
責
任
法
」
・
「
賀
任
法
的
無
効
」
と
い
っ
た
独
特
の
発
想
や
概
念
か
ら
生
じ
る
違
和
感
を
与
え
な
い
点
で
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
高
く
評
価
す
る
と
の
見
解
で
あ
る
(
平
井
)
。
も
っ
と
も
こ
の
見
解
に
は
、
訴
櫛
説
の
解
釈
論
上
の
帰
結
は
判
例
・
通
説
と
あ
ま
り

に
も
速
く
、
特
に
判
決
効
の
拡
張
と
い
う
認
識
を
現
行
民
法
解
釈
論
の
基
礎
に
置
く
と
き
は
(
学
説
史
的
認
識
と
し
て
は
正
し
い
と
し
て

も
)
、
解
決
困
難
な
問
題
が
続
出
し
、
取
消
権
の
利
用
の
避
を
閉
ざ
す
お
そ
れ
が
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
執
行
忍
容
の
訴
え
と
い
う
基
本

的
発
想
は
こ
れ
を
生
か
し
つ
つ
、
判
例
の
単
則
と
さ
ほ
ど
離
れ
る
こ
と
の
な
い
、
理
論
的
基
礎
づ
け
を
も
っ
た
解
釈
論
を
試
み
る
べ
き
で

あ
る
、
と
の
論
評
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
〈
札
制
)
。
な
お
、
平
井
教
授
自
身
は
訴
一
描
説
に
対
す
る
上
記
の
論
評
の
上
に
立
っ
て
、
「
優

詳
密
行
為
取
消
織
に
関
す
る
近
時
の
学
鋭
鹿
聞
と
償
抱
法
改
正
(
下
線
}

ニ-五
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法
学
志
体

第
一
一

O
巻

第
三
号

一一一占ハ

{
H
}
 

先
弁
済
肯
定
説
」
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訴
権
税
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
山
野
目
(
前
掲
(
詑
3
)
論

文
〉
、
飯
原
〈
「
訴
訟
」
二
七
)
批
判
等
が
あ
る
。

〈9
)

佐
藤
岩
昭
『
誹
議
行
為
取
消
憾
の
理
論
』
〔
平
一
三
〕
(
以
下
位
路
「
瑚
論
」
と
し
て
引
用
す
る
)

0

〈
m〉
前
回
途
明
「
詐
智
行
為
取
消
訴
訟
誠
治
」
判
タ
六

O
五
号
[
昭
六
ニ
ニ
、
そ
の
後
『
口
述
依
術
総
論
〔
第
三
版
}
』
(
以
下
「
前
悶
」
と
し
て
引
用
す

る
)
二
六
六
で
蹄
批
判
。
こ
れ
へ
の
反
日
前
、
佐
紛
「
顕
治
」
三
六
七
三

(
日
)
下
森
定
旧
『
住
釈
民
法
』
一

O
巻
(
以
下
下
市
開
『
旧
総
民
』
〈
叩
)
と
し
て
引
別
す
る
)
四
二
四
条
1
5
エ
③
。
こ
れ
に
対
す
る
皮
治
、
佐
澱
「
理
性
同
」

三
一
閥
、
一
-
一
六
五
。

〔M
M
)

平
井
立
雄
『
仙
刷
伽
総
鈴
〔
密
}
版
〕
」
〔
乎
一
ハ
〕
ニ
七
九
以
下
(
以
下
「
平
井
」
と
し
て
引
川
す
る
)
。

(
悶
)
平
井
二
八
一
。
こ
の
品
目
白
評
へ
の
肯
定
的
応
使
、
佐
践
「
翻
論
」
四
三
八
。

(
M
}

こ
の
点
に
つ
い
て
は
下
森
『
新
版
注
釈
民
法
一

O
巻
目
』
〈
以
下
下
森
『
新
法
民
』
(
叩
)
E
と
し
て
引
用
す
る
〉
凶
二
五
条
W
参
照
。

(
2〉

新
形
成
措
説

(
i
)
他
方
に
お
い
て
、
新
形
成
価
税
と
で
も
い
う
べ
き
説
が
あ
ら
わ
れ
た
(
前
回
)
。
こ
の
説
は
、
昨
密
行
為
取
消
極
を
も
っ
て
、
逸

出
し
た
財
産
を
一

E
債
務
者
の
一
一
般
(
責
任
)
財
産
に
戻
し
て
債
権
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
満
足
を
得
る
制
度
で
あ
る
と
み
る
。
そ
し
て
、

訴
え
の
相
手
方
と
し
て
は
、
債
権
者
は
、
情
務
者
と
受
益
者
全
員
を
被
告
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
、
判
決
主
文
で
、
他
務
者
の

法
律
行
為
を
取
り
消
し
(
不
動
産
の
量
記
は
手
続
上
か
ら
み
て
債
務
者
へ
戻
さ
せ
て
さ
ら
に
債
務
者
に
債
権
者
へ
の
給
付
を
命
じ
、
し

た
が
っ
て
、
こ
の
判
決
主
文
を
も
っ
て
債
務
者
の
一
般
(
質
任
)
財
産
(
第
三
債
務
者
の
手
許
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
)
に
民
事
執
行

が
可
能
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
、
実
質
的
に
一
回
の
訴
訟
で
解
決
し
う
る
、
と
い
う
。
ま
た
、
価
格
賠
償
は
民
法
四
ニ
四
条
の
問
題
で
は

な
い
と
し
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
鞠
求
の
一
種
と
み
る
。
な
お
、
こ
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
不
動
産
の
場
合
を
別
と
し
て
、
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民
法
四
二
四
条
の
解
釈
と
し
て
は
形
成
権
説
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
無
関
係
の
債
権
者
の
債
務
者
へ
の
ご
く
普
通
の
給
付
の
訴
え
を
く
っ
つ

け
た
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
に
と
ら
れ
で
も
よ
い
と
思
量
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
は

か
つ
て
の
形
成
揃
説
に
対
す
る
批
判
に
応
え
、
陥
栂
者
代
位
訴
訟
を
不
嬰
と
し
、
判
決
主
文
や
民
事
執
行
手
続
き
と
の
関
係
も
考
慮
す
る

{
附
)

も
の
で
あ
る
。

〈
H
H
U

〉
こ
の
説
に
対
し
て
筆
者
は
、
か
つ
て
次
の
ご
と
く
批
判
し
た
。
「
こ
の
説
に
対
し
て
は
形
成
権
説
に
対
す
る
批
判
の
中
、
と
く
に
、

憤
拙
者
取
消
描
制
度
の
目
的
か
ら
み
て
過
剰
な
手
段
を
許
す
も
の
で
あ
り
、
取
引
の
安
全
に
対
す
る
侵
害
が
大
き
い
と
い
う
批
判
が
あ
て

は
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
論
者
は
こ
れ
に
対
し
て
、
『
そ
も
そ
も
、
債
務
者
の
一
般
(
責
任
)
財
産
を
構
成
し
て
い
た
財
産
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
全
面
的
に
偲
帰
さ
せ
て
も
さ
ほ
ど
不
都
合
で
は
あ
る
ま
い
(
債
務
者
も
受
益
者
も
「
智
意
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
と
と
こ
た
え
て
い

る
。
し
か
し
、
債
務
者
・
受
益
者
の
悪
意
は
寄
意
た
る
こ
と
を
嬰
し
な
い
の
で
あ
り
、
他
方
、
も
し
主
観
的
要
件
に
つ
き
害
意
を
要
求
す

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
沿
革
的
に
み
て
客
観
主
義
的
色
彩
を
強
く
し
て
き
た
今
日
の
債
権
者
取
消
制
度
に
そ
ぐ
わ
ず
、
制
度
の

機
能
聞
域
を
せ
ば
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
妥
当
性
を
欠
く
と
い
え
よ
う
。
取
戻
し
の
目
的
物
が
不
可
分
物
で
被
保
全
情
椀
の
舗
が
目
的
物

の
価
格
を
は
る
か
に
下
回
り
、
し
か
も
他
に
憤
権
者
が
い
な
い
場
合
を
考
え
る
と
、
こ
の
説
の
結
果
の
不
当
性
が
明
白
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
取
消
の
効
果
を
絶
対
効
と
み
る
の
か
相
対
効
と
み
る
の
か
(
お
そ
ら
く
前
者
と
恩
わ
れ
る
が
て
諮
愈
(
留
意
で
な
く
単
な

る
認
識
の
場
合
)
の
転
得
者
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
き
は
ど
う
な
る
の
か
、
従
来
形
成
権
説
の
問
題
点
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
必
ず

し
も
具
体
的
に
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
」
、
と
。
も
っ
と
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
近
時
の
民
法
(
債
権
法
)
改
正
検
討
委
員
会
の
改
正

案
は
、
前
回
説
的
発
想
が
強
く
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

(
時
)

(
M
m
〉

前
仰
向
(
注

ω)
前
回
論
文
ニ
以
下
。
そ
の
後
「
前
回
」
二
六
七
以
下
。

中
悶
俗
脱
『
償
継
総
論
〔
新
版
}
」
〔
平
二
三
〕
二
五
九
。

詳
密
行
為
取
消
織
に
閲
す
る
近
時
の
学

w
d閲
と
偵
俗
法
改
正
(
下
森
)

二
一
七
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法
学
志
林

m
二
O
巻

明
則
三
号

二
一
八

〈
口
)
下
議
『
悶
注
民
』
〔

ω)
四
二
四
条
I
5
エ
@
(
『
新
注
民
』
〈

ω
)
H八
O
八
三
そ
の
後
の
曲
川
図
説
批
判
と
し
て
佐
磁
「
理
論
」
三
七
O
以
下
、
淡
路
二

七
八
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
右
の
佐
藤
・
淡
路
批
判
へ
の
再
反
論
と
し
て
、
前
回
遠
明
『
民
法
学
の
展
開
』
民
法
研
究
第
二
巻
(
平
二
四
〉
第
六
章
「
詳
害
行

為
取
消
砲
に
つ
い
て
」
三
一
一
以
下
が
あ
り
、
悶
じ
く
下
森
批
判
へ
の
再
度
悼
闘
が
あ
る
(
悶
曲
吉
一
四
九
以
下
)
。
す
な
わ
ち
、
①
「
容
怠
」
と
し
た
の
は
民
法

の
条
文
を
引
用
し
た
ま
で
で
、
そ
の
内
容
は
判
例
通
説
と
問
機
「
認
容
」
で
あ
る
、
②
取
戻
し
の
図
的
物
の
価
額
と
取
消
償
制
者
の
被
保
全
債
総
繍
と
の
均
衡

が
取
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
過
大
な
取
戻
し
に
な
る
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
締
で
あ
り
、
俄
務
省
、
受
益
者
、
転
得
者
に
は
「
認
容
」
が
あ
る
の
だ

か
ら
取
消
の
り
ス
タ
は
覚
情
す
べ
き
で
あ
る
し
、
判
例
通
沙
酬
の
と
る
「
総
合
判
断
」
の
解
釈
で
対
処
す
れ
ば
よ
い
、
そ
の
際
取
消
訴
訟
の
縫
告
と
な
っ
て
い
る

債
務
省
は
自
己
の
利
益
主
張
が
で
き
る
の
で
自
説
は
か
か
る
設
例
の
下
で
も
、
役
に
立
つ
理
論
で
あ
る
、
③
私
見
が
絶
対
効
で
あ
る
こ
と
、
転
得
者
と
の
関
係

は
、
す
で
に
『
口
述
債
権
総
鎗
第
三
版
』
〔
平
五
〕
二
八
三
頁
で
提
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
と
い
う
。

(3) 
修
正
責
任
脱

Amv 

(
i
)
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
修
正
責
任
説
を
提
唱
す
る
加
藤
雅
信
説
の
畳
場
で
あ
る
。
加
藤
説
は
、
①
従
来
の
責
任
説
は
詐
害
行

為
取
消
訴
訟
の
被
告
適
格
を
受
益
者
な
い
し
転
得
者
に
限
定
し
、
情
栂
者
・
債
務
者
間
に
存
在
す
る
債
掘
の
消
滅
に
つ
き
債
務
者
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
@
当
初
の
責
任
説
は
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
(
形
成
訴
訟
)

と
同
時
ま
た
は
そ
の
後
に
賀
任
訴
訟
(
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
)
を
提
起
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
ニ
段
階
構
造
を
と
る
迂
速
な
法
的
構
成

で
あ
っ
た
う
え
、
現
行
の
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
が
責
任
訴
訟
と
い
う
訴
訟
形
態
を
知
ら
ず
、
解
釈
論
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
自
認
し

て
い
た
、
と
い
う
ニ
点
の
問
題
点
を
有
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
克
服
を
め
ざ
す
と
い
う
問
題
意
識
に
立
つ
。

(
H
H
C

そ
こ
で
、
①
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
の
結
果
、
回
復
さ
れ
た
責
任
財
産
へ
の
強
制
執
行
が
あ
れ
ば
、
被
保
全
債
権
は
消
滅
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
昨
智
行
為
取
消
訴
訟
の
被
保
全
債
植
は
、
詐
害
行
為
時
以
前
に
発
生
し
、
取
消
権
行
使
時
(
口
頭
弁
論
終
結
時
)
ま
で
に

弁
済
期
の
到
来
し
た
金
銭
憤
掘
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
@
〉
詐
篭
'
汀
為
取
消
極
行
使
の
効
果
は
、
取
消
極
者
の
有
す
る
被
保
全
債
権
の

執
行
力
を
債
務
者
以
外
の
受
益
者
・
郁
柚
得
者
に
も
拡
張
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
保
全
債
権
が
執
行
力
を
有
す
る
こ
と
が
必
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要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
被
保
全
般
掘
に
債
務
者
に
つ
い
て
の
債
務
名
義
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
債
務
名
義
は
取
消
極
行
使
時

〈
口
頭
弁
論
終
結
時
)
ま
で
に
取
得
で
き
れ
ば
足
り
る
。
し
か
し
、
訴
え
提
起
の
段
階
で
既
に
こ
の
債
務
名
義
が
存
在
す
る
場
合
と
そ
う

で
な
い
場
合
と
で
は
、
訴
訟
手
続
き
が
異
な
る
の
で
、
訴
訟
提
起
時
に
債
務
者
に
対
す
る
債
務
名
義
が
存
在
し
て
い
る
場
合
の
詐
密
行
為

取
消
訴
訟
類
型
(
存
在
型
)
と
そ
れ
が
存
在
し
て
い
な
い
場
合
の
額
型
(
不
存
在
型
)
の
二
つ
の
類
型
に
分
け
て
詐
害
行
為
取
消
極
行
使

の
手
続
き
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

(
出
)
ま
ず
、
債
務
名
義
存
在
型
に
お
い
て
は
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
の
被
告
適
格
と
し
て
は
、
将
来
の
求
償
栂
行
使
を
考
え
る
と
、

本
来
的
に
は
債
務
者
・
受
益
者
〈
転
得
者
が
い
る
場
合
は
転
博
者
も
含
め
て
)
を
相
手
と
す
る
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
る
の
が
論
理

的
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
と
の
接
合
性
を
考
慮
し
て
、
被
告
適
格
は
受
益
者
、
ま
た
は
転
得
者
に
限
定
す
る
こ
と
を
一
応
の
結
論

と
す
る
(
た
だ
し
、
求
償
栂
行
使
と
の
関
係
で
被
告
に
な
っ
た
者
に
他
の
利
害
関
係
者
に
対
す
る
訴
訟
告
知
義
務
を
課
す
)
。
ま
た
、
詐

害
行
為
取
消
権
行
使
の
基
本
的
効
果
は
、
責
任
説
の
下
で
は
、
債
権
者
が
受
益
者
・
転
得
者
に
対
し
て
逸
出
財
産
に
対
す
る
物
的
有
限
賀

任
を
追
及
す
る
こ
と
を
許
す
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
状
況
に
よ
っ
て
は
、
逸
出
財
産
の
価
値
の
範
囲
内
で
人
的
有
限
賀
任
を
追
及
す
る
も

の
(
価
格
賠
償
の
諦
求
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
二
五
条
に
よ
り
取
り
消
し
の
効
果
は
取
消
債
権
者
以
外
の
債
栂
者
に
も
及
ぷ
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
訴
訟
の
法
的
性
質
は
対
世
的
効
力
と
し
て
の
形
成
力
を
も
っ
形
成
の
訴
え
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

結
局
、
債
務
名
義
存
在
型
の
昨
害
行
為
取
消
訴
訟
は
形
成
の
訴
え
と
執
行
受
忍
の
訴
え
と
の
複
合
的
訴
訟
形
態
に
な
る
と
考
え
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
詐
寄
行
為
取
消
訴
訟
判
決
が
確
定
し
た
後
に
、
責
任
訴
訟
等
の
名
の
も
と
に
特
別
な
訴
訟
手
続
き
を
と
る
必
要

も
、
責
任
判
決
の
名
の
も
と
に
執
行
受
忍
判
決
等
の
特
別
な
判
決
を
取
得
す
る
必
要
も
な
い
(
こ
の
点
は
、
賀
任
説
に
賛
成
す
る
安
連
説

が
既
に
提
唱
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
達
説
に
よ
る
と
、
責
任
説
に
よ
る
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
の
手
続
き
は
、
取
消
訴
訟
の
判
決
に
は
賀

任
法
的
取
り
消
し
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
被
保
全
般
栂
及
び
差
し
押
さ
え
を
な
し
う
る
被
告
所
有
の
財
産
の
範
囲
が
明
示
さ
れ
る
、
そ

詳
密
行
為
取
消
細
に
関
す
る
近
隣
吋
の
学
説
風
聞
と
債
償
法
改
正
(
下
議
)

-
二
九

Hosei University Repository



法
学
志
体
第
一
一

O
巻

第

三

号

ニ
二
O

こ
で
こ
の
判
決
を
債
務
名
義
と
し
て
原
告
は
被
告
の
財
産
に
差
押
を
な
し
う
る
。
被
告
は
こ
の
差
押
に
第
三
者
異
臓
の
訴
え
で
こ
れ
を
排

除
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
、
と
し
て
い
る
〔
安
連
一
三

0
1
さ
ら
に
、
平
野
説
、
佐
藤
説
も
同
一
結
論
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ

の
結
論
は
正
当
で
あ
る
〉
。

(-w) 
つ
い
で
債
務
名
義
不
存
在
型
に
お
い
て
は
、
債
抱
者
の
債
務
者
に
対
す
る
給
付
訴
訟
、
債
務
者
・
受
益
者
聞
の
責
任
法
的
取
消

を
内
容
と
す
る
形
成
訴
訟
、
受
益
者
ま
た
は
持
母
者
の
執
行
受
忍
訴
訟
、
以
上
三
種
の
複
合
的
訴
訟
形
態
と
な
り
、
必
ず
被
告
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
債
務
者
と
受
益
者
(
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
)
、
転
得
者
は
場
合
に
よ
っ
て
被
告
と
な
り
、
こ
の
場
合
は
三
当
事
者

が
被
告
と
な
る
。
以
上
い
ず
れ
の
場
合
も
形
成
判
決
に
つ
い
て
は
対
世
的
効
力
が
付
与
さ
れ
る
。
ま
た
、
取
り
消
し
の
み
を
訴
求
す
る
詐

害
行
為
取
消
の
訴
提
起
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。

加
藤
〔
・
安
連
〕
説
の
考
え
方
は
、
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
を
解
釈
論
と
し
て
認
め
う
る
か
の
問
題
は
し
ば
ら
く
お
き
、
従
来
の
責
任
説

の
難
点
と
さ
れ
た
問
題
点
を
一
定
の
範
囲
で
解
決
し
て
お
り
、
評
価
で
き
よ
う
。

(
時
}
附
川
向
「
加
脇
雅
」
二
三
四
以
下
。

(4) 
水
野
吉
章
臨
(
仮
称
「
債
務
者
行
動
の
総
合
考
畳
支
配
脱
」
)

法
理
を
分
析

努
し

日九
+八

荏堕
の守
聞の
詰 U

議F
* A 
韮以
器降
1- の

語新
与し
十い
る理

主討
を取
回引，.，.、

tと現
し代
た社
見会

号室
あー谷

る語高

水害
堅手 え

論た
文 7
1まメ

まカ
ずの
、詐

従寄
来取
の引

(
i
)
水
野
説
は
、

日
本
の
議
論
で
は
、
「
〔
債
務
者
の
行
動
に
よ
る
〕
信
用
収
縮
の
発
生
と
詐
害
行
為
取
消
栂
が
そ
れ
を
防
止
す
る
メ
カ
ユ
ズ
ム
」
に
つ
い
て

の
問
題
意
識
が
欠
加
あ
る
い
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
詐
害
行
為
取
消
極
の
存
在
意
義
や
問
題
解
決
へ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
要
件
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論
、
効
果
論
の
展
開
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
問
題
意
識
の
も
と
に
、
近
時
の
ア
メ
リ
カ
詐
窃
取
引
法
の
法
理
と
対
比
し
つ
つ
問
題
点

を
検
討
し
、
①
詐
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
@
詐
害
行
為
取
消
櫛
の
存
在
意
義
、
@
問
題
解
決
へ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
閲
す
る
現
代
ア
メ
リ

カ
法
の
詐
書
取
引
法
理
を
分
析
・
紹
介
す
る
。
法
と
経
詩
学
の
手
法
も
駆
使
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
法
理
の
紹
介
は
新
鮮
で
興

味
深
い
。

つ
い
で
、
こ
れ
を
基
に
し
て
、
日
本
法
の
検
討
に
入
り
、
詐
害
行
為
取
消
権
の
存
在
意
義
、
要
件
論
、
効
果
論
に
つ
い
て
一
定

の
具
体
的
提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
目
。
こ
の
説
を
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
べ
き
か
適
当
な
名
称
が
考
え
つ
か
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
「
債
務

者
f丁
動
の
総
A 
Eヨ

考
量
支
配
理
晋会
Lー

と
名
'つ
け
て
お
く

守
口
)
こ
の
税
は
ま
ず
、
詐
害
行
為
取
消
備
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
「
詐
苦
行
為
取
消
摘
は
、
情
植
者
と
債
務
者
と
の
関
係
を
規
伸
し
、

附
務
超
過
時
に
お
け
る
情
務
省
の
行
動
の
変
化
、
端
的
に
は
、
『
意
思
決
定
の
歪
み
』
|
そ
れ
が
債
務
者
の
資
産
価
値
に
影
静
を
与
え
る

ー
を
詐
苦
行
為
と
し
て
規
制
す
る
も
の
」
と
す
る
。
詐
聾
行
為
取
消
備
制
度
を
責
任
財
産
保
全
あ
る
い
は
賀
任
秩
序
の
維
持
制
度
と
見
る

従
来
の
考
え
方
を
も
う
一
歩
進
め
、
債
務
超
過
に
陥
っ
た
伯
務
者
が
平
常
時
と
は
異
な
っ
た
非
合
理
的
な
財
産
処
分
行
動
に
走
る
こ
と
が

及
ぼ
す
債
権
者
と
の
聞
の
信
用
秩
序

(
H
責
任
秩
序
)
へ
の
影
響
、
そ
し
て
こ
れ
に
対
す
る
取
引
相
手
方
の
対
応
行
動
、
さ
ら
に
は
こ
れ

ら
の
行
動
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
の
存
在
が
も
っ
抑
止
力
と
い
っ
た
(
詐
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
)
角
度
か
ら
、
制
度

の
存
在
意
義
を
多
而
的
・
総
合
的
に
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
の
問
題
提
起
と
い
え
よ
う
か
。
債
務
者
の
行
動
(
「
意
思
決
定
の
歪

み
」
)
の
内
容
を
掘
り
下
げ
て
分
析
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
詐
害
行
為
取
消
備
の
抑
止
力
の
影
響
を
検
討
し
た
視
角
が
新
鮮
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
要
件
論
に
つ
き
、
不
法
行
為
説
に
始
ま
る
日
本
の
総
合
的
相
関
的
判
断
論
の
普
及
が
詐
密
行
為
取
消
の
拡
臨
機
能
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
に
一
定
の
前
向
き
な
評
価
を
与
え
つ
つ
も
、
「
総
合
考
置
を
支
配
す
る
理
論
」
を
欠
く
た
め
そ
の
内
容
が
不
明
臨
で
あ

{nv 

っ
て
、
理
論
な
き
総
合
判
断
の
も
た
ら
す
梯
苫
の
お
そ
れ
を
既
に
学
説
か
ら
批
判
さ
れ
て
お
り
、
類
型
化
に
よ
る
判
断
基
単
確
立
の
試
み

が
あ
る
と
は
い
え
〈
旧
詑
民
第
一

O
巻
四
二
四
条
、
四
二
五
条
〔
下
森
〕
を
引
用
て
そ
れ
は
既
存
の
判
例
を
類
型
化
し
た
に
と
ま
り
、

詐
袋
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
・
説
展
開
と
債
権
法
改
正
(
下
稼
}

ー
一一一一
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-一-一一一
Am】

総
合
判
断
を
支
配
す
る
理
論
と
は
い
え
な
い
(
端
的
に
い
え
ば
、
判
例
の
結
論
へ
の
後
追
い
的
追
随
に
す
ぎ
な
い
)
と
批
判
す
る
。
そ
し

第

=o巻
擁
三
号

て
、
「
弁
済
」
の
よ
う
に
当
初
は
「
詐
害
」
と
は
理
論
上
区
別
さ
れ
て
い
た
も
の
を
「
詐
害
」
に
取
り
込
ん
だ
た
め
に
こ
れ
ま
で
の
日
本

法
の
要
件
論
は
混
迷
を
極
め
て
い
る
と
も
批
判
す
る
。

(
m
m
)

そ
の
う
え
で
、
先
に
提
起
し
た
「
詐
害
行
為
取
消
植
の
存
在
意
義
」
を
判
断
基
準
と
し
て
、
端
的
に
「
弁
済
」
の
詐
害
性
な
ど

も
判
断
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
が
倒
務
者
の
行
動
(
経
営
判
断
)
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
資
産
価
値
の
下
落
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
れ
ば
取
消

の
対
象
と
な
り
う
る
と
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
そ
し
て
「
弁
済
」
に
お
い
て
は
、
詐
寄
と
偏
頗
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
か
ら
、
両
者
を
二

分
し
て
弁
請
を
偏
頗
行
為
と
性
質
決
定
し
、
後
者
は
倒
産
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詐
害
行
為
取
消
の
対
象
と
は
な

り
え
な
い
と
割
り
切
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
わ
が
国
の
改
正
破
産
法
(
平
成
一
六
年
法
体
第
七
五
号
)
以
来
強
ま
っ
た
弁
済

の
誹
密
性
否
定
説
(
小
林
、
沖
野
、
内
田
、
森
田
〔
修
〕
)
に
異
識
を
唱
え
、
結
論
と
し
て
判
例
の
採
る
「
過
酷
的
笹
想
論
」
を
正
当
と

す
る
。
ま
た
「
相
当
価
格
に
よ
る
売
却
」
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
意
思
決
定
に
よ
る
行
動
で
あ
る
か
ら
、
合
理
的
意
思
決
定
が
な
さ
れ

ず
意
思
の
歪
み
が
あ
ら
わ
れ
う
る
。
担
保
権
の
設
定
に
よ
る
資
金
調
達
も
そ
う
で
あ
る
。
債
務
超
過
時
に
お
け
る
自
己
資
産
の
読
動
化

(
現
金
化
)
は
、
使
途
に
つ
い
て
コ
ミ
ッ
ト
{
下
森
|
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ッ
ト
な
の
か
、
そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
当
事
者
間
の
契

同哲
三よ
・l る
恩 コの
寧 L
こト
のカ:
お旦

24 
哲 E
h も

署長
雪芥
り入
資司
産長
価り
堕取

主語
置戸

史民
仙の
る襲
下喜

子と
そ 4

設S
取で
消あ

義今
めか
る〕

こさ
とれ
でて
コい
な

ッ L、
ト場
し合
てに

お
く
必
要
が
あ
る
?
〕
。
コ
ミ
ッ
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
使
途
に
よ
っ
た
場
合
に
お
け
る
資
産
価
値
の
増
加
を
問
題
に
す

れ
ば
よ
い
〔
下
森
|
増
加
が
あ
れ
ば
取
り
消
し
を
認
め
な
い
?
〕
。
こ
の
ほ
か
、
社
会
政
策
的
考
慮
に
よ
る
取
消
栂
行
使
の
制
限
判
断
も

あ
り
う
る
が
、
こ
れ
は
債
務
者
の
意
思
決
定
に
よ
っ
て
発
生
す
る
「
詐
害
」
性
と
は
相
関
し
な
い
判
断
基
単
で
あ
る
(
生
計
費
や
子
女
の

教
育
費
に
当
て
る
た
め
の
資
産
の
流
動
化
な
ど
)
。
ま
た
被
保
全
債
権
が
「
租
税
債
権
」
や
「
不
法
行
為
債
権
」
で
あ
る
場
合
に
は
若
手
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異
な
る
考
躍
が
必
要
で
あ
る
。
「
租
税
債
権
」
に
つ
い
て
は
信
用
秩
序
維
持
の
問
題
で
は
な
く
、
「
不
法
行
為
債
権
」
の
場
合
に
も
、
債
権

者
を
詐
苦
行
為
取
消
掘
で
保
護
し
な
い
で
も
信
用
秩
序
は
破
地
さ
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
場
合
に
も
異
な
る
考
慮
が
働
く
こ
と
と
な
る
〔
下

議
l
被
害
者
保
護
法
理
?
〕
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
伝
統
的
な
要
件
論
の
内
容
が
よ
り
鴨
宮
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
視
点
の

提
示
に
止
め
詳
細
は
他
日
を
期
す
と
い
う
。

(-w) 
つ
い
で
効
果
論
に
進
み
、
大
要
以
下
の
よ
う
に
説
刊
。
ま
ず
、
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
は
一
般
信
用
に
資
す
る
た
め
の
制
度

(
信
用
秩
序
維
持
制
度
)
で
あ
る
、
換
言
す
る
と
、
「
伯
務
省
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
〔
資
産
管
理
を
指
す
〕
の
低
下
を
最
も
安
価
に
や
り
繰
り
で

き
る
者
〔
主
と
し
て
取
消
債
権
者
を
指
す
、
崎
務
者
の
取
引
相
手
で
あ
る
受
益
者
も
監
視
機
能
を
も
っ
と
い
う
〕
に
情
務
者
の
行
動
を
監

視
さ
せ
債
務
者
の
行
動
を
倒
産
政
策
上
合
理
的
た
ら
し
め
る
よ
う
支
援
さ
せ
る
制
度
」
で
あ
る
と
い
う
論
者
の
「
存
在
意
義
論
」
か
ら
し

て
、
「
取
消
の
後
始
末
」
と
し
て
の
効
果
論
上
、
「
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
(
伺
ら
か
の
形
で
、
例
え
ば
取
消
債
権
者
の
債
権
に
共
益
費

〔
叩
岬
}

用
の
先
取
特
掘
を
認
め
る
こ
と
で
)
取
消
債
権
者
に
優
先
弁
済
受
領
怖
を
与
え
る
こ
と
が
至
当
」
と
い
う
。
被
分
弁
前
と
す
る
と
偵
術
者

の
取
消
行
動
が
抑
制
さ
れ
、
あ
る
い
は
取
消
融
行
使
の
意
欲
が
減
迫
し
、
結
果
と
し
て
、
債
務
者
資
産
の
段
損
が
強
ま
り
、
ひ
い
て
は
信

用
の
収
縮
に
つ
な
が
る
か
ら
と
い
う
。
そ
し
て
、
四
二
五
条
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
取
消
債
権
者
が
優
先
弁
済
を
受
け
た
後
の
部
分
に
つ

い
て
、
「
取
消
し
の
効
果
に
つ
い
て
の
判
決
効
の
拡
張
を
受
け
た
(
佐
藤
説
)
総
債
権
者
」
が
配
当
要
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

'コ
ま

り
、
判
決
効
の
拡
艇
が
『
総
陥
帰
省
の
た
め
に
』
の
意
識
で
あ
る
と
い
う
。

(

V

)

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
さ
ら
に
、
取
消
し
の
効
果
と
し
て
現
物
返
還
(
取
戻
し
)
が
是
か
、
執
行
忍
容
が
是
か
に
つ
い
て
は
、

こ
う
説
く
。
伝
統
的
学
説
の
上
記
問
題
設
定
は
、
倒
産
法
制
と
し
て
解
体
型
の
包
話
的
清
算
手
続
き
で
あ
る
旧
破
産
法
を
念
頭
に
置
く
も

の
で
あ
る
が
、
倒
産
法
制
と
し
て
再
建
型
法
制
、
破
産
法
に
お
け
る
一
体
消
算
(
営
業
譲
渡
)
が
重
要
な
機
能
を
も
っ
今
日
に
お
い
て
は
、

取
り
戻
し
に
よ
る
資
産
価
値
上
昇
の
欄
乗
効
果
が
盟
め
る
現
物
返
還
が
、
優
先
弁
済
を
維
持
し
つ
つ
も
資
産
の
一
体
性
を
回
復
で
き
る
点

詐
智
行
為
取
消
績
に
関
す
る
近
時
の
学
説
回
世
間
と
債
権
法
改
正
(
下
孫
}

ー
一一一一一一

Hosei University Repository



法
学
志
一
体
第
一
一

O
巻

第

三

号

二
二
四

で
至
当
と
な
る
場
面
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
詐
害
行
為
取
消
権
の
簡
易
破
産
的
機
能
面
を
も
考
え
合
わ
ぜ
る
と
、
詐
害
行
為
取
消
描
の
効

果
論
上
も
、
現
物
返
還
か
、
相
手
方
の
下
で
の
執
行
忍
容
か
の
二
者
択
一
で
な
く
、
そ
の
両
者
に
加
え
金
銭
に
よ
る
賠
償
方
式
も
含
め
て
、

個
々
の
事
例
ご
と
に
、
債
務
者
資
産
の
最
大
化
・
信
用
の
回
復
の
た
め
に
も
っ
と
も
有
効
な
方
式
の
選
択
を
許
す
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
選
択
権
は
取
消
櫛
を
行
使
す
る
債
権
者
に
与
え
、
ま
た
裁
判
官
が
釈
明
植
を
行
使
し
て
、
取
消
権
者
の
主
閥
抗
を
限
一
民
請
求
へ

と
誘
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
。
も
っ
と
も
、
取
戻
し
を
認
め
る
場
合
に
は
、
債
務
者
の
下
に
戻
さ
れ
た
資
産
に
つ
い
て
再
び

詐
寄
取
引
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
仕
組
み
の
工
夫
が
必
要
と
い
う
。

(
・

3
結
局
の
と
こ
ろ
、
論
者
は
、
効
果
論
上
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
信
用
秩
序
の
維
持
や
そ
の
回
復
に
と
っ
て
も
っ
と
も
盟
ま
し

い
効
果
を
も
た
ら
す
方
式
を
工
夫
す
る
こ
と
と
い
う
。
例
え
ば
、
債
務
者
の
行
動
が
財
貨
(
物
や
金
銭
〉
の
移
転
取
引
に
よ
る
場
合
に
は
、

対
象
物
が
金
銭
か
物
か
の
形
式
的
基
準
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
と
も
に
取
消
債
権
者
に
優
先
弁
済
受
領
掘
を
認
め
る
。
他
方
に
お
い
て
、
債
務

者
の
行
動
が
金
融
取
引
に
よ
る
場
合
に
は
、
取
引
の
相
手
方
が
債
務
者
の
経
営
判
断
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
〈
場
合
に
よ
っ
て
は
俄
務
者

よ
り
も
)
責
任
あ
る
決
定
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
者
の
も
つ
債
務
者
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
総
債
儀
者
に

劣
後
さ
せ
る
こ
と
で
、
取
引
相
手
方
に
適
切
な
行
動
観
胞
を
与
え
る
(
つ
ま
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
債
務
省
に
対
す
る
単
な
る
他
権
者
と

し
て
の
立
場
か
ら
は
見
落
と
し
が
ち
な
、
い
わ
ば
株
主
的
な
立
場
か
ら
の
債
務
者
企
業
の
経
営
に
関
す
る
よ
り
よ
い
経
営
判
断
・
監
視
を

可
能
な
ら
し
め
る
)
と
い
っ
た
方
式
で
あ
る
。
論
者
の
狙
い
は
、
い
わ
ば
、
前
者
で
は
、
取
消
債
権
者
の
優
先
弁
済
権
を
保
証
す
る
こ
と

で
(
つ
ま
り
俄
植
者
に
詐
苦
行
為
取
消
行
動
意
散
を
か
き
た
た
せ
る
こ
と
で
可
能
者
で
は
、
詐
書
取
引
の
相
手
方
悦
描
者
の
伯
織
を
劣

後
さ
せ
る
こ
と
で
、
と
も
に
詐
害
的
取
引
行
為
発
生
の
抑
止
力
を
生
じ
さ
せ
、
信
用
秩
序
の
維
持
・
回
復
を
狙
う
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

論
者
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
を
基
礎
と
し
た
解
釈
は
、
相
対
的
取
消
理
拾
を
と
る
判
例
理
論
に
適
合
的
で
あ
り
、
そ
の
帰
結
で
あ
る
「
取

消
し
・
取
戻
し
」
を
よ
く
説
明
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
他
方
に
お
い
て
、
解
体
型
清
算
手
続
き
を
念
等
に
お
い
た
場
合
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に
は
、
受
益
者
の
も
と
に
あ
る
逸
出
財
産
に
対
し
て
総
債
権
者
が
執
行
す
る
の
が
至
当
と
い
う
解
釈
が
合
理
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
倒
産

処
理
制
度
と
し
て
解
体
型
前
算
手
続
き
以
外
の
倒
産
手
続
き
が
出
現
し
て
い
る
今
日
の
時
点
で
の
「
一
般
的
信
用
秩
序
維
持
」
(
詐
苦
行

為
取
消
権
の
存
在
意
義
)
の
見
地
か
ら
見
る
と
、
「
取
消
し
・
取
戻
し
」
、
「
執
行
忍
容
」
の
い
ず
れ
に
も
一
理
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
解

体
型
倒
産
手
続
き
を
念
頭
に
置
い
た
時
代
の
「
責
任
説
」
で
は
社
会
の
変
避
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
。

こ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
責
任
説
の
立
場
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
再
建
型
法
制
に
お

い
て
は
、
そ
の
目
的
に
適
し
た
保
謹
手
段
と
し
て
「
取
戻
し
」
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
、
し
か
し
、
再
建
型
法
制
で
は
も
ち

ろ
ん
、
解
体
型
で
も
総
括
的
な
清
算
手
続
き
で
あ
る
否
認
権
の
場
合
と
異
な
り
、
個
別
的
消
算
手
続
き
で
あ
る
昨
苦
行
為
取
消
慌
の
傾
域

で
は
、
原
則
と
し
て
「
執
行
忍
容
」
が
今
日
で
も
な
お
合
理
的
で
あ
り
、
そ
の
点
は
水
野
説
も
認
め
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
、
と
。

勺
四
)
な
お
、
要
件
論
に
つ
き
、
総
合
的
相
関
的
判
断
論
は
「
総
合
考
置
を
支
配
す
る
理
論
」
を
欠
く
た
め
そ
の
内
容
が
不
明
確
で
あ

っ
て
、
理
論
な
き
総
合
判
断
の
も
た
ら
す
酔
寄
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
類
型
化
に
よ
る
判
断
基
出
・
確
立
の
試
み
が
め
る
が
、
そ
れ
は
既
存
の

判
例
を
煩
型
化
し
た
に
と
ま
り
、
総
合
判
断
を
支
配
す
る
理
論
と
は
い
え
な
い
(
端
的
に
い
え
ば
、
判
例
の
結
論
へ
の
後
追
い
的
追
随
に

す
ぎ
な
い
)
と
の
批
判
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
こ
う
。

筆
者
は
最
近
、
要
件
論
に
つ
い
て
、
近
時
の
判
問
・
学
説
の
展
開
を
踏
ま
え
て
従
来
の
私
見
を
補
正
し
、
よ
り
詳
し
く
展
開
す
る
機
会

を
持
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
無
資
力
状
態
の
下
で
債
務
者
が
行
っ
た
財
産
処
分
行
為
に
つ
い
て
、
立
法
政
策
上
、
法
は
、
第
一
に
債
務
省
に

承
認
し
た
財
産
管
理
自
由
の
原
則
と
、
第
二
に
債
権
者
保
謹
の
た
め
の
責
任
財
産
保
全
の
原
理
、
第
三
に
利
益
者
・
転
得
者
の
保
護
と
の

関
係
で
、
そ
れ
ら
の
取
引
の
安
全
を
ど
う
図
る
か
。
あ
る
い
は
、
詐
密
行
為
が
弁
済
と
か
代
物
弁
済
と
い
っ
た
債
権
者
同
士
の
詐
寄
行
為

取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
倒
栂
者
間
の
平
等
を
ど
う
図
っ
た
ら
い
い
か
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
な
い
し
四
つ
の
価
値
判
断
の
基
準
原
理
に
基

づ
い
て
債
務
者
・
受
益
者
聞
の
行
為
を
評
価
し
、
そ
れ
ら
の
利
益
の
比
較
考
量
に
基
づ
い
て
、
関
係
当
事
者
聞
の
対
立
す
る
利
害
関
係
を

詳
密
行
為
取
消
般
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
{
下
m
H
)

二
二
五
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公
平
か
つ
妥
当
に
調
整
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
、

つ
い
で
、
行
為
の
詐
害
性
成
否
の
具
体
的
判
断
基
準
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
①

債
務
者
の
行
為
の
動
機
や
目
的
の
正
当
性
、
@
手
段
・
方
法
の
妥
当
性
(
以
上
、
債
務
者
の
財
産
管
理
自
由
の
線
虫
〉
、
@
受
益
者
や
転

得
者
の
主
観
的
事
情
(
取
引
安
全
保
護
の
噂
重
)
、
@
受
益
者
が
既
存
債
権
者
の
一
人
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
取
消
債
権
者
と
の
関
係
を

ど
う
み
る
か
の
問
題
(
償
儲
者
平
等
の
尊
重
の
是
非
)
な
ど
の
諸
点
に
留
意
し
つ
つ
、
@
終
極
的
に
は
、
債
務
者
の
責
任
財
産
保
全
(
制

度
の
目
的
で
あ
る
債
権
者
保
護
、
責
任
秩
序
の
維
持
)
と
の
調
整
を
い
か
に
は
か
る
べ
き
か
の
総
合
判
断
の
う
え
で
取
消
の
可
否
の
判
断

を
下
す
べ
き
で
あ
る
と
の
一
般
論
を
述
べ
、
こ
れ
を
基
準
に
し
て
判
例
の
類
型
的
分
析
を
具
体
的
に
展
開
し
、
詐
害
行
為
の
各
類
型
毎
に

昨
聾
性
判
断
の
鵠
唱
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
れ
も
水
野
説
の
言
う
「
総
合
考
躍
を
支
配
す
る
理
論
」
の
一
一
陣
と
思
う
が
、

こ
れ
を
批
判
す
る
水
野
説
で
や
や
気
が
か
り
な
の
は
、
法
と
経
済
学
的
手
法
に
よ
る
無
資
力
状
態
下
で
の
債
務
者
行
動
(
「
意
思
決
定
の

み歪
立み
て b
る.の

E虫
空耳
モ智
よ JE

}:妻
庁、 1.1.

議諮
問 tF

ZI 
る頃
。で

樫合

手追
及 JI:.'
~ i-

揺を
の君

!日耳
元取
モi商
あ権
るの
号抑
謡止
者力
ゃの
転膨
ff1.聴
者を
の中
取心
引に
安要
金件
へ論
の・
考効
r@:果
論
受を
益組

者
が
筒
権
者
の
一
人
で
あ
る
類
型
の
債
権
者
平
等
へ
の
考
躍
な
ど
を
ど
う
い
う
形
で
具
体
的
に
取
り
込
む
か
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

論
者
は
、
詐
窃
行
為
取
消
継
の
効
果
論
上
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
信
用
秩
序
の
維
持
や
そ
の
回
復
に
と
っ
て
も
っ
と
も
望
ま
し
い
効
果

を
も
た
ら
す
方
式
を
工
夫
す
る
こ
と
と
し
、
現
物
返
還
か
、
相
手
方
の
下
で
の
執
行
忍
容
か
の
二
者
択
一
で
な
く
、
そ
の
両
者
に
加
え
金

銭
に
よ
る
賠
償
方
式
も
含
め
て
、
間
々
の
事
例
ご
と
に
、
債
務
者
資
産
の
最
大
化
・
信
用
の
回
慌
の
た
め
に
も
っ
と
も
有
効
な
方
式
の
選

択
を
許
す
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
選
択
樹
は
取
消
梅
を
行
使
す
る
仙
櫛
者
に
与
え
、
ま
た
裁
判
官
が
釈
明
櫛
を
行
使
し
て
、

取
消
権
者
の
主
強
を
取
戻
請
求
へ
と
誘
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、
選
択
横
を
与
え
ら
れ
た
債
儲
者
と

し
て
は
、
自
己
に
最
も
有
利
な
詳
密
行
為
の
全
部
取
消
し
、
全
部
取
戻
し
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
の
結
果
の

取
り
消
し
の
相
手
方
の
取
引
安
全
に
与
え
る
悪
影
響
へ
の
考
慮
不
足
が
明
確
で
あ
る
。
た
だ
、
水
野
論
稿
で
は
、
要
件
論
の
具
体
的
・
詳
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細
な
展
開
は
将
来
の
課
題
と
さ
れ
、
現
時
点
で
は
視
点
の
提
示
に
と
ど
ま
り
そ
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
の
で
、
こ
の
間
題
提
起
の
功
罪

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
展
開
の
結
果
に
待
ち
た
い
。

(
問
団
)
筆
者
が
特
に
気
が
か
り
な
点
は
、
判
問
法
の
類
型
化
に
よ
る
判
断
基
期
確
立
の
試
み
は
、
既
存
の
判
例
を
類
型
化
し
た
に
と
ま

り
、
総
合
判
断
を
支
配
す
る
理
論
と
は
い
え
ず
、
判
例
の
結
論
へ
の
後
追
い
的
追
随
に
す
ぎ
な
い
と
の
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
法
解

釈
学
・
予
防
法
学
に
お
け
る
判
例
研
究
の
重
要
性
に
閲
す
る
過
小
評
価
・
認
識
不
足
の
懸
念
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
民
法
は

裁
判
坦
範
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
行
為
観
範
と
し
て
機
能
す
る
か
ら
、
法
と
経
涜
学
的
手
法
も
有
用
で
あ
る
が
、
判
例
研
究
に
よ
る

判
断
基
準
磁
立
の
努
力
も
有
用
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
法
化
社
会
の
進
展
し
た
今
日
で
は
、
取
引
行
為
に
あ
た
り
い
か
な
る
取
引
行
為
を
し

て
お
け
ば
将
来
の
法
的
紛
争
を
避
け
う
る
か
の
予
防
法
学
的
考
慮
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
将
来
の
裁
判
の
予
測
と
し
て
の
判
例

研
究
が
必
須
で
あ
る
。
論
者
の
一
言
う
「
詐
害
的
取
引
行
為
発
生
の
抑
止
力
」
と
な
り
う
る
の
は
、
成
文
の
民
法
典
の
知
識
の
み
な
ら
ず
そ

れ
が
実
際
に
具
体
化
さ
れ
た
裁
判
例
の
知
識
で
あ
る
。
そ
し
て
判
例
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
・
目
的
は
、
判
例
法
の
客
観
的
分
析
・
認

識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
将
来
の
望
ま
し
い
裁
判
形
成
へ
働
き
か
け
る
と
い
う
極
め
て
実
践
的
な
研
究
活
動
を
行
う
こ
と

に
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
筆
者
の
行
っ
て
い
る
判
例
の
客
観
的
・
類
型
的
分
析
に
基
づ
く
詐
害
行
為
取
消
権
成
否
の
判
断
基
準
確
立
の
試

み
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
・
実
践
的
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
日
。
判
例
法
の
類
型
化
に
よ
る
判
断
基
準
確
立
の
試

み
は
、
果
た
し
て
、
「
端
的
に
い
え
ば
、
判
例
の
結
論
へ
の
後
追
い
的
追
随
に
す
ぎ
な
い
」
と
の
抽
象
的
な
一
言
で
切
っ
て
捨
て
う
る
程

度
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
論
者
の
将
来
の
研
究
展
開
で
、
筆
者
の
試
み
が
結
果
と
し
て
「
判
例
の
後
追
い
的
追
随
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

〔
初
)

を
具
体
的
に
論
証
・
指
摘
し
た
う
え
で
、
私
見
の
判
断
基
準
の
有
効
性
を
批
判
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
現
代
取
引
社
会
の
変
容
分
析
を
踏
ま
え
た
、
水
野
論
文
の
解
釈
論
・
立
法
論
に
対
す
る
斬
新
な
問
題
提
起
は
興
味

深
い
。
論
者
が
今
後
の
課
題
と
し
て
掲
げ
る
問
題
を
中
心
と
し
た
研
究
の
-
聞
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

詐
苦
行
拘
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
儲
椴
法
改
正
(
下
務
)

七
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法
H
ま
忠
一
体

第
一
一

O
巻

第
三
号

ニ
二
八

〈
印
}
近
時
の
ア
メ
リ
カ
法
の
動
向
に
つ
い
て
は
下
森
『
新
注
民
』
(
叩
)
H
回
二
四
条
1
3
オ
〔
七
八
八
以
下
〕
及
び
そ
こ
で
引
用
し
た
文
献
参
照
。

(
初
)
水
野
古
策
「
詳
智
行
為
取
消
憾
の
理
論
的
再
検
針
〈
I
)
1
(
7
・0
沌
)
」
北
大
法
裁
e

沿
線
五
八
巻
六
号
三
一
四
六
、
五
九
巻
一
号
四
九
八
、
三
号
一
五

九
八
、
六
号
三
五
三
八
、
六
O
巻
二
号
七
九
O
、
五
号
一
二
四
八
、
六
一
巻
三
号
一

O
四
O
〔
平
二

O
i
w
T二
ニ
〕
。

(
幻
)
北
大
法
学
論
集
五
八
巻
六
号
、
五
九
巻
一
号
、
三
号
、
六
号
、
六
O
巻
二
号
。

(m)
北
大
法
学
績
集
六
O
巻
ニ
号
、
五
号
、
六
一
巻
三
号
。

(
幻
)
早
川
真
-
郎
「
持
議
行
為
取
消
織
か
ら
み
た
陥
服
務
省
の
行
為
縦
範
」
倒
腹
手
続
き
と
民
事
実
体
法
〈
別
m
k
B
L六
O
時
d
V

【
平
一
二
〕
二
三
三
1
二
五

。
、
吉
国
邦
彦
「
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
利
益
考
鼠
論
」
、
同
「
民
法
解
釈
と
捕
れ
動
く
所
有
論
」
{
平
士
己
五
三

1
五
四
を
引
問
}
。

(
例
制
〉
北
大
法
学
論
集
六
一
巻
三
号
一

o=一二。

(
お
}
北
大
法
学
論
集
六
一
巻
三
号
一

O
一六。

(
初
}
北
大
法
学
給
制
笠
ハ
一
巻
三

9
九
八
O
、
九
八
四
、
九
九
三
、
一

O
Oニ。

(
幻
)
下
森
定
『
償
継
者
取
消
惜
の
判
例
総
合
解
説
』
(
以
下
下
綴
『
判
総
解
』
と
し
て
引
用
す
る
)
〔
白
山
社
、
平
-
一
二
〕
四
三
以
下
。
同
・
前
倒
『
新
法
民
』

(
叩
)
日
四
二
四
条
日
八
-
二
以
下
。

(
初
)
策
ぢ
の
判
例
研
究
方
法
論
に
つ
い
て
は
『
判
例
研
究
の
方
法
」
法
学
教
室
一

O
O号
こ
九
八
九
年
)
九
O
H以
下
、
「
川
島
法
学
に
お
け
る
判
例
研
究

方
法
治
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
一
三
守
ご
九
九
二
年
)
鴎
ニ
以
下
参
照
。
ま
た
、
判
例
の
先
例
的
滋
誕
の
決
定
に
お
け
る
容
観
的
認
滋
の
問
姐
と
実
践
的
支
棋

の
関
係
を
倣
っ
た
近
坊
の
具
体
的
判
例
研
究
と
し
て
、
下
森
「
償
継
者
取
消
織
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向
|
②
日
本
法
|
」
(
成
践
法
学
六
六
号
〔
ニ

O
O八
年
〕

一
以
下
)
で
取
り
上
げ
た
最
判
平
一
七
・
一
一
・
八
民
襲
五
九
巻
九
号
二
一
-
一
三
三
に
つ
い
て
の
研
究
{
一
四
以
下
、
と
く
に
三

O
以
下
〕
参
照
。

〈

5
)

修
正
訴
権
説
〈
中
西
俊
二
説
)

中
西
説
は
、
論
者
の
説
明
に
よ
る
と
、
白
色
。

同

M
m
g
z
g岱
に
遡
る
拍
車
的
理
由
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
の
通
説
・
判

例
の
見
解
に
基
づ
い
て
、
詐
害
行
為
取
消
栂
を
対
抗
性
否
認
掘
と
執
行
忍
容
請
求
権
と
が
複
合
的
に
結
合
し
た
訴
権
と
解
す
る
見
解
と
い

う
。
こ
こ
に
い
う
対
抗
性
否
認
描
と
は
、
実
体
法
上
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
権
利
で
あ
り
、
執
行
忍
容
舗
求
権
は
訴
訟
法
上
(
厳
密
に
は

執
行
法
上
)
の
権
利
だ
と
い
う
。
ま
た
こ
こ
で
の
対
抗
性
と
は
、
契
約
に
よ
り
有
効
に
財
産
掘
を
取
得
し
た
者
は
、
第
三
者
に
対
し
て
自
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己
が
櫛
利
者
で
あ
る
旨
を
主
蝦
で
き
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
法
的
内
容
を
意
味
す
る
も
の
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
対
抗
性
を
取
消
情
継
者

と
の
関
係
で
実
体
法
上
否
認
す
る
効
力
を
有
す
る
の
が
詐
害
行
為
取
消
権
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
こ
で
、
詐
害
行
為
取
消
権
行
使
の
方

法
と
し
て
は
、
債
務
者
を
被
告
と
す
る
必
要
は
な
く
、
被
告
は
受
益
者
文
は
転
得
者
と
す
る
。
そ
し
て
、
債
務
省
に
対
し
一
定
の
範
囲
で

詐
苦
行
為
取
消
し
の
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
及
び
債
務
者
の
手
続
き
的
保
陣
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
と
き
は
、
訴
訟
告
知
(
民
訴
法
五

三
条
)
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
ま
た
詐
寄
行
為
取
消
権
行
使
の
効
果
に
つ
い
て
、
取
消
権
行
使
の
結
果
と
し
て
の
執
行
対
象
財
産
が
不

動
産
の
場
合
と
金
銭
を
含
む
動
産
の
場
合
と
で
は
、
そ
の
効
果
を
異
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
開
削
す
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
、
不
動

産
の
場
合
は
取
消
極
行
使
に
よ
る
差
し
押
え
の
効
力
は
責
任
財
産
保
全
の
趣
旨
か
ら
詐
害
行
為
前
の
総
債
権
者
に
及
ぶ
が
、
金
銭
・
動
産

に
つ
い
て
は
、
取
消
原
告
と
訴
訟
参
加
し
た
債
権
者
に
の
み
目
的
物
に
対
す
る
執
行
力
の
効
果
が
及
ぶ
も
の
と
解
す
る
。
こ
の
考
え
方
は

民
法
四
二
五
条
の
縮
小
解
釈
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
論
者
は
さ
ら
に
民
法
改
正
試
案
に
つ
い
て
も
具
体
的
栂
言
を
し
て
い
る
。

こ
の
中
西
研
究
は
、
佐
藤
教
授
の
訴
権
説
を
基
本
的
に
受
け
つ
ぎ
、
さ
ら
に
責
任
説
か
ら
の
判
例
・
通
説
へ
の
批
判
に
「
刺
激
さ
れ
」
、

相
対
的
無
効
の
理
論
と
民
法
四
二
五
条
の
「
す
べ
て
の
附
櫛
者
の
利
益
」
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
か
の
問
題
意

識
の
下
に
、

?
l
マ
訟
に
は
じ
ま
る
詐
害
行
為
取
消
掘
の
沿
革
お
よ
び
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
草
案
を
含
む
立
法
者
の
意
思
並
び
に
フ
ラ
ン
ス
法

お
よ
び
ド
イ
ツ
法
の
通
説
・
判
例
を
丹
念
に
検
証
し
て
自
説
を
展
開
し
た
も
の
で
、
賞
任
説
に
は
じ
ま
る
近
時
の
一
潮
流
の
延
長
線
上
に

立
つ
問
題
提
起
作
と
い
え
よ
う
。

山 29

理
斜 lf.
大網
学に
妃つ
望号い
第て
四 1:1.
r、
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B 筒
、俊
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、; ~!l 

同 Z
~ If>1 
苔出
rr:n a語
i内巴
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Iこ lit
l草I111
す社
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試 jl~

論二
t_ = 
私〉

法ニ
第三
四七
七以
号下
( 望書
平 ftU

凹そ
}の
二 i由。
四同
以『
下緋. ~ 
rr 
a 
If< 
irl 

E 
2司

阿

詳
叩
由
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
鹿
聞
と
償
悩
法
改
正
(
下
政
)

ニニ九
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法
学
志
休
第
一
一

O
巻

第

三

号

二
三
O

(
6
)
 
近
時
の
学
説
展
開
の
総
括

(
ア
)
質
任
説
の
登
場
段
、
一
九
八

0
年
代
以
降
か
ら
最
近
ま
で
に
あ
ら
わ
れ
た
近
時
の
学
説
の
問
題
状
況
に
つ
き
、
大
要
、
次
の
よ

{mv 

う
な
整
理
(
大
村
整
理
)
が
あ
る
。

議
論
の
方
向
は
三
つ
に
別
れ
る
。
第
一
は
、
既
存
の
見
解
の
修
正
を
試
み
る
方
向
で
あ
る
。
判
例
・
通
組
に
立
っ
た
う
え
で
そ
の
修
正

を
試
み
た
奥
田
説
、
お
よ
び
形
成
極
説
の
再
評
価
を
試
み
た
前
回
説
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
(
長
井
説
も
こ
こ
に
入
る
〉
。
第
二
は
、
寅

任
説
と
同
様
な
帰
結
を
別
の
法
体
構
成
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
訴
槌
説
で
あ
り
(
佐
藤
、
平
持
)
、
ド
イ
ツ
法
固
有
の
「
責
任

法
的
無
効
」
と
か
「
執
行
忍
容
判
決
」
と
い
っ
た
特
殊
な
概
念
を
使
わ
ず
、
制
度
の
沿
革
的
研
究
・
比
較
法
的
研
究
(
仏
独
米
)
を
基
礎

に
し
て
、
四
二
四
条
は
通
出
財
産
に
対
し
て
直
接
執
行
で
き
る
「
訴
植
」
を
他
権
者
に
付
与
し
た
も
の
と
説
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
四
二
五
条
に
つ
き
、
こ
れ
は
他
の
債
権
者
に
対
す
る
判
決
効
拡
揺
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
こ
れ
を
考
慮
し
た
解
釈
の
必
要
性
を
説
い
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
解
釈
論
上
の
帰
結
は
判
例
の
噂
則
と
あ
ま
り
に
も

速
く
、
難
題
が
生
じ
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
に
、
訴
権
説
の
発
想
に
立
ち
つ
つ
、
四
二
五
条
を
無
視
し
て
判
例
と
の
盤
合
性
を
推
持
し

ょ
う
と
す
る
「
優
先
弁
済
肯
定
説
」
(
平
井
)
が
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
も
判
例
・
学
説
の
大
勢
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
と

い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

(
イ
)
こ
の
大
村
監
理
後
、
さ
ら
に
最
近
の
体
系
番
そ
の
他
で
議
論
が
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(
i
)
従
来
の
判
例
・
通
説
を
積
極
的
あ
る
い
は
修
正
を
加
え
て
支
持
す
る
も
の
(
前
者
は
近
江
一
五
五
以
下
、
後
者
と
し
て
相
対
的

取
消
の
理
論
的
制
織
化
H
奥
田
説
の
方
向
性
、
破
産
に
至
ら
な
い
段
階
で
の
実
体
法
規
範
の
発
見
や
民
法
四
二
五
条
の
位
阻
づ

け
等
の
必
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
支
持
を
表
明
す
る
中
田
二
六

O
以
下
)
。

っ
と
責
任
説
を
基
本
的
に
支
持
し
、
そ
の
方
向
で
さ
ら
な
る
展
開
を
模
索
す
る
も
の
(
潮
見
H
七
五
以
下
、
山
野
目
前
掲
論
文
、
後
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掲
高
須
、
神
尾
論
文
)
。

(
m
m
)

基
本
的
に
責
任
説
や
訴
権
説
的
発
想
に
立
ち
つ
つ
、
執
行
忍
容
訴
訟
の
解
釈
論
的
根
拠
づ
け
と
し
て
形
成
訴
訟
と
給
付
訴
訟
の

複
合
訴
訟
(
こ
う
解
す
る
と
一
回
の
訴
訟
で
す
む
)
と
み
、
こ
の
執
行
忍
容
訴
訟
に
よ
る
取
消
判
決
に
よ
っ
て
、
被
告
受
益
者

又
は
転
得
者
の
手
許
に
あ
る
目
的
物
が
債
務
者
に
対
す
る
情
掘
の
執
行
対
象
と
な
り
、
取
消
債
権
者
が
総
債
権
者
の
た
め
に
管

理
処
分
で
き
る
信
託
財
産
を
形
成
す
る
と
の
見
解
(
責
任
説
と
奥
田
説
と
の
一
種
の
折
衷
説
・
小
林
秀
之
H
角
紀
代
恵
、
『
手
続

法
か
ら
見
た
民
法
』
〔
平
五
〕

一
九
四
)
。

(-w) 
一
部
で
相
対
的
取
消
説
と
執
行
忍
容
訴
訟
説
と
を
組
み
合
わ
せ
、
ま
た
一
部
で
責
任
説
お
よ
び
訴
権
説
に
従
う
と
し
、
取
消
の

効
果
は
「
相
対
効
」
(
そ
れ
は
取
消
情
慌
者
と
取
消
の
相
手
方
で
あ
る
受
益
者
〔
ま
た
は
転
得
者
〕
と
の
聞
で
の
み
生
ず
る
相
対

的
無
効
、
詐
害
行
為
の
契
約
当
事
者
間
〔
債
務
省
・
受
益
者
更
に
は
転
得
者
間
〕

で
は
有
効
)
で
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
い
う
「
対

抗
不
能
」
(
受
益
者
が
債
務
者
と
の
聞
の
契
約
の
存
在
を
取
消
債
権
者
に
対
抗
で
き
な
い
〉
と
結
論
的
に
同
じ
、
し
か
し
原
状
回

御
は
認
め
ず
、
執
行
忍
容
訴
訟
を
許
容
す
る
と
い
う
新
た
な
折
衷
説
(
淡
路
二
八
七
以
下
)
。

(

V

)

責
任
説
に
妥
当
性
を
認
め
つ
つ
も
、
裁
判
所
に
よ
る
採
用
可
能
性
と
い
う
訴
訟
戦
略
的
見
地
か
ら
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
い

う
「
対
抗
不
能
」
論
の
提
唱
(
一
種
の
形
成
権
の
行
使
、
片
山
直
也
「
持
寄
行
為
取
消
制
度
の
基
本
柵
造
」
私
法
五
五
号
〔
平

五
〕
-
二
六
以
下
(
そ
の
後
『
詐
寄
行
為
の
基
礎
理
論
』
〔
平
二
一
ニ
〕
四
六
九
以
下
に
所
収
)
に
依
拠
し
、
詐
害
行
為
取
消
の
効

果
は
債
務
者
と
受
益
者
間
で
は
有
効
な
ま
ま
、
し
か
し
そ
れ
以
外
の
者
と
の
間
で
は
す
べ
て
無
効
、

一
極
の
相
対
効
で
は
あ
る

が
、
判
例
の
い
う
相
対
効
と
は
異
な
り
、
取
消
他
柿
者
と
受
益
者
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
無
効
と
な
る
の
で
は
な
く
、
形
成

権
説
の
よ
う
に
絶
対
的
無
効
で
も
な
い
と
い
う
点
で
、
相
対
的
取
消
の
難
点
は
克
服
で
き
る
と
い
う
見
解
(
平
野
三
二
六
以
下
)
。

(・

3
現
行
法
下
に
お
け
る
判
例
・
執
行
実
務
を
踏
ま
え
て
、
賞
任
説
や
訴
権
説
〈
両
者
を
ま
と
め
て
強
制
執
行
忍
容
説
と
呼
ぷ
)
の

詐
智
行
為
取
消
僚
に
附
す
る
近
符
の
学
説
腿
間
と
償
抑
制
法
改
正
〔
下
諜
}

ー一一ー一一
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唱
え
る
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
の
解
釈
論
に
よ
る
導
入
の
可
能
性
を
丹
念
に
検
討
し
た
う
え
、
こ
の
考
え
方
は
理
論
的
に
優
れ
た

簡
は
あ
る
が
、
わ
が
法
制
や
実
務
の
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
裁
判
形
式
・
執
行
形
式
な
の
で
、
今
す
ぐ
そ
の
解
釈
論
を
採
用
す
る

た
め
の
土
壊
が
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
と
の
見
解
(
飯
原
一
乗
「
強
制
執
行
忍
容
説
と
哉
判
・
執
行
実
務
」
判
タ
九
三
五
号

〔
平
九
〕
二
八
以
下
)
。

こ
れ
ら
の
諸
見
解
の
他
、
(
"
m
m
)

修
正
責
任
説
(
加
藤
〔
雅
〕
説
)
や
〈

Em)
債
務
者
行
動
の
総
合
考
量
説
(
・

5
修
正
訴
権
説
(
中

西
説
〉
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
今
日
の
学
説
状
況
は
、
ま
さ
に
百
家
争
鳴
の
感
が
あ
る
。
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
諸
見
解
に
つ
き
-
々
応
接
す
る
こ
と

は
避
け
る
が
、
大
局
的
見
地
か
ら
一
言
し
て
お
こ
う
。

(
ウ
)
こ
れ
ら
の
学
説
の
潮
流
を
僻
臨
す
る
と
き
、
①
従
来
の
確
定
判
例
・
圧
倒
的
通
説
に
対
し
て
、
新
た
に
登
場
し
た
賀
任
説
が
一

石
を
投
じ
、
そ
の
基
本
的
発
想
の
理
論
的
妥
当
性
・
実
際
的
有
用
性
が
次
第
に
理
解
さ
れ
て
、
学
説
に
流
動
化
現
象
が
生
じ
た
こ
と
、
@

し
か
し
、
執
行
忍
容
訴
訟
と
い
う
手
続
現
定
を
欠
〈
日
本
法
の
下
で
解
釈
論
と
し
て
こ
の
訴
訟
を
認
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
そ
の
克

服
の
た
め
の
諸
種
の
努
力
も
目
下
の
と
こ
ろ
実
務
を
動
か
す
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
可
能
性
も
少
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

@
た
だ
、
比
技
法
的
に
見
る
と
き
、
再
建
型
・
解
体
型
を
問
わ
ず
総
情
的
消
算
手
続
き
で
あ
る
破
産
否
認
の
場
合
は
別
と
し
て
、
個
別
的

消
算
手
続
き
で
あ
る
昨
害
行
為
取
消
慌
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
で
は
、
法
的
柵
成
や
手
続
き
は
異
な
る

も
の
の
、
い
ず
れ
も
結
果
と
し
て
は
取
消
権
行
使
の
効
果
と
し
て
原
状
回
復
を
認
め
ず
、
原
則
と
し
て
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
の
下
に

あ
る
逸
出
財
産
へ
の
直
接
の
強
制
執
行
を
認
め
る
こ
と
で
賀
任
財
産
の
保
全
・
回
慣
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
不
可
能
あ
る
い
は
許
さ

れ
な
い
場
合
に
例
外
的
に
価
格
賠
償
に
よ
る
救
済
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
(
こ
の
点
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
の
詳
し
い
沿
革
や
ア
メ
リ

カ
法
の
問
題
状
況
を
明
確
に
し
た
の
は
佐
藤
研
究
・
片
山
研
究
の
功
網
、
ア
メ
リ
カ
法
に
閲
す
る
水
野
論
文
さ
ら
に
中
西
論
文
の
沿
革
研
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究
も
興
味
探
い
〉
、
こ
の
点
で
日
本
法
の
現
状
は
比
較
法
的
に
見
て
異
質
で
あ
り
、
理
論
上
の
み
な
ら
ず
、
実
務
上
も
い
ろ
い
ろ
な
困
難

が
あ
る
(
実
務
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
飯
原
・
研
究
、
同
訴
訟
が
詳
し
く
、
参
考
と
な
る
)
こ
と
が
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

と
い
っ
た
大
き
な
硫
れ
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

(
エ
)
と
こ
ろ
で
、
-
一

O
世
紀
末
か
ら
国
際
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
国
内
外
の
取
引
法
・
債
権
法
の
改
正
あ
る
い
は
立
法
が

大
き
な
硫
れ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る
政
治
的
力
関
係
か
ら
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
力
が
強
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
法

を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
一
方
で
、

E
U諸
国
を
は
じ
め
、
中
国
・
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

膨
響
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
伝
統
的
法
文
化
を
踏
ま
え
た
法
改
正
や
新
立
法
さ
ら
に
は
国
際
統
一
訟
の
試
み
が
展
開
さ
れ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
世
界
的
な
潮
流
の
な
か
、
日
本
法
の
下
で
も
ま
た
流
動
化
現
象
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
、
い
ま
や
解
釈
論

か
ら
立
法
論
の
必
要
な
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
既
に
手
続
法
特
に
倒
産
諸
法
・
執
行
法
の
改
正
に
よ
る
改
革
が
な
容
れ
、

つ
い
で
憤
樹

法
改
正
の
動
き
も
進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
当
然
な
が
ら
責
任
財
産
保
全
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

(
オ
)
こ
の
こ
と
と
大
い
に
関
辿
す
る
が
、
日
本
民
法
学
の
近
時
の
議
論
を
み
る
と
き
、
や
や
気
が
か
り
な
流
れ
が
あ
る
。
賀
任
説
批

判
に
も
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
「
ド
イ
ツ
法
特
有
の
発
想
だ
か
ら
云
々
」
の
一
方
的
切
捨
て
論
で
あ
る
。
日
本
民
法
典
が
フ
ラ

ン
ス
法
、
ド
イ
ツ
法
、
英
米
法
そ
の
他
の
影
響
の
下
に
立
法
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
く
に
大
正
時
代
以
来
の

ド
イ
ツ
法
の
圧
倒
的
影
響
へ
の
反
省
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
法
、
英
米
法
に
詳
し
い
研
究
者
か
ら
こ
の
よ
う
な
批
判
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
、
そ

れ
は
そ
れ
と
し
て
一
つ
の
有
用
な
問
題
提
起
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
圧
倒
的
影
響
の
下
で
も
、
既
存
の
判
例
・
学
説
は
外
国
法
の

無
批
判
的
承
継
で
は
な
く
、
相
対
的
取
消
説
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
社
会
や
法
制
度
の
実
状
を
踏
ま
え
、
そ
れ
な
り
に
独
自
な

合
理
的
解
釈
論
を
つ
く
り
上
げ
、
日
本
社
会
に
定
着
さ
せ
、
強
固
な
法
文
化
を
形
成
し
て
今
回
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
先
人
の

努
力
と
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
し
か
し
、
未
解
決
の
実
務
的
・
理
論
的
問
題
点
の
克
服
、
さ
ら
に
は
新
し
い
額
型
の
法
的
紛
争
解
決
・
祉

詳
議
行
為
取
消
憶
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
総
法
改
正
〔
下
襟
)

一一ー一一ー一
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会
的
経
済
的
ニ

l
ズ
へ
の
対
応
を
め
ざ
し
て
、
民
法
学
は
絶
え
間
の
な
い
努
力
を
続
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
、
広
く
深
く
諸
外
国
の

法
制
度
を
沿
革
的
・
比
較
法
的
に
研
究
し
、
個
々
の
問
題
ご
と
に
是
々
非
々
的
立
場
で
承
継
あ
る
い
は
修
正
翠
継
し
、
将
来
に
向
け
て
有

用
な
法
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
詐
智
行
為
取
消
の
効
果
に
つ
き
、

仮
に
「
対
抗
不
能
論
」
を
是
と
す
る
主
揺
が
な
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
法
特
有
の
概
念
で
あ
っ
て
日
本
法
に
は
な
じ
ま
な
い
と

一
方
的
に
切
り
捨
て
る
態
度
は
妥
当
と
い
え
よ
う
か
。
「
対
抗
不
能
」
概
念
が
フ
ラ
ン
ス
法
独
自
の
概
念
で
あ
り
、
「
賞
佳
」
概
念
が
仮
に

ゲ
ル
マ
ン
法
周
有
の
独
自
の
慨
念
で
あ
っ
た
と
し
て
も
(
前
述
し
た
よ
う
に
、
ダ
ウ
エ
ル
ン
ハ
イ
ム
に
よ
る
と
、
質
任
説
の
発
想
は
ド
イ

ツ
法
に
と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
考
え
方
と
い
う
。

つ
ま
り
こ
の
考
え
方
は
ド
イ
ツ
法
の
下
で
も
独
創
的
な
発
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
)
、

そ
れ
が
、
現
時
の
日
本
訟
の
問
題
解
決
に
有
用
か
つ
合
理
的
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
に
仰
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

問
題
は
、
現
時
点
の
立
法
論
や
解
釈
論
に
お
い
て
、
伝
統
的
法
文
化
を
踏
ま
え
、
そ
れ
と
の
調
和
・
継
続
性
を
図
り
つ
つ
も
、
現
代
社
会

の
ニ
!
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
・
シ
ス
テ
ム
構
築
・
怯
技
術
の
開
発
を
す
る
の
が
よ
り
合
理
的
あ
る
い
は
妥
当
性

に
富
む
か
に
あ
る
。

(
カ
)
当
面
の
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
近
代
法
の
下
で
は
、
特
定
の
人
の
一
一
般
財
産
に
対
す
る
「
賞
任
」
は
「
債
権
」
の
効
果
と

し
て
吸
収
さ
れ
、
特
定
財
産
に
対
す
る
「
責
任
」
の
み
が
担
保
物
権
と
し
て
物
権
法
の
世
界
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
(
川
島
二
ニ
)
、
そ

の
結
果
「
債
務
」
と
「
賀
任
」
を
分
離
し
、
独
立
概
念
と
し
て
の
「
賞
任
」
概
念
を
残
す
必
要
性
が
一
般
的
に
は
薄
れ
た
と
し
て
も
、
担

保
物
描
法
の
領
域
で
は
「
責
任
」
概
念
は
な
お
実
体
法
上
残
っ
て
お
り
、

一
定
の
有
用
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
債
務
な
き
責
任
と

さ
れ
る
抵
当
櫛
の
実
行
に
給
付
判
決
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
よ
)
。

そ
し
て
、
責
任
財
産
保
全
制
度
の
領
域
に
お
い
て
、
日
本
法
が
詐
害
行
為
取
消
権
を
実
体
法
上
の
制
度
と
し
て
制
度
設
計
し
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
今
後
も
維
持
す
る
こ
と
と
す
る
以
上
、
「
責
任
」
は
実
体
法
上
の
「
債
櫛
」
の
効
果
と
し
て
手
続
法
に
全
面
的
に
吸
収
さ
れ
て
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は
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
担
保
物
権
に
お
け
る
と
同
様
、
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
か
つ
そ
れ
が
必
要
あ
る
い
は
有
用
で
あ
る

限
り
、
債
務
省
の
下
か
ら
逸
出
し
た
特
定
の
財
産
に
対
す
る
「
責
任
」
(
あ
る
い
は
「
責
任
的
無
効
」
)
概
念
を
実
体
法
上
の
概
念
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
法
、
ド
イ
ツ
法
、
ア
メ
リ
カ
法
と
異
な
り
、
執
行
法
上
き
わ
め
て
有
用
な
制
度
で
あ
る
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
あ
る
い
は
逸
出

財
産
へ
の
直
接
の
執
行
を
許
す
制
度
・
手
続
き
を
用
意
し
て
い
な
い
日
本
法
の
下
で
、
か
か
る
制
度
の
必
要
性
・
有
用
性
を
認
め
て
解
釈

論
あ
る
い
は
立
法
論
と
し
て
こ
れ
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
責
任
」
慨
念
は
、
手
続
法
上
の
制
度
で
あ
る
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
に
実

体
法
上
の
根
拠
を
与
え
る
有
益
か
つ
有
力
な
武
器
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
(
た
と
え
ば
、
担
保
摘
の
実
行
に
つ
き
、
他
国
で
は
伯

務
名
義
を
必
要
と
す
る
の
に
わ
が
国
で
は
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
の
是
非
を
問
題
と
し
、
ド
イ
ツ
法
の
物
織
的
名
義
に
よ
る
執
行
忍

容
に
な
ら
勺
て
、
わ
が
国
で
も
担
保
櫛
の
実
行
に
執
行
忍
容
判
決
を
立
法
論
の
み
な
ら
ず
解
釈
論
で
も
認
め
よ
う
と
す
る
竹
下
説
が
注
目

さ
れ
る
〔
竹
下
守
夫
『
担
保
権
と
民
事
執
行
・
倒
産
手
続
』
〔
平
二
〕

一
七
八
)
。

(
キ
)
実
体
訟
と
手
続
法
の
分
化
が
基
本
的
に
確
立
さ
れ
た
後
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
下
で
、
そ
れ
が
米
分
化
で
あ
っ
た
時
代
に
立

諒
さ
れ
た
実
体
法
た
る
債
権
者
取
消
極
法
が
、
民
法
典
の
外
に
特
別
法
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
法
典
成
立
後
も
そ
の
ま

ま
政
阻
さ
れ
た
た
め
、
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
と
実
体
法
と
の
閲
辿
性
が
不
明
確
と
な
り
、
昨
苦
行
為
取
消
憎
と
執
行
忍
容
訴
訟
と
の
関
係

を
め
ぐ
っ
て
取
消
極
の
法
的
性
質
論
争
が
起
こ
っ
た
。

し
か
し
、
情
甑
者
取
消
権
法
が
目
的
物
の
返
還
前
求
植
を
認
め
る
形
で
立
法
さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
で
取
消
梅

者
の
法
的
保
護
を
図
っ
て
き
た
伝
統
的
慣
行
が
あ
っ
た
た
め
に
、
実
務
的
に
あ
ま
り
支
障
が
な
く
、
情
描
説
が
今
な
お
通
説
的
地
位
を
占

め
、
こ
の
流
れ
が
一
九
九
四
年
の
現
行
法
に
も
受
け
継
が
れ
て
は
い
る
が
、
パ
ウ
ル
ス
の
提
唱
に
か
か
る
賞
任
説
は
理
論
的
に
見
て
き
わ

め
て
優
れ
た
法
的
構
成
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
現
行
法
や
判
例
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
て
お
り
、
今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い

詐
苦
行
為
取
消
依
に
関
す
る
一
定
時
の
学
説
鹿
間
と
償
締
法
改
正
〔
下
務
}

二
三
五
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法
学
窓
休
第
一
一

O
巻

第

三

号

-一--一・穴

(
剖
}
る。

他
方
、
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
と
い
う
執
行
手
続
き
を
も
た
な
い
フ
ラ
ン
ス
法
の
下
で
は
、
判
例
が
取
消
債
権
者
の
披
告

(
H
受
益
者
)

に
対
す
る
金
銭
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
〈
実
体
法
上
の
掛
求
権
)
を
認
め
る
と
い
う
便
法
で
逸
出
財
産
へ
の
直
接
の
強
制
執
行
を
許
す

道
を
聞
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
損
害
賠
償
硝
求
権
の
法
的
根
拠
や
性
質
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
認
め
た
た
め
に
臼
本
法

に
お
け
る
「
第
二
次
納
税
義
務
」
を
め
ぐ
る
難
問
の
起
こ
る
恐
れ
の
ほ
か
、
取
消
他
描
者
と
受
益
者
の
附
植
者
グ
ル
ー
プ
と
の
優
先
関
係

(
責
任
説
で
は
物
的
有
限
責
任
だ
が
、
損
害
賠
償
義
務
を
課
す
と
受
益
者
の
全
財
産
が
執
行
の
対
象
〔
無
限
責
任
〕
と
な
る
た
め
)
が
問

閣
と
な
る
(
日
本
法
の
下
で
も
、
掴
対
的
取
消
説
や
対
抗
不
能
組
を
と
る
と
き
は
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る
か
ま
で
詰
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
)
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
も
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
問
題
点
を
今
日
な
お
抱
え
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
長
所
・
短
所
を
十
分
に
分
街
・
整
理
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
日
本
法
の
解
釈
論
や
立
法
論
を
練
り
上
げ
、
そ
の
成
果

を
国
隙
社
会
に
発
信
す
る
の
が
今
後
の
日
本
民
法
学
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

(
ク
〉
最
後
に
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
近
時
、
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
と
同
じ
機
能
な
い
し
効
果
を
も
た
ら
す
法
的
構
成
に
開

す
る
興
味
深
い
判
例
と
学
説
が
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
は
、
最
高
裁
平
成
二
二
年
六
月
二
九
日
判
決
(
民
集
六
四
・
四
・
=
=
ニ
五
)
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
揃
利
能
力
な
き
社
団
に

対
す
る
金
銭
執
行
に
お
い
て
、
債
務
名
義
に
記
載
さ
れ
る
債
務
者
〈
当
践
社
団
)
と
執
行
対
象
財
産
た
る
不
動
産
の
畳
記
名
義
人
が
異
な

っ
て
い
る
場
合
(
当
該
社
団
の
構
成
員
以
外
の
者
の
名
義
に
な
っ
て
い
た
事
例
)
の
強
制
執
行
の
方
法
に
つ
い
て
、
債
務
名
義
上
の
債
務

者
(
権
利
能
力
な
き
社
団
)
と
異
な
る
第
三
者
名
義
の
不
動
産
に
対
し
で
も
、
そ
の
不
動
産
が
当
該
社
団
の
構
成
員
全
員
の
総
有
に
属
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
旨
の
確
認
判
決
そ
の
他
こ
れ
に
単
ず
る
文
曹
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
強
制
執
行
が
可
能
で
あ
る
旨
判
示
し
た
。
こ

の
判
旨
の
論
理
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
債
務
者
の
下
か
ら
詐
害
行
為
に
よ
り
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
に
所
有
摘
が
移
転
し
た
財
産
に
つ
き
、
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詐
笹
行
為
取
消
櫛
の
行
使
に
よ
り
そ
の
財
産
が
な
お
債
務
者
の
責
任
附
鹿
で
あ
る
こ
と
の
存
続
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か

円
幻
}

に
す
る
責
任
(
確
認
)
判
決
の
取
得
を
要
件
と
し
て
強
制
執
行
を
許
す
こ
と
は
十
分
に
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

講
者
は
、
賀
任
説
を
は
じ
め
て
唱
え
た
際
、
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
を
知
ら
な
い
日
本
法
の
下
で
も
解
釈
論
に
よ
り
同
一
結
論
を
導
き
出

し
う
る
法
的
構
成
と
し
て
「
詐
笹
行
為
取
消
訴
訟
H
確
認
訴
訟
説
」
を
提
唱
し
た
。
す
な
わ
ち
、
詐
害
行
為
取
消
植
を
責
任
法
的
無
効
と

い
う
効
果
を
生
ず
る
一
種
の
形
成
権
(
民
法
総
則
の
取
消
極
と
は
異
な
っ
た
特
殊
の
取
消
権
)
と
み
た
う
え
、
債
権
者
は
取
消
訴
訟
の
訴

状
中
で
詐
苦
行
為
を
取
り
消
す
旨
表
示
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
逸
出
財
産
が
な
お
自
己
の
情
栴
の
た
め
の
責
任
財
産
た
る
地
位
に
あ
る
こ

と
の
確
認
を
求
め
る
確
認
訴
訟
を
提
起
、
こ
れ
を
受
け
て
裁
判
所
が
取
消
の
成
否
に
つ
き
理
由
中
の
判
断
に
お
い
て
そ
の
結
論
を
示
し

(
必
ず
し
も
判
決
主
文
で
取
消
す
旨
立
言
す
る
必
要
は
な
い
て
債
権
者
勝
訴
の
判
決
が
確
定
す
れ
ば
、
取
消
情
服
者
は
取
消
の
相
手
方
の

名
義
あ
る
い
は
占
有
下
に
あ
る
ま
ま
の
状
態
で
逸
出
財
産
に
対
し
て
債
務
省
に
対
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
い
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が

{
舗
}

可
能
と
な
る
と
い
う
法
的
構
成
で
あ
る
。
そ
の
後
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
は
日
本
法
の
下
で
も
解
釈
論
と
し
て
可
能
と
い
う
中
野
説
を
受
け

て
こ
の
説
の
主
張
は
取
り
下
げ
た
が
、
五

O
年
経
た
今
日
、
上
紀
最
高
故
判
決
に
接
し
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

第
二
は
、
債
権
法
改
正
論
議
と
関
連
し
て
、
新
法
で
責
任
説
を
採
用
す
る
上
で
の
陣
害
で
あ
る
民
事
執
行
訟
の
改
正
を
必
要
と
す
る
強

制
執
行
忍
容
訴
訟
の
導
入
困
難
性
を
避
け
、
民
法
の
改
正
で
対
処
可
能
な
法
的
構
成
と
し
て
先
取
特
権
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
問

題
解
決
策
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詐
智
行
為
取
消
描
行
使
の
効
果
を
責
任
法
的
無
効
と
解
す
る
責
任
説
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
と
し
て

取
り
消
し
の
相
手
方
は
取
得
し
た
財
産
に
つ
き
他
人
の
債
務
の
た
め
に
寅
任
を
負
う
こ
と
と
な
り
、

一
種
の
物
上
保
証
人
的
地
位
(
物
的

有
限
賞
任
)
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
債
権
回
収
の
手
段
と
し
て
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
、
取
消
情
榔
者
及

び
債
務
者
の
総
債
権
者
(
但
し
詐
害
行
為
時
ま
で
に
発
生
し
た
債
権
に
限
る
)
の
た
め
に
、
民
法
典
中
に
法
定
担
保
物
権
の
発
生
を
認
め

る
規
定
を
新
た
に
設
け
、
情
櫛
回
収
を
担
保
執
行
手
続
き
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
す
れ
ば
よ
い
と
の
提
案
で
あ
る
(
神
尾
説
)
。
法
定
担

詳
管
行
為
取
治
相
慨
に
関
す
る
近
時
の
学
鋭
展
開
と
債
総
門
法
改
正
{
下
山
科
)

二
三
七
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法
学
志
休

第
一
一

O
巻

第
三
母

1¥ 

保
物
極
と
し
て
は
、
「
法
定
抵
当
権
」
で
は
な
く
、

一
種
の
コ
般
の
先
取
特
権
」
を
認
め
る
こ
と
が
妥
当
と
い
う
。
そ
し
て
、
詐
害
行

為
取
消
訴
訟
は
、
責
任
法
的
取
消
(
形
成
の
訴
え
〉
を
求
め
る
と
と
も
に
、
取
消
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
責
任
法

的
無
効
の
効
果
と
し
て
の
一
般
の
先
取
特
権
の
設
定
登
記
舗
求
訴
訟
を
併
合
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
と
い
う
。
こ

の
神
尾
論
文
は
、
民
法
〈
情
植
法
)
改
正
検
討
委
員
会
の
詐
苦
行
為
取
消
桶
に
閲
す
る
「
基
本
方
針
」
の
問
題
点
を
詳
細
に
検
討
し
、
さ

ら
に
賀
任
税
を
基
調
と
し
た
具
体
的
な
判
決
主
文
例
や
立
法
試
案
も
提
示
し
て
お
り
、
理
論
と
実
務
、
実
体
法
と
手
続
法
、
詳
密
行
為
取

{剖
V

消
掘
と
否
認
栂
の
相
互
関
係
を
多
面
的
に
考
察
し
た
示
唆
に
富
む
論
稿
で
あ
る
。

(
却
)
大
村
敦
怠
『
基
本
民
法
血
(
償
措
総
論
・
担
保
物
権
)
〔
第
二
版
〕
〔
平
一
七
〕
(
以
下
大
村
田
と
し
て
引
用
す
る
)

(
剖
)
下
線
『
新
注
民
』
〈

ω〉
H
四
二
四
条
1
3
エ
C

〔
七
八
三
以
下
〕
。

(
担
)
高
須
順
一
「
詩
書
行
為
取
消
継
の
法
的
性
質
に
関
す
る
実
狂
的
検
吋
(
下

)
l
l資
任
説
を
め
ぐ
っ
て
」

(
N
B
L
九
五

O
号
〔
ニ

O
二
・
四
・
-
〕

四
六
法
三
七
。

〈
ね
〕
下
硲
「
仙
別
総
省
取
消
織
に
関
す
る
一
考
wm
〔
ニ
ご
士
山
休
五
七
色
一
-
一
H
四
号
〔
附
三
五
〕
ニ
ニ
六
以
下
、
特
に
二
二
八
・
二
三
ニ
。
ち
な
み
に
形
成
情
的
訟

と
帥
叫
認
訴
訟
と
の
併
合
訴
訟
と
い
う
例
成
も
め
り
え
よ
う
。

〈
川
副
〉
神
尾
明
彦
「
諒
害
行
為
取
消
防
に
関
す
る
一
考
察
」
下
孫
危
沼
記
念
総
抑
制
『
償
制
訟
の
近
未
来
像
』
〔
酒
井
被
服
・
平
ニ
ニ
〕
八
三
以
下
、
特
に
一
一

O

以
下
)
。
な
お
、
前
記
下
孫
怠
寿
記
念
論
集
に
登
載
さ
れ
て
い
る
高
須
順
一
「
民
法
(
償
榔
法
)
改
正
に
閲
す
る
さ
さ
や
か
な
テ
ク
ス
ト
」
(
七
三
以
下
)
お
よ

び
同
「
詳
密
行
為
取
消
慌
の
法
的
性
質
に
関
す
る
実
証
的
検
討
(
上
}
(
下
}
1
1責
任
説
を
め
ぐ
っ
て
」

(
N
B
L九
四
九
号
八
、
九
五

O
号
凶
四
〔
平
二

一
二
〕
も
前
記
「
基
本
方
針
」
の
と
る
「
詐
苦
行
為
取
消
権
に
お
け
る
債
権
者
の
平
等
」
の
考
え
方
に
つ
き
責
任
説
の
立
場
か
ら
批
判
し
て
い
る
。

一
七
七
。

第
三
章

債
権
法
改
正
に
お
け
る
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
の
改
正
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第
一
節
民
法
(
債
権
関
係
)

の
改
正
及
び
詐
害
行
為
取
消
極
制
度
改
正
に
関
す
る
基
本
方
針

(
1
)
 
民
法
(
債
植
関
係
)
の
改
正
に
閲
す
る
基
本
方
針

本
稿
「
は
し
が
き
」
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
民
法
(
債
権
関
係
)
の
改
正
は
契
約
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
正
の
目
的

は
二
つ
の
課
題
す
な
わ
ち
、
第
一
に
「
国
民
一
般
に
わ
か
り
や
す
い
民
法
」
を
作
る
こ
と
、
第
二
に
「
社
会
・
経
揖
の
変
化
へ
の
対
応
」

を
図
る
こ
と
に
お
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
国
民
一
般
に
わ
か
り
や
す
い
民
法
」
を
作
る
方
法
と
し
て
、
①
判
例
ル
l
ル
の
明
文
化
、
②

不
明
確
な
条
文
の
明
確
化
、
@
書
か
れ
て
い
な
い
前
提
、
原
則
、
定
義
を
補
う
こ
と
が
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
「
社
会
・
経
済
の

変
化
へ
の
対
応
」
と
し
て
は
、
現
代
国
際
社
会
に
お
け
る
取
引
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拡
大
を
受
け
、
契
約
法
の
国
際
的
共
通
化
が
潮
流

と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
市
場
に
も
い
ず
れ
共
通
の
契
約
法
が
要
請
さ
れ
る
と
の
予
組
の
下
に
、
日
本
の
契
約
法
の
透
明
性
を
高
め
る
こ

と
で
取
引
ル
l
ル
に
対
す
る
国
際
的
評
価
を
高
め
、
短
期
的
に
は
国
際
取
引
の
準
拠
法
交
渉
で
有
利
な
材
料
を
作
り
、
中
長
期
的
に
は
ア

{
お
}

ジ
ア
の
共
通
契
約
法
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
日
本
再
生
の
基
本
戦
略
に
迎
な
る
も
の
と
す
る
。

(2) 
昨
害
行
為
取
消
権
制
度
改
正
に
閲
す
る
基
本
方
針

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
対
象
と
さ
れ
た
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
の
事
実
上
の
叩
き
台
と
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
初
「
民
法
〈
債

権
法
)
改
正
検
討
委
員
会
」
(
以
下
「
検
討
委
員
会
」
と
い
う
)
の
公
表
し
た
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
〈
二

O
O九
年
四
月
公
表
〉

は
、
作
苦
行
為
取
消
融
制
度
に
閲
す
る
革
本
方
針
に
つ
き
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
〈

a)
現
行
の
詐
苦
行
為
取
消
揃
は
、
そ
の

中
核
的
規
定
で
あ
る
現
民
法
四
二
四
条
が
一
般
条
項
的
な
現
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
と
で
解
釈
の
展
開
が
な
さ
れ
て
お
り
、
規
定
と
し
て

の
透
明
性
が
低
い
。
要
件
及
び
効
果
に
つ
い
て
、
そ
の
帰
結
を
極
力
明
快
に
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

(
b
)
そ
の
場
合
に
は
、
「
倒
産

詳
省
行
制
吋
取
消
脱
伝
聞
す
る
近
時
の
学
説
腿
聞
と
債
総
法
改
革
(
下
蒜
)

二
三
九
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法
学
志
体
第
一
一

O
巻

第
三
号

二
回

O

処
理
手
続
き
と
の
辿
続
性
、
否
認
掘
と
の
盤
合
性
を
考
慮
す
る
よ
と
。
こ
れ
を
う
け
て
、
制
度
の
趣
旨
・
構
造
、
嬰
件
、
効
果
、
取
消

債
権
者
の
地
位
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
、
期
間
制
限
の
各
項
目
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
述
べ
て
い
認
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
基
本
方
針
と
し
て
「
要
件
及
び
効
果
に
つ
い
て
、
そ
の
帰
結
を
極
力
明
快
に
す
る
」
に
あ
た
り
、
「
倒
産
処

理
手
続
き
と
の
迎
続
性
、
否
認
慣
と
の
蛙
合
性
を
考
躍
す
る
。
」
こ
と
を
明
確
に
掲
げ
、
以
後
こ
の
方
針
が
一
貫
し
て
貫
抜
か
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
内
田
貴
法
務
省
民
事
局
参
与
は
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
の
概
要
を
説
明
す
る
解
説
替
の
中
で
以
下
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。
「
詐
密
行
為
取
消
栂
〈
民
法
四
二
四
条
〉
に
つ
い
て
は
、
破
産
法
と
の
調
整
が
大
き
な
立
法
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
破
産
法
の
否
認
権
に
で
き
な
い
こ
と
が
詐
寄
行
為
取
消
権
を
使
う
と
で
き
る
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
適
当
で
な
い
と
い
う
発

〈

mv

想
か
ら
、
相
当
程
度
の
盤
合
性
を
図
り
、
従
来
よ
り
も
取
り
消
し
う
る
行
為
を
限
定
す
る
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
。
」
と
。

こ
の
基
本
方
針
を
下
に
策
定
さ
れ
た
詐
笹
行
為
取
消
植
に
関
す
る
「
検
討
委
員
会
」
の
試
案
(
以
下
「
委
員
会
試
案
」
と
い
う
)
を
叩

き
台
と
し
て
法
制
審
民
法
部
会
で
の
審
議
が
開
始
さ
れ
て
「
中
間
的
な
論
点
盤
理
」
が
策
定
さ
れ
た
。
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
寄
行
為

取
消
掘
に
閲
す
る
現
行
法
の
規
定
が
わ
ず
か
三
ヶ
条
で
、
具
体
的
な
要
件
・
効
果
の
内
容
の
多
く
を
判
例
法
理
な
い
し
学
説
に
依
拠
し
て

い
る
現
状
の
下
、
今
回
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
初
め
て
明
文
化
さ
れ
る
部
分
が
多
く
、
新
法
の
制
定
に
も
等
し
い
作
業
と
な
っ
た
こ
と
、

そ
こ
で
こ
の
部
分
の
改
正
作
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
詐
苦
行
為
取
消
惜
の
法
的
性
質
の
検
討
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
具
体
的
に
は
、
第
一
読
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
法
理
で
あ
る
折
衷
説
を
前
提
と
し
て
そ
の
問
題
点
を
個
別
に
修
正
す

る
見
解
(
高
額
幹
事
は
こ
れ
を
「
個
別
修
正
説
」
と
略
称
し
て
い
る
)
と
、
賀
任
説
と
が
議
論
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
「
中
間
的
な
論
点
盤

理
」
で
は
、
学
説
上
責
任
説
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
ま
ず
は
」
個
別
修
正
説
を
検
討
す
る
方
向
性
が

示
さ
れ
た
と
凡
刊
。
個
別
修
正
説
の
内
容
が
、
基
本
的
に
上
記
「
委
員
会
試
案
」
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
経
緯
の
過
程

さ
ら
に
は
、
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
の
内
容
か
ら
し
て
明
暗
で
あ
る
。
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責
任
説
の
問
題
提
起
を
踏
ま
え
つ
つ
、
判
例
法
理
(
折
袈
説
)
の
問
題
点
を
個
別
的
に
克
服
し
て
ゆ
く
方
向
で
検
討
し
て
ゆ
く
と
い
う

基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
に
は
講
者
も
異
論
は
な
い
。
問
題
は
そ
の
具
体
的
内
容
・
出
発
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詐
苦
行
為
取

消
権
と
破
産
否
認
権
と
は
大
局
的
に
み
る
と
、
沿
率
的
に
も
、
目
的
・
機
能
の
点
で
も
、
類
似
性
を
持
つ
制
度
で
あ
る
か
ら
、
制
度
聞
の

辿
榔
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
と
い
え
る
。
し
か
し
、
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
は
個
別
債
権
者
が
自
ら
の
償
髄
回
収
つ
ま
り
強
制
執

行
の
郁
備
手
続
き
と
し
て
行
使
す
る
制
度
で
あ
り
、
総
括
的
執
行
・
消
算
を
目
的
と
す
る
倒
産
処
理
手
続
き
、
さ
ら
に
は
同
搬
に
嶋
田
的

債
務
処
理
手
続
き
で
は
あ
る
が
、
企
業
の
再
生
・
更
生
を
目
的
と
す
る
民
事
再
生
法
や
会
社
更
生
法
上
の
否
認
権
と
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
目

的
を
異
に
す
る
別
個
の
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
の
固
有
の
目
的
に
沿
っ
て
、
取
消
債
権
者
、
償
請
者
、
受
益
者
あ
る
い

は
転
得
者
等
の
利
省
関
係
者
聞
の
利
益
調
盤
を
ど
う
図
る
の
が
公
平
か
つ
妥
当
で
あ
る
か
を
、
詐
害
行
為
の
具
体
的
類
型
毎
に
検
討
し
て
、

要
件
論
・
効
果
論
・
行
使
方
法
・
賞
任
財
産
の
回
復
方
法
・
取
消
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
改
正
案
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

「
破
産
法
の
否
認
掘
に
で
き
な
い
こ
と
が
詐
害
行
為
取
消
櫛
を
使
う
と
で
き
る
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
適
当
で
な
い
と
い
う
発
想
」
つ

ま
り
民
法
上
の
詐
寄
庁
為
取
消
備
制
度
を
破
産
法
上
の
否
認
榔
制
度
の
下
位
的
な
制
度
と
位
置
づ
け
る
発
組
(
も
ち
ろ
ん
こ
の
考
え
方
も

一
つ
の
立
法
政
策
で
は
あ
る
が
)
を
当
然
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今
一
つ
慎
重
で
あ
り
た
い
。
換
言
す
れ
ば
、
単
な
る
解
釈

論
的
な
法
的
性
質
の
検
討
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、
法
的
性
質
論
の
背
後
に
あ
る
制
度
論
、
法
政
策
論
的
見
地
か
ら
の
発
想
を
出
発

点
と
す
る
こ
と
の
頭
要
性
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
近
時
の
ア
メ
リ
カ
法
に
な
ら
い
、
法
と
経
済
学
的
手
法
に
よ
る
無
資
力
状
態
下
で
の
債
務
者
行
動
(
「
意
思
決
定

の
歪
み
」
)
の
内
容
分
析
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
詐
寄
行
為
取
消
極
の
抑
止
力
の
影
曹
を
中
心
に
要
件
論
・
効
果
論
を
組
み
立

て
る
べ
し
と
の
発
想
の
下
に
、
例
え
ば
、
昨
苦
行
為
取
消
植
の
効
果
論
上
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
信
用
秩
序
の
維
持
や
そ
の
回
砲
に
と

つ
で
も
っ
と
も
望
ま
し
い
効
果
を
も
た
ら
す
方
式
と
し
て
、
現
物
返
還
か
、
相
手
方
の
下
で
の
執
行
忍
容
か
の
二
者
択
一
で
な
く
、
そ
の

録
申
官
行
為
取
消
憾
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
償
織
法
改
正
{
下
諜
)

二
回
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法
川
主
芯
休

第
一
一

O
巻

第
三
号

二
回
二

両
者
に
加
え
金
銭
に
よ
る
陪
償
方
式
も
含
め
て
、
個
々
の
事
問
ご
と
に
、
債
務
者
資
産
の
最
大
化
・
信
用
の
回
復
の
た
め
に
も
っ
と
も
有

効
な
方
式
の
選
択
を
許
す
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
選
択
掘
は
取
消
臨
を
行
使
す
る
仙
槌
者
に
与
え
、
ま
た
裁
判
官
が
釈
明

権
を
行
使
し
て
、
取
消
極
者
の
主
張
を
取
戻
請
求
へ
と
誘
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
水
野
説
の
問
題
提
起
も
こ
の
次
元
で
の
問

考題
え f結

方起
をで
批あ
半IJ る
し。
、す

無な
資わ
力ち
債
務水
者野
の説
平は
常
時詐
と容
は行
異為
な Ifl!
つ消
た描
非伽l
合度
理を
的賀
な{壬
財財
産産
処保
分金
行あ
動る
が L、
及は
lま質
す任
{此秩
織序
者の
と維
の持
問制
の度
lii と
用見
秩る
序従
(来
H の

賀
任
秩
序
)
へ
の
影
響
、
そ
し
て
こ
れ
に
対
す
る
取
引
相
手
方
の
対
応
行
動
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
行
動
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
権
制

度
の
存
在
が
も
っ
抑
止
力
と
い
っ
た
(
詐
聾
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
)
角
度
か
ら
、
制
度
の
存
在
意
義
を
多
面
的
・
総
合
的
に
捉
え

な
お
す
べ
し
と
の
問
題
提
起
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
、
詐
苦
行
為
取
消
融
制
度
改
正
の
基
本
方
針
と
し
て
、
「
委
員
会
試
案
」
の
説
く
「
総
括
的
執
行
・
消
算
を
目
的
と
す
る
倒
産

処
理
手
続
き
と
の
迎
続
性
、
否
認
掘
と
の
盤
合
性
」
重
視
が
是
か
、
水
野
説
の
説
く
「
無
資
力
情
務
者
の
非
合
理
的
行
動
へ
の
抑
止
力
、

債
務
者
資
産
の
最
大
化
・
信
用
の
回
彼
」
重
視
が
是
か
、
そ
れ
と
も
、
筆
者
の
説
く
「
個
別
債
権
者
の
強
制
執
行
滋
・
備
手
続
き
、
当
該
詐

害
行
為
利
害
関
係
者
全
員
の
公
平
か
っ
妥
当
な
利
益
調
挫
」
重
視
が
是
か
、
の
い
ず
れ
を
現
時
点
で
の
立
法
政
策
と
し
て
選
択
す
べ
き
か

の
根
本
問
題
に
つ
い
て
の
大
局
的
検
討
を
出
発
点
と
す
べ
き
で
あ
る
と
革
者
は
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
三
方
針
の
具
体
化
に
あ
た
っ

て
は
、
相
互
に
競
合
・
あ
る
い
は
関
連
し
合
う
事
実
的
・
法
的
問
題
が
多
い
か
ら
、
嬰
件
論
・
効
果
論
等
の
具
体
的
検
討
作
業
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ら
の
越
本
方
針
(
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
基
・
双
方
針
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
そ
れ
ら
を
も
含
め
て
)
と
の
開
辿
性
を
常
に
念
頭
に

置
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
な
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
以
下
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
さ
れ
た
「
中
間

的
な
論
点
整
理
」
に
つ
き
、
そ
の
項
目
に
沿
っ
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
鋸
者
は
す
で
に
、
ニ

O
一
一
年
八
月
一
自
に
法
務
省

に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
る
が
、
筆
者
の
所
属
す
る
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
有
志
か
ら
提
出
さ
れ
た
詳
細
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
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ン
ト
(
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
責
任
説
的
発
想
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
実
体
法
と
手
続
法
、
理
論
と
実
務
の
両
面
に
わ
た
っ
て
よ
り
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
)
と
の
重
複
を
避
け
、
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
に
と
ど
め
た
。
本
稿
第
三
章
第
二
節
以
下
は
、
筆
者
の
こ
の
コ
メ
ン
ト

を
基
本
と
し
っ
て
そ
の
後
の
展
開
を
も
含
め
て
よ
り
詳
し
く
執
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
拐
)
前
述
し
た
「
は
じ
め
に
」
お
よ
び
本
文
の
記
述
は
、
ニ

O
一
二
年
五
月
九
日
、
日
経
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
債
権
法
の
未
来
像
」
に
お

け
る
内
問
償
法
務
引
口
氏
市
中
川
容
与
の
怨
淵
締
摘
「
民
放
(
俄
術
関
係
)
改
正
の
背
股
と
法
制
得
議
会
帯
設
状
況
」
に
よ
る
。

(

m

抑
)
法
制
世
間
民
法
部
会
で
開
始
さ
れ
た
審
議
状
況
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
加
脇
雅

ω『
民
法
〈
他
山
刑
法
)
改
正

l
l民
法
は
ど
こ
に
ゆ
く
の

か
」
(
臼
本
評
論
社
・
ニ

O
一
一
年
}
五
以
下
、
第
2
章
民
法
部
会
の
審
議
方
針

l
l
「
白
紙
で
の
ス
タ
ー
ト
論
と
、
そ
の
実
態
」
が
あ
る
。
「
検
討
餐
員

会
」
の
「
債
織
法
改
正
の
滋
本
方
針
」
が
、
事
実
上
の
叩
き
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
責
任
当
局
と
し
て
は
一
定
の

-m備
を
し
て
得
議
に
臨
む

こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
乙
と
自
体
は
特
に
問
題
と
す
る
に
は
当
た
る
ま
い
。
問
題
は
そ
の
後
の
述
営
・
回
収
附
の
仕
方
を
ど
う
す
る
か
に
あ
る
。

(
幻
)
民
法
(
俄
締
法
}
改
正
検
討
窃
員
会
絹
『
債
総
法
改
正
の
基
本
方
針
』
別
m
N
B
L
一
二
六
号
一
六
回
以
下
、
同
『
詳
解
償
織
法
改
正
の
基
本
方
針
H
』

(
商
事
法
務
・
二

O
O九
年
、
以
下
『
詳
解
日
』
と
し
て
引
附
す
る
)
四
四
九
以
下
。

〈
初
)
内
悶
貨
『
俄
織
法
の
続
時
代
|
|
「
偵
抑
制
法
改
正
の
掠
本
方
針
」
の
促
裂
』
〈
商
山
市
法
務
・
二

O
O九
年
)
一
一
九
以
下
。

〈
ω〉
高
須
順
一
(
法
務
省
法
制
帯
議
会
民
法
(
的
償
問
係
}
部
会
紛
事
・
法
政
火
ハ
子
大
学
院
法
務
研
究
科
教
綬
・
弁
護
士
}
「
作
協
行
内
取
消
伽
(
郎
会
資
料

三
五
の
第
二
)
に
つ
い
て
の
意
見
」
法
制
審
第
四
一
回
(
二

O
一
二
年
二
月
一
四
日
}
委
員
寄
総
供
資
科
一
。

第
二
節

詐
害
行
為
取
消
権
制
度
の
目
的
と
機
能
及
び
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
の
在
り
方

(1) 
昨
害
行
為
取
消
権
制
度
の
目
的
と
機
能

は
じ
め
に
、
「
検
討
委
員
会
」
の
と
る
個
別
修
正
説
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
総
論
的
な
検
討
を
し
て
お
こ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
委
貝
会
試
案
」
〈
個
別
修
正
説
)
に
は
、
詐
害
行
為
取
消
掘
制
度
の
改
正
に
あ
た
り
、
「
倒
産
処
理
手
続
き
と
の
迎
続
性
、
否
認
慣
と
の

詳
;!I 
rr 
為
m 
in 
tff. 

閃

也

近
均
の
学

器
開
と
俄
相官
法

皇
下
蒜

二
四
三
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法
学
窓
林
第
一
一

O
色

第

三

号

二
四
四

整
合
性
を
考
慮
す
る
。
」
と
の
基
本
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
詐
害
行
為
取
消
髄
を
倒
産
法
上
の
否
認
楠

と
類
似
の
制
度
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
制
度
を
で
き
る
だ
け
総
債
権
者
の
た
め
の
制
度
に
純
化
さ
せ
、
個
別
債
権
者
の
債
権
回
収
機
能
を

否
定
あ
る
い
は
制
限
し
て
行
こ
う
と
の
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
基
本
方
針
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、
取
消
の
範
囲
を
取
消
償

催
者
の
債
権
額
に
限
定
せ
ず
、
詐
害
行
為
の
全
部
(
ま
た
は
一
部
)
取
消
し
を
認
め
、
取
消
し
の
効
果
が
債
務
省
に
も
及
ぶ
こ
と
と
し

(
そ
の
結
果
、
取
消
訴
訟
の
被
告
に
債
務
省
を
加
え
る
〔
必
要
的
共
同
訴
訟
〕
)
、
逸
出
財
産
の
原
状
回
程
・
取
戻
し
を
原
則
と
す
る
。
そ

の
う
え
で
、
取
消
し
の
効
果
は
取
消
値
幅
者
の
み
な
ら
ず
総
償
櫛
者
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
を
強
調
し
(
判
例
の
相
対
的
取
消
、
相
対
効
を
否

定
し
、
「
限
定
的
な
絶
対
効
」
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
て
取
消
附
揃

者
の
個
別
的
回
収
機
能
を
否
定
な
い
し
制
限
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
基
本
方
針
は
細
部
ま
で
よ
く
考
え
て
締
ら
れ
た
案
で
あ
り
、
首
肯
で

き
る
一
面
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
賛
成
で
き
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
現
行
民
法
上
、
詐
害
行
為
取
消
掘
制
度
は
、
破
産
手
続
き
開
始
に
至
っ
て
い
な
い
前
段
階
で
、
個
別
債
権
者
が
自

ら
の
債
権
回
収
つ
ま
り
強
制
執
行
の
準
備
手
続
き
と
し
て
行
使
す
る
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
総
括
的
執
行
・
清
算
を
目
的
と
す

る
倒
産
処
理
手
続
(
さ
ら
に
は
同
障
に
集
団
的
債
務
処
理
手
続
き
で
は
あ
る
が
、
企
業
の
再
生
・
更
生
を
目
的
と
す
る
民
事
再
生
法
や
会

社
更
生
法
上
)
の
否
認
掘
と
は
異
な
る
制
度
と
し
て
櫛
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
制
度
は
現
行
民
法
典
成
立
後
今
日
に
至
る
ま
で
そ

の
よ
う
な
役
割
分
担
に
基
づ
い
て
判
例
・
学
説
の
努
力
に
よ
り
日
本
社
会
に
定
着
し
、
機
能
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
旧
破
産
法

下
に
お
け
る
破
産
制
度
の
硬
直
性
を
補
う
間
易
破
産
的
機
能
を
こ
の
制
度
が
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
破
産
法

の
改
正
に
よ
り
そ
の
硬
直
性
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
詐
害
行
為
取
消
描
制
度
の
有
用
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

現
に
ド
イ
ツ
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
法
の
下
で
も
こ
の
制
度
は
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
債
務
者
の
詐
書
行
為
を

め
ぐ
る
法
的
紛
争
が
破
産
手
続
き
・
否
認
権
で
す
べ
て
合
理
的
に
解
決
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
。
こ
の
制
度
を
民
法
に
残
し
て
お
く
必
要
は
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な
い
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
有
用
性
を
認
め
、
今
回
の
改
正
で
民
法
に
残
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
以
上
は
、
破
産
否
認
備
と
一
定
の
閑

連
性
は
持
た
せ
つ
つ
も
基
本
的
に
は
別
個
の
制
度
と
し
て
制
度
構
築
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
「
否
認
権
で
で
き
な
い
こ
と
が

取
消
権
を
使
え
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
基
本
的
に
は
適
当
で
な
い
」
と
は
必
ず
し
も
言
え
ま
い
。
両
制
度
の
目
的
・
機
能
の
差
異
に
者

目
す
れ
ば
、
否
認
慌
で
で
き
な
い
こ
と
が
取
消
怖
で
は
で
き
る
と
し
て
も
必
ず
し
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
す
べ
て
の
詰
寄
行
為
紛
争
が

破
産
手
続
き
で
解
決
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
掠
苦
行
為
取
消
訴
訟
の
み
で
終
わ
る
ケ
l
ス
も
多
い
の
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
作

害
行
為
取
消
訴
訟
に
よ
る
解
決
に
不
満
が
あ
る
当
事
者
は
、
破
産
手
続
き
へ
の
移
行
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
し
、
そ
う
し
て
い
る
で
も
あ
ろ

ぅ
。
現
行
法
上
そ
れ
に
対
応
す
る
手
続
き
規
定
が
不
備
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
整
備
す
れ
ば
足
り
よ
う
。

そ
も
そ
も
否
認
権
制
度
は
、
債
務
者
の
総
財
産
の
管
理
掘
を
与
え
ら
れ
た
管
財
人
に
対
し
、
し
か
も
破
産
・
会
社
更
生
あ
る
い
は
再
生

と
い
う
、
利
省
関
係
人
の
公
平
な
処
遇
を
主
眼
と
し
た
裁
判
上
の
手
続
で
認
め
ら
れ
た
櫛
能
で
あ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
や
行
使
の
手
続
に

つ
い
て
も
、
お
の
ず
か
ら
梢
極
的
な
行
使
が
期
待
さ
れ
る
が
、
問
権
者
取
消
協
の
場
合
に
は
〈
四
二
五
条
が
存
す
る
と
は
い
え
)
、

倒

権
者
に
対
し
て
、
そ
の
債
務
者
の
な
し
た
財
産
処
分
行
為
へ
の
干
渉
を
許
す
と
い
う
、
異
例
の
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
適
用

範
囲
・
適
用
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
考
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
点
で
、
両
者
に
は
大
き
な
相
異
が
あ
る
。
管
財
人
も
お
ら
ず
、
裁
判
所
の
監

督
も
な
い
、
た
だ
債
権
者
・
情
務
者
の
関
係
が
存
在
す
る
領
域
に
お
い
て
取
消
伯
描
者
に
管
財
人
的
立
場
を
期
待
す
る
制
度
を
構
築
す
る

こ
と
は
、
詐
智
行
為
取
消
楠
制
度
の
限
界
を
超
え
る
制
度
柵
築
と
い
え
よ
う
。

結
論
と
し
て
い
え
ば
、
詐
笹
行
為
取
消
槌
制
度
を
総
他
櫛
者
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
個
別
の
俄
櫛
回
収
機
能
を
否
認
あ

る
い
は
制
限
し
た
う
え
で
、
取
消
権
行
使
の
範
囲
を
取
消
債
権
者
の
債
櫛
額
に
限
定
し
な
い
と
す
る
「
検
討
委
貝
会
」
の
基
本
方
針
の
内

容
は
、
判
例
法
理
を
継
承
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
個
別
的
に
そ
の
難
点
を
修
正
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
現
行
の
詐
害
行
為
取
消
描

制
度
と
そ
の
解
釈
に
閲
す
る
判
例
・
通
説
法
理
を
根
本
的
に
種
し
、
こ
れ
に
逆
行
す
る
改
正
と
な
る
よ
う
に
恩
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の

詳
省
行
為
取
消
怖
に
閃
す
る
ほ
時
の
学
説
瞬
間
と
偵
術
総
改
正
(
下
問
問
}

二
四
五
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法
学
志
体
第
一
一

O
巻

第

三

号

二
四
六

基
本
方
針
で
立
法
す
れ
ば
、
多
数
に
し
て
複
雑
な
条
文
が
必
要
と
な
っ
て
、
分
か
り
易
い
民
法
を
作
る
と
い
う
目
標
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
と
い
う
自
ら
が
掲
げ
る
償
措
法
改
正
の
基
本
方
針
に
反
す
る
結
果
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
む
し
ろ
、
詐
害
行
為

取
消
極
を
個
別
債
権
者
に
よ
る
責
任
財
産
保
全
を
目
的
と
す
る
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
、
債
権
回
収
機
能
に
つ
い
て
は
詐
害
行
為
取
消
権

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
憤
描
者
平
等
原
則
(
簡
易
破
産
的
機
能
は
含
む
が
破
産
手
続
そ
の
も
の
と
は
一
線
を
画
す
)
の
維
持
の

限
度
に
お
い
て
こ
れ
を
制
限
し
、
か
っ
、
詐
笹
行
為
取
消
揃
行
使
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
取
消
倒
揃
者
の
伯
揃
額
に
よ
る
上
限
を
設
け

る
現
在
の
判
例
法
理
あ
る
い
は
賞
任
説
に
よ
る
制
度
設
計
の
ほ
う
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。
判
例
法
理
の
問
題
点
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
逸

出
財
産
の
原
状
回
復
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

因
み
に
、
否
認
の
効
力
は
、
破
産
管
財
人
と
受
益
者
と
の
聞
の
相
対
的
無
効
と
解
さ
れ
て
お
り
、
破
産
管
財
人
は
、
当
然
に
は
、
受
強

者
に
対
す
る
否
認
の
効
果
を
転
向
者
に
対
し
て
主
慌
で
き
な
い
。
そ
こ
で
法
は
、
破
産
管
財
人
が
転
得
者
に
対
し
て
否
認
怖
を
行
使
す
る

こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
要
件
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
(
破
一
七

O
、
伊
藤
真
破
産
法
第
四
版
楠
訂
版
四

O
四
頁
参
照
)
。
す
で
に
否
認

権
に
つ
い
て
す
ら
否
認
の
効
果
を
相
対
効
と
し
て
い
る
の
に
、
詐
害
行
為
取
消
権
の
効
果
を
限
定
的
と
は
い
え
絶
対
効
と
見
る
べ
き
だ
と

す
る
の
は
、
破
産
否
認
権
と
の
漉
合
性
を
主
揺
す
る
立
場
と
、
ど
う
整
合
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
限
定
的
な
絶
対
効
の
内
容
が
具
体
的
に

説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2〉

債
務
者
の
責
任
財
産
の
回
復
方
法

(
ア
)
判
例
(
折
衷
説
)
の
問
題
点

従
来
の
判
例
・
通
説
の
根
本
的
問
題
点
は
、
相
対
的
取
消
・
取
消
の
相
対
効
と
い
う
基
本
的
立
国
に
立
脚
し
な
が
ら
、
逸
出
財
産
の
服

状
回
復
・
取
戻
し
に
気
を
取
ら
れ
、
個
別
債
権
者
の
強
制
執
行
の
準
備
手
続
き
と
し
て
の
責
任
財
産
の
保
全
と
い
う
制
度
の
究
極
目
的
へ
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の
配
慮
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
例
・
通
説
は
、
原
則
と
し
て
取
消
に
よ
っ
て
逸
出
財
産
の
掃
属
自
体
を
(
相

対
的
に
と
は
い
え
物
権
的
に
)
債
務
者
に
回
復
し
、
登
記
名
義
あ
る
い
は
占
有
も
債
務
者
に
現
実
に
返
還
さ
せ
る
の
で
、
取
戻
財
産
の
処

分
可
能
性
ま
で
債
務
者
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
か
え
っ
て
債
権
者
の
摺
取
を
脅
か
し
か
ね
な
い
結
果
を
招
来
さ
せ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
学
説
か
ら
、
①
判
決
の
既
判
力
と
実
体
法
上
の
効
力
と
を
混
同
す
る
も
の
、
②
相
対
的
に
で
は
あ
れ
物
掘
的
に
法
待
行
為
を
無
効

な
ら
し
め
る
こ
と
の
必
要
性
・
妥
当
性
へ
の
疑
問
、
@
物
権
的
相
対
的
無
効
概
念
の
意
味
内
容
の
不
明
確
性
・
願
状
回
程
と
取
消
の
掴
対

効
と
の
矛
盾
性
、
@
取
消
簡
稿
者
固
有
の
取
一
民
請
求
権
あ
る
い
は
価
格
賠
償
請
求
権
発
生
根
拠
の
理
論
的
不
明
確
性
、
@
掴
対
的
無
効
と

い
い
な
が
ら
不
動
産
譲
渡
行
為
の
取
消
の
場
合
な
ど
抹
消
登
記
を
認
め
る
結
果
、
絶
対
効
を
認
め
た
場
合
と
実
際
問
題
の
処
理
が
さ
ほ
ど

変
り
の
な
い
結
果
と
な
る
こ
と
の
問
題
性
(
現
行
不
動
産
登
記
法
は
相
対
的
抹
消
登
記
を
認
め
て
い
な
い
。
な
お
、
抹
消
に
代
え
て
移
転

登
記
を
命
ず
る
こ
と
も
あ
る
が
、
両
者
の
関
迎
、
そ
の
理
論
的
根
慢
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
)
、
@
取
り
一
便
さ
れ
た
財
産
に
対
す
る
強

制
執
行
は
常
に
債
権
者
と
債
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
債
務
者
に
取
消
し
の
効
果
が
及
ば
な
い
と
い
う

致
命
的
欠
陥
、
⑦
相
対
的
取
消
と
い
う
基
本
的
立
場
は
個
別
局
面
に
お
い
て
必
ず
し
も
貫
徹
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
取
一
民
財
産
が
金

銭
の
場
合
に
お
け
る
取
消
情
権
者
の
相
殺
に
よ
る
事
実
上
の
慢
先
的
弁
済
受
領
に
お
い
て
、
受
働
債
権
と
さ
れ
る
債
務
者
の
取
消
債
権
者

に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
法
的
根
拠
の
説
明
が
相
対
効
構
成
の
下
で
は
困
難
、
あ
る
い
は
@
転
得
者
が
生
じ
て
い
る
財
産
を
転

得
者
か
ら
債
務
者
の
下
に
戻
そ
う
と
す
る
か
ら
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
金
銭
を
債
務
者
に
引
き
渡
そ
う
と
す
る
か

ら
、
取
消
債
権
者
へ
の
引
渡
し
も
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
さ
ら
に
被
保
全
債
権
と
債
務
者
の
取
消
債
権
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還

請
求
権
と
の
相
殺
を
詐
す
こ
と
で
取
消
債
権
者
に
事
実
上
の
優
先
弁
済
棋
を
認
め
る
こ
と
の
不
当
性
が
問
題
と
な
る
、
と
い
っ
た
批
判
を

【
剖
}

こ
れ
ま
で
描
び
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
イ
)
「
中
間
的
論
点
整
理
」
の
基
本
的
立
場

詐
密
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
〈
下
議
)

二
四
七
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折
衷
説
の
こ
れ
ら
の
問
題
の
発
生
す
る
根
本
原
因
は
、
債
務
者
の
責
任
財
産
の
回
彼
方
法
と
し
て
、
逸
出
財
産
の
眠
状
回
復
を
原
則
と
す

る
こ
と
に
起
因
す
る
。
詐
害
行
為
取
消
横
行
使
の
相
手
方
た
る
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
の
下
に
あ
る
逸
出
財
産
に
対
し
て
債
務
者
に
対

す
る
債
務
名
義
に
基
づ
い
て
直
接
強
制
執
行
を
認
め
る
制
度
を
構
築
す
れ
ば
、
そ
れ
で
右
の
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
解
決
す
る
は
ず
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
、

フ
ラ
ン
ス
法
、
ア
メ
リ
カ
法
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
制
度
構
築
を
し
て
お
り
、
原
状
回
復
を
原
則

と
す
る
日
本
の
判
例
・
通
説
は
比
較
法
的
に
は
異
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
説
会
に
お
け
る
審
議
で
な
さ
れ
た
「
中
間
的
論
点
整
理
」

で
は
、
詐
寄
行
為
取
消
櫛
制
度
の
構
造
・
趣
旨
を
「
賀
任
財
産
の
保
全
の
た
め
、
債
務
省
の
下
へ
財
産
の
回
簡
を
は
か
る
制
度
]
と
し
て

と
ら
え
る
「
検
討
委
民
会
」
の
基
本
方
針
が
受
け
継
が
れ
、
賞
任
説
の
問
題
提
起
に
始
ま
る
一
辿
の
原
状
回
復
否
定
説
も
学
説
上
有
力
に

主
揺
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
、
文
面
上
に
「
賀
任
説
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
つ
つ
」
、
と
の
一
応
の
配
慮
を
示
し
た
う
え
で
、
し
か
し
、

「
ま
ず
は
」
、
「
判
例
法
理
(
折
衷
説
)
の
問
題
点
を
個
別
的
に
克
服
し
て
い
く
方
向
で
、
更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
形
で
整
理

さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
た
。

責
任
説
的
発
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
法
固
有
の
「
責
任
的
無
効
」
、
「
責

任
判
決
」
概
念
採
用
に
対
す
る
違
和
感
、
日
本
で
は
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
解
釈
論
と
し
て
は
無
理
と
い
っ
た

理
由
の
他
、
①
立
法
論
と
し
て
は
、
責
任
訴
訟
〈
執
行
忍
容
の
訴
え
)
と
い
う
新
た
な
訴
訟
類
型
の
手
続
き
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
回
の
改
正
で
は
手
続
法
の
改
正
に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
こ
と
、
@
詐
苦
行
為
取
消
櫛
の
行
使
が
つ
ね
に
強
制
執
行
を
伴
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
昨
智
行
為
が
取
り
消
さ
れ
た
後
は
任
意
売
却
が
で
き
な
く
な
り
、
私
的
盤
理
の
場
聞
に
お
い
て
活
用
し
に
く
く
な
る
こ
と
、

@
債
務
者
が
倒
産
し
た
場
合
に
お
け
る
否
認
備
と
の
接
合
に
困
難
が
生
ず
る
こ
と
、
@
現
在
の
実
務
と
の
迎
続
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な

{
同
M
V

ど
が
問
題
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
ウ
)
「
委
員
会
試
案
」
(
個
別
修
正
説
)
の
検
討
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債
務
省
の
賀
任
財
産
の
回
復
方
法
と
し
て
悩
務
者
の
下
へ
財
産
の
回
砲
を
も
と
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
、
判
例
法
理
の
問
題
点
を

間
別
的
に
解
決
す
る
方
法
と
し
て
「
委
員
会
試
案
」
〈
個
別
修
正
説
)
が
掲
げ
る
修
正
案
は
果
た
し
て
合
理
的
か
つ
妥
当
な
案
と
い
え
よ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
制
審
議
会
民
法
(
債
権
関
係
〉
部
会
の
審
議
(
第
一
読
会
・
第
二
読
会
)
に
お
い
て
一
貫
し
て
責
任
説

の
有
用
性
を
主
接
し
た
高
須
順
一
幹
事
の
意
見
お
よ
び
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
有
志
の
提
出
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
詳
細
に
検
討

し
、
批
判
し
て
い
九
印
。

高
須
意
見
は
、
個
別
修
正
説
の
責
任
説
批
判
の
論
拠
で
あ
る
①
否
認
極
と
の
接
合
困
難
性
、
@
私
的
整
理
上
の
陣
害
性
に
つ
き
、
個
別

修
正
説
の
提
案
が
賀
任
説
よ
り
と
く
に
優
位
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
旨
具
体
的
に
反
論
し
、
ま
た
@
賀
任
訴
訟
の
創
設
は
困
難
で
な
い
と

し
て
そ
の
立
法
提
案
や
手
続
法
の
改
正
を
せ
ず
と
も
賀
任
訴
訟
と
同
様
な
効
果
を
も
た
ら
す
先
取
特
掘
規
定
の
新
設
に
よ
る
解
決
を
目
指

す
立
法
提
案
(
前
掲
神
尾
明
彦
「
詐
害
行
為
取
消
極
に
関
す
る
一
考
察
」
)
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
個
別
修
正
説
の
難
点
を
指
摘
し
、
批
判

し
て
い
る
。

ま
た
、
法
制
審
部
会
の
審
議
議
事
録
を
み
る
と
、
高
須
幹
事
の
詳
細
な
発
言
一
(
と
く
に
第
四
三
回
議
事
録
)
の
他
に
、
質
任
説
的
発
想

を
支
持
す
る
発
言
(
鹿
野
・
潮
見
・
山
野
田
幹
事
の
発
言
な
ど
)
も
あ
り
、
さ
ら
に
公
開
さ
れ
た
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」
中
に
も

そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
か
の
ぼ
る
が
、
修
正
責
任
説
を
唱
え
る
加
牒
雅
信
教
授
を
代
表
者
と
す
る
民
法
改
正
研
究
会
の
改
正
提
案

【
日
制
}

が
つ
と
に
賀
任
説
的
発
想
の
上
に
立
っ
た
改
正
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
い
ち
い
ち
こ
れ
ら
の
内
容
を
紹
介
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
こ
の
他
前
述
し
た
最
高
裁
平
成
二
二
年
六
月
二
九
日
判

決
(
民
集
六
四
・
四
・
=
=
ニ
五
)
が
判
示
し
た
確
認
判
決
に
よ
る
解
決
も
検
討
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
個
別
修
正
説
と
責
任
説
と
の
関
係

円
岨
咽
}

に
つ
き
、
す
で
に
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
部
会
審
議
の
ゆ
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
議
論
の
展
開
を
期
待
す
る
。

な
お
、
「
委
員
会
試
案
」
(
個
別
修
正
説
〉
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
効
果
論
〈
本
稿
第
四
節
〉
の
と
こ
ろ
で
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す

詳
密
行
ぬ
取
消
織
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
偵
締
法
改
正
{
下
蒜
}

二
四
九
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る。
(3) 
昨
害
行
為
取
消
訴
踏
に
お
廿
る
債
務
者
の
地
位

詐
寄
行
為
取
消
訴
訟
に
お
け
る
債
務
者
の
地
位
に
つ
き
、
「
委
員
会
試
案
」
は
、
「
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
債
務
者
と
、
詐
害
行

為
取
消
し
に
よ
る
返
還
消
求
等
の
相
手
方
(
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
)
と
を
被
告
と
す
る
」
と
い
う
。
こ
の
提
案
は
、
相
対
的
取
消
し
の

考
え
方
か
ら
債
務
者
を
被
告
と
す
る
こ
と
を
不
要
と
し
た
判
例
法
理
(
大
連
判
明
治
四
四
年
三
月
二
回
目
民
録
一
七
輯
一
一
七
頁
)
や
適

説
の
変
更
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
検
討
委
員
会
」
の
基
本
方
針
(
制
度
投
計
)
の
下
で
は
、
債
務
者
に
対
し
一
定
の
範
囲
で
詐
寄

行
為
取
消
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
、
債
務
者
の
手
続
き
保
陣
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
受
益
者
や
転
得
者
の
地
位
へ
の
配
慮
の
観
点
等

{
訂
〕

を
踏
ま
え
た
も
の
と
い
う
。

「
検
討
番
目
会
」
は
、
本
提
案
に
対
す
る
予
想
さ
れ
る
批
判
と
し
て
、
①
債
務
者
行
方
不
明
の
場
合
の
手
続
き
の
重
さ
、
@
否
認
搬
の

場
合
に
は
倒
産
債
務
者
が
被
告
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
の
均
衡
性
、
@
現
行
法
と
の
連
続
性
を
欠
く
、
の
三
点
を
あ
げ
、
そ
れ
に
対
す

る
反
論
と
し
て
、
①
は
公
示
他
告
手
続
の
胞
践
に
よ
る
処
理
、
@
は
倒
産
の
場
合
は
破
産
管
財
人
に
よ
る
破
産
財
団
の
全
面
管
理
が
可
能

で
あ
る
の
に
対
し
、
詐
害
行
為
取
消
し
の
場
合
に
は
取
消
債
権
者
が
そ
の
よ
う
な
地
位
に
な
い
の
で
、
よ
り
債
務
者
の
関
与
を
要
す
る
こ

〔
嶋
}

と
、
@
現
行
実
務
に
変
更
を
迫
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
制
度
の
合
理
化
の
た
め
に
は
必
嬰
と
割
り
切
る
。

な
お
、
詐
寄
行
為
取
消
訴
訟
の
相
手
方
と
し
て
は
、
転
得
者
が
登
場
し
て
い
な
い
場
合
に
は
債
務
者
お
よ
び
受
益
者
で
あ
る
が
、
登
場

し
て
い
る
場
合
は
、
債
務
者
と
返
還
鵠
求
の
相
手
方
〈
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
)
の
み
を
相
手
と
す
れ
ば
よ
く
、

つ
ね
に
受
拙
者
と
転
得

者
の
双
方
ゃ
、
転
々
と
転
得
者
が
続
い
た
場
合
に
は
そ
の
す
べ
て
を
被
告
と
す
る
必
要
は
な
い
と
し
、
こ
の
点
で
は
現
行
法
を
変
更
す
る

{
帥
柑
)

も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
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こ
の
提
案
が
、
部
会
審
議
・
第
五
田
舎
議
で
審
議
さ
れ
、
意
見
の
交
換
の
後
、
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
に
基
本
的
に
承
継
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
部
会
資
料
三
五
の
こ
で
は
、
第
五
回
会
議
で
の
審
議
を
受
け
て
こ
の
提
案
は
申
案
(
併
合
提
起
を
義
務
付
け
る
旨
の
規
定
を
設

け
る
)
と
し
て
整
理
さ
れ
、
こ
の
他
に
乙
案
(
併
合
提
起
を
義
務
付
け
る
旨
の
規
定
を
設
け
ず
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
の
み
を
被
告
と

月
印
}

す
れ
ば
足
り
る
が
、
的
務
者
に
対
し
て
は
訴
訟
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
)
が
付
加
さ
れ
た
。

詐
害
行
為
取
消
訴
訟
に
お
け
る
債
務
者
の
地
位
に
つ
き
、
債
務
者
を
つ
ね
に
被
告
と
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
「
検
討
委
員
会
試

案
」
や
そ
れ
を
受
け
た
「
中
間
的
な
論
点
整
理
」
の
背
後
に
は
、
詐
苦
行
為
取
消
の
効
果
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
方
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
詐
害
行
為
取
消
を
、
賞
任
財
産
を
回
慢
す
る
た
め
の
取
り
消
し
と
位
置
づ
け
た
う
え
、
こ
の
取
消
し
は
詐
欺
取
消
し
等
の
意

思
表
示
の
取
り
消
し
と
は
異
な
る
、
特
別
な
取
消
し
で
あ
る
、
と
し
つ
つ
、
こ
こ
に
い
う
取
消
の
効
果
は
、
「
的
務
者
に
お
よ
そ
効
力
が

及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
債
務
者
に
対
す
る
直
接
の
締
求
権
の
発
生
な
ど
(
【
ω・

--M・
5】

(
受
益
者
に
対
す
る
財
産
の
返
還
請
求
等
〉
〈
叩
〉
参
岡
山
〉
、
責
任
財
産
の
回
程
お
よ
び
関
係
者
の
利
害
調
整
に
必
要
な
範
囲
で
、
債
務
者

(
剖
}

に
も
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
す
る
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
説
明
は
要
す
る
に
、
「
債
務
者
に
対
し
一
定
の
範
囲
で
詐
害
行
為
取
消
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
」
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

持
っ
て
回
っ
た
言
い
回
し
で
分
か
り
に
く
い
。
「
詐
寄
行
為
取
消
し
は
詐
欺
取
消
し
等
の
意
思
表
示
の
取
り
消
し
と
は
異
な
る
、
特
別
な

取
消
し
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
責
任
財
産
を
回
復
す
る
た
め
の
取
り
消
し
」
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
判
例
・
通
説
の
い
う
「
相
対
的
取

消
・
相
対
的
無
効
」
論
、
賀
任
説
の
い
う
「
質
任
的
取
消
・
責
任
的
無
効
」
で
も
同
械
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
。
こ

の
両
者
と
個
別
修
正
説
と
の
重
要
な
差
異
は
、
取
消
債
権
者
に
、
取
消
の
相
手
方
で
あ
る
受
益
者
又
は
転
得
者
に
対
す
る
、
債
務
者
の
下

へ
の
世
接
の
(
財
産
返
還
前
求
等
の
)
返
還
前
求
槌
の
発
生
を
認
め
た
点
に
あ
る
。
こ
の
ね
ら
い
は
、
相
対
的
無
効
論
の
理
論
的
難
点
と

さ
れ
た
「
取
消
債
権
者
固
有
の
取
一
戻
諦
求
権
あ
る
い
は
価
格
賠
償
請
求
権
発
生
根
拠
の
不
明
確
性
」
、
「
取
り
戻
さ
れ
た
財
産
に
対
す
る
強

咋
岬
叩
柑
行
内
以
前
織
に
関
す
る
近
時
の
学
説
川
出
聞
と
俄
締
法
改
正
{
下
務
}

二
五
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二

制
執
行
は
常
に
債
権
者
と
伯
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
債
務
者
に
取
消
し
の
効
果
が
及
ば
な
い
と
い
う

致
命
的
欠
陥
」
を
補
正
す
る
た
め
に
、
明
文
の
視
定
を
設
け
て
、
取
消
債
権
者
に
対
し
て
、
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
、
「
逸
出
財
産
の

債
務
者
の
下
へ
の
直
接
の
返
還
請
求
権
」
を
認
め
る
こ
と
で
そ
の
法
的
根
拠
を
立
法
に
よ
り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
と
い
え

ょ
う
。
し
か
し
、
債
務
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
及
ぶ
の
か
(
取
消
の
効
果
は
絶
対
効
か
、
相
対
効
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の

効
果
か
)
、
「
債
務
者
に
対
し
一
定
の
範
囲
で
詐
害
行
為
取
消
の
効
果
が
及
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
内
容
、
ま
た
そ
れ
と
関
連
す
る
債

務
者
・
受
益
者
間
さ
ら
に
は
受
益
者
・
転
得
者
間
の
契
約
の
効
力
に
及
ぼ
す
影
響
、
あ
る
い
は
ま
た
受
益
者
・
転
得
者
の
債
権
者
グ
ル

l

プ
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
規
定
内
容
は
複
雑
で
あ
る
。

例
え
ば
、
個
別
修
正
説
は
、
取
戻
し
の
効
果
は
債
務
者
の
す
べ
て
の
債
権
者
に
及
び
、
受
益
者
を
含
む
す
べ
て
の
債
権
者
は
、
回
街
さ

れ
た
財
産
か
ら
、
民
事
執
行
法
の
規
定
に
従
い
、
強
制
執
行
ま
た
は
担
保
権
の
実
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
他
方
で
ま
た
、

受
益
者
の
な
し
た
債
務
者
に
対
す
る
反
対
給
付
の
償
還
請
求
権
を
認
め
て
そ
れ
に
基
づ
く
配
当
加
入
を
許
し
(
し
か
も
、
先
取
特
権
を
認

め
て
優
先
権
を
与
え
る
て
あ
る
い
は
取
消
債
権
者
が
取
消
の
相
手
方
か
ら
金
銭
等
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
債
務
者
に
引
き

渡
す
義
務
を
負
い
、
そ
れ
に
相
応
す
る
債
務
者
の
取
消
債
権
者
に
対
す
る
金
銭
債
権
を
強
制
執
行
の
対
象
財
産
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
を
受
働
債
権
と
し
て
取
消
債
権
者
の
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
を
許
し
、
さ
ら
に
余
剰
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
債
務
者
に
返
還
す
べ
き

も
の
と
す
る
(
【
臼
-
F
N
・
コ
】
)
。
ま
た
、
結
果
と
し
て
は
否
定
さ
れ
た
が
、
債
務
者
の
下
に
回
復
さ
れ
た
財
産
に
関
す
る
債
務
者
の
処
分

(m両
〉

権
の
制
限
規
定
を
設
け
る
必
要
性
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
債
務
者
・
受
益
者
間
の
行
為
を
絶
対
的
無
効
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、

転
得
者
と
の
関
係
を
検
討
す
る
場
面
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
転
得
者
が
登
場
し
て
い
る
場
合
に
は
、
転
得
者
の
み
を
相
手
と
す
る
取
消

訴
訟
の
提
起
を
も
認
め
、

つ
ね
に
受
益
者
を
被
告
と
す
る
必
要
な
し
と
す
る
。
し
か
し
、
転
得
者
を
相
手
と
す
る
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
で
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も
取
消
の
対
象
行
為
は
債
務
者
の
な
し
た
行
為
で
あ
る
か
ら
、
詐
苦
行
為
が
契
約
で
あ
る
場
合
は
、
取
消
の
効
県
を
絶
対
効
と
す
る
と
そ

れ
は
当
然
受
益
者
に
も
及
び
、
転
得
者
か
ら
の
受
益
者
に
対
す
る
責
任
追
及
の
恐
れ
が
あ
る
以
上
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
で
債
務
者
を
披

告
と
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
た
論
理
か
ら
す
る
と
、
受
益
者
も
つ
ね
に
被
告
と
す
る
の
が
筋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は

ど
う
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
転
得
者
さ
ら
に
は
そ
れ
に
続
く
す
べ
て
の
転
得
者
を
つ
ね
に
被
告
と
す
る

こ
と
の
不
当
性
は
、
こ
の
説
も
認
め
る
通
り
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。
あ
ち
ら
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た
ず
の
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
と
な
ろ

ぅ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
、
債
務
者
・
受
益
者
間
の
不
動
産
売
買
契
約
が
作
部
行
為
と
し
て
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
遡
及
的

に
絶
対
的
無
効
と
な
る
と
さ
れ
れ
ば
、
詐
害
行
為
の
目
的
不
動
産
が
転
々
と
転
売
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
こ
の
闘
の
受
益
者
か
ら
転
得
者
へ

の
一
辿
の
取
引
行
為
が
す
べ
て
物
権
的
に
無
効
と
な
る
恐
れ
さ
え
あ
り
、
取
引
の
安
全
に
与
え
る
影
響
は
過
大
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

間
別
修
正
説
は
こ
こ
ま
で
の
絶
対
的
無
効
は
考
え
て
お
ら
ず
、
「
一
定
の
範
囲
で
」
取
消
の
効
果
が
及
ぶ
と
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
施
囲
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
く
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
要
す
る
に
、
取
消
の
効
果
に
つ
き
原
状
回
砲
を
服
則
と
し
、
取
消
し
の
範
聞
を
被
保
全
問
備
の
範
囲
に
限
定
し
な
い

(
原
則
と
し
て
全
部
取
消
し
を
認
め
る
)
基
本
方
針
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
取
消
し
の
範
囲
を
被
保
全
債
権
の
範
囲
に
限

定
し
な
い
結
果
、
判
例
法
理
が
抱
え
た
問
題
以
上
の
問
題
(
か
つ
て
形
成
樹
説
に
加
え
ら
れ
た
批
判
)
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
取
消
の
効
果
と
し
て
原
状
回
復
を
認
め
ず
逸
出
財
産
へ
の
強
制
執
行
に
と
ど
め
る
(
物
権
的
効
果
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
賀

任
的
効
果
の
み
の
取
り
消
し
に
と
ど
め
、
そ
の
限
度
で
企
部
取
消
し
、
絶
対
効
を
認
め
る
)
賞
任
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
の
法
伸
関
係

は
す
こ
ぶ
る
簡
明
で
あ
る
。
責
任
説
で
は
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
と
の
関
係
で
同
人
等
の
所
有
す
る
逸
出
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
(
あ

る
い
は
そ
れ
に
代
わ
る
価
格
賠
償
の
請
求
)
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
間
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
債
務
者
を
咋
害
行
為
取
消
訴
訟
お
よ

2下
資
IT 
1¥ 
取
il'l 
Itl! 

限1
す
る
近
符
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学
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ぴ
責
任
訴
訟
の
被
告
と
す
る
必
要
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
判
決
磁
定
後
の
強
制
執
行
の
た
め
に
取
消
附
櫛
者
の
債
務
者
に
対
す
る
倒
務
名

義
も
必
要
と
す
る
立
場
(
私
見
は
必
要
説
)

で
は
、
取
消
債
権
者
が
債
務
名
義
を
ま
だ
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
別
途
債
務
者
に
対
す
る

給
付
訴
訟
を
抱
起
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
併
合
提
起
を
義
務
付
け
る
必
要
は
な
い
。
取
消
償
櫛
者
の
判
断
に
委
ね
れ
ば
よ
い
。
な
お
、
情

務
者
・
受
益
者
間
さ
ら
に
は
受
益
者
・
転
得
者
聞
の
契
約
の
効
力
に
及
ぼ
す
影
響
、
あ
る
い
は
ま
た
受
益
者
・
転
得
者
の
債
桶
者
グ
ル
l

プ
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
簡
明
な
結
果
が
得
ら
れ
る
が
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

〈

4
)

昨
害
行
為
が
接
合
し
た
場
合
の
処
理

責
任
説
に
お
い
て
は
、
責
任
的
取
消
の
効
果
は
責
任
消
誠
効
を
遡
及
的
に
無
効
と
す
る
限
度
で
全
面
的
な
絶
対
効
で
あ
り
、
取
消
判
決

が
他
の
債
権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
効
力
を
有
す
る
の
で
、
複
数
の
詐
苦
行
為
取
消
訴
訟
が
別
々
に
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
頭
山
必

(
関
}

嬰
的
共
同
訴
訟
と
理
解
し
、
併
合
審
理
と
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
訴
訟
法
の
観
点
か
ら
の
よ
り
詳
細
な
検
討
に
委
ね
た
い
。

(
同
叫
)
高
須
問
一
例
制
問
『
総
省
行
為
取
消
怖
の
法
的
性
質
に
附
す
る
災
証
的
検
討
〈
下
}
」

(
N
H
L九
五

0
9四
七
以
下
)
が
以
上
の
点
を
鋭
く
飴
摘
し
て
い
る
。

芯
お
、
法
務
省
に
川
傑
出
し
た
筆
者
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」
は
、
前
回
向
注
(
引
制
)
で
引
則
し
た
高
須
順
一
お
よ
び
神
隠
明
彦
の
治
協
及
び
ド
イ
ツ
民
法

研
究
会
有
志
の
提
出
し
た
詐
苦
行
為
取
消
慌
に
関
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」
(
担
当
責
任
者
は
神
尾
)
を
踏
ま
え
て
鉄
議
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
格

も、

mu世
相
と
実
務
、
実
体
訟
と
手
続
法
の
各
国
に
お
い
て
責
任
説
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
こ
れ
ら
の
論
陥
(
及
び
そ
の
後
に
発
決
さ
れ
た
鈴
稿
)
の
成
mm
に
白

う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
く
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
成
則
前
と
の
頂
似
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
総
細
は
こ
れ
ら
の
給
制
問
に
誠

・9
0

〈H
U

〉
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
孫
附
制
『
新
注
民
』

(ω}n七
九
七
以
下
出
会
照
。

(
必
)
前
倒
『
諒
解
H
』
四
四
九
以
下
。

〈
的
制
)
商
事
法
務
綴
『
民
法
(
償
館
関
係
〉
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
鐙
理
の
揃
足
説
明
』
{
二

O
一
一
年
、
以
下
『
補
足
説
明
』
と
し
て
引
用
す
る
)

七
四
頁
。
な
お
『
滞
解
日
』
四
八
四
以
下
容
照
。
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(
“
)
注
〔
制
)
で
引
用
し
た
筒
須
・
神
尾
論
文
の
他
、
前
倒
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
有
志
の
制
限
山
山
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
(
神
尾
銅
山
当
}
、
注
(
鈎
〉
で

引
用
し
た
高
須
「
詳
密
行
局
取
消
継
(
部
会
資
料
三
五
の
第
二
)
に
つ
い
て
の
怠
見
」
お
よ
び
法
制
審
第
四
三
回
(
ニ

O
一
二
年
三
月
二
七
日
)
委
員
等
提
供

資
科
「
詐
害
行
為
取
消
織
の
法
的
性
質
に
関
す
る
賞
伝
説
の
有
為
性
に
つ
い
て
」
、
さ
ら
に
部
会
審
議
第
六
回
、
第
四
一
回
1
第
四
三
国
会
議
議
事
録
参
照
。

必
お
、
こ
の
後
公
刊
さ
れ
た
高
須
順
一
「
統
・
詳
智
行
為
取
的
織
の
法
的
性
質
に
関
す
る
実
証
的
検
討
|
|
賞
任
制
慨
を
め
ぐ
っ
て
」
(
法
政
法
科
大
学
院
紀

嬰
第
八
巻
第
一
号
六
九
以
下
・
ニ

O
一
二
年
六
月
)
は
前
掲
N
B
L鈴
文
の
続
縦
で
あ
り
、
問
治
文
を
批
判
す
る
鯨
高
規
「
卸
智
行
為
取
消
怖
の
争
点
」
(
ジ

ュ
リ
ス
ト
一
凶
二
八
号
九
一
〔
二

O
一
一
年
〕
)
へ
の
碑
反
論
で
あ
る
。
綜
論
文
は
、
自
説
は
『
強
制
執
行
手
続
き
に
よ
る
被
担
保
償
織
の
回
収
を
取
消
償
術

者
に
と
っ
て
の
ゴ
ー
ル
と
す
る
点
に
お
い
て
資
伝
説
と
共
通
し
て
お
り
、
個
別
論
点
に
つ
い
て
の
結
治
は
極
め
て
貸
住
鋭
に
近
く
、
法
的
性
質
に
起
因
し
て
結

給
が
山
崎
む
り
う
る
主
盟
締
点
は
ニ
点
に
す
ぎ
な
い
』
と
し
つ
つ
も
、
経
終
的
に
は
賀
任
制
棋
は
断
念
さ
れ
て
よ
い
と
し
て
倒
別
修
正
悦
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
は
、
問
弁
護
士
が
所
属
す
る
大
阪
弁
護
士
会
の
改
正
案
と
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
り
{
大
阪
弁
道
士
会
編
『
民
法
(
俄
継
法
)
改
正
の
栓
弔
白
川
と
実
務

(
上
)
〔
商
事
法
務
・
二

O
一
一
年
〕
一
七
六
て
こ
の
提
案
は
基
本
的
に
大
阪
弁
護
士
会
の
怠
見
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。
た
だ
、
こ
の
提
案
は
個
別
修
正
税
支

持
と
い
っ
て
も
、
そ
の
実
際
の
内
容
は
「
検
討
委
員
会
集
」
と
は
大
き
く
異
な
り
、
出
H

任
説
に
よ
る
解
決
と
結
論
的
に
は
多
く
を
共
通
に
す
る
も
の
と
も
い
う
。

学
者
同
士
の
議
論
に
加
え
、
実
務
弁
経
士
あ
る
い
は
弁
混
士
会
同
士
問
、
犯
に
は
問
諭
家
と
災
時
間
求
問
で
の
大
い
な
る
刊
誌
争
の
高
ま
り
、
忌
仰
の
な
い
謙
治
の

応
酬
は
、
よ
り
よ
き
償
備
法
改
正
実
現
へ
の
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
歓
迎
す
べ
き
現
象
と
い
え
よ
う
。

(
必
)
民
法
改
正
研
究
会
編
『
民
法
改
正
国
民
・
法
問
・
学
会
有
志
案
l
仮
索
の
提
示
』
法
徐
時
報
地
刊
(
ニ

O
O九
年
二
月
}
。

(
M

明
)
郎
会
噛
耐
噛
山
第
第
悶
三
回
会
議
(
ニ

O
-
二
年
三
月
二
七
日
)
議
事
録
八
以
下
の
、
潮
見
、
尚
郷
、
山
野
自
発
司
を
受
け
た
沖
野
持
取
お
よ
び
内
問
寄

U
の

発
言
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
効
県
論
の
検
討
の
部
分
で
論
述
す
る
。

(
円
引
)
前
掲
『
詳
解
日
』
五
一
五
。

(
帥
咽
)
悶
右
五
一
六
。

〔
品
叩
)
同
省
五
一
七
。

(
印
)
前
倒
『
補
足
説
明
』
七
回
、
「
議
事
の
慨
況
等
」
参
照
。

(
剖
〉
前
縄
『
詳
解
H
』
四
八
二
以
下
、
五
一
五
以
下
他
。

{
臼
)
悶
右
四
九
三
。

〈
関
)
制
御
前
須
「
緋
省
行
為
限
消
他
(
郎
会
資
料
三
五
の
第
三
)
に
つ
い
て
の
窓
見
」
一
一
ニ
及
ぴ
前
倒
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
有
志
の
拠
出
し
た
訴
当
行
偽
取
消

継
に
関
す
る
「
バ
プ
リ
ッ
ヲ
・
コ
メ
ン
ト
」
(
担
当
責
任
者
は
神
尾
)
の
当
該
箇
所
参
照
。

特
叶
哨
百
行
為
取
消
般
に
関
す
る
近
時
の
学
一
説
腐
聞
と
償
償
法
改
正
【
下
硲
}

二
五
五
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法
学
志
休

第
一
一

O
巻

第
三
号

二
五
六

第
三
節

要
件
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し

(1) 
要
件
に
閲
す
る
規
定
の
明
砲
化
等

〈

ア

)

被
保
全
般
掘
に
閲
す
る
要
件

被
保
全
備
植
に
閲
す
る
要
件
に
つ
い
て
は
、
判
例
と
問
機
に
、
原
則
と
し
て
昨
害
行
為
よ
り
も
前
に
発
生
し
た
債
権
に
限
る
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。
「
検
討
委
員
会
」
案
も
、
こ
の
点
は
現
行
法
の
判
例
・
通
説
の
立
場
を
維
持
し
て
い
る
(
【
臼
-
F
N
・
5
】
〉
。
詐
害
行
為

取
消
の
範
囲
に
つ
き
原
則
と
し
て
全
部
取
消
し
を
認
め
、
取
消
の
効
果
を
債
務
者
の
総
債
権
者
に
及
ぼ
す
「
検
討
委
員
会
」
案
(
【
ω・】・

N
E】、【
ω・
-
-
N
-印】、【
ω・
?
N
・
コ
】
)
の
下
で
は
、
被
保
全
償
植
の
要
件
と
し
て
詐
害
行
為
後
に
発
生
し
た
倒
栂
も
含
ま
れ
う
る
と

解
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
詐
害
行
為
取
消
権
で
は
、
破
産
手
続
き
の
よ
う
な
集
団
的
清
算
手
続
き
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
別
の
強
制

執
行
の
潮
備
段
階
の
硝
保
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
本
来
は
そ
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
倒
務
者
の
財
産
管
理
栂
へ
の
介
入
で
あ
る
こ
と
か

〔
剖
}

ら
、
こ
こ
は
、
「
諒
抑
的
」
な
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
点
で
は
、
詐
害
行
為
取
消
権
の
目
的
・
機
能
が
正
確
に
把

揺
さ
れ
、
確
保
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
原
則
は
そ
う
で
あ
る
が
、
例
外
を
認
め
る
余
地
も
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
「
委
員
会
試
案
」
は
、
被
保
全
債
慣
が
発
生
し

で
さ
え
い
れ
ば
そ
の
内
容
は
確
定
し
て
い
な
く
て
も
よ
い
が
、
速
い
将
来
に
具
体
化
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
発
生
を
否
定
す
べ
き
場
合
も

円
邸
}

あ
ろ
う
、
し
か
し
、
こ
の
点
は
解
釈
に
よ
る
対
応
に
任
す
と
し
て
、
「
発
生
」
の
判
断
に
つ
い
て
解
釈
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し

も
う
一
歩
進
め
て
、
昨
害
行
為
後
に
発
生
し
た
債
掘
で
あ
っ
て
も
例
外
的
に
被
保
全
債
権
た
り
う
る
余
地
を
残
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、

厳
密
な
意
味
で
は
い
ま
だ
債
権
が
発
生
し
て
い
な
く
と
も
、
債
権
発
生
の
基
礎
と
な
る
法
体
関
係
は
既
に
存
在
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
倒

権
発
生
の
蓋
然
性
を
見
越
し
て
債
権
者
が
あ
ら
か
じ
め
財
産
を
処
分
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
行
為
後
発
生
し
た
債
権
を
被
保
全
債
権
と
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.
{
弱
V

し
て
取
消
極
の
行
使
を
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
判
例
や
下
級
審
判
決
倒
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
、
解
釈
に
よ
る
対

応
に
任
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
委
員
会
試
案
」
(
【
ω
-
F
M
・
-
M
】
(
ア
)
)
の
よ
う
な
形
で
明
文
の
規
定
を
設
け
て
し
ま
う
と
や
や
気

に
か
か
る
。
立
法
技
術
の
問
題
と
も
か
か
わ
る
が
、

一
つ
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

「
委
員
会
試
案
」
は
、
強
制
力
の
な
い
債
権
は
被
保
全
債
栂
た
り
え
な
い
と
す
る
。
そ
の
提
案
と
、
そ
の
理
由
に
は
賛
成
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
明
文
の
規
定
は
、
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
被
保
全
債
権
の
履
行
期
到
来
の
不
要
や
特
定
物
引
渡
諦
求
権

の
処
理
の
場
合
の
提
案
同
棟
、
解
釈
に
よ
る
対
応
で
よ
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

(
イ
)

無
資
力
要
件

詐
害
行
為
取
消
極
の
目
的
・
機
能
か
ら
見
て
、
債
務
者
の
無
資
力
は
当
然
の
前
提
な
の
で
、
解
釈
に
よ
る
対
応
に
委
ね
て
お
け
ば
よ
く
、

長
文
と
な
る
明
文
の
規
定
不
要
と
も
思
え
る
が
、
国
民
に
分
か
り
易
い
民
法
と
い
う
基
本
方
針
か
ら
い
え
ば
、
「
委
員
会
試
案
」
(
ロ
-
F

N

・0
∞
】
)
に
、
積
極
的
に
反
対
す
る
こ
と
も
な
い
と
考
え
る
。

(
2〉

取
消
の
対
象
行
為
の
要
件

類
型
化
に
よ
る
成
立
要
件
の
明
確
化
に
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。

(

ア

)

財
産
減
少
行
為

(

a

)

相
当
価
格
の
処
分
行
為

(
i
)
「
委
員
会
試
案
」
は
、
相
当
価
格
の
財
産
処
分
行
為
の
否
認
を
、
原
則
と
し
て
否
認
の
対
象
と
せ
ず
、
例
外
的
に
、
対
価
と
し
て

取
得
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
破
産
者
が
隠
匿
や
無
償
の
供
与
等
破
産
債
権
者
を
害
す
る
処
分
を
す
る
意
思
を
有
し
、
相
手
方
が
行
為
当
時

そ
の
よ
う
な
破
産
者
の
意
思
を
知
っ
て
お
り
、
か
っ
、
当
該
行
為
が
そ
の
よ
う
な
破
産
者
に
よ
る
処
分
の
恐
れ
を
現
に
生
じ
さ
せ
る
よ
う

詐
智
行
為
取
消
槌
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
償
制
法
改
正
(
下
森
)

二
五
七
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法

学

窓

林

第

二

O
巻

第
三
号

二
五
八

な
性
質
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
否
認
の
対
象
と
す
る
と
い
う
、
従
来
の
倒
産
法
の
原
則
と
例
外
を
逆
転
さ
せ
た
新
破
産
法
〈
破
二
ハ
一

条
)
を
受
け
て
、
こ
れ
と
同
様
な
趣
旨
の
規
定
を
設
け
た
(
【
ω・
-
-
N
・
2
】
)
。
こ
の
趣
旨
は
、
担
当
価
格
の
財
産
処
分
行
為
を
詳
密
行
為

と
認
め
る
判
例
法
理
が
も
た
ら
す
財
産
取
引
の
萎
縮
効
果
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
窮
境
に
あ
る
債
務
者
の
資
金
調
達
等
の
安
定
性

を
確
保
す
る
と
い
う
実
務
上
の
要
請
に
応
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

常で

23 2 
C C I 

理号ぶ
不善 k
言語詑
tまと型

工霊場
ま(に J4・
い包至盟

。品語
尾望
Z説
怯度
さ回
れ的

皇室
害司、
2干り

謁見
取て
illj _. 
櫛裂
と fT
T干半1)
、例

問揖
題理
のか
解妥
決当

違去
がえ

嬰え
孔4

る破
こ産
と Iこ
と至
なつ

っ fニ
て~
も 1Wi

「
検
討
委
員
会
」
の
主
張
す
る
否
認
権
の
要
件
に
整
合
さ
せ
る
案
に
は
反
対
で
あ
る
。
経
罰
的
窮
墳
に
あ
る
債
務
者
の
資
金
調
達
等
の

安
定
性
を
磁
保
す
る
こ
と
へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
が
、
従
来
の
判
例
法
で
も
こ
の
点
は
十
分
考
慮
ぎ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

判
例
は
、
債
務
者
が
弁
済
そ
の
他
有
用
な
資
を
調
達
す
る
た
め
に
相
当
の
対
価
で
財
産
を
売
却
し
、
か
っ
そ
の
代
金
を
実
際
に
そ
の
目
的

に
当
て
た
と
き
と
か
、
有
用
な
物
の
購
入
資
金
と
し
、
か
っ
そ
の
物
が
現
存
す
る
と
き
に
は
取
り
消
し
え
な
い
が
、
そ
の
事
実
は
取
消
の

相
手
方
に
お
い
て
主
強
・
立
証
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
例
法
理
を
明
文
化
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
従
来
の
判
例
法
理
の
原
則
と

例
外
を
逆
転
さ
せ
る
の
は
、
情
務
省
の
持
者
行
為
を
-
般
的
に
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
情
揃
者
保
護
に
欠
け
、
ひ
い
て
は
信
用
取
引
快

序
の
維
持
・
安
定
性
を
害
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
信
用
取
引
開
始
に
当
た
っ
て
担
保
の
提
供
を
従
来
以
上
に
要
求
さ
れ
か
ね
な

く
、
担
保
を
持
た
な
い
市
民
の
経
済
活
動
を
萎
縮
さ
せ
、
経
済
の
成
長
・
発
展
の
限
害
要
因
と
な
る
効
果
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と

に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
委
員
会
試
案
」
は
、
こ
の
点
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
-
面
的
な
立
法
政
策
と
い
え
ま
い
か
。
要
は
、
「
現
に
経

済
的
窮
境
に
陥
っ
て
い
る
債
務
者
の
資
金
調
逮
等
の
安
定
性
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
「
新
た
は
取
引
活
動

を
開
始
し
よ
う
と
す
る
市
民
の
資
金
調
達
等
の
利
便
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
原
則
と
す
べ
き
か
の
、
選
択
な
い
し
は
調
整
問
題
な
の
で
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あ
る
。
ま
た
、
作
害
行
為
の
成
立
す
る
場
面
が
少
な
く
な
る
点
で
は
受
益
者
の
取
引
安
全
保
護
が
図
ら
れ
る
が
、

一
旦
そ
れ
が
認
め
ら
れ

る
と
、
原
則
と
し
て
全
部
取
消
し
・
取
戻
し
を
認
め
る
「
委
員
会
試
案
」
で
は
、
受
益
者
保
護
は
判
例
法
理
よ
り
誠
縮
し
、
取
引
委
縮
行

為
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
当
初
の
意
図
と
異
な
る
結
果
と
な
り
、

一
貫
性
を
欠
く
試
案
で
あ
る
。

(
b
)
同
時
交
換
的
行
為

担
保
を
提
供
し
て
新
た
に
借
り
入
れ
す
る
場
合
等
の
い
わ
ゆ
る
同
時
交
換
的
行
為
に
つ
い
て
も
「
委
員
会
試
案
」
は
相
当
価
格
処
分
行

為
の
否
認
と
同
様
の
要
件
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
上
記
(

a

)

の
相
当
価
格
の
処
分
行
為
の
場
合

と
同
様
、
現
在
の
判
例
法
理
の
明
文
化
で
足
り
る
と
考
え
る
。

(

C

)

無
慣
行
為

無
慣
行
為
に
つ
い
て
の
特
則
を
設
け
る
こ
と
に
は
賛
成
。
た
だ
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
無
償
否
認
と
同
様
な
嬰
件
を
認
め
る
の
で
は

な
く
、
詐
密
行
為
取
消
権
の
目
的
・
機
能
に
即
し
た
要
件
論
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
無
償
行
為
が
原
則
と
し
て
詐
害
性
を
帯
び
る
こ
と

に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
日
常
的
あ
る
い
は
慣
習
的
贈
与
を
除
く
こ
と
の
明
文
化
は
一
案
で
お
る
(
ド
イ
ツ
法
参
照
)
。

問
題
は
主
観
的
要
件
で
あ
る
。
ま
ず
、
債
務
者
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
悪
意
の
推
定
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
受
益

者
に
つ
い
て
は
受
益
者
の
主
観
的
要
件
を
不
要
と
す
る
こ
と
(
「
委
員
会
試
案
」
〉
に
賛
成
す
る
。
転
得
者
に
つ
い
て
は
従
前
ど
お
り
懇
意

を
要
件
と
す
べ
き
で
あ
る
。

(
イ
)

偏
頗
行
為
(
弁
済
等
の
債
務
の
消
滅
行
為
)

債
務
消
滅
仔
為
、
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
判
例
は
、
本
旨
弁
簡
は
原
則
と
し
て
詐
害
行
為
と
な
ら
な
い
が
、
通
謀
的
寄
意

が
あ
れ
ば
例
外
的
に
詐
害
行
為
と
な
り
う
る
と
し
、
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
本
来
の
債
務
の
履
行
行
為
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

目
的
物
の
価
格
を
問
わ
ず
、
原
則
と
し
て
詐
害
性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
、

一
部
の
既
存
の
伯
櫛

詐
省
行
為
取
消
俗
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
償
継
法
改
正
(
下
森
)

二
五
九
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者
に
対
し
抵
当
植
の
設
定
そ
の
他
の
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
担
保
植
者
に
他
の
債
栂
者
に
対
す
る
優
先
弁
請
受
領
掘
を
与
え
、
共
同

担
保
を
減
少
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
詐
害
行
為
と
な
る
と
し
、
他
方
に
お
い
て
、
弁
済
そ
の
他
有
用
な
資
を
師
る
目
的
で
担
保
を
揖
供
し
て

新
た
に
借
り
入
れ
を
す
る
場
合
の
担
保
の
設
定
〈
同
時
交
換
的
行
為
)
に
つ
い
て
は
詐
寄
性
を
否
定
的
に
解
し
て
い
る
。
以
下
、
弁
済
、

代
物
弁
済
、
既
存
債
務
に
対
す
る
担
保
の
損
供
に
つ
い
て
の
「
検
肘
委
員
会
」
の
改
正
方
針
に
つ
い
て
順
次
検
討
し
て
み
よ
う
。

(
a〉
弁
済

弁
済
の
詐
事
行
為
性
に
つ
き
、
「
委
員
会
試
案
」
は
、
新
破
産
能
に
お
け
る
否
認
備
制
度
の
見
直
し
(
故
意
否
認
・
危
機
否
認
類
型
か

ら
財
産
減
少
行
為
〔
廉
価
売
却
行
為
等
〕
否
認
・
偏
頗
行
為
〔
債
務
消
誠
行
為
〕
否
認
・
無
償
行
為
否
認
類
型
へ
の
転
換
)
を
受
け
て
、

甲
乙
二
案
を
提
示
し
、
い
わ
ゆ
る
本
旨
弁
済
(
義
務
行
為
)
に
つ
い
て
は
、
昨
害
行
為
取
消
の
対
象
と
せ
ず
、
期
限
前
弁
済
等
の
非
義
務

行
為
で
あ
っ
て
、
か
つ
通
謀
が
あ
る
場
合
に
の
み
詐
害
行
為
取
消
の
対
象
と
す
る
甲
案
と
、
非
義
務
行
為
を
含
め
て
、
詐
害
行
為
取
消
極

の
対
象
か
ら
す
べ
て
除
外
し
、
そ
れ
へ
の
対
処
は
全
面
的
に
倒
産
法
上
の
否
認
掘
に
委
ね
る
乙
索
と
を
提
案
し
た
。
つ
い
で
「
中
間
的
盤

理
」
で
は
、
「
破
産
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
偏
頗
行
為
否
認
の
時
期
的
要
件
と
し
て
支
払
不
能
概
念
(
破
産
法
第
二
条
一
一
)

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
な
い
、
支
払
不
能
等
に
な
る
以
前
に
行
わ
れ
た
一
部
の
債
権
者
へ
の
弁
済
は
、
倒
産
法
上
の
否
認
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
債
務
消
滅
行
為
に
閲
し
て
は
、
平
時
に
お
け
る
詐
害
行
為
取
消
植
の
方
が
否
認
権
よ
り
も

取
消
し
の
対
象
行
為
の
範
囲
が
広
い
場
面
が
あ
る
と
い
っ
た
現
象
(
逆
転
現
象
)
が
生
じ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
う
え
、
こ
う
し
た
逆
転

現
象
発
生
へ
の
対
応
策
と
し
て
四
つ
の
対
応
策
、
す
な
わ
ち
①
債
権
者
平
等
は
倒
産
手
続
き
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
、
債
務
消

蹴
行
為
は
詐
害
行
為
取
消
し
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
と
す
る
考
え
方
、
②
倒
産
手
続
き
に
至
ら
な
い
平
時
に
お
い
て
も
一
定
の
要
件
の

下
で
債
権
者
平
等
は
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
特
定
の
債
権
者
と
通
謀
し
、
そ
の
債
権
者
だ
け
に
優
先
的
に
債
権
の
満
足
を
得

さ
せ
る
意
図
で
行
っ
た
非
義
務
的
な
債
務
消
滅
行
為
に
限
り
、
詐
智
行
為
取
消
し
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
、
@
偏
頗
行
為
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否
認
の
要
件
(
破
産
法
第
一
六
二
条
)
と
同
様
の
要
件
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
、
@
判
例
法
理
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
と

《

ω】

の
考
え
方
を
紹
介
し
、
意
見
を
求
め
た
。

弁
済
や
代
物
弁
済
さ
ら
に
は
担
保
供
与
行
為
等
の
い
わ
ゆ
る
偏
頗
行
為
〈
債
務
消
滅
行
為
)
の
詐
害
行
為
類
型
は
、
受
益
者
の
取
引
安

全
保
護
と
の
調
整
が
問
題
と
な
る
財
産
減
少
行
為
(
廉
価
売
却
行
為
等
)
額
型
と
異
な
り
、
受
益
者
は
償
塑
旬
の
一
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、

情
拙
者
同
士
が
争
う
紛
争
類
型
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
詐
笹
行
為
取
消
栂
制
度
の
領
域
で
倒
栂
者
聞
の
平
等
を
ど
の
程
度
は
か
る
べ
き
か
が

問
題
の
核
心
と
な
る
。
新
破
産
法
は
、
一
個
頗
行
為
に
関
す
る
否
認
植
の
改
正
を
主
と
し
て
弁
済
等
の
法
的
安
定
性
の
確
保
と
い
う
要
請
か

ら
行
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
詐
害
行
為
取
消
植
制
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
要
請
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『
詳
解
憤
植
法
改

正
の
基
本
方
針
』
は
、
こ
の
問
題
の
基
本
方
針
策
定
に
あ
た
り
、
破
産
法
改
正
後
の
詐
笹
行
為
取
消
掘
の
解
釈
に
お
い
て
、
上
記
改
正
を

踏
ま
え
て
提
唱
さ
れ
た
次
の
三
つ
の
見
解
を
引
用
し
て
検
討
し
て
い
到
。

第
一
は
、
債
権
者
聞
の
公
平
を
問
題
と
す
る
偏
頗
行
為
否
認
類
型
は
、
倒
産
法
上
の
否
認
権
制
度
に
お
い
て
の
み
行
う
べ
き
で
あ
り
、

詐
害
行
為
取
消
幅
制
度
に
お
い
て
は
、
財
産
減
少
行
為
と
非
義
務
行
為
の
み
を
対
照
す
べ
し
と
す
る
内
田
説
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
本

旨
弁
済
や
義
務
で
あ
る
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
詐
寄
行
為
取
消
し
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
二
は
、
偏
頗
行
為
否
認
類
型
に
つ
い
て
も
、
昨
害
行
為
取
消
植
制
度
に
よ
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
、
否
認
対
象
行
為
と
、
詐
書

行
為
取
消
対
象
行
為
を
比
較
し
て
、
否
認
対
象
行
為
よ
り
昨
密
行
為
対
象
行
為
の
方
が
広
い
こ
と
は
、
制
度
上
、
適
切
は
で
な
い
か
ら
、

詐
害
行
為
取
消
し
が
成
立
す
る
範
囲
は
否
認
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
潮
見
説
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
本
旨
弁
済
や

義
務
で
あ
る
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
支
払
不
能
後
の
行
為
の
み
が
詐
害
行
為
取
消
し
の
対
象
と
な
る
。

第
三
は
、
否
認
の
要
件
と
の
体
系
的
盤
合
性
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
詐
害
行
為
取
消
掘
に
は
特
有
の
制
度
意
義
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

必
ず
し
も
否
認
制
度
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
要
件
化
を
行
う
こ
と
を
提
唱
す
る
中
田
説
。
こ
の
見
解
は
、
支
払
不
能
概
念
の
民

昨
密
行
為
取
消
細
に
関
す
る
近
時
の
学
脱
展
開
と
債
御
法
改
正
〈
下
獄
)

ニ占ハ
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法
へ
の
導
入
は
、
取
消
債
権
者
に
支
払
不
能
の
証
明
責
任
を
課
す
こ
と
に
な
っ
て
過
重
な
負
担
で
あ
り
、
詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
困
難

性
、
そ
の
機
能
に
対
す
る
大
き
な
制
約
を
も
た
ら
す
も
の
で
妥
当
で
な
く
、
行
為
の
客
観
的
態
様
・
主
観
的
態
様
の
両
面
で
詐
寄
性
が
商

い
場
合
に
取
消
し
を
認
め
る
べ
き
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

検
討
の
結
果
、
「
委
員
会
試
案
」
で
は
、
上
記
第
三
の
見
解
は
、
民
法
へ
の
支
払
不
能
概
念
の
導
入
見
送
り
と
通
謀
要
件
の
維
持
の
点

で
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
否
認
掘
と
の
辿
動
性
の
重
視
に
つ
い
て
は
こ
だ
わ
る
必
要
な
し
と
の
主
強
は
採
用
さ
れ
ず
、
甲
案
・
乙
案
が

策
定
さ
れ
た
。
甲
案
は
、
弁
済
行
為
の
安
定
性
確
保
に
対
す
る
実
務
界
の
要
請
に
応
え
、
さ
ら
に
倒
産
処
理
手
続
き
に
お
け
る
債
権
者
間

の
公
平
施
保
手
段
を
詐
害
行
為
取
消
備
制
度
に
導
入
す
る
こ
と
に
伴
な
う
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
の
重
厚
化
を
さ
ら
っ
て
、
本
旨
弁
済
の

効
力
否
定
に
よ
る
憤
植
者
聞
の
公
平
は
、
法
的
倒
産
処
理
手
続
き
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
い
う
。
さ
ら
に
、
従
来
の
通
謀
要
件
が
、

単
純
に
支
払
い
不
能
状
態
に
お
け
る
特
定
の
債
権
者
へ
の
弁
済
行
為
の
共
同
の
詔
識
以
上
の
、
加
重
さ
れ
た
要
件
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、

結
局
、
そ
れ
は
支
払
い
不
能
の
段
階
に
お
け
る
非
義
務
行
為
の
問
題
と
な
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
中
心
で
あ
ろ
う
か
ら
、
要
件
の
明
確

化
の
観
点
か
ら
、
類
型
を
非
義
務
行
為
に
限
定
し
、
主
観
的
要
件
に
関
し
て
は
、
従
来
の
判
例
の
定
式
で
あ
る
通
謀
要
件
を
維
持
す
る
こ

と
に
し
た
も
の
と
い
う
。

甲
案
は
、
予
想
さ
れ
る
反
対
意
見
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
応
援
し
、
細
部
ま
で
き
め
細
か
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
案
で
あ
り
、
そ
の
よ
っ
て

立
つ
「
基
本
方
針
」
の
下
で
は
優
れ
た
立
法
案
と
評
価
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
詐
害
行
為
取
消
権
と
破
産
否
認
権
の
制
度
目

的
の
差
を
重
視
す
る
私
見
の
基
本
的
立
場
か
ら
は
、
本
旨
弁
済
を
す
べ
て
昨
害
行
為
取
消
掘
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
甲
案
に
は
賛
成
で
き

ず
、
現
行
判
例
法
理
の
明
文
化
が
妥
当
と
考
え
る
〈
中
国
説
に
基
本
的
に
賛
成
)
。
判
例
は
、
大
審
院
時
代
よ
り
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ

た
弁
済
は
原
則
と
し
て
詐
寄
行
為
と
な
ら
な
い
が
、
例
外
的
に
債
務
者
が
と
く
に
一
部
の
債
権
者
と
共
謀
し
他
の
債
権
者
を
書
す
る
意
思

を
も
っ
て
弁
荷
を
な
し
た
場
合
に
は
詐
寄
行
為
と
な
り
う
る
旨
判
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の
点
は
傍
論
に
す
ぎ
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ず
、
通
謀
的
寄
意
を
理
由
に
弁
請
の
詐
害
性
を
認
め
た
事
例
は
、
下
紐
審
に
い
く
つ
か
あ
る
が
、
最
上
級
審
判
決
に
は
明
確
な
も
の
は
見

当
ら
な
い
。
弁
済
の
詐
密
行
為
性
を
肯
定
し
た
下
級
審
判
決
例
の
事
案
は
、
債
務
者
と
弁
済
を
受
け
た
債
権
者
と
が
実
質
上
同
一
人
格
に

近
い
事
例
(
た
と
え
ば
、
債
務
者
が
受
益
者
の
個
人
会
社
の
事
例
)
と
か
、
被
保
全
債
権
が
租
税
債
惜
の
事
例
な
ど
で
あ
り
、
実
務
界
の

要
請
と
い
う
弁
済
行
為
の
安
定
性
が
害
さ
れ
る
よ
う
な
事
例
で
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
事
例
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
事
実
上
存
在
し

{ω) 

な
い
の
で
あ
り
、
実
務
界
の
恐
れ
は
把
憂
と
い
え
よ
う
。
「
委
員
会
試
案
」
が
、
相
当
対
価
取
得
行
為
に
お
い
て
、
詐
智
行
為
取
消
掘
の

行
使
が
否
定
さ
れ
る
際
の
悪
意
の
推
定
規
定
の
対
象
者
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
内
部
省
(
た
と
え
ば
法
人
の
理
事
、
取
締
役
、

伯
務
者
の
親
族
等
、
【
ω・
-
-
M
-
Z
】〈
3
〉
〈
ア
〉
〈
イ
〉
〈
ウ
〉
)
に
対
す
る
本
旨
弁
済
(
義
務
行
為
)
に
つ
い
て
、
「
蚕
員
会
試
案
」
は
、

こ
れ
を
常
に
詐
害
行
為
取
消
し
の
対
象
外
と
し
、
法
的
倒
産
処
理
手
続
き
た
る
否
認
掘
に
委
ね
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
こ
れ
ら

は
非
義
務
行
為
に
あ
た
る
と
し
て
詐
智
行
為
取
消
を
認
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
と
す
れ
ば
そ
の
結
論
は
妥
当
性
を
欠
き
、
後
者
と
す

る
と
「
義
務
行
為
」
、
「
非
義
務
行
為
」
の
区
別
の
基
準
が
明
確
性
を
欠
く
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

支
払
不
能
時
に
お
け
る
本
旨
弁
済
(
お
よ
び
代
物
弁
済
)
さ
ら
に
支
払
不
能
前
の
一
定
期
間
〈
た
と
え
ば
三

O
悶
)
以
内
に
お
け
る
非

義
務
行
為
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
し
を
認
め
て
も
、
そ
れ
は
、
新
破
産
法
が
偏
頗
行
為
に
対
す
る
故
意
否
認
を
否
定
し
た
趣
旨
に
惇
る

わ
け
で
は
な
く
〈
前
掲
神
尾
コ
メ
ン
ト
が
指
摘
て
む
し
ろ
、
支
払
不
能
時
に
お
け
る
本
旨
弁
済
の
実
態
お
よ
び
破
産
開
始
申
し
立
て
が

支
払
不
能
に
至
っ
た
直
後
に
申
し
立
て
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
詐
苦
行
為
取
消
掘
の
簡
易
破
産
機
能
や
破
産
手
続
き

へ
の
架
橋
機
能
を
重
視
し
て
詐
笹
行
為
取
消
権
の
行
使
を
認
め
る
の
が
妥
当
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
判
例
法
理
で
あ
る
「
仙
荷

趨
過
+
通
謀
的
寄
意
」
の
内
容
は
、
支
払
不
能
の
認
識
に
ほ
ぼ
等
し
い
か
ら
、
逆
転
現
象
が
生
ず
る
事
例
は
少
な
く
、
判
例
法
理
を
明
文

化
し
、
実
際
の
運
用
を
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
法
か
ら
見
て
不
都
合
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
、
主
観
的
要
件

で
あ
る
通
謀
的
寄
意
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
立
証
が
困
難
と
な
り
、
内
部
者
へ
の
弁
済
に
つ
い
て
も
、
取
消
し
が
否
定
さ
れ
か

詐
害
行
為
取
消
艇
に
関
す
る
近
時
の
学
説
腿
閲
と
債
館
山
司
法
改
正
(
下
諜
)

ニ山ハ
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六
四

ね
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
例
法
理
を
明
文
化
す
る
場
合
に
は
、
「
相
手
方
が
、
債
務
者
の
債
務
超
過
(
あ
る
い
は

「
支
払
不
能
」
ま
た
は
「
債
務
者
が
そ
の
債
務
に
つ
き
そ
の
財
産
を
も
っ
て
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
」
)
お
よ
び
当

該
行
為
が
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
通
謀
的
寄
意
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
」
旨
の
推
定
規
定
を
設
け
る
こ

円
削
}

と
も
一
案
で
あ
る
。

以
上
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
非
義
務
行
為
を
含
め
て
、
債
務
消
滅
行
為
を
詐
害
行
為
取
消
植
の
対
象
か
ら
す
べ
て
除
外
し
、
そ
れ
へ
の

対
処
は
全
面
的
に
倒
産
法
上
の
否
認
掘
に
委
ね
る
乙
案
に
賛
成
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
と
い
え
よ
う
。

(
b
)
代
物
弁
済

過
大
な
代
物
弁
済
は
、
財
産
減
少
行
為
に
該
当
す
る
か
ら
、
詐
害
行
為
取
消
植
の
除
外
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
は
「
委
員
会
拭
案
」
も

認
め
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
異
論
は
な
い
(
た
だ
取
消
の
範
囲
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。
本
試
案
は
、
超
過
部
分
の
み
の
一
部
取
り

消
し
、
た
だ
し
通
謀
的
寄
意
あ
る
場
合
は
全
部
取
消
し
と
す
る
が
、
判
例
の
と
る
常
に
全
部
取
消
し
と
す
る
〔
た
だ
し
被
保
全
情
栂
額
に

よ
る
制
限
を
伴
う
〕
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
)
。
ま
た
、
優
先
権
を
有
す
る
担
保
権
者
に
対
し
て
担
保
の
目
的
物
件
を
代
物
弁
済
と
し
て
譲

渡
す
る
行
為
は
、
価
格
が
相
当
で
あ
る
限
り
詐
害
行
為
と
な
ら
ず
、
過
大
な
場
合
は
担
保
債
権
額
を
趨
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
詐
書
行

為
と
な
る
(
詐
害
行
為
の
一
部
不
成
立
・
一
部
取
消
し
、
た
だ
し
、
通
謀
的
寄
意
あ
る
場
合
は
全
部
取
消
し
)
。
問
題
と
な
る
の
は
相
当

価
格
の
代
物
を
も
っ
て
す
る
一
般
債
拙
者
へ
の
代
物
弁
済
で
あ
る
。
甲
案
、
乙
案
と
も
に
こ
の
場
合
は
詐
害
行
為
取
消
掘
の
除
外
対
象
と

な
る
と
す
る
が
、
賛
成
で
き
な
い
。
通
謀
的
寄
意
を
要
せ
ず
、
単
な
る
悪
意
で
あ
っ
て
も
詐
害
性
を
認
め
る
判
例
法
理
の
明
文
化
が
妥
当

で
あ
る
。

因
み
に
、
経
済
的
窮
墳
に
あ
る
債
務
者
の
資
金
調
達
等
の
安
定
性
確
保
、
弁
済
や
代
物
弁
済
等
の
債
指
回
収
行
為
の
安
定
性
確
保
に
対

す
る
実
務
界
の
要
請
と
い
う
、
も
っ
と
も
な
名
目
の
裏
側
に
潜
む
現
実
的
問
題
点
も
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
債
務
消
誠
行
為
の
詐
書
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行
為
類
型
に
お
け
る
債
権
者
聞
の
平
等
・
公
平
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
ひ
と
つ
の
視
点
は
、
債
務
者
の
倒
産
の
気
配
を
い
ち
早
く
察
知

し
、
有
利
な
弁
済
、
代
物
弁
済
、
担
保
掘
の
投
定
を
受
け
う
る
立
場
に
あ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
内
部
者
の
ほ
か
、

一
般
に
債
務
者
に
対
し

て
生
殺
与
奪
の
樹
限
を
も
っ
て
い
る
大
口
の
取
引
先
や
金
融
機
関
な
ど
の
債
植
者
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
情
報
に
疎
い
小
口

の
弱
小
債
権
者
が
債
務
者
の
支
払
不
能
の
事
実
を
知
り
、
あ
わ
て
て
駆
け
つ
け
た
と
き
は
、
時
す
で
に
遅
く
、
泣
き
唖
入
り
す
る
か
、
近

時
少
し
は
解
消
さ
れ
た
と
は
い
え
、
な
お
、
多
大
な
時
間
と
金
と
労
力
を
要
す
る
破
産
手
続
き
を
避
け
、
や
む
な
く
個
別
的
情
栂
回
収
の

単
価
手
続
き
た
る
詐
害
行
為
取
消
描
制
度
に
頼
っ
て
、
や
り
た
く
も
な
い
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
現
実
で
あ
る
。
勤
勉
な
俄
櫛
者
が

勤
勉
で
な
い
憤
植
者
に
劣
後
す
る
の
は
お
か
し
い
、
と
い
っ
て
す
ま
さ
れ
る
状
況
で
は
な
い
の
が
、
現
実
の
厳
し
さ
と
い
え
よ
う
。
立
法

者
は
、
声
の
大
き
い
者
の
声
の
み
な
ら
ず
、
声
の
小
さ
い
者
、
声
な
き
者
の
声
を
も
扱
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。
危
機
的
状
況
に
あ
る
債
務

者
が
一
部
の
債
権
者
と
謀
っ
て
、
他
の
償
楢
者
に
対
し
抜
け
駆
け
行
為
を
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
代
物
弁
済
の
場
合
も
弁
済
の
場
合
と

問
機
(
否
そ
れ
以
上
に
)
、
債
権
者
聞
の
公
平
を
図
る
た
め
に
取
消
植
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
務
経
験
盟
か

な
裁
判
官
が
、
長
年
か
か
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
判
例
法
理
に
は
、
形
式
論
理
を
超
え
た
合
理
性
が
あ
り
、
簡
単
に
原
則
と
例
外
を
入
れ

〔
箇
)

替
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

な
お
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
債
務
者
の
支
払
い
不
能
を
知
っ
た
債
権
者
と
し
て
は
、
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
て
回
収
を
図
る
の
が
有
利

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
意
識
的
に
他
の
債
権
者
の
回
収
を
待
っ
て
、
そ
の
後
で
そ
の
債
権
者
を
相
手
に
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
を

提
起
し
て
優
先
弁
涜
を
図
る
と
い
っ
た
迂
遠
な
手
段
を
と
る
の
は
愚
で
あ
り
、
机
上
の
空
論
に
す
ぎ
な
い
。
取
消
訴
訟
に
か
か
る
時
間
的
、

国経
収済
を的
図
る労
の力
が的
得負
策担
でゃ
あ敗
る訴
"の

出産
慣性

者恩
が L、
常を
に致
取す
tll1べ
訴き
訟で
をあ
提る
起
す詐
る寄
と行
は為
隈取
ら消
な訴
い訟
しに
、ま

巻き
さこ
込ま
まれ
れな

敗よ
訴う
し配
そ慮
うし
なて
場ま
合ず

は
示
談
で
解
決
す
る
な
り
、
勝
訴
の
自
信
が
あ
れ
ば
受
け
て
立
て
ば
よ
か
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

昨
笹
山
汀
鳥
取
消
憾
に
関
す
る
近
時
の
学
一
鋭
腿
附
と
償
剣
法
改
正
(
下
稼
)

二
六
五
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(

C

)

既
存
債
務
に
対
す
る
担
保
の
供
与

「
委
員
会
試
案
」
は
、
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
、
債
務
の
消
滅
行
為
と
同
列
に
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
、
同
様
の
要
件
化
を
行
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
申
案
は
、
原
則
と
し
て
、
昨
密
行
為
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
例
外
的
に
、
「
債
務
者
が
、
既
存
の
債
務
に
つ
い
て
し
た
、
情

務
者
の
義
務
に
属
し
な
い
行
為
で
あ
っ
て
、
か
っ
、
債
務
者
と
受
益
者
た
る
偵
櫛
者
と
が
通
謀
し
て
そ
の
他
描
者
だ
け
に
優
先
的
に
償
櫛

の
満
足
を
得
さ
せ
る
意
図
で
行
っ
た
場
合
」
に
の
み
取
消
を
認
め
る
。
乙
案
は
、
担
保
の
供
与
行
為
に
つ
い
て
は
す
べ
て
詐
害
行
為
取
消

の
対
象
か
ら
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
上
記
ア
(
ア
)
(
イ
)
(
相
当
価
格
の
処
分
行
為
、
同
時
交
換
行
為
)
イ
(
偏
頗
行
為
)
で
述
べ
た
趣
旨
か
ら
し

て
、
判
例
法
理
の
原
則
と
例
外
を
入
れ
替
え
る
必
要
は
な
く
、
現
在
の
判
例
法
理
の
明
文
化
で
足
り
る
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
講
者
は
か
つ
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
た
。
ま
ず
、
弁
済
と
担
保
供
与
と
を
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
の
是
非

に
つ
き
、
弁
済
の
義
務
行
為
性
お
よ
び
そ
れ
が
、
債
楢
者
取
消
掘
制
度
が
そ
の
単
備
手
続
的
機
能
を
営
む
強
制
執
行
制
度
の
究
極
目
標
で

あ
る
こ
と
の
故
に
、
弁
請
は
詐
害
性
を
原
則
と
し
て
欠
く
か
あ
る
い
は
極
め
て
微
弱
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
と
く
に
既
存
債
務
へ
の

担
保
供
与
行
為
は
義
務
行
為
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
弁
済
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
弁
済
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

両
者
は
一
線
を
画
す
の
が
妥
当
で
あ
り
、
弁
済
よ
り
は
原
則
と
し
て
詐
古
性
が
強
い
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
他
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と

の
相
関
的
検
討
の
上
で
詐
害
行
為
と
な
り
う
る
余
地
が
弁
済
よ
り
大
と
み
て
よ
い
。
か
っ
、
こ
の
場
合
の
判
断
基
準
と
し
て
重
要
な
の
は
、

弁
演
の
場
合
と
同
様
、
情
掘
者
間
の
平
等
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
そ
し
て
既
存
債
務
と
新
規
債
務
の
た
め
の
担
保
供
与
行
為
と
で
は
、

詐
害
性
の
実
質
的
判
断
基
準
を
異
に
す
る
面
が
あ
る
の
で
、
分
け
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
関
係
当
事
者
聞
の
利
害
関
係
の

衝
突
を
調
整
す
る
判
断
基
準
は
、
債
務
者
の
財
産
管
理
の
自
由
、
経
詩
的
更
生
、
受
益
者
の
取
引
安
全
保
護
を
、
責
任
秩
序
の
維
持
(
貰

任
財
産
な
い
し
共
同
担
保
の
保
全
)
に
ど
の
程
度
調
和
せ
し
め
る
べ
き
か
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
で
は
、
受
益
者
(
債
権
者
の
一

Hosei University Repository



人
)
の
取
引
安
全
保
護
と
い
う
問
題
よ
り
は
む
し
ろ
、
ま
た
、
債
務
者
の
経
清
的
更
生
と
い
う
問
題
は
背
後
に
退
い
て
(
既
存
債
務
の
た

め
の
担
保
供
与
だ
か
ら
崎
務
者
の
手
に
入
る
も
の
は
何
も
な
い
て
債
権
者
間
の
平
等
を
ど
の
程
度
図
る
べ
き
か
が
判
断
の
基
準
と
し
て

重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
破
産
手
続
が
容
易
に
行
わ
れ
え
な
い
わ
が
国
の
実
状
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
き
、
債
権
者
取
消
掘
に
あ
る
程
度
の

簡
易
破
産
的
機
能
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
政
策
判
断
の
問
題
で
あ
る
、
と
。
こ
の
問
題
提
起
後
、
学
説
上
、
債
権
者
同
士
の
争
い
の
類
型

に
お
い
て
は
、
詐
害
性
の
判
断
基
串
を
異
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
が
広
ま
っ
た
。

近
時
の
倒
産
立
法
の
展
開
に
よ
り
破
産
手
続
き
が
か
な
り
容
易
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
未
だ
上
記
見
解
を
改
め
る

必
要
を
感
じ
て
い
な
問
。

「
検
討
委
員
会
」
の
申
案
は
、
行
為
の
義
務
性
と
非
義
務
性
、
既
存
債
務
と
新
規
債
務
と
を
区
別
し
た
点
は
、
私
見
と
同
棉
で
あ
る
が
、

詐
害
性
認
定
の
原
則
と
例
外
を
逆
転
し
、
か
つ
「
通
謀
」
要
件
を
課
し
た
点
で
異
な
り
(
単
な
る
「
認
識
」
で
足
り
る
と
考
え
る
)
、
賛

成
で
き
な
い
。

(
d
)
対
抗
要
件
具
備
行
為

対
抗
要
件
具
備
行
為
に
つ
い
て
は
、
判
例
法
理
と
異
な
り
、
一
地
謀
的
害
意
あ
る
場
合
に
は
憤
務
消
滅
行
為
(
弁
済
等
〉
に
閲
す
る
判
例

法
理
と
同
様
詐
害
行
為
に
な
り
う
る
旨
の
明
文
の
規
定
を
設
け
る
の
が
ベ
タ
ー
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
近
時
判
例
・
学
説
上

の
識
論
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
の
で
、
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
お
く
。

「
委
員
会
試
案
」
は
、
対
抗
要
件
具
備
行
為
に
つ
い
て
は
特
段
の
手
当
て
を
せ
ず
、
詐
害
行
為
取
消
の
可
否
は
、

(ω} 

。
∞
】
)
の
解
釈
に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
対
抗
要
件
否
認

一
般
規
定
(
【
ω・
7
N
・

〈
破
一
六
四
条
)
は
、
支
払
い
の
停
止
等
の
後
に
な
さ
れ
た
具
備
行
為
を
対
象
と
し
、
支
払
い
の
停
止
等
を
知
つ
で
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
要
求
し
て
お
り
、
争
い
は
あ
る
も
の
の
、
支
払
い
の
停
止
等
の
前
に
な
さ
れ
た
対
抗
要
件
具
備
行
為
は
否
認
の
対
象
と
な
ら
な
い
も

詐
窃
行
為
取
消
権
に
関
す
る
近
時
の
学
説
桜
閥
と
債
榔
法
改
正
(
下
稼
)

二
六
七
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法
学
窓
休

第
一

-
O巻

第
三
号

二
六
八

の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
詐
害
行
為
取
消
し
に
お
い
て
も
、
支
払
の
停
止
な
ど
の
後
の
行
為
に
限
定
し
、
主
観
的

要
件
に
つ
い
て
も
配
慮
を
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
否
認
掘
と
の
聞
で
逆
転
現
象
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
倒
産
手
続
き
が
開
始
し
て
い
な

い
段
階
を
問
題
と
す
る
詐
寄
行
為
取
消
し
に
お
い
て
支
払
の
停
止
(
等
)
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
主
観
的
要
件
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
は
、

か
な
り
の
困
難
が
伴
う
。
ま
た
、
対
抗
要
件
具
備
行
為
と
い
っ
て
も
、
不
動
産
の
物
描
変
動
の
場
合
と
倒
描
譲
渡
の
場
合
と
で
は
、
様
相

が
異
な
り
、
真
正
の
権
利
移
転
の
場
合
と
担
保
権
の
設
定
や
担
保
目
的
で
の
権
利
移
転
の
場
合
と
で
も
、
状
況
は
異
な
る
た
め
、
倒
産
手

続
き
の
開
始
し
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
、
お
よ
そ
一
律
に
、
対
抗
要
件
否
認
と
同
撤
の
規
律
を
設
け
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
疑
問
が
残
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
段
の
規
定
は
設
け
ず
、

-
般
規
定
の
解
釈
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
、
と
い
う
。

こ
こ
で
も
、
否
認
極
と
詐
害
行
為
取
消
躍
の
両
制
度
の
平
準
化
方
針
へ
の
こ
だ
わ
り
が
み
ら
れ
る
。
倒
産
手
続
き
が
開
始
し
て
い
な
い

段
階
を
問
題
と
す
る
詐
密
行
為
取
消
し
と
そ
れ
が
開
始
し
て
い
る
段
階
を
問
題
と
す
る
対
抗
要
件
否
認
と
で
は
抱
え
て
い
る
問
題
状
況
が

異
な
る
か
ら
、

一
律
に
同
梯
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
暁
聞
が
あ
る
と
い
う
点
は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

問
題
状
況
が
異
な
る
以
上
、
「
逆
転
現
象
」
が
生
じ
て
も
、
各
制
度
の
目
的
連
成
の
上
で
、
そ
の
結
論
が
妥
当
で
あ
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
と
も
い
え
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
「
逆
転
現
象
」
を
お
よ
そ
許
さ
な
い
と
切
っ
て
捨
て
る
の
は
硬
直
す
ぎ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
「
検
討
委
貝
会
」
も
、
こ
こ
で
は
特
段
の
規
定
を
設
け
ず
、

一
般
規
定
の
解
釈
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
解
決
策
で
あ
る
が
、
今
一
歩
踏
み
込
み
、
逆
転
現
象
が
生
ず
る
よ
う
な
明
文
規
定
を
設
け
る
こ
と
の
合
理
性
・
妥
当

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
取
消
倒
植
者
の
被
保
全
償
掘
成
立
前
に
な
さ
れ
た
法
体
行
為
に
基
づ
い
て
、
被
保
全
債
権
成
立
後
に
回
行
行
為
た
る
畳
記
な
ど

の
対
抗
要
件
具
備
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
、
債
権
者
は
被
保
全
債
権
成
立
前
に
な
さ
れ
た
前
記
行
為
を
詐
寄
行
為
と
し
て
取
り
消
し
う
る

か
に
つ
い
て
、
争
い
が
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
判
例
は
否
定
説
を
と
り
、
最
高
裁
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
通
説
は
判
例
に
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賛
成
し
て
い
る
が
、
有
力
な
反
対
説
が
あ
っ
た
(
我
妻
)
。
そ
の
理
由
は
、
「
畳
記
の
な
い
間
は
、

一
般
債
植
者
は
受
益
者
の
権
利
取
得
を

無
視
し
て
差
し
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
受
益
者
は
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
も
登
記
を
し
た
と
き
に
移
転
行
為
が
行
な
わ
れ

【

ω】

た
こ
と
を
対
抗
し
う
る
に
と
ど
ま
り
、
従
っ
て
取
消
の
対
象
と
な
り
う
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
考
え
方
は
一
般
債
権

者
と
の
関
係
で
も
畳
記
の
時
に
詐
害
行
為
が
あ
っ
た
と
み
る
、
い
わ
ば
法
律
行
為
(
所
有
権
移
転
行
為
)
と
登
記
移
転
行
為
を
一
体
的
に

捉
え
る
考
え
方
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
債
植
者
の
差
押
等
に
よ
っ
て
当
該
財
産
が
具
体
的
に
掴
手
さ
れ
、
特
定
の
責
任
財
産
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
担
保
物
権
に
準
じ
て
優
先
効
を
畳
記
の
先
後
に
よ
っ
て
決
定
し
て
よ
い
が
、
差
し
押
さ
え
前
の
単
な
る
一
般
債
権
者
の
段
階

で
は
、
不
動
産
の
譲
受
人
は
移
転
畳
記
を
え
て
い
な
く
と
も
債
務
者
の
責
任
財
産
か
ら
の
逸
出
効
を
主
張
し
う
る
(
つ
ま
り
単
な
る
一
般

債
権
者
と
所
有
権
の
取
得
者
と
は
対
抗
関
係
に
立
た
な
い
H
通
説
)
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
当
該
逸
出
財
産
に
差
押
を

し
て
い
な
か
っ
た
一
般
附
植
者
に
関
し
て
は
、
償
楢
者
取
消
掘
に
よ
り
保
護
を
う
け
う
る
の
は
昨
害
行
為
前
に
憤
掘
を
取
得
し
た
俄
植
者

の
み
で
あ
り
、
行
為
後
の
債
権
者
は
そ
の
保
護
を
う
け
え
な
く
て
も
や
む
を
え
ま
い
。
本
来
そ
の
財
産
は
特
別
事
情
の
な
い
限
り
(
通
謀

的
寄
意
に
よ
り
畳
担
を
遅
ら
せ
て
そ
の
聞
に
信
用
を
え
た
場
合
な
ど
)
、
客
観
的
に
は
、
彼
が
責
任
財
産
と
し
て
期
待
で
き
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
(
同
旨
飯
原
)
。
た
だ
、
他
の
債
権
者
が
取
り
消
し
た
場
合
に
、
四
二

E
条
に
よ
り
消
極
的
に
利
益
事
受

の
道
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
で
満
足
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
被
保
全
債
権
成
立
前
に
な
さ
れ
た
法
待
行
為
か
ら
生
じ
た
債
務
の
履
行
行
為
で
あ
る
畳
記
移
転
行
為
や
債
極
譲
渡
の
通
知
行

為
が
被
保
全
憤
栂
成
立
後
に
な
さ
れ
た
岡
崎
合
に
、
両
者
を
切
り
離
し
て
、
具
備
行
為
の
み
の
昨
害
行
為
取
消
が
辞
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な

る
。
我
妻
説
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
点
に
つ
き
、
登
記
を
す
る
実
体
的
な
法
伸
行
為
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
切
り
離

し
て
登
記
を
す
る
行
為
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
詐
寄
性
を
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
両
者
は
一
体
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
。
旧

破
産
法
七
四
条
一
項
(
現
行
法
一
六
四
条
)
、
旧
会
社
更
生
法
八
八
条
一
項
(
現
行
法
八
八
条
、
民
事
再
生
法
一
二
九
条
)
は
畳
記
移
転

詐
智
行
為
取
消
憶
に
関
す
る
近
時
の
学
鋭
展
開
と
債
植
法
改
正
(
下
森
)

ニ
六
九
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法
学
志
体
第
一
一

O
巻

第
三
号

二
七
O

行
為
の
み
の
否
認
を
認
め
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
手
続
の
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
附
植
者
取
消
植
の
場
合
と
は
同
一

視
で
き
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

近
時
、
取
消
描
者
の
披
保
全
債
権
の
発
生
前
に
な
さ
れ
た
債
権
掛
渡
に
も
と
づ
い
て
そ
の
発
生
後
に
他
継
譲
渡
の
通
知
が
な
さ
れ
た
と

い
う
事
案
の
下
で
、
こ
の
譲
渡
通
知
を
詐
害
行
為
と
し
て
取
り
消
し
得
る
か
が
争
わ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
債
橘
譲
渡
の
通
知
の
み
の
詐

寄
行
為
取
消
し
を
否
定
し
た
判
決
が
現
れ
た
(
最
判
平
一

0
・
六
・
一
ニ
民
集
五
二
巻
四
号
一
=
二
頁
)
。
被
保
全
債
権
の
発
生
前
に

な
さ
れ
た
情
槌
譲
渡
行
為
の
ゆ
え
に
、
償
栂
譲
渡
行
為
自
体
が
詐
害
行
為
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
と
切
り
離
し
て
、
龍
雄
通
知
の

み
を
詐
害
行
為
と
し
て
そ
の
取
消
し
を
請
求
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
〈
一
体
説
を
採
る
我
妻
説
を
否
定
し
た
こ
と

に
な
る
)
。
こ
の
判
決
は
不
動
産
譲
渡
行
為
に
お
け
る
対
抗
要
件
具
備
行
為
で
あ
る
登
記
移
転
行
為
に
つ
き
取
消
し
を
認
め
な
い
判
例
法

理
(
最
判
昭
和
五
五
・
一
・
二
四
民
集
三
四
巻
一
号
一
一

O
頁
)
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
原
則
的
に
は
妥
当
な
判
決
で
あ
る
。
し
か
し
、

判
例
は
、
他
方
に
お
い
て
要
物
契
約
た
る
代
物
弁
済
行
為
(
償
植
譲
渡
に
よ
る
代
物
弁
済
を
も
含
め
)
の
詐
書
性
を
一
般
的
に
認
め
、
胆

行
行
為
た
る
弁
請
に
つ
い
て
も
、
通
謀
的
害
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
詐
害
行
為
と
な
り
う
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

債
務
の
周
行
行
為
た
る
登
記
の
移
転
や
債
栂
譲
渡
の
通
知
に
つ
い
て
も
同
栂
に
解
す
る
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
は
今
な
お
、

蔑
さ
れ
た
問
題
と
い
え
よ
刊
。
な
お
、
従
来
多
く
の
学
説
は
、
詐
害
行
為
の
取
消
対
象
た
る
「
法
律
行
為
」
の
な
か
に
は
、
準
法
律
行
為

で
あ
る
「
憤
描
譲
渡
の
通
知
」
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
法
的
根
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
学
説
に
一

段
の
進
展
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
(
集
合
)
債
権
譲
渡
担
保
の
場
合
に
つ
き
、
実
務
で
は
、
(
集
合
)
債
権
鵠
渡
担
保
権
設
定
の
時
点
で
、
白

地
の
債
権
擁
渡
通
知
轡
を
債
権
者
が
預
か
り
、
債
務
者
の
経
営
が
悪
化
し
た
時
点
で
白
地
を
補
充
し
て
通
知
を
す
る
と
い
う
扱
い
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
債
務
者
が
債
務
超
過
に
陥
っ
て
か
ら
こ
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
る
と
、
詐
害
行
為
取
消
し
の
対
象
ま
た
は
倒
産
法

上
の
否
認
(
破
七
四
条
一
項
、
会
更
八
八
条
一
項
)
の
対
象
と
な
る
と
の
説
が
あ
ら
わ
札
問
。
も
っ
と
も
、
私
見
は
「
極
め
て
通
謀
的
害
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意
性
が
高
い
場
合
」
に
限
定
し
て
取
摘
を
認
め
る
余
地
あ
り
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
説
は
と
く
に
こ
の
よ
う
な
限
定
を
設
け
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
近
時
、
こ
の
問
題
は
債
槌
競
技
担
保
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
債
描
譲
渡
一
般
に
つ
い
て
償
措
者
取
消
権
制
度
の
目
的
に
照
ら
し
、

一
般
債
権
者
の
賀
任
財
産
保
全
の
期
待
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
逸
出
し
た
責
任
財
産
の
取
戻
し
を
ど
の
時
点
ま
で
認
め
る
の
が
適
切
か

と
い
う
評
価
と
の
関
連
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
接
渡
の
客
体
が
所
有
描
で
な
く
、
よ
り
抽
象
的
・
観
念
的
存
在
で
あ
る
債
掘
に

お
い
て
は
、
そ
の
移
転
が
対
外
的
に
公
示
さ
れ
、

一
般
債
権
者
に
も
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
は
じ
め
て
、
責
任
財
産
保
全
手

段
を
行
使
す
る
機
会
が
一
般
債
権
者
に
実
質
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
譲
渡
通
知
に
は
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
以
上
の
機
能
が

一
般
的
に
、
譲
渡
通
知
を
取
消
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
の
主
騒
が
現
れ
問
。

あ
る
か
ら
、
担
保
目
的
で
の
債
権
譲
渡
に
限
ら
ず
、

こ
の
考
え
方
は
、
俄
描
譲
渡
の
場
合
は
畳
記
の
場
合
と
異
な
り
、
債
務
者
へ
の
通
知
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
責
任
財
産
の
逸
出
行
為
が
完
成

す
る
と
み
た
前
紀
最
高
裁
判
決
の
原
審
判
決
(
東
京
高
判
平
八
・
三
・
一
三
)
の
判
断
櫛
造
と
発
想
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、

こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
、
判
例
支
持
説
も
表
明
さ
れ
た
。
否
認
権
行
使
の
効
果
は
全
て
の
債
権
者
を
平
等
に
扱
う
の
に
、
詐
害
行
為
取
消

の
場
合
は
、
四
二
五
条
の
規
定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
消
情
植
者
が
事
実
上
優
先
弁
済
を
受
け
う
る
こ
と
が
あ
る
。
前
掲
最
高
裁

平
成
一

O
年
六
月
一
二
日
判
決
の
議
案
は
相
前
後
し
て
(
一
週
間
か
ら
、

一
O
自
問
ほ
ど
の
違
い
て
新
規
に
融
資
し
た
X
と
Y
と
が
、

い
ず
れ
も
、

A
の
有
す
る
倒
植
を
担
保
(
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
)
に
取
り
、
そ
の
対
抗
要
件
具
備
を
留
保
し
て
お
り
、
二
重
に
投
定
さ

れ
た
担
保
目
的
物
を
い
ず
れ
か
が
取
る
と
い
う
イ
ー
ブ
ン
な
鶴
争
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
、
先
に
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
者

が
優
先
す
る
と
い
う
対
抗
の
ル

l
ル
で
優
劣
が
決
せ
ら
れ
る
べ
き
関
係
に
あ
る
(
佐
藤
岩
昭
・
判
批
、
判
評
四
八
五
・
ニ
八
〔
判
時
六
七

三
・
一
九

O
〕
参
照
)
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
行
為
自
体
の
詐
害
行
為
取
消
を
認
め
れ
ば
対
抗
関
係
で
優
先
す
べ
き
X
が
劣
後

し
、
逆
に

Y
が
優
先
し
て
独
り
占
め
す
る
結
果
と
な
る
し
、
も
し

Y
の
通
知
が
先
で
あ
れ
ば
X
が
取
消
植
を
行
使
す
れ
ば
X
が
優
先
す
る

《ね
V

結
果
と
な
っ
て
落
ち
着
き
の
悪
い
結
論
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
判
旨
に
賛
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま

昨
噌
官
行
翁
取
消
織
に
関
す
る
近
時
の
学
説
腿
聞
と
債
権
法
政
正
A

下
議
)

二
七
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法
学
志
休
第
二

O
巻
郊
三
号

ニ
七
二

た
、
債
権
を
二
重
に
譲
り
受
け
た
も
の
相
互
の
優
劣
は
対
抗
要
件
の
先
後
で
決
す
る
の
が
公
平
で
あ
り
、
対
抗
要
件
だ
け
を
取
消
し
て
も
、

取
消
植
の
応
酬
に
よ
り
対
抗
要
件
の
な
い
債
権
譲
渡
ば
か
り
が
残
っ
て
し
ま
い
、
紛
争
の
抜
本
的
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
、
し
た
が
っ
て
、

一
般
に
、
取
消
植
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も

ι印
。
ま
た
、
登
記
や
俄
植
醸
渡
通

対
抗
要
件
具
備
行
為
は
、

知
を
弁
済
と
同
視
し
、
弁
済
が
取
消
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
取
消
し
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
①
畳
記

手
続
き
は
登
記
所
に
対
す
る
登
記
植
利
者
と
義
務
者
の
共
同
申
輔
行
為
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
登
記
申
硝
行
為
が
取
消
し
の
対
象
と
な
る
と

恩
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
畳
記
申
晴
行
為
の
取
消
は
認
め
ら
れ
ず
、
仮
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
実
体
上
の
譲
渡
行
為
が
有
効
で

あ
る
以
上
既
存
の
移
転
登
記
は
有
効
で
あ
る
か
ら
抹
消
登
記
の
調
求
は
許
さ
れ
な
い
、
@
ま
た
、
債
栴
譲
渡
通
知
の
取
消
し
を
認
め
た
と

し
て
も
、
擁
渡
の
有
効
性
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
、
紛
争
の
抜
本
的
解
決
に
な
ら
な
い
と
の
見
解
が
あ
る
。

こ
の
問
題
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
揖
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
倒
産
法
上
の
否
認
掘
と
詐
害
行
為
取
消
掘
と
で

は
制
度
の
目
的
と
行
使
の
効
果
が
異
な
る
か
ら
、
両
者
を
軽
々
に
同
じ
扱
い
と
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
組
渡
の
客
体
が

債
権
の
場
合
は
、
所
有
権
に
比
し
、
そ
の
抽
象
的
・
観
念
的
性
格
ゆ
え
に
、
債
務
者
へ
の
通
知
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
責
任
財
産
逸
出
の
効

果
が
確
定
す
る
と
の
識
論
に
も
直
ち
に
は
賛
同
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
占
有
や
登
記
の
移
転
を
伴
わ
な
い
所
有
槌
聴
渡
も
ま
た
、
第
三

者
か
・
り
す
れ
ば
抽
象
的
・
観
念
的
存
在
で
あ
り
、
畳
記
の
移
転
が
な
い
限
り
、
賀
任
財
産
か
ら
の
逸
出
の
効
果
は
確
定
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
(
債
権
者
は
債
務
者
名
義
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
不
動
産
に
強
制
執
行
を
な
し
う
る
筈
)
。
二
重
の
譲
渡
や
代
物
弁
爵
行
為
の
場

合
に
は
、
対
抗
の
ル

l
ル
で
処
理
せ
よ
と
い
う
識
論
も
そ
れ
だ
け
で
は
説
得
力
を
欠
く
。
特
定
債
櫛
保
全
の
た
め
の
昨
書
行
為
取
消
掘
の

行
使
を
認
め
る
の
が
今
日
の
判
例
・
通
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
債
権
者
同
士
の
争
い
の
場
合
に
、
取
消
の
相
手
方
た
る
受
益
者
の
配
当
加
入

を
許
さ
ず
、
取
戻
の
目
的
物
が
金
銭
の
場
合
に
取
消
倒
栂
者
の
事
実
上
の
優
先
弁
済
を
許
す
判
例
誌
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
総
合
的
に
踏
ま
え
た
理
論
的
検
討
が
必
要
と
い
え
よ
う
。
最
高
裁
平
成
一

O
年
六
月
一
二
日
判
決
の
事
案
は
、
た
ま
た
ま
、
被
保
全
債
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掘
の
発
生
が
昨
害
行
為
と
目
さ
れ
る
債
櫛
鵡
渡
後
で
あ
っ
た
た
め
に
、
詐
害
行
為
と
切
り
離
し
て
、
譲
渡
通
知
の
み
を
詳
密
行
為
と
し
て

取
消
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
は

X
-
Y
そ
れ
ぞ
れ
の
A
に
対
す
る
新
た
な
融
資
に
伴

う
二
重
の
(
集
合
〉
債
権
譲
渡
担
保
設
定
の
事
例
で
あ
り
、
第
三
者
対
抗
要
件
た
る
鵠
麓
通
知
が
な
さ
れ
た
の
は
、
担
保
権
投
定
時
で
は

な
く
A
が
手
形
の
不
渡
り
を
出
し
た
後
で
あ
っ
た
事
例
で
あ
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、
新
た
な
融
資
に
伴
う
担
保
櫛
の
設
定
は
詐
害
行
為

と
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
判
例
・
通
説
で
あ
る
か
ら
(
な
お
、
破
一
六
二

I
住
書
か
っ
こ
書
参
照
て
こ
の
事
件
で
仮
に
取
消
債
権
者

の
被
保
全
般
備
の
発
生
が
昨
普
行
為
と
目
さ
れ
る
債
槌
擁
渡
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
上
記
の
点
が
争
点
と
な
れ
ば
取
消
櫛
の
行
使
は
認

め
ら
れ
な
い
事
案
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
譲
渡
担
保
橘
(
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
)
設
定
時
で
は
な
く
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
経
っ
て

手
形
が
不
渡
り
に
な
っ
た
後
で
な
さ
れ
た
漉
渡
通
知
は
、
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
の
条
件
成
就
に
伴
う
債
務
の
岡
県
灯
行
為
と
し
て
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
済
と
同
視
で
き
る
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
弁
済
の
詐
害
行
為
性
に
閲
す
る
判
例
法
理
か
ら
見

て
、
通
謀
的
害
意
の
な
い
限
り
取
消
植
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
判
旨
の
結
論
に
は
何
ら

問
題
の
な
い
事
案
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
他
方
に
お
い
て
、
通
謀
的
笹
意
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
取
消
槌
の
行
使
を
例
外
的
に
認
め
る

立
場
で
は
、
二
重
の
譲
置
あ
る
い
は
代
物
弁
済
に
よ
る
債
権
者
同
士
の
争
い
の
類
型
で
は
あ
る
が
、
取
消
権
行
使
の
効
果
と
し
て
、
受
益

者
の
配
当
加
入
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
通
謀
的
寄
意
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
受
益
者
が
甘
受
す
べ
き
止
む
を
得

な
い
結
果
と
い
え
よ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
き
は
、
包
括
的
清
算
手
続
き
で
債
権
者
聞
の
公
平
が
と
く
に
重
視
さ
れ
る
倒
産
法
上
の

否
認
権
と
四
二
五
条
の
規
定
が
あ
る
と
は
い
え
個
別
的
強
制
執
行
の
準
備
手
続
き
で
あ
る
詐
害
行
為
取
消
掘
と
の
制
度
目
的
の
差
異
か
ら
、

要
件
論
・
効
果
論
に
つ
き
、
両
者
別
異
の
処
理
を
す
る
こ
と
の
法
的
棋
拠
に
つ
い
て
も
、

一
応
の
説
明
が
可
能
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
意
味
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
受
益
者
に
通
謀
的
寄
意
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
例
外
的
場
合
は
、
前
記
最
高
裁
判
決
の
射
程
距
離
外
の
問

題
で
あ
っ
て
、
譲
渡
通
知
行
為
の
み
の
取
消
し
の
余
地
が
な
お
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
抗
要
件
具
備
行
為
の
昨

3下
型
g 
限
i白
梅

附
す
る
近
時
の
学
説
風
聞
と
償

霊
童
下
車草

二
七
三
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HZ芯
一
作
刻
一

-
O活
情

m--一号

二
七
四

害
性
が
問
題
と
な
る
の
は
、
二
重
譲
渡
型
の
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

一
般
的
に
そ
の
詐
密
性
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
疑

聞
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
重
譲
疲
型
に
お
い
て
、
対
抗
要
件
の
具
備
行
為
が
取
補
さ
れ
た
場
合
、
取
消
権
者
の
特
定
債
権
そ
の
も
の
の
保
全

の
た
め
に
取
消
備
の
行
使
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
対
抗
要
件
の
具
備
が
遅
れ
た
た
め
に
債
櫛
の
取
得
が
不
能
と
な
り
、
摘
笹
賠

償
請
求
権
に
転
化
し
た
金
銭
伯
権
が
被
保
全
債
権
な
の
で
あ
る
か
ら
、
取
消
債
権
者
は
そ
の
情
憶
に
つ
い
て
債
務
名
義
を
得
た
上
で
、
債

務
者
の
下
に
回
復
さ
れ
た
当
該
責
任
財
産
(
不
動
産
・
動
産
・
債
権
等
)
に
対
し
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
で
満
足
を
う
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
特
定
物
情
栂
保
全
の
た
め
の
昨
智
行
為
取
消
桶
行
使
の
効
果
と
し
て
、
判
例
・
通
説
が
確
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
た
だ
少
し
違
う
と
こ
ろ
は
、
対
抗
要
件
具
備
行
為
の
み
の
取
消
し
で
あ
っ
て
、
調
渡
行
為
そ
の
も
の
は
取
消
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
が
、
対
抗
要
件
具
備
行
為
が
取
消
さ
れ
、
取
消
債
権
者
が
当
該
目
的
物
を
差
し
押
さ
え
て
し
ま
え
ば
、
取
消
の
結
果
対
抗
嬰
件
を
失

っ
た
取
消
の
相
手
方
は
そ
れ
が
自
己
の
所
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
取
消
憤
櫛
者
に
主
張
で
き
ず
、
第
三
者
異
議
も
封
ぜ
ら
れ
て
し
ま
う
か

ら
、
結
果
と
し
て
は
同
じ
結
論
と
な
る
と
考
え
る
。
な
お
、
登
記
所
に
対
す
る
登
記
巾
訓
行
為
は
取
消
の
対
象
と
な
り
え
な
い
と
の
批
判

が
あ
る
が
、
取
消
し
の
対
象
は
公
法
行
為
た
る
登
記
的
・
諦
行
為
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
が
同
時
に
も
つ
私
法
上
の
効
果
た
る
履
行
行
為

(
H
弁
済
)
を
取
消
し
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
こ
の
取
消
を
認
め
て
も
実
体
法
上
の
旗
艦
行
為
は
有
効
だ
か
ら
既
存

の
移
転
登
記
は
有
効
で
あ
り
抹
消
畳
記
の
荊
求
は
で
き
な
い
と
の
批
判
に
対
し
て
は
、
登
記
の
有
効
要
件
と
し
て
、
実
体
的
有
効
要
件
と

形
式
的
有
効
要
件
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
為
さ
れ
た
畳
記
が
現
在
の
実
体
的
権
利
関
係
に
合
致
し
て
い
た
と
し
て
も
、
畳
記
義
務
者
の
全

く
知
ら
な
い
附
に
登
記
陥
利
者
が
偽
造
文
潜
で
移
転
畳
胞
を
得
た
よ
う
な
登
記
申
請
意
思
を
全
く
欠
く
場
合
に
は
、
抹
消
登
記
が
許
さ
れ

る
余
地
の
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

問
題
は
、
為
さ
れ
た
畳
記
が
現
在
の
実
体
的
権
利
関
係
に
合
致
し
て
い
た
と
し
て
も
、
対
抗
要
件
の
具
備
行
為
で
あ
る
そ
の
登
記
行
為

の
み
の
詳
密
行
為
取
摘
を
許
す
こ
と
の
必
要
性
、
妥
当
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
も
し
対
抗
要
件
の
充
足
行
為
の
詐
苦
行
為
取
消
が
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詐
さ
れ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
取
消
債
権
者
は
差
押
に
よ
っ
て
責
任
財
産
保
全
目
的
を
連
成
し
う
る
と
見
て
よ
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
前
記
批
判
的
見
解
(
版
原
)
は
「
た
だ
し
、
債
務
者
が
受
益
者
と
通
謀
し
て
、
登
記
を
遅
ら
せ
て
債
権
者
か
ら
融
資
を
受

け
た
よ
う
な
場
合
に
は
譲
渡
行
為
の
取
消
し
を
認
め
て
も
よ
い
」
と
し
て
、
譲
渡
行
為
の
取
消
を
認
め
る
、

つ
ま
り
被
保
全
債
権
発
生
前

の
譲
渡
行
為
に
も
詐
害
性
を
認
め
て
取
消
し
を
許
す
こ
と
で
、
結
果
的
に
私
見
と
同
一
結
論
を
導
く
が
、
譲
渡
行
為
の
時
点
で
は
か
か
る

通
謀
が
な
く
、
そ
の
後
に
か
か
る
通
謀
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
対
抗
要
件
充
足
行
為
の
み
の
取
消
し
を
認

め
る
余
地
を
残
し
て
お
く
実
益
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
場
合
に
、
取
消
の
相
手
方
と
な
っ
た
受
益
者
の
配
当
加
入
の
可

否
が
問
題
と
な
る
が
、
他
掘
者
同
士
が
争
う
翻
型
(
弁
済
や
代
物
弁
済
の
詐
害
行
為
取
消
が
問
題
と
な
っ
た
類
型
)
の
岡
崎
合
に
は
、
判
例

と
異
な
り
取
消
の
相
手
方
た
る
受
益
者
に
も
配
当
加
入
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
私
見
の
立
場
で
も
、
そ
の
者
に
通
謀
的
寄
意
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
こ
れ
を
拒
否
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
取
消
権
の
応
酬
に
よ
り
紛
争
の
抜
本
的
解
決
に
な
ら
な
い
と

の
懸
念
に
は
及
ば
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
私
見
は
、
対
抗
要
件
見
附
行
為
に
つ
い
て
は
、
判
例
法
理
と
興
な
り
、
通
謀
的
留
意
あ
る
場
合
に
は
俄
務
消

減
行
為
(
弁
済
等
)
に
関
す
る
判
例
法
理
と
同
様
詐
害
行
為
に
な
り
う
る
旨
の
明
文
の
規
定
を
設
け
る
の
が
ベ
タ
!
と
考
え
る
次
第
で
あ

る
。
因
み
に
、
以
上
の
検
討
は
、
新
版
注
釈
民
法
(
一

O
)
日
で
詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
替
の
刊
行
が
遅
れ
た
た
め
、
「
検
討

委
員
会
」
の
検
討
に
際
し
て
参
照
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
、
重
視
を
い
と
わ
ず
、
本
稿
で
改
め
て
紹
介
し
た
次
第
で

あ
記
。

詐
害
行
為
取
消
胞
に
関
す
る
近
時
の
学
説
能
聞
と
債
総
法
改
正
{
下
蒜
)

ニ
七
五
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持
信
単
志
林
第
二

O
巻

第

三

号

二
七
六

(
3〉

転
得
者
に
対
す
る
昨
害
行
為
取
消
植
の
要
件

(

ア

)

問
題
の
提
起

『
中
間
的
論
点
整
理
』
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
筆
者
は
こ
の
論
点
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
簡
単
な
コ
メ
ン
ト

を
提
出
し
た
。

「
取
消
し
の
効
果
を
相
対
効
と
す
る
判
例
法
理
の
下
で
は
、
受
益
者
が
普
意
で
あ
っ
て
も
、
転
得
者
が
悪
意
の
場
合
に
は
、
転
得
者
に

対
す
る
詐
害
行
為
取
消
極
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
判
例
法
理
(
い
わ
ゆ
る
相
対
的
構
成
)
に
は
妥
当
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
破

産
否
認
描
と
の
制
度
目
的
の
差
異
か
、
り
し
て
、
盤
合
化
・
均
一
化
の
必
要
は
な
い
。
な
お
、
否
認
掘
に
お
い
て
は
、
転
得
者
に
対
す
る
否

認
栂
の
行
使
の
要
件
と
し
て
、
「
転
得
者
が
転
得
の
当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
者
に
対
す
る
否
認
の
原
因
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
受
益
者
が
普
露
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受
益
者
に
つ
き
否
認
の
原
因
は
な
い
こ
と
に

な
る
か
ら
、
破
産
法
は
、
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
的
構
成
」
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
少
な
く
と
も
詐
密
行
為
取
消
拙
の
場
合
に
は
、

「
相
対
的
構
成
」
を
と
る
判
例
法
理
に
は
実
務
上
合
理
性
が
あ
り
(
い
わ
ゆ
る
藁
人
形
を
立
て
る
勢
寄
の
防
止
)
、
こ
こ
で
も
、
否
認
権
と

異
な
っ
て
も
(
逆
転
現
象
は
)
背
理
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、
転
倒
向
者
が
無
償
行
為
に
よ
っ
て
転
得
し
た
場
合
に
は
、
転
得
者
の
悪
意
は

不
要
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
、
仮
に
責
任
説
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
取
消
し
の
効
果
が
責
任
的
取
消
し
の
限
度
で
絶
対
効
と
な
る
の
で
、
転
得
者
が
悪
意

で
も
、
受
益
者
が
普
意
で
あ
れ
ば
取
消
惜
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
(
絶
対
的
構
成
)
と
す
る
の
が
盤
合
的
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
ど
う

考
え
る
べ
き
か
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
(
神
尾
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
提
案
参
照
)
。
」

し
か
し
、
そ
の
後
の
検
討
の
結
果
、
「
番
員
会
試
案
」
に
は
、
取
消
訴
訟
の
相
手
方
・
効
果
論
や
反
対
給
付
の
返
還
輔
求
等
と
も
関
連

し
で
か
な
り
の
問
題
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
も
っ
と
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
ロ
そ
こ
で
改
め
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て
以
下
に
検
討
す
る
。

(
イ
)
「
委
員
会
試
案
」
の
内
容
と
そ
の
検
討

(
i
)
「
委
員
会
試
案
」
は
、
界
得
者
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
し
」
に
つ
き
、
長
文
の
規
定
を
提
案
し
て
い
る
【
?
?
?
-
∞
】
。
要

件
論
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
①
転
得
者
(
あ
る
い
は
す
べ
て
の
戸
得
者
)
が
(
そ
れ
ぞ
れ
の
)
転
得
の
時
点
で
償
描
者

を
寄
す
べ
き
事
実
を
知
っ
て
い
た
(
悪
意
)
と
き
に
限
り
取
り
消
し
を
謂
求
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
受
益
者
も
ま
た
題
意
で
あ
っ
た
こ
と

を
要
す
る
(
【
ω・

--N・
8
】【
ω・同

-M-S】
い
わ
ゆ
る
絶
対
的
構
成
。
な
お
、
受
益
者
に
つ
い
て
は
、
無
償
行
為
の
場
合
の
悪
意
挺
制
の

規
棒
(
【
ω・

--N・
5
】
無
慣
行
為
の
特
則
)
が
こ
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
@
転
得
者
(
転
得
者
か
ら
の
順
次
の
取
得
者
を
含
む
)
が
、

無
償
で
、
当
該
描
利
を
取
得
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
転
得
者
(
転
得
者
か
ら
の
順
次
の
取
得
者
を
含
む
)
が
債
務
者
の
内
部
者
(
【
ω
-
F

M-=】
(
1
乙
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
転
得
者
は
悪
意
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
転
得
者
は
債
務
者
の
枠
笹
行
為
の
直
接
の
相
手
方
で

は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
受
益
者
の
場
合
と
異
な
り
、
悪
意
の
「
擬
制
」
で
は
な
く
。
「
推
定
」
に
と
ど
め
る
と
い
う
、
き
め
細
か
い

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
こ
の
よ
う
な
要
件
論
を
構
築
し
た
場
合
の
取
消
極
行
使
の
方
法
、
効
果
論
で
あ
る
。
効
果
論
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し

て
、
こ
こ
で
は
取
消
極
行
使
の
方
法
特
に
詐
寄
行
為
取
消
訴
訟
の
相
手
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
「
委
員
会
試
案
」
は
、
詐
密
行

為
取
消
植
の
行
使
は
、
現
行
法
同
棚
、
裁
判
所
に
取
消
を
繭
求
す
る
も
の
と
す
る
が
(
【
ω・
?
M
・0
∞
】
)
、
取
消
訴
訟
の
相
手
方
に
つ
い
て

は
、
債
務
者
と
返
還
輔
求
の
相
手
方
と
を
つ
ね
に
被
告
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
(
【
ω
-
F
N
・
5
】
)
。
こ
の
提
案
の
趣
旨
と

し
て
、
「
本
試
案
の
詐
害
行
為
取
消
描
の
制
度
の
下
で
は
、
債
務
者
に
対
し
て
一
定
の
範
囲
で
詐
害
行
為
取
消
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
、
債

務
者
の
手
続
保
障
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
受
益
者
や
転
得
者
の
地
位
へ
の
配
慮
の
観
点
等
を
踏
ま
え
、
現
行
の
判
例
・
通
説
の
考

え
方
と
異
な
り
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
否
認
権
の
場
合
と
異
な
り
、
債
務
者
を
も
披
告
と
す
る
こ
と
に
し
た
と
札
刊
。
」

昨
智
行
治
取
泊
細
に
閲
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
帥
岡
町
刑
法
改
正
(
下
問
問
)

二
七
七
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第

三

号

二
七
八

こ
の
提
案
の
解
説
に
お
い
て
、
解
脱
者
は
、
債
務
者
を
被
告
と
す
る
こ
と
の
当
否
に
つ
き
、
賛
否
両
論
の
主
援
を
挙
げ
て
検
討
し
た
う
え

で
、
結
論
と
し
て
債
務
者
を
被
告
と
す
る
こ
と
が
妥
当
だ
と
し
、
更
に
こ
の
立
場
を
と
る
場
合
の
残
さ
れ
た
問
題
点
を
も
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
賛
否
両
論
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
揺
は
、
い
ず
れ
も
も
っ
と
も
な
主
躍
で
あ
り
、

一
概
に
一
方
の
優
位
性
を
認
め
て

そ
の
説
に
軍
配
を
挙
げ
る
の
は
困
難
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
一
つ
畳
-
ヲ
九
る
こ
と
は
、
「
委
員
会
試
案
」
が
採
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、

実
務
上
、
昨
智
行
為
取
消
植
の
行
使
が
か
な
り
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
ま
さ
に
「
検
討

委
員
会
」
の
詐
害
行
為
取
消
栂
制
度
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
よ
い

か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
否
認
梅
制
度
と
詐
害
行
為
取
消
槌
嗣
度
の
目
的
及
び
機
能
の
捉
え
方
の
違
い
が
、
見
解
あ
る
い
は
結
論
の

相
違
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

(
H
H
U
)

次
に
進
も
う
。
「
護
員
会
試
案
」
は
、
取
消
訴
訟
の
被
告
と
し
て
、
債
務
者
と
、
「
詐
笹
行
為
取
摘
し
に
よ
る
返
迫
舗
求
等
の
相

手
方
(
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
)
と
を
被
告
と
す
る
と
い
う
」
。
と
い
う
こ
と
は
、
転
得
者
が
登
場
し
て
い
る
場
合
、
債
務
者
と
、
返
還

諦
求
を
す
る
相
手
方
の
み
を
被
告
と
す
れ
ば
よ
く
、
常
に
、
受
益
者
と
転
得
者
の
双
方
や
転
々
と
取
得
が
続
い
た
場
合
に
そ
の
す
べ
て
の

主
体
を
被
告
と
す
べ
き
も
の
と
は
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
現
行
法
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
結
論
と
「
委
員
会
試
案
」
の
言

う
取
消
し
の
効
果
の
限
定
効
〈
あ
る
い
は
そ
の
内
容
)
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
「
委
員
会
試
案
」
は
、
「
詐
密
行
為

取
消
し
を
、
責
任
財
産
を
回
復
す
る
た
め
の
取
消
し
と
位
置
づ
け
、
そ
の
意
味
で
、
詐
欺
取
消
し
等
の
意
思
表
示
の
取
消
し
と
は
異
な
る
、

特
別
な
取
消
し
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
債
務
者
に
お
よ
そ
効
力
が
及
ぷ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
、
債
務
者
に
対
す
る
直
接
の
舗
求
権
の
発
生
な
ど
(
【
ω・
?
N
・
5
】
(
受
益
者
に
対
す
る
財
産
の
返
還
輔
求
等
)
〈
凶
〉
参
照
)
、

賀
任
財
産
の
回
彼
及
び
関
係
者
の
利
害
調
整
に
必
要
な
範
囲
で
、
債
務
者
に
も
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
す
る
よ
も
の
と
い
う
。
こ

の
説
明
の
前
段
に
い
う
「
詐
害
行
為
取
消
し
を
、
責
任
財
産
を
回
程
す
る
た
め
の
取
消
し
と
位
置
づ
け
、
そ
の
意
味
で
、
詐
欺
取
消
し
等
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の
意
思
表
示
の
取
消
し
と
は
異
な
る
、
特
別
な
取
消
し
で
あ
る
と
位
匝
づ
け
て
い
る
。
」
と
す
る
点
は
、
判
例
通
説
の
い
う
「
相
対
的
取

消
」
、
賀
任
説
の
い
う
「
賀
任
的
取
消
」
で
も
そ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
の
相
違
は
、
後
段
に
い
う
「
伯
務
者
に
対
す
る
直
接
の
諦
求
櫛

の
発
生
な
ど
(
【
白
・
-
-
N
・
5
】
(
受
益
者
に
対
す
る
財
産
の
返
還
請
求
等
)
〈
叩
〉
参
照
)
、
責
任
財
産
の
回
程
及
び
関
係
者
の
利
害
調
整

に
必
要
な
範
囲
で
、
伯
務
者
に
も
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
取
り
消
し
硝
求
に
お
い
て
、

取
消
情
榔
者
に
認
め
ら
れ
る
受
益
者
に
対
す
る
逸
出
財
産
の
債
務
者
の
下
へ
の
返
還
請
求
権
の
直
接
の
帰
属
主
体
は
、
取
消
債
権
者
で
あ

っ
て
債
務
者
で
は
な
い
(
つ
ま
り
取
消
し
の
結
果
倍
稿
者
が
取
得
し
た
返
還
請
求
権
を
取
消
債
権
者
が
代
位
行
使
す
る
も
の
で
は
な
い
)

か
ら
、
取
消
し
請
求
に
よ
る
こ
の
甜
求
権
発
生
の
直
接
の
効
果
は
債
務
者
に
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
右
の
解
説
に
い
う
債
務
者
に
効
果
が

及
ぷ
「
悩
務
者
に
対
す
る
臨
接
の
返
溜
掛
求
櫛
」
と
い
う
の
は
、
【
ω
-
F
N
-
0・
〈
叩
〉
】
に
よ
り
受
益
者
に
組
め
ら
れ
た
、
受
益
者
が
償
務

者
に
対
し
て
な
し
た
反
対
給
付
の
価
額
償
還
請
求
権
を
意
味
し
、
そ
の
請
求
権
行
使
の
相
手
方
(
債
務
者
〉
と
な
る
と
い
う
効
果
が
債
務

者
に
及
ぶ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
判
例
・
通
説
の
と
る
「
相
対

的
取
消
」
、
「
相
対
的
無
効
」
論
を
否
定
す
る
「
委
員
会
試
案
」
は
、
他
務
省
を
つ
ね
に
被
告
と
す
べ
き
と
し
、
取
消
し
の
範
聞
を
取
消
伯

権
者
の
被
保
全
債
権
額
に
限
定
せ
ず
、
原
則
と
し
て
全
部
取
消
し
・
取
戻
し
と
す
る
等
の
点
に
お
い
て
、

一
見
、
債
務
省
・
受
益
者
聞
の

詐
害
行
為
取
消
し
の
効
果
に
つ
き
、
「
形
成
権
説
」
的
発
想
を
採
る
よ
う
に
見
え
る
が
(
当
初
窮
者
は
そ
の
よ
う
に
〔
た
だ
し
限
定
的
絶

対
効
論
と
〕
受
け
取
っ
て
い
た
て
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
情
務
者
・
受
益
者
間
の
詐
害
行
為
を
有
効
と
し
つ
つ
、
取
消
附
樹
者
に

受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
す
る
直
接
の
責
任
財
産
返
還
請
求
権
あ
る
い
は
価
格
賠
償
(
価
額
償
還
)
請
求
権
の
み
を
認
め
る
「
請
求
掘

説
」
的
発
想
に
近
い
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
債
務
者
・
受
益
者
間
の
行
為
が
取
消
に
よ
り
、
相
対
的
無
効
で
な
く
、

絶
対
的
(
物
権
的
)
無
効
と
い
う
の
な
ら
、
債
務
省
も
ま
た
取
消
の
相
手
方
に
対
し
て
直
接
の
返
溜
請
求
櫛
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
の
請
求
権
と
、
取
消
債
権
者
の
取
得
す
る
直
接
の
責
任
財
産
の
返
還
請
求
権
あ
る
い
は
価
格
賠
償
(
価
額
償
還
)
請
求
権
と
の
関
係
が

詳
省
行
為
取
消
憾
に
関
す
る
一
志
向
の
学
説
展
開
と
債
抑
制
法
改
正
(
下
問
問
}

ニヒ九
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問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
取
消
の
効
果
が
全
て
の
債
権
者
に
及
ぷ
と
す
る
「
委
員
会
試
案
」
の
下
で
は
、
取
消
償
栂
者
以
外

の
償
植
者
が
債
務
者
の
返
適
請
求
掘
を
代
位
行
使
し
て
く
る
場
合
も
論
理
的
に
は
予
想
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
取
消
償
盟
告
の
取
得
し
た
相

手
方
に
対
す
る
直
接
の
返
還
請
求
掘
と
の
競
合
関
係
如
何
に
つ
い
て
複
雑
な
調
整
が
必
要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
当
該
試
案
は
こ
の
点
に
つ

い
て
は
伺
ら
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
見
て
、
債
務
者
自
身
の
返
還
請
求
権
の
発
生
は
認
め
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
m
m
}

こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
転
得
者
を
相
手
と
す
る
取
消
訴
訟
の
場
合
を
見
る
と
明
ら
か
に
な
る
。
同
案
は
、
転
得
者
が
登
場
し
て

い
る
場
合
、
債
務
者
と
、
返
還
醐
求
を
す
る
相
手
方
の
み
を
被
告
と
す
れ
ば
よ
く
、
常
に
、
受
益
者
と
転
得
者
の
双
方
や
転
々
と
取
得
が

続
い
た
場
合
に
そ
の
す
べ
て
の
主
体
を
被
告
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
も
し
取
消
の
効
果
を
絶
対
的
(
物
権
的
)
無
効
と

す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
一
部
取
摘
し
・
一
部
無
効
あ
る
い
は
限
定
的
無
効
で
あ
っ
て
も
、
利
害
関
係
者
す
べ
て
に
そ
の
効
果
が
及
ぷ
か
ら
、

取
消
訴
訟
の
被
告
は
原
則
と
し
て
附
務
者
・
受
益
者
・
郁
悩
得
者
等
の
利
害
関
係
者
の
す
べ
て
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

債
務
者
と
、
返
週
甜
求
を
す
る
相
手
方
の
み
を
被
告
と
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
・
受
益
者
問
、
受
益
者
・
転
得
者

閉
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
す
べ
て
の
転
得
者
聞
の
行
為
の
効
力
は
、
取
消
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
消
債
権
者
と
の
関
係
は
し
ば
ら
く
お
き
、

少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
一
連
の
当
事
者
間
で
は
有
効
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
箪
者
の
こ
の
理
解
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
微
な
疑
問
が
生
ず
る
。

(
-
w
n
)

ま
ず
、
取
消
翻
求
の
結
果
、
取
消
債
権
者
に
認
め
ら
れ
る
受
益
者
に
対
す
る
逸
出
財
産
の
債
務
省
の
下
へ
の
直
接
の
返
還
甜
求

権
発
生
の
法
的
根
拠
如
何
の
問
題
、

つ
ぎ
に
、
債
務
者
に
効
果
が
及
ぷ
と
す
る
受
益
者
の
「
債
務
者
に
対
す
る
直
接
の
返
還
請
求
権
」
つ

ま
り
受
益
者
が
債
務
者
に
対
し
て
な
し
た
「
反
対
給
付
の
価
額
償
還
硝
求
楢
」
発
生
の
法
的
根
拠
如
何
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
者
に

つ
い
て
は
、
当
肢
拭
案
の
下
で
は
、
昨
智
行
為
取
消
槌
制
度
の
目
的
か
ら
法
が
と
く
に
認
め
た
法
定
舗
求
掘
と
説
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

問
題
と
な
る
の
は
、
受
益
者
の
債
務
者
に
対
す
る
反
対
給
付
の
価
額
償
還
調
求
権
の
法
的
根
拠
で
あ
る
。
債
務
者
・
受
益
者
間
の
行
為
が
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取
消
の
結
果
絶
対
的
〈
物
権
的
)
無
効
と
な
る
と
い
う
の
な
ら
反
対
給
付
の
返
還
請
求
権
の
発
生
根
拠
の
説
明
は
容
易
で
あ
る
(
不
当
利

得
)
。
し
か
し
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
以
上
、
向
ら
か
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。
「
委
員
会
試
案
」
は
、
周
到
に
も
「
反
対
給
付
の

返
還
請
求
権
」
と
い
わ
ず
、
「
反
対
給
付
の
価
額
償
還
請
求
権
」
と
い
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
、
法
が
と
く
に
認
め
た
前

求
揃
(
一
日
間
の
不
当
利
畑
町
)
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
説
明
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
脱
得
的
と
は
言
え
な
い
。

さ
ら
に
閲
辿
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
取
消
の
効
果
が
限
定
的
で
あ
っ
て
、
単
純
な
絶
対
的
取
消
し
で
も
相
対
的
(
物
織
的
)
取
消
し
で

も
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
債
務
者
の
下
に
回
世
さ
れ
た
逸
出
財
産
は
登
記
名
義
や
占
有
が
回
復
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
果
た
し
て
債
務

者
の
責
任
財
産
の
回
復
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
か
、
そ
の
法
的
根
拠
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
の
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
取
消
の

範
囲
や
効
果
論
と
密
接
に
関
連
す
る
の
で
後
に
ま
と
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
る
。

(

V

)

最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
問
題
点
は
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
と
き
、
果
た
し
て
、
債
務
者
を
つ
ね
に
被
告
と
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
の
疑
念
で
あ
る
。
他
務
省
・
受
益
者
間
の
行
為
が
無
効
で
な
く
有
効
と
す
る
以
上
、
単
に
、
(
実
際
に
は
然
資
力
の
た
め

に
ほ
と
ん
ど
)
実
効
性
の
な
い
反
対
給
付
の
価
額
償
還
謝
求
権
の
相
手
方
と
な
る
程
度
の
効
果
が
債
務
者
に
及
ぶ
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
償

務
者
の
手
続
保
障
を
は
か
る
必
要
性
あ
り
と
し
て
、
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
る
の
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
受
益
者
や
転
得

者
の
地
位
へ
の
配
慮
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
雌
す
べ
き
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
取
消
の
範
囲
・
効
果
の
問
題
と
関
連
す
る
の
で
、

後
述
す
る
。

(
ウ
)

相
対
的
構
成
を
採
っ
た
崎
合
の
賀
任
説
の
問
題
点

前
述
し
た
よ
う
に
、
仮
に
責
任
説
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
取
消
し
の
効
果
が
賞
任
的
取
消
し
の
限
度
で
絶
対
効
と
な
る
の
で
、
転
得

者
が
悪
意
で
も
、
受
益
者
が
善
露
で
あ
れ
ば
取
消
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
(
絶
対
的
構
成
)
と
す
る
の
が
整
合
的
で
あ
る
が
、
こ
の

点
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

昨
叶
哨
柑
行
也
吋
取
消
織
に
附
す
る
近
時
の
学
説
腿
聞
と
債
償
仲
間
山
崎
正
(
下
孫
}

二
八
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こ
の
点
に
つ
き
、
前
述
し
た
神
尾
コ
メ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
責
任
法
的
取
消
の
効
果
と
し
て
、
総
悦
拙
者
(
詐
寄

行
為
時
ま
で
に
発
生
し
た
債
権
に
限
る
〔
こ
の
点
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
、
当
初
限
定
説
を
採
っ
て
い
た
私
見
は
そ
の
後
世
説
し

た
H
下
森
〕
)
に
と
っ
て
、
共
同
の
一
般
先
取
特
慌
の
発
生
を
認
め
る
賀
任
説
で
も
、
賀
任
法
的
取
消
の
範
囲
で
は
絶
対
効
が
生
じ
、
受

益
者
の
財
産
の
も
と
で
、
先
取
特
棋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
地
位
を
転
得
者
が
承
継
し
た
こ
と
に
な
り
、
民
法
三
三
三
祭

と
の
関
係
で
、
理
論
的
に
は
、
絶
対
的
構
成
に
親
和
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
悪
意
の
転
得
者
が
善
意
の
藁
人
形
を
介
在
さ
せ
る
俳

寄
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
利
益
術
盟
上
、
判
例
の
相
対
的
構
成
に
も
魅
力
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
絶
対
的
構
成
に
立
ち
つ
つ
、
悪
意
の
転

得
者
が
善
意
の
誕
人
形
を
介
在
さ
せ
た
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
、
受
益
者
が
善
意
で
あ
っ
て
も
、
債
権
者
は
、
悪
意
の
転
得
者
に
対
し
、

持
寄
行
為
取
消
植
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
合
に
は
、
悪
意
の
転
得
者
が
善
意
の
前
主
に
対
し
て
、
担
保
賀
任
を

追
及
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
破
産
否
認
権
に
つ
い
て
は
、
立
法
論
と
し
て
、
受
益
者
の
悪
意
を
要
求
す
る
合

理
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
き
議
論
が
あ
り
、
二
重
の
思
想
の
嬰
件
の
見
直
し
が
先
送
り
さ
れ
た
経
綿
が
あ
る
こ
と
か
・
り
す
れ
ば
、
倒
産

否
認
の
規
定
を
詐
害
行
為
取
消
掘
に
合
せ
る
方
向
で
改
正
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
」

窮
者
も
、
「
相
対
的
構
成
」
を
採
る
立
場
に
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
識
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
転
得
者
が
次
々

と
連
続
し
て
現
れ
た
場
合
に
は
、
善
意
の
転
得
者
が
表
れ
た
時
点
で
、
特
別
事
情
の
な
い
限
り
、
原
則
に
帰
っ
て
「
絶
対
的
構
成
」
に
転

換
す
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
取
引
安
全
保
護
を
優
先
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

取
消
融
行
使
の
期
間
制
限
も
あ
る
し
、
現
実
に
は
あ
ま
り
起
こ
り
え
な
い
ケ
l
ス
だ
か
ら
、
こ
の
点
は
明
文
化
せ
ず
、
解
釈
論
に
委
ね
れ

ば
よ
か
ろ
う
。

(4) 
昨
害
行
為
取
消
訴
訟
の
受
継
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破
産
管
財
人
に
逆
転
現
象
対
応
の
た
め
の
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
う
す
れ
ば
良
か
ろ
う
。
責
任
説
の
立
場
に
つ
い
て

は
神
尾
コ
メ
ン
ト
参
照
。

(
剖
)
前
仰
向
『
詳
解
H
』
四
七
一
。
ま
た
、
前
回
向
『
補
足
説
明
』
七
五
(
議
事
の
概
況
等
)
栴
世
間
…
。
古
い
学
説
に
は
行
為
後
の
債
総
者
に
も
取
消
継
を
認
め
る
見

解
が
あ
っ
た
(
加
藤
正
治
〔
四
二
五
条
を
線
拠
と
す
る
〕
、
石
坂
音
四
郎
{
形
成
飽
説
〕
等
、
下
森
前
栂
『
新
注
民
』

(ω)
日
八
三

O
参
照
)
C

な
お
、
要
件

論
全
体
の
今
後
の
立
法
詰
的
課
題
に
つ
い
て
の
私
見
の
詳
細
は
、
下
森
前
畑
旧
『
幅
制
捜
民
』

(
ω
)
H
八
九
二
以
下
参
照
。

(
弱
)
前
倒
『
滞
解
日
』
四
七
一

1
四
七
ニ
。

(
邸
)
下
磁
的
川
向
『
恒
例
住
民
』

(
ω
)
H
八
三
三
品
世
間
。

(
貯
)
相
当
価
絡
を
も
弓
て
す
る
財
産
売
却
行
為
の
岱
在
位
に
つ
い
て
の
弘
見
の
詳
細
は
、
下
疎
前
悩
『
新
技
民
』

(ω)
日
八
五
七
以
下
山
容
照
。

{
関
)
物
的
担
保
供
与
行
為
の
詳
密
性
に
つ
い
て
の
私
見
の
詳
細
は
、
下
夜
前
掲
『
新
住
民
』
(
叩
)
E
八
八
五
頁
以
下
参
照
。

{
弱
)
前
掲
『
詳
解
』
四
五
九
以
下
参
娘
。

(
印
)
前
倒
『
補
足
説
明
』
八

O
。

〈
削
)
前
倒
『
時
間
肝
』
四
五
九
以
下
参
照
。

〈
臼
)
前
倒
『
昨
腕
』
四
六
一
以
下
参
胤
。

(ω}
弁
済
の
持
窃
性
に
つ
い
て
の
判
例
法
の
詳
細
は
、
下
滋
前
悩
『
新
注
民
』
(
叩
)
H八
四
七
以
下
容
照
。

〈
似
)
前
鈍
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
の
縄
出
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
(
神
尾
担
当
)
が
こ
の
点
を
的
確
に
指
鏑
し
て
い
る
c

な
お
、
否
認
権
の
改
正
が
本
旨

弁
済
の
詐
苦
行
為
性
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
神
尾
明
彦
「
否
認
縦
改
正
の
詳
苦
行
為
取
消
継
に
対
す
る
影
響
|
|
本
旨
弁

涜
に
対
す
る
作
省
行
為
取
消
し
の
可
否
・
要
件
を
中
心
と
し
て
|
|
」
{
『
巡
務
光
児
元
最
高
裁
判
所
判
取
鶴
湾
紀
念
文
集
〈
治
集
縦
}
」
〔
ぎ
ょ
う
せ
い
平
一

九
}
六
五
ニ
以
下
)
が
為
る
。

ま
た
、
従
来
の
判
例
辺
説
が
弁
済
の
綜
宙
位
の
判
断
諺
削
と
し
て
あ
げ
て
い
る
「
通
説
的
省
意
」
論
に
対
し
て
、
そ
の
話
相
似
砲
の
機
能
的
古
H
効
性
に
疑
問

を
役
げ
か
け
、
判
例
訟
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
無
意
識
的
な
判
断
持
組
み
抽
出
の
揃
要
性
を
指
摘
す
る
見
解
が
現
れ
て
い
る
〈
蒜
凶
修
『
償
慌
法
回
収
講
義
』

初
版
五
六
百
以
下
と
く
に
六
三
以
下
、
第
二
版
六
七
以
下
三
こ
の
発
怨
の
恨
底
に
は
、
新
破
産
訟
が
支
払
停
止
前
の
実
質
的
危
機
時
期
に
お
け
る
偏
頗
弁
済

を
諒
宙
行
為
否
認
の
対
象
か
ら
は
ず
し
、
も
っ
ぱ
ら
偏
頗
行
為
否
認
の
問
題
と
す
る
一
方
で
、
否
認
の
対
象
と
な
る
'
弁
済
の
時
期
を
一
般
的
に
は
「
支
払
停

止
』
に
先
行
す
る
『
支
払
不
能
」
の
後
と
す
る
ζ
と
で
、
従
来
の
危
俺
否
認
の
範
聞
を
鉱
抑
制
し
た
点
に
務
自
し
、
「
支
払
不
能
」
と
い
う
製
作
事
実
の
認
定
の

抑
力
的
運
別
に
よ
り
否
認
胞
と
伯
縦
省
取
消
憾
の
筒
制
度
は
実
質
的
に
平
期
化
さ
れ
、
め
る
い
は
平
期
化
さ
れ
う
る
と
い
う
発
怨
が
め
る
。
H
H
体
的
に
は
、
と

咋
叶
省
行
為
取
消
縫
に
関
す
る
近
隣
・
の
学
説
展
開
と
債
総
法
改
正
{
下
筏
)

二八一
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法
学
志
林

第
一
一

O
巻

第
三
号

二
八
四

く
に
私
的
箆
砲
と
償
術
者
取
消
樹
の
関
係
が
問
題
と
な
る
傾
械
に
お
い
て
、
「
拙
開
放
の
償
継
者
が
形
成
し
た
償
制
回
収
の
集
団
的
秩
序
」
維
持
の
観
点
か
ら
の

問
題
の
考
携
や
柏
崎
判
例
の
分
肝
を
図
る
こ
と
の
重
要
伎
を
指
摘
す
る
。
そ
の
鈎
mmと
し
て
、
従
来
訴
智
性
の
判
断
基
削
と
し
て
い
た
「
弁
済
の
義
務
蝕
」
、
そ

れ
以
外
の
行
為
(
代
物
弁
済
や
資
産
の
売
買
・
担
保
憾
の
設
定
等
〉
の
「
非
義
務
怯
」
と
い
う
醤
槻
に
拘
泥
す
る
必
嬰

ω必
ず
し
も
な
く
、
義
務
行
ぬ
で
あ
っ

て
も
取
消
の
行
使
が
制
約
さ
れ
、
非
義
務
行
為
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
制
約
さ
れ
な
い
と
い
う
判
例
の
判
断
枠
組
み
の
抽
出
の
有
用
性
・
必
要
性
を
指
鏑
す
る
。

例
え
ば
、
債
総
省
取
消
椴
の
要
件
論
に
お
い
て
、
僚
船
者
同
士
が
争
う
煩
型
に
お
い
て
は
、
詩
書
性
判
断
の
中
核
は
、
債
権
回
収
の
柴
田
的
候
序
が
債
継
者
に

銀
す
行
為
縫
務
に
照
仰
を
置
く
べ
き
で
あ
っ
て
、
債
務
者
の
昨
寄
仔
為
へ
の
関
与
は
付
随
的
な
位
関
付
け
に
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
同
当
取
者
の
「
混
終
的
市
首

窓
」
と
い
う
よ
り
は
、
鈎
的
に
受
謎
脊
で
め
る
「
俄
術
者
の
市
首
怠
」
を
問
題
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。
昨
諸
行
為
取
消
術
制
度
の
図
的
・
機
能
の
促
え
方
に
つ
き
、

私
見
と
は
見
解
を
鈍
に
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
稲
餅
で
興
味
深
い
問
題
の
提
起
で
あ
り
、
一
つ
の
倹
討
銀
趨
と
い
え
よ
う
。

〈
筋
)
代
物
弁
済
の
詐
害
性
に
つ
い
て
の
判
例
・
学
説
の
詳
細
は
、
下
議
前
倒
『
幅
削
注
民
』
〔
凶
)
H
八
八

O
以
下
参
照
。

(
関
)
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
の
判
例
・
学
説
の
詩
網
は
、
下
森
前
鑓
『
新
注
民
』
〈
ω
)
H
八
八
五
以
下
参
照
。

(
m
刷
)
物
的
担
保
供
与
行
為
の
詳
密
性
に
つ
い
て
の
私
見
の
詳
細
は
、
下
森
前
掲
『
締
結
民
』

(
ω
)
E
八
八
五
以
下
山
容
照
。

(
閲
)
前
偶
『
時
間
宮
四
六
八
以
下
参
問
。

〔
ω)
我
山
官
栄
『
新
町
的
総
総
論
〈
民
法
前
線
W
)
一
七
九
。
近
時
、
我
饗
鋭
の
正
当
性
を
認
め
た
上
、
修
鹿
賀
任
説
の
立
場
か
ら
、
対
抗
四
世
件
の
H
H
備
が
自
己

の
僚
側
取
得
以
後
で
あ
れ
ば
償
榔
仔
為
自
体
は
そ
れ
以
前
で
あ
っ
て
も
、
諒
苦
行
為
的
別
消
憾
の
行
使
は
可
能
と
し
、
そ
の
問
団
自
と
し
て
、
不
動
鹿
・
動
箆
・
俄

縮
等
の
譲
渡
が
あ
っ
た
局
A
口
、
対
抗
嬰
件
が
具
備
さ
れ
て
始
め
て
そ
の
財
産
は
債
務
者
の
賀
伍
財
産
で
な
く
な
り
、
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
の
下
で
の
被
執

行
適
格
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
間
で
被
保
全
償
継
が
成
立
し
た
畑
場
合
に
は
、
線
波
行
為
と
対
抗
要
件
具
備
行
為
と
が
一
体
と
し
て
詐

害
行
為
と
な
り
、
取
消
し
の
対
象
と
な
る
と
の
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
(
前
倒
加
藤
〔
雅
〕
ニ
六
一
以
下
)
。

(
初
〉
廷
紀
移
転
行
為
の
詳
密
性
に
つ
き
下
孫
・
判
批
、
民
向
八
三
・
三
・
四
四
六
、
問
附
五
五
・
揃
判
解
五
三
以
下
(
附
五
六
)
で
つ
と
に
こ
の
点
を
術
備
し

て
お
い
た
。

(η)
下
森
前
仰
向
『
旧
注
民
(
叩
)
』
八

O
凶
の
他
、
奥
田
日
遊
『
侠
概
総
論
附
補
版
』
二
八
九
参
照
。

(
花
)
道
垣
内
弘
人
『
担
保
物
権
法
』
三

O
O
D
-
z
a堂
平
二
〕
、
同
旨
内
回
四
九
三
〔
平
八
〕
、
片
山
直
也
・
判
批
、
法
教
二
二

0
・
一
二
回
〔
平
二
〕
。
但

し
、
そ
の
後
、
道
桓
内
弘
人
「
担
保
物
織
法
』
〔
有
斐
開
平
二
ハ
〕
は
、
平
成
一

O
年
六
月
の
最
高
銭
判
決
を
受
け
て
表
現
を
緩
め
、
取
消
し
ま
た
は
否
認
の

対
象
と
な
り
う
る
と
し
〔
三
悶
=
、
内
田
ニ
版
〔
平
二
ハ
〕
は
、
対
抗
礎
体
H
H
備
行
為
は
綜
省
一
汀
為
取
的
の
対
象
と
な
ら
は
い
と
改
税
〔
三

O
六
、
三

O
七

頁
、
-
-
一
版
三

O
八
、
三

O
九
〕
し
た
。

(
お
)
潮
見
伎
mm
『
債
総
総
泊
目
』

-
O七。

Hosei University Repository



{
刊
〉

(
花
)

(
初
}

(
打
)

(
刊
印
)

(

刊

印

}

安
永
正
附
・
判
批
、
金
融
判
例
研
究
九
号
〔
金
談
一
五
五
六
・
一
八
、
平
一
一
・
九
・
五
日
号
〕
)
。

内
国
〔
二
版
、
平
二
ハ
〕
三

O
六
、
三

O
七
、
〔
三
版
、
平
一
七
〕
三

O
八
、
三

O
丸。

飯
原
前
畑
山
『
訴
訟
』
二
七
三
、
③
に
っ
さ
内
図
三
版
三

O
八。

下
森
前
掲
『
締
法
民
』
(
叩
}
日
八
六
九
以
下
参
照
。

前
仰
向
『
終
解
』
五
一
回
以
下
、
拠
出
朱
要
旨
お
よ
び
解
説
参
照
。

削
悩
『
終
解
』
丘
一
一
九
。

第
四
節

効
果
に
閲
す
る
規
定
の
見
直
し

(
1〉

は
じ
め
に

(

ア

)

詐
密
行
為
取
消
楠
行
使
の
効
果
に
つ
き
、
「
委
員
会
試
案
」
は
、
以
下
の
六
点
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

(

a

)

受
益
者
の
下
で
の
強
制
執
行
を
可
能
と
す
る
の
で
は
な
く
、
債
務
者
の
下
に
財
産
を
回
世
す
る
制
度
と
し
て
構
成
す
る
。

(
b
)
回
復
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
債
権
者
の
責
任
財
産
と
す
る
。

〈
C
)

取
消
の
範
囲
は
、
取
消
債
権
者
の
債
権
額
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

(
d
)
強
制
執
行
へ
の
強
制
的
・
自
動
的
な
架
橋
は
行
わ
れ
な
い
。
回
寵
さ
れ
た
財
産
に
対
す
る
債
務
者
の
処
分
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
手
当
て
を
投
け
な
い
〈
仮
器
押
え
、
差
押
さ
え
に
よ
る
も
の
と
す
る
)
。

(

e

)

受
益
者
の
榔
利
行
使
を
明
文
化
し
、
受
益
者
が
反
対
給
付
を
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
反
対
給
付
は
優
先
的
に
回
世
で
き
る
も

の
と
す
る
〈
こ
れ
に
よ
り
、
反
対
給
付
を
除
い
た
分
が
賀
任
財
産
と
し
て
回
砲
さ
れ
る
と
い
う
実
質
を
実
現
す
る
)
。
た
だ
し
、

取
消
債
権
者
の
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
費
用
償
還
請
求
権
と
の
優
先
劣
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
取
消
債
権
者
の
権
利
が
優
先
す
る

も
の
と
す
る
。

詳
噌
百
行
為
取
消
織
に
閲
す
る
近
時
の
学
説
腿
聞
と
偵
総
法
改
正
(
下
政
}

二
八
五
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法
学
志
林

(
f
)
芦
得
者
は
、

第
一
一

O
巻

第

三

号

二
八
六

一
定
範
囲
で
、
直
接
、
債
務
者
に
回
復
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
植
利
行
使
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
詳
細
な
条
文
試
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
【
ω・
?
M・0
∞
】
(
詐
害
行
為
取
消
極
)
、
【
ω
-
F
M
-
E】
(
取
消

の
範
囲
)
【
ω
-
r
N・
5
】
(
詐
害
行
為
取
消
の
効
力
)
、
【
ω・
--M・
5
】
(
受
益
者
に
対
す
る
財
産
の
返
迫
舗
求
等
)
【
ω・
--N・
弓
】
(
回
値

さ
れ
た
財
産
へ
の
権
利
行
使
Y
E
-
-
-
N・
5
】
〈
転
得
者
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
し
て
が
そ
う
で
あ
る
。

(
イ
)

こ
の
試
案
の
方
針
・
内
容
に
つ
い
て
、
「
解
説
」
は
大
要
以
下
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
。

(

a

)

こ
の
提
案
は
、
詐
害
行
為
取
消
極
の
制
度
を
強
制
執
行
の
準
備
の
た
め
、
総
債
権
者
の
た
め
の
責
任
財
産
の
保
全
を
は
か
る
制

度
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
制
度
の
性
格
に
即
し
て
詐
害
行
為
取
消
し
の
効
果
を
構
築
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
否
認
権
制

度
が
倒
産
管
財
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
倒
産
債
植
者
の
た
め
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
財
産
群
へ
財
産
の
回
復
を
は
か
る
制
度
で
あ
り
、
倒

産
処
理
手
続
き
に
必
要
な
範
囲
で
、
債
務
者
の
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
詐
寄
行
為
取
消
極
制
度
も
、
強
制
執
行

の
た
め
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
財
産
群
た
る
賀
任
財
産
の
回
復
を
は
か
る
制
度
と
し
、
強
制
執
行
の
準
備
と
し
て
の
賀
任
財
産
の
保
全
の
た

め
に
必
要
な
範
囲
で
、
債
務
者
の
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

(
b
)
ま
た
、
こ
の
提
案
は
、
昨
智
行
為
取
消
硝
求
の
内
容
が
、
昨
智
行
為
の
取
消
し
と
目
的
財
産
の
返
還
の
両
方
で
あ
る
点
は
、
現

行
法
の
判
例
・
通
説
と
同
様
で
あ
る
が
、
相
対
的
取
消
し
の
考
え
方
を
採
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
考
え
方
の
問
題
点
を
解
決
す
る

た
め
に
、
受
益
者
や
転
得
者
の
栴
利
行
使
に
つ
い
て
特
有
の
規
定
を
投
け
て
お
り
、
単
純
な
絶
対
的
取
消
と
も
異
な
る
。
「
相
対
的
取
消

し
」
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
し
て
そ
こ
か
ら
演
揮
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
法
体
関
係
を
極
力
明
ら
か
に
す
る
姿
勢
を
と
っ

て
お
り
、
強
い
て
い
え
ば
「
賀
任
財
産
保
全
の
た
め
の
特
殊
な
取
消
し
」
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
消
の
相
手
方
の
下
に
名
義
や
財

産
を
と
ど
め
た
ま
ま
責
任
財
産
性
の
み
の
回
復
を
は
か
る
制
度
と
す
る
責
任
説
に
代
表
さ
れ
る
考
え
方
と
は
異
な
る
が
、
相
対
的
取
消
し

に
向
け
ら
れ
た
賀
任
説
か
ら
の
批
判
と
そ
の
実
は
、
本
試
案
に
実
質
的
に
は
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
賀
任
説
の
実
を
取
る
も
の
と
も
い
え
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る
(
C
〉
賞
任
説
の
考
え
方
は
、
日
本
法
の
立
法
論
と
し
て
十
分
に
考
え
ら
れ
る
方
向
の
一
っ
と
も
い
え
る
が
、
民
事
訴
訟
法
上
の
整
序

の
他
、
た
と
え
ば
、
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
一
三
点
の
検
討
事
項
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
逐
一
立
法
的
手
当
て
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
は
い
え
、
既
存
の
議
論
の
蓄
楠
状
況
を
勘
案
し
、
現
行
の
民
法
上
の
制
度
と
の
親
和
性
、
現
行
の
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
と
の

迎
続
性
を
重
視
し
、
否
認
権
と
の
接
合
や
機
能
分
担
を
も
考
慮
し
て
債
務
者
へ
の
責
任
財
産
の
回
慢
と
い
う
現
在
の
構
成
を
維
持
す
る
こ

と
に
し
た
。

(
ウ
)

右
の
方
針
を
叩
き
台
と
し
て
部
会
審
議
が
行
わ
れ
、
「
中
間
的
論
点
整
理
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
効
果
に
閲
す
る
規
定
の
見
直
し

に
つ
い
て
、

(
l
)
債
権
回
収
機
能
(
現
実
上
の
優
先
弁
済
)
の
当
否
、

(
2
)
取
消
の
範
囲
、

(
3
)
逸
出
財
産
の
回
復
方
法
、

(
4
)
費

用
償
還
請
求
権
、

(
5
)
受
益
者
・
転
得
者
の
地
位
、
(
ア
〉
倒
務
消
滅
行
為
が
取
泊
さ
れ
た
栂
合
の
受
益
者
の
債
権
の
復
活
、
(
イ
)
受

{ωv 

益
者
の
反
対
給
付
の
般
い
、
〈
ウ
)
転
得
者
の
反
対
給
付
の
倣
い
の
項
目
に
つ
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
た
。

(

エ

)

以
下
に
、
効
果
論
に
閉
す
る
こ
の
五
項
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
効
果
論
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
総
論

的
な
印
象
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

iiij 
段(
階 ε
で噌、、.
れ

個 4

別号
協繰

箸 2

2Z 
り“f

J、え
の
帥て

碗手
EロI .-

匝 4
24 
3i男
制汀
執竪

zz 
備詐
手費
s・1，rr 
'i為
と取
し ifi

Z罰
(i!度
T 14 
制破
度産
と手
し続
てき
柵 i期
築始
容に
れ至
てつ
おて
りい
、な

総い

括
的
執
行
・
清
算
を
目
的
と
す
る
倒
産
処
理
手
続
の
否
認
檎
と
は
異
な
る
制
度
で
あ
る
。
否
認
描
制
度
は
、
債
務
者
の
総
財
産
の
管
理
権

を
与
え
ら
れ
た
管
財
人
に
対
し
、
し
か
も
破
産
・
会
社
更
生
あ
る
い
は
再
生
と
い
う
、
利
害
関
係
人
の
公
平
な
処
遇
を
主
眼
と
し
た
裁
判

上
の
手
続
で
認
め
ら
れ
た
権
能
で
あ
り
、
そ
の
適
用
範
聞
や
行
使
の
手
続
に
つ
い
て
も
、
お
の
ず
か
ら
楠
極
的
な
行
使
が
期
待
さ
れ
る
が
、

詐
控
行
為
取
消
揃
の
場
合
に
は
(
四
二
五
条
が
存
す
る
と
は
い
え
)
、

一
情
拙
者
に
対
し
て
、
そ
の
債
務
省
の
な
し
た
財
産
処
分
行
為
へ

詐
智
行
為
取
消
憾
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
総
法
改
正
{
下
筏
)

二
八
七
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法
学
窓
林
第
一
一

O
巻
第
三
号

"
-
1
J
1
 

.，
J

J

 

の
干
渉
を
許
す
と
い
う
、
異
例
の
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
適
用
範
囲
・
運
用
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
考
慮
が
必
要
と
さ
れ
る

点
で
、
両
者
に
は
大
き
な
相
興
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
の
監
督
も
な
い
、
た
だ
債
拙
者
・
債
務
者
の
関
係
が
存
在
す
る
領

域
に
お
い
て
単
な
る
一
債
権
者
に
す
ぎ
な
い
取
消
債
権
者
に
管
財
人
的
立
場
を
期
待
す
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
詐
害
行
為
取
消
栂

制
度
の
限
界
を
超
え
る
制
度
構
築
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
期
待
は
実
現
性
の
な
い
期
待
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

。

(
b
)
詐
害
行
為
取
消
踊
求
の
内
容
は
、
取
消
し
か
っ
取
戻
し
の
両
者
と
し
、
取
消
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
て
、
「
質
任
財
産
保
全
の

た
め
の
特
殊
な
取
消
し
」
を
提
唱
す
る
も
の
と
い
う
が
、
そ
の
内
容
は
不
明
砲
で
あ
る
。
詐
害
行
為
取
消
樹
を
債
樹
的
な
取
戻
諦
求
掘
と

み
る
諦
求
権
説
(
詐
害
行
為
は
有
効
)
、
単
純
な
絶
対
的
取
消
・
絶
対
的
無
効
を
説
く
形
成
権
説
、
取
消
か
つ
取
戻
し
を
求
め
る
権
利
で

あ
る
が
そ
の
効
果
は
相
対
効
と
す
る
折
衷
説
の
す
べ
て
を
否
定
し
、
さ
ら
に
は
、
賀
任
的
取
消
・
責
任
的
無
効
と
す
る
責
任
説
を
も
否
定

し
つ
つ
、
強
制
執
行
の
瑚
備
手
続
き
と
し
て
総
償
楠
者
の
責
任
財
産
の
保
全
を
は
か
る
特
殊
な
取
消
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
質
は
、
賀
任

説
の
実
を
取
る
も
の
と
い
う
が
、
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
は
納
得
で
き
か
ね
る
。
取
消
償
植
者
に
認
め
ら
れ
た
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
返

還
請
求
権
行
使
の
結
果
、
債
務
者
の
下
に
帰
っ
て
き
た
逸
出
財
産
の
畳
記
名
義
や
占
有
は
い
か
な
る
意
味
で
債
務
者
の
責
任
財
産
の
回
復

と
な
っ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
取
り
戻
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
を
昨
し
あ
る
い
は
私
的
整
理
を
許
す
こ

と
に
よ
り
、
倒
摘
の
回
収
を
認
め
る
明
文
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
は
か
つ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
法
的
根

拠
が
い
ま
一
つ
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
端
的
に
言
う
と
、
債
務
者
・
受
益
者
聞
の
行
為
は
取
消
に
よ
り
無
効
と
な
る
の
か
、
有
効

の
ま
ま
な
の
か
、
換
言
す
る
と
回
復
さ
れ
た
財
産
の
所
有
権
は
実
体
法
上
債
務
者
に
復
帰
し
て
い
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
く
債
務
者
の
賀

任
財
産
と
し
て
の
み
回
復
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
う
だ
と
す
る
と
そ
の
法
的
内
容
・
理
論
的
根
拠
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し

て
お
ら
ず
、
法
体
で
そ
う
決
め
る
の
だ
か
ら
そ
う
な
る
の
だ
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。

(
C
〉
債
務
者
・
受
益
者
聞
の
行
為
は
取
消
に
よ
り
無
効
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
責
任
財
産
回
復
の
根
拠
は
明
白
で
あ
る
が
、
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単
純
な
絶
対
的
取
消
し
・
相
対
的
取
消
し
で
も
な
い
、
債
務
者
に
限
定
的
な
効
果
が
お
よ
ぶ
(
だ
か
ら
つ
ね
に
債
務
者
も
被
告
と
す
べ

し
)
と
い
う
だ
け
の
「
特
殊
な
取
消
し
」
と
説
明
し
て
い
る
の
み
な
の
で
、
で
は
、
賞
任
財
産
と
し
て
回
祖
S
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

法
的
根
拠
は
な
に
か
を
問
わ
れ
、
「
限
定
的
な
効
果
」
、
「
特
殊
な
取
消
し
」
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
せ
よ
と
の
批
判
を
描
び
ょ
う
。

ま
た
債
務
者
・
受
益
者
聞
の
行
為
は
取
消
に
よ
っ
て
無
効
と
は
な
ら
ず
有
効
の
ま
ま
で
あ
る
と
す
る
の
な
ら
、
取
り
戻
さ
れ
た
の
は
実
体

的
権
利
を
伴
わ
な
い
単
な
る
登
記
名
義
や
占
有
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、
責
任
財
産
の
回
復
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
批
判

も
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
取
消
債
権
者
に
認
め
ら
れ
た
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
直
接
の
取
戻
輔
求
権
の
行
使
の
結
果
、
債
務
者

の
下
あ
る
い
は
取
消
倒
栂
者
の
下
に
畳
記
名
義
や
占
有
が
移
っ
た
時
点
で
強
制
執
行
の
描
備
手
続
き
が
完
了
し
、
責
任
財
産
の
回
復

(
H

実
体
的
権
利
関
係
の
復
帰
)
が
あ
っ
た
も
の
と
看
倣
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
趣
旨
の
規
定
を
明
文
化
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
委
員
会
試
案
」
(
【
ω-H・M
・-吋〈
1
〉
】
お
よ
び
【
ω・?
M

・冨〈
6
〉
】
)
は
、
債
務
者
に
回
復
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
、
債
務
者
の
す
べ
て

の
債
権
者
(
受
益
者
・
転
得
者
を
含
む
)
は
、
民
事
執
行
法
の
規
定
に
従
い
、
強
制
執
行
ま
た
は
担
保
権
の
実
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
に
と
ど
ま
り
、
責
任
財
産
回
復
の
結
果
の
実
体
法
的
根
拠
や
内
容
を
明
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
解
釈
に
蚕
ね
る
と
い
う
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
強
制
執
行
に
よ
る
債
権
回
収
を
許
す
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
り
明
示
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
試
案
【
ω
-
F
M
・-吋〈
6
〉〈
7
〉
】
は
、
取
消
債
権
者
が
弁
済
行
為
の
取
消
や
価
額
償
還

請
求
に
よ
り
受
益
者
か
ら
金
銭
の
交
付
を
受
け
た
時
ま
た
は
取
消
債
権
者
に
よ
る
当
該
金
銭
に
つ
い
て
の
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
が
確
定
し

た
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
か
ら
吉
一
ヵ
月
あ
る
い
は
一
カ
月
〕
を
経
過
し
た
と
き
は
、
取
消
償
栂
者
は
、
受
益
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
金

銭
に
つ
き
債
務
者
に
対
す
る
返
還
債
務
と
債
務
者
に
対
す
る
自
己
の
債
掘
と
を
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

相
殺
後
な
お
余
剰
が
生
じ
る
と
き
は
、
取
消
債
権
者
は
、
そ
の
余
剰
を
(
受
益
者
で
な
く
〉
債
務
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
そ

れ
に
代
え
て
供
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
)
と
定
め
て
い
る
(
つ
ま
り
、
取
消
債
栂
者
に
一
定
範
囲
で
の
優
先
的
回
収
を
認
め
、
他
の
債
描

詐
密
行
官
同
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
償
織
法
改
正
(
下
森
)

二
八
九
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場者
合は
に債
備務
え者
てが
取取
i向消
閑債
権権
者者
にに
供対
託し
のて
途有
をす
用き
ur ‘-E と
てに
し、 1.1.

るる
がこ
、の

そ残
れ揮
は耐
強求
制惇
でい
はつ
fid 
。嗣
こ執
り行
胤す

だる
けこ
かと
らが
見で
るさ
とる

こそ
のこ
試で
案そ
はの

取
消
の
絶
対
効
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
単
純
な
絶
対
的
取
消
し
で
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
(
回
復
さ
れ
た
不
動

産
へ
の
強
制
執
行
で
余
剰
が
出
た
場
合
の
処
理
な
ど
)
は
ど
う
な
る
の
か
。
さ
ら
に
、
特
に
当
該
強
制
執
行
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
他

備
者
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
複
雑
な
問
題
が
発
生
し
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
余
剰
を
無
資
力
な
債
務
者
に
返
還
し
た
の
で
は
、
当
然

す
ぐ
消
費
さ
れ
、
他
の
債
権
者
の
利
益
を
智
し
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
供
託
を
義
務
付
け
る
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
が
、
試

案
は
こ
れ
を
義
務
付
け
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
ま
た
、
債
務
者
へ
の
実
体
的
梅
利
関
係
の
回
復
を
伴
う
責
任
財
産
の
回
復
時
点
は
、
取
消
判
決
確
定
の
時
点
か
、
そ
れ
と
も

取
消
債
権
者
の
取
一
民
甜
求
権
行
使
の
結
果
、
債
務
者
(
あ
る
い
は
取
消
債
権
者
)
の
下
に
財
産
の
取
戻
や
価
額
償
還
が
為
さ
れ
た
時
点
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
だ
と
す
る
と
、
法
文
上
、
取
消
仙
術
者
に
認
め
ら
れ
た
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
直
接
の
財
産
返
週
硝
求
協
や
価

額
償
還
請
求
権
を
、
取
消
の
効
果
が
全
て
の
債
権
者
に
及
ぷ
と
す
る
以
上
、
取
消
訴
訟
に
参
加
し
な
か
っ
た
他
の
債
権
者
も
、
裁
判
上
あ

る
い
は
裁
判
外
で
も
行
使
で
さ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
。
と
く
に
受
話
者
・
転
得
者
に
も
ま
た
全
て
の
効
果

が
及
ぷ
と
す
る
と
、
形
式
論
理
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
も
ま
た
財
産
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、
そ
の
不
当
性
は
明

白
だ
か
ら
こ
れ
を
制
限
す
る
組
定
を
設
け
る
必
要
も
生
じ
よ
う
。

こ
れ
ら
を
否
と
し
、
取
消
情
櫛
者
し
か
行
使
で
き
な
い
と
す
る
場
合
は
そ
の
法
的
根
拠
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
さ
ら
に
は
ま
た
、
他

の
債
権
者
が
、
債
務
者
に
復
帰
し
た
実
体
的
権
利
関
係
に
基
づ
く
財
産
返
還
請
求
権
や
価
額
償
還
請
求
権
を
債
権
者
代
位
掘
に
基
づ
い
て

代
位
行
使
し
て
き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
こ
の
難
点
を
回
避
す
る
に
は
責
任
財
産
回
復
時
点
を
後
者
と
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
解
決
で
き
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
が
確
定
し
た
時
か
ら
〔
三
ヵ
月
あ
る
い
は
一
カ
月
〕
を
経
過
し
た
と
き
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は
、
相
殺
を
許
す
と
す
る
こ
と
は
、
受
働
債
権
が
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
の
に
こ
れ
を
許
す
こ
と
と
な
る
不
都
合
が
生
ず
る
の
で
は
あ
る

a

，、、、
a
o

--
，
wa
、4
H

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
然
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
問
題
点
に
つ
き
、
審
議
会
の
部
会
で
ほ
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
今
後
の
審
議
で
さ
ら
に
討
議
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

〈d
)
要
す
る
に
、
詐
苦
行
為
取
消
栴
制
度
を
「
総
帥
櫛
者
の
た
め
、
強
制
執
行
の
噂
備
と
し
て
、
賀
旺
財
産
保
全
の
た
め
に
必
要
な

範
囲
で
、
債
務
者
の
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ
手
間
暇
か
け
て
逸
出
財
産
全
部
の
原
状
回

復
を
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
「
逸
出
財
産
す
べ
て
の
原
状
回
倍
」
に
こ
だ
わ
る
か
ら
、
四
位
の
方
法
や
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
綴
利
行

使
に
つ
き
、
長
文
に
し
て
複
雑
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

一
般
市
民
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
法
律
専
門
家
に
と
っ
て

も
、
き
わ
め
て
分
か
り
に
く
い
現
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
取
消
の
相
手
方
た
る
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
の
下
で
の
強

制
執
行
を
許
せ
ば
、
そ
れ
で
十
分
に
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
よ
う
。
「
責
任
説
の
突
を
取
る
」
の
に
、
無
用
に
し
て
能
維
な
手
段
を
用
い

る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
以
上
の
難
点
を
理
論
的
に
も
実
務
的
に
も
比
較
的
無
難
か
つ
間
明
に
解
決
で
き
る
の
が
責
任
説
的
発
想
で
あ
る
と

私
見
は
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

(2) 
質
佳
財
産
回
復
の
方
法
お
よ
び
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
権
利
行
使
に
閲
す
る
「
委
員
会
試
案
」
の
内
容

「
委
員
会
試
案
」
は
、
逸
出
財
産
の
回
復
方
法
お
よ
び
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
権
利
行
使
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
民
法
の
現
定

と
し
て
は
、
長
文
に
し
て
す
こ
ぶ
る
複
雑
な
規
定
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
大
嬰
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
ア
)
逸
出
財
産
の
回
彼
方
法
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
に
対
す
る
返
還
前
求
(
【
ω・
?

N
・
5
】
)
と
転
得
者
に
対
す
る
そ
れ
(
【
ω・
-
-
N
・

-
∞
】
)
と
を
分
け
て
規
定
し
た
。
ま
ず
、
受
益
者
に
対
す
る
返
還
請
求
に
つ
い
て
の
一
般
規
定
を
設
け
(
ロ
-

H

・M
・
-
O
】
〈
1
〉
)
、
そ
の
う

詳
密
行
為
取
消
織
に
関
す
る
近
隣
a

の
学
説
田
VA附
と
償
続
法
改
正
(
下
山
師
}

---L 
:
1
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え
で
財
産
の
性
質
に
従
い
、
債
務
省
へ
の
財
差
の
回
復
に
必
要
な
行
為
を
輔
求
で
き
る
こ
と
を
一
般
的
に
定
め
る
(
〈
5
〉
)
と
と
も
に
、

さ
ら
に
個
別
に
代
表
的
な
類
型
に
つ
い
て
、
①
畳
記
・
畳
録
の
あ
る
財
産
〈
〈
2
〉
)
、
@
金
銭
そ
の
他
の
動
産
と
交
付
先
(
〈
3
〉
)
、
@
債

権
(
〈
4
V
)
、
@
現
物
返
還
の
原
則
と
価
額
償
還
(
〈
6
〉
〉
、
@
返
還
の
範
囲
と
普
意
の
受
益
者
(
無
償
行
為
の
場
合
)
の
特
則
(
〈
7
〉)

の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
が
複
数
係
属
し
、
複
数
の
判
決
が
確
定
し
た
と
き
の
処
理
規
定
を
も
設
け
て
い
る

(〈
8
〉(〈
9
〉)。

つ
い
で
、
転
得
者
か
ら
の
逸
出
財
産
の
回
制
限
方
法
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
か
ら
の
回
復
規
定
(
【
ω
-
F
N
・
5
】
)
の

〈
1
〉
か
ら
〈
9
〉
ま
で
を
準
用
し
て
い
る
(
【
ω
・
?
N
・
冨
】
〈
3
〉)、

(
イ
)
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
栂
利
行
使
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
清
算
・
分
配
制
度
は
設
け
ず
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
債
務
者
の
す
べ

て
の
債
権
者
(
受
益
者
・
転
得
者
を
含
む
)
は
、
債
務
者
に
回
復
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
、

一
般
の
民
事
執
行
法
の
規
定
に
従
い
、
強
制

執
行
ま
た
は
担
保
樹
(
先
取
特
権
が
念
頭
に
あ
る
)
の
実
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
ハ
ロ
・

ζ
・0
呂
【
ω
・ζ
・
コ
〈
I
V】【
ω
-
F
N
・

同∞〈
6
〉
】
〉
。
他
方
で
ま
た
、
受
益
者
の
な
し
た
債
務
者
に
対
す
る
反
対
給
付
の
価
額
の
償
還
硝
求
植
を
認
め
て
そ
れ
に
基
づ
く
配
当
要

求
を
許
し
(
し
か
も
、
先
取
特
権
を
認
め
て
優
先
権
を
与
え
る
て
あ
る
い
は
取
消
債
権
者
が
取
消
の
相
手
方
か
ら
金
銭
等
の
交
付
を
受

け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
債
務
者
に
引
き
渡
す
義
務
を
負
い
、
そ
れ
に
相
応
す
る
債
務
者
の
取
消
償
描
者
に
対
す
る
金
銭
倒
植
を
強
制
執
行

の
対
象
財
産
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
受
働
倒
梱
と
し
て
取
消
債
植
者
の
倒
慣
を
自
働
価
掘
と
す
る
相
殺
を
砕
し
、
さ
ら
に
余
剰
が

あ
れ
ば
こ
れ
を
債
務
者
に
返
還
す
べ
き
も
の
と
す
る
(
【
ω-H・M
・
-
吋
】
)
。
ま
た
、
結
果
と
し
て
は
否
定
さ
れ
た
が
、
債
務
者
の
下
に
回
値

さ
れ
た
財
産
に
関
す
る
債
務
者
の
処
分
権
の
制
限
規
定
を
設
け
る
必
要
性
も
検
討
さ
れ
て
い
九
認
。

以
上
の
効
果
論
に
関
す
る
総
論
的
検
討
を
踏
ま
え
、

つ
づ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
た
項
目
に
沿
っ
て
、
各
論
的

検
討
に
進
も
う
。
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(3) 
債
権
回
収
機
能
{
事
実
上
の
優
先
弁
済
)
の
当
否

(
ア
)
強
制
的
債
権
回
収
に
当
た
り
、
優
先
主
義
が
是
か
、
平
等
主
義
が
是
か
は
古
く
か
ら
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
法
は
、
ド
イ
ツ
法
と
異
な
り
、
昨
害
行
為
取
消
植
の
行
使
に
は
債
務
名
義
を
要
求
せ
ず
、
間
別
的
強
制
執
行
に

お
い
て
は
、
差
押
え
優
先
主
義
を
と
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
譜
の
債
栴
者
平
等
主
義
を
採
用
し
、
詐
害
行
為
取
消
極
に
お
い
て
も
、
四
ニ

五
条
に
よ
り
、
取
消
債
権
者
の
優
先
権
を
認
め
ず
、
取
消
の
効
果
は
す
べ
て
の
債
権
者
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の

個
別
執
行
制
度
が
採
用
す
る
平
等
主
義
に
は
極
め
て
大
き
な
不
備
が
あ
る
こ
と
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
、
破
産
法
の
制
定
に
よ
り
総
括
執
行

手
続
き
が
完
備
さ
れ
た
段
階
以
降
で
は
旧
民
事
訴
訟
法
の
施
行
当
時
に
は
存
在
し
て
い
た
平
等
主
義
の
正
当
性
の
根
拠
は
か
な
り
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
判
例
は
、
大
正
中
期
か
ら
優
先
主
義
へ
の
事
実
上
の
接
近
を
始
め
、
学
説
も
こ
れ
を
支
持
し
、
民
事
執

行
法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、
配
当
要
求
を
為
し
得
る
者
に
閲
し
て
、
無
名
義
憤
植
者
の
記
当
要
求
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
、
有
名
義
憤
樹

者
(
及
び
仮
差
押
債
権
者
)
に
限
つ
て
の
み
配
当
要
求
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
(
民
執
五
一
条
、
及
び
こ
れ
を
噂
用
す
る
三
二
条
・
一

円
前
回
》

八
八
条
一
八
九
条
)
。

詐
害
行
為
取
消
権
に
つ
い
て
も
、
こ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
判
例
は
、
取
消
債
権
者
が
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
し
て

返
還
す
べ
き
金
銭
を
直
接
自
己
に
引
き
渡
す
よ
う
舗
求
す
る
こ
と
を
認
め
、
取
消
償
植
者
は
、
受
領
し
た
金
銭
の
債
務
者
へ
の
返
還
債
務

と
被
保
全
般
掘
と
を
相
殺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
債
権
者
に
事
実
上
優
先
し
て
、
自
己
の
債
梅
田
収
を
図
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
判
例
は
詐
害
行
為
取
消
栂
行
使
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
取
消
債
権
者
の
債
権
額
に
よ
る
上
限
を
設
け
て
全
部
取
消
し
を
認
め
ず
〈
但

法し
の他
制に
定配
に当
よ力日

民主
取る
i肖こ

i i 
に実
よな
生債
IIJI 量錨

複吾
さ示
事L ¥、
た A

君 ti
-ーロ
財 1::

産 i長
2盟
強詰
開国
型の
rr紛?
5.援
のを
た佐

立子.....、..，

義J
借り

掘に
吾前
の述
配し
当た
加よ
入う
がに
許
さ民
れ事
な執
〈行

な
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
現
行
法
上
債
権
者
平
等
主
義
を
と
る
四
二
五
条
の
適
用
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

詳
智
行
為
取
消
舶
に
闘
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
僚
組
法
改
正
(
下
諜
}

ニ
九
三
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四

(
イ
)
こ
れ
に
対
し
、
「
委
員
会
拭
諜
」
は
、
昨
密
行
為
取
消
桶
制
度
を
「
総
伯
描
者
の
た
め
の
強
制
執
行
の
相
側
手
続
き
」
と
位
置
づ

け
、
原
則
と
し
て
詐
寄
行
為
の
全
部
取
消
(
取
消
の
効
果
は
「
限
定
的
絶
対
効
」
?
)
、
逸
出
責
任
財
産
の
全
部
取
戻
し
を
認
め
、
総
括

執
行
手
続
き
で
あ
る
破
産
法
上
の
否
認
権
へ
の
接
近
を
は
か
る
こ
と
で
平
等
主
義
的
傾
向
を
強
め
て
い
る
(
も
っ
と
も
、
本
拭
案
の
下
で

も
、
無
名
義
債
権
者
の
配
当
加
入
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
民
事
執
行
法
の
制
約
を
受
け
、
取
消
権
行
使
後
の
個
別
強
制
執
行
に
お
い
て

平
等
主
義
は
貫
徹
さ
れ
え
な
い
)
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
取
戻
し
の
対
象
が
金
銭
の
場
合
に
お
け
る
取
消
他
権
者
の
優
先
弁
済
栴

に
つ
い
て
は
、
取
消
憤
栂
者
に
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
に
対
す
る
供
託
諦
求
櫛
の
み
を
認
め
る
こ
と
で
平
等
主
義
を
貫
徹
す
る
方
途
を

選
択
せ
ず
、
平
等
な
分
配
の
た
め
の
特
別
な
手
続
き
を
別
途
設
け
る
こ
と
に
よ
る
制
度
・
手
続
き
の
肥
大
へ
の
懸
念
、
い
っ
た
ん
逸
出
し

た
財
産
を
取
り
戻
す
労
を
と
る
こ
と
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
の
付
与
を
考
慮
し
て
、
相
殺
の
時
期
を
制
限
す
る
と
い
う
方
法
で
の
一
定
の

円以
V

限
定
の
下
で
、
取
消
債
権
者
に
相
殺
に
よ
る
事
実
上
の
侵
先
的
回
収
を
認
め
る
立
場
を
採
用
し
た
。

〈
ウ
)
さ
て
、
詐
濯
行
為
取
消
榔
の
改
正
作
業
に
閲
す
る
法
制
審
民
法
部
会
の
審
議
は
、
昨
者
行
為
取
消
備
の
法
的
性
質
論
の
検
討
か

説ら
の出
主発
張し
の、

有第
H 一
位輩
.:0:".会<!:' :t.: 

認で
め.
-， 
'コ 4を

?員
、会

5害
片面
一別
個紘
別正
隼説
』じ'-"

を主
検荏
討説
すと
るが
1J識
倍十 三ι

が言
採れ
ーーー 、
さそ
れ(の
た§結
u 果

れ中
を間
受的
1:1'論
て占
、藍

第理
ニで
説は
会
で賀
、任

「
中
間
的
論
点
整
理
」
に
従
っ
て
、
逸
出
財
産
の
回
複
方
法
お
よ
び
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
権
利
行
使
の
妥
当
性
が
検
討
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

い
く
つ
か
の
問
題
点
が
浮
上
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
高
須
幹
事
か
ら
、
二
度
に
わ
た
り
、
貨
任
説
の

有
為
性
を
主
開
閉
す
る
意
見
書
が
委
員
等
討
議
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
意
見
書
に
は
、
国
別
修
正
説
と
責
任
説
の
差
異
を
検
討
す

{
M伺

)

る
「
比
較
一
覧
表
」
及
び
「
責
任
説
に
基
づ
く
条
項
案
の
骨
子
」
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
見
の
詳
細
は
、
法
務
省
の
ホ
l
ム
ベ

l

ジ
で
参
照
で
き
る
の
で
、
詳
し
い
紹
介
は
避
け
る
が
、
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。

〈
i
)
逸
出
財
産
の
債
務
者
へ
の
取
一
民
は
迂
遠
で
あ
る
。
端
的
に
受
益
者
・
転
得
者
の
下
で
の
強
制
執
行
を
認
め
る
の
が
直
椴
か
つ
簡
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便
で
あ
る
。

(
"
と
逸
出
財
産
が
金
銭
・
動
産
の
場
合
、
取
消
債
権
者
の
直
接
的
引
渡
し
諦
求
権
を
認
め
、
取
消
債
権
者
の
有
す
る
債
権
と
の
相
殺

に
よ
る
事
実
上
の
優
先
弁
済
を
認
め
る
の
は
、
制
度
理
旨
を
賀
任
財
産
の
保
全
・
強
制
執
行
の
準
備
手
続
き
と
捉
え
る
立
場
に

そ
ぐ
わ
な
い
。
相
殺
に
よ
る
優
先
弁
済
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。

(
山
間
山
)
逸
出
財
産
す
べ
て
の
取
消
し
、
取
戻
し
を
認
め
る
の
は
、
理
論
的
に
も
実
務
的
に
も
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
論
的
に
は
、

取
消
債
権
者
は
強
制
執
行
に
お
い
て
も
自
ら
の
情
櫛
額
に
応
じ
た
櫛
利
行
使
し
か
で
き
な
い
の
に
対
し
、
そ
の
単
備
段
階
で
あ

る
は
ず
の
詐
害
行
為
取
消
権
で
は
全
部
取
消
し
・
全
部
取
戻
し
と
い
う
形
で
、
自
ら
が
有
す
る
債
縦
以
上
の
権
利
を
行
使
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
お
か
し
い
。
ま
た
、
取
消
情
権
者
に
破
産
管
財
人
的
立
場
を
認
め
、
あ
る
い

は
こ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
は
制
度
上
無
理
が
あ
る
。
実
務
的
に
は
、
仮
に
全
部
取
消
し
・
取
一
民
を
認
め
、
相
殺
禁
止
規
定
を
設

け
る
な
ど
の
事
後
的
調
整
規
定
を
設
け
て
も
、
「
強
す
ぎ
る
詐
寄
行
為
取
消
権
制
度
の
存
在
が
憤
権
者
と
受
益
者
・
転
得
者
聞
に

お
い
て
、
現
在
以
上
に
和
解
的
解
決
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
を
高
め
、
詐
密
行
為
取
消
栴
制
度
を
個
別
的
脳
回
収
の
た
め
の
制
度

〔
前
}

と
し
て
機
能
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
こ
そ
、
今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
最
も
重
大
か
つ
留
意
す
べ
き
弊
害
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
弊
容
だ
け
は
絶
対
も
た
ら
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

(-w)
回
別
修
正
説
と
呼
ば
れ
る
立
場
に
も
、
大
別
し
て
、
①
直
接
相
殺
モ
デ
ル
、
②
全
面
的
回
復
モ
デ
ル
、
@
上
限
設
定
モ
デ
ル
の

三
つ
の
方
向
性
が
あ
る
こ
と
が
部
会
審
議
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
①
は
、
詐
害
行
為
取
消
櫛
の
制
度
趣
旨
に
反
し
、

取
消
倒
櫛
者
の
優
先
弁
済
を
認
め
る
結
果
、
伯
榔
者
間
の
平
等
を
笹
す
る
。
ま
た
、
立
法
技
術
的
(
多
数
に
し
て
栂
維
な
手
続

き
規
定
の
制
定
な
ど
)
に
も
、
適
用
上
(
費
用
償
還
請
求
権
の
扱
い
な
ど
)
に
も
様
々
な
問
題
が
生
ず
る
。
②
は
、
取
引
安
全

に
閲
す
る
過
度
の
干
渉
と
な
り
、
受
益
者
・
転
得
者
の
保
漉
に
欠
け
る
。
ま
た
、
当
務
者
間
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
消

詐
密
行
為
取
消
憾
に
附
す
る
近
時
の
学
説
鹿
聞
と
償
織
法
改
正
{
下
円
相
)

二
九
五
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債
権
者
優
位
の
和
解
的
解
決
が
促
進
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
こ
の
面
で
も
制
度
趣
旨
に
反
す
る
結
果
と
な
る
。
取
消
の
範

囲
を
取
消
帥
惜
者
の
被
保
全
債
植
樹
に
限
る
@
は
、
取
消
情
植
者
の
保
護
に
欠
け
る
面
が
あ
る
が
、
他
の
二
つ
の
モ
デ
ル
に
比

べ
れ
ば
考
慮
に
値
す
る
。
し
か
し
、
取
消
の
効
果
を
総
債
権
者
に
及
ぼ
す
我
が
国
の
詐
害
行
為
取
消
描
制
度
の
趣
旨
か
ら
見
て
、

最
善
の
策
と
は
い
え
ず
、
次
善
の
策
で
し
か
な
い
。

(
エ
)
高
須
幹
事
の
こ
の
批
判
は
、
ま
さ
に
正
鵠
を
射
た
意
見
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
高
額
幹
事
の
第
二
の
意
見
書
が
委
員
等
討

議
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
本
平
成
ニ
四
年
三
月
二
七
日
の
第
四
三
回
部
会
審
議
に
お
い
て
、
個
別
修
正
説
と
責
任
説
を
め
ぐ
る
興
味
深

く
重
要
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、

つ
ぎ
に
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

く
報
告
さ
れ
た
。

鎌
田
部
会
長
の
指
名
に
よ
り
、
高
須
幹
事
か
ら
、
当
日
配
布
さ
れ
た
高
須
幹
事
提
出
の
前
述
の
意
見
容
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容
が
詳
し

つ
い
で
、
こ
の
報
告
に
つ
い
て
の
討
識
に
移
り
、
ま
ず
、
山
野
目
幹
事
が
、
今
後
の
作
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

-っ

の
案
に
絞
ら
ず
、
複
数
の
案
を
一
般
に
問
う
よ
う
な
形
で
論
識
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、

つ
い
で
、
潮
見
幹
事
か
ら
、

案今
で回
はの
、改

濫正
用で
的責
な任
会説
社を
。分採
制用
やす
~n る
壌の
漉は
渡「
に雰
つ固
い気
て的
貿に
任は
説若
的干
な難
考し
えい
方」
Iこと
近い
L、ぅ
立感
場じ
がが
採す
らる
れが
て、

い会
る社
こ法
との
に改
も正
鑑を
みめ
るぐ
とる
、中

今間
回試

責
任
説
が
採
用
さ
れ
な
く
と
も
、
「
こ
れ
を
も
っ
て
将
来
民
法
の
改
正
が
さ
れ
る
と
き
に
責
任
説
の
枠
組
み
が
否
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
は
決
し
て
な
ら
な
い
」
と
考
え
、
将
来
の
検
討
課
題
と
し
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
と
の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
沖
野
幹
事
か
ら
、
反
論
が
あ
り
、
①
前
記
三
人
の
幹
事
か
ら
提
起
さ
れ
た
個
別
修
正
融
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
を
今
後
個
別
に
扱
み
取
っ
て
入
れ
て
ゆ
く
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
の
で
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
、
し
か
し
、
@
寅
任
説
に
つ

い
て
は
、

一
口
に
責
任
説
と
い
っ
て
も
、
撤
々
な
内
容
の
も
の
が
あ
り
、

一
枚
岩
で
は
な
い
の
で
、
中
身
を
詰
め
て
ゆ
く
必
要
性
が
あ
り
、

そ
う
シ
ン
プ
ル
で
は
な
い
こ
と
、
@
濫
用
的
会
社
分
割
や
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
の
試
案
は
、
ま
だ
試
案
の
段
階
な
の
で
最
終
的
に
ど
う
な
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る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
案
は
、
行
為
そ
の
も
の
は
有
効
と
し
つ
つ
、
受
益
者
に
あ
た
る
者
に
対
し
て
不
利
益
を
受
け
る
債

臨
者
が
直
接
そ
の
債
権
を
行
使
で
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
は
、
詐
智
行
為
に

あ
た
る
行
為
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
等
を
上
限
と
し
て
、
か
っ
、
次
々
と
権
利
行
使
が
な
さ
れ
る
と
い
う
想
定
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
賞
任
説
の
下
で
、
い
っ
た
ん
受
益
者
に
対
し
て
強
制
執
行
が
な
さ
れ
、
そ
の
剰
余
が
受
益
者
に
渡
さ

れ
た
場
合
、
当
該
強
制
執
行
に
参
加
し
な
か
っ
た
他
の
債
権
者
が
そ
の
後
に
当
該
受
益
者
に
か
か
っ
て
ゆ
く
場
合
、
今
度
は
価
格
賠
償
的

な、

一
種
の
保
証
的
な
請
求
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
財
産
を
引
き
当
て
と
し
た
端
的
な
諦
求
あ
る
い
は
強
制
執
行
と
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
最
初
の
強
制
執
行
で
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
会
祉
法
で
い
わ
れ
る
考
え
方
と
は

追
っ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
④
そ
し
て
、
も
し
、
そ
こ
で
打
ち
切
ら
れ
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
個
別
修
正
説
の
下
で
、

一
E
賞
任
財
産
を
回
世
し
て
、
剰
余
が
あ
っ
た
場
合
に
は
受
益
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

責
任
説
と
実
質
は
近
く
な
り
、
責
任
説
を
採
用
し
な
く
て
も
、
そ
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
制
度
構
築
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、
質
任
説
を
採
れ
ば
シ
ン
プ
ル
に
な
る
、
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
と
い
う
印
象
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
に
お
い
て
は
、
兵

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な
の
か
を
見
極
め
つ
つ
最
終
的
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
、
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
内
田
委
員
よ
り
発
言
が
あ
り
、
私
自
身
は
大
学
教
授
時
代
賀
任
説
に
共
感
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
に
理
解

し
て
い
る
つ
も
り
と
断
っ
た
う
え
、
高
須
幹
事
に
一
つ
の
質
問
が
曲
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
偏
頗
弁
済
の
事
例
に
お
い
て
、
金
銭
に
よ
る

弁
済
が
な
さ
れ
、
受
益
者
の
下
で
金
銭
が
特
定
性
を
失
っ
た
と
き
、
(
こ
の
行
為
が
詐
苦
行
為
と
し
て
取
消
し
が
招
め
ら
れ
た
場
合

l
下

諜
)
責
任
説
で
は
そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
、
ご
く
紫
朴
に
考
え
る
と
、
そ
の
弁
済
さ
れ
た
金
額
の
限
度
で
責
任
が
生
じ
、
受
益
者
の
総
財

産
が
強
制
執
行
の
対
象
と
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
受
益
者
と
し
て
は
ど
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
た
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
任
意
に
弁
済
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
可
能
な
の
か
。
ま
た
ど

詳
省
行
為
取
消
慌
に
関
す
る
泣
時
の
学
M
M
腿
聞
と
債
総
法
改
正
(
下
稼
)

九
七
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九
八

う
い
う
根
拠
で
、
誰
に
対
し
て
弁
演
さ
れ
、
そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
面
白
い
質
問
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
高
須
斡

事
よ
り
、
そ
れ
は
、
価
格
賠
償
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
は
責
任
説
で
も
ま
だ
十
分
に

議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
任
意
に
支
払
う
と
い
う
方
法
を
仮
に
と
る
と
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
和
解

で
し
て
し
ま
う
と
こ
れ
は
昨
苦
行
為
で
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
後
で
他
の
債
権
者
か
ら
同
憾
の
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
が
起
こ
さ
れ

た
場
合
、
す
で
に
支
払
っ
て
い
る
と
い
え
ず
、
問
題
が
生
じ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
質
問
に
対
す
る
返
答
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず

は
、
本
来
な
ら
強
制
執
行
と
い
う
形
で
な
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
そ
れ
に
よ
ら
ず
、
任
意
に
そ
の
義
務
の
随
行
を
す
る
と
い
う
方
法
を
制

度
と
し
て
認
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
る
、
と
の
返
答
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
神
作
幹
事
か
ら
櫨
用
的
会
社
分
制
や
事
業
譲
渡
に
関
す
る
会
祉
法
改
正
試
案
と
詐
寄
行
為
取
消
掘
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

'コ

ぎ
の
よ
う
な
発
言
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
会
社
法
制
部
会
で
は
、
残
存
俄
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
会
社
分
割
又
は
事
業
譲
誼

が
な
さ
れ
た
掛
合
、
残
存
債
権
者
は
、
承
継
会
社
等
に
対
し
て
帝
継
し
た
財
産
の
価
簡
を
限
度
と
し
て
、
当
該
伯
務
の
随
行
を
制
求
で
き

る
も
の
と
す
る
規
律
を
導
入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
規
律
は
、
主
観
的
要
件
は
詐
害
行
為
取
消
権
と
同
様
で
あ
り
、
法

的
効
果
に
つ
い
て
も
賀
任
税
的
な
発
想
で
説
明
で
き
る
余
地
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
詐
害
行
為
取
消
描
の
特
別
あ
る
い
は
そ
れ
に

と
っ
て
替
わ
る
ル

l
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
途
独
立
し
た
新
た
な
制
度
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
詐
賢
作
為
取
消
櫛
の
主
張
は
別
途
司
佑
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
規
律
は
、
沖
野
幹
事
指
摘
の
よ
う
に
、

分
割
会
社
文
は
事
業
譲
渡
し
た
会
社
の
残
存
債
権
者
に
、
承
継
会
社
に
対
す
る
直
接
請
求
権
を
与
え
る
こ
と
で
そ
の
救
済
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
残
存
倒
栂
者
間
で
は
早
い
者
勝
ち
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
分
割
会
社
が
破
産
手
続
き
に
移
行
し
た

場
合
に
も
、
残
存
債
権
者
だ
け
を
保
護
す
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
破
産
管
財
人
に
受
継
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
、
そ
う
い
う
意

時
で
は
、
こ
の
試
案
は
詐
事
行
為
取
消
櫛
制
度
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
、
と
。
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以
上
の
議
論
の
後
、
錨
凹
部
会
長
よ
り
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
の
で
、
事
務
局
お
よ
び
提
案
し
た
委
目
、

幹
事
の
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
の
ま
と
め
が
あ
っ
て
、
詐
害
行
為
取
消
権
に
関
す
る
当
日
の
審
議
は
打
ち

切
ら
れ
、
他
の
項
目
(
多
数
当
事
者
の
情
櫛
及
び
債
務
)
の
審
議
に
移
っ
た
。

こ
の
審
議
内
容
は
非
常
に
興
味
深
く
、
か
つ
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
き
ど
う
考
え
る
か
。
責
任
説
を
主
揺
す

る
身
と
し
て
、
当
然
こ
れ
に
応
え
る
賀
商
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
問
題
は
次
項
の
取
消
し
の
範
囲
と
逸
出
財
産
の
回
復
方
法
と
も
密
接
に

関
辿
す
る
問
題
な
の
で
次
項
で
一
括
し
て
検
討
し
よ
う
。

(
4
)
取
消
し
の
範
囲
と
逸
出
財
産
の
回
復
方
法

(
ア
)
詩
書
行
為
取
消
の
範
囲
と
逸
出
財
産
の
回
復
方
法
に
つ
い
て
の
「
委
員
会
試
案
」
の
内
容
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
締
り
遅

さ
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
「
中
間
的
論
点
整
理
」
は
、
取
消
し
の
範
囲
に
つ
き
、
判
問
は
取
消
の
範
囲
を
原
則
と
し
て
取
消
債
権
者
の
被

保
全
仙
椴
摘
に
限
っ
て
い
る
が
、
「
仮
に
詐
苦
行
為
取
消
慨
に
お
け
る
伯
榔
回
収
機
能
(
事
実
上
の
優
先
弁
済
)
を
否
定
ま
た
は
制
限
す

る
場
合
に
は
、
判
例
の
よ
う
に
制
限
を
設
け
る
合
理
的
な
理
由
が
乏
し
く
な
る
こ
と
か
ら
」
、
全
部
取
消
し
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
き

更
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

し
か
し
、
詐
害
行
為
取
消
櫛
の
情
梅
田
収
機
能
(
優
先
弁
済
)
を
否
定
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
詐
苦
行
為
取
消
し
の
範
囲

の
制
限
を
原
則
と
し
て
撤
廃
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
「
中
間
的
論
点
整
理
」
の
考
え
方
は
理
解
し
が
た
い
。
個
別
的

強
制
執
行
の
単
帥
手
続
き
と
し
て
責
任
財
産
の
保
全
を
図
る
制
度
趣
旨
か
・
り
し
て
、
相
対
的
取
消
と
し
つ
つ
も
、
現
物
に
よ
る
取
戻
し
を

認
め
る
判
開
法
理
の
下
で
は
、
詐
害
行
為
の
全
部
取
消
・
逸
出
財
産
の
全
部
取
り
戻
し
を
認
め
る
こ
と
は
、
と
く
に
詐
害
行
為
が
可
分
物

の
財
産
譲
渡
の
よ
う
な
財
産
減
少
行
為
で
め
る
場
合
に
は
、
取
消
し
の
相
手
方
の
取
引
安
全
保
護
に
欠
け
る
結
果
と
な
る
こ
と
が
明
白
で

諒
恕
行
為
取
消
憾
に
関
す
る
近
勾
の
学
説
回
開
と
償
椛
法
改
正
(
下
総
)

a
-
-
L
-
L
 

-
-
7
1
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三
O
O

あ
る
し
、
そ
れ
が
偏
頗
行
為
の
掛
合
で
あ
っ
て
も
、
債
権
回
収
機
能
の
肯
定
・
否
定
の
加
伺
を
問
わ
ず
、
取
消
し
・
取
戻
し
の
範
囲
を
制

限
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
「
委
員
会
試
案
」
は
、
回
復
さ
れ
た
逸
出
財
産
か
ら
の
債
権
の
回
収
に
お
い
て
、
取
消
債
権
者
が
受

益
者
か
ら
金
銭
の
交
付
を
受
け
て
、
相
殺
に
よ
り
債
植
の
回
収
を
し
た
後
な
お
余
剰
が
生
じ
た
と
き
は
、
「
そ
の
余
剰
を
債
務
者
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
取
消
債
描
者
は
、
そ
れ
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定
(
【
ω・
?

N
・
=

(
7
)
】
〉
を
投
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
無
資
力
な
債
務
者
は
交
付
さ
れ
た
金
銭
を
(
あ
る
い
は
供
託
さ
れ
た
金
銭
の
交
付

を
受
け
て
こ
れ
を
)
直
ち
に
費
消
す
る
可
能
性
が
高
く
、
取
消
債
植
者
の
な
す
強
制
執
行
に
配
当
加
入
し
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
債
務
名

義
の
取
得
が
間
に
合
わ
ず
配
当
加
入
で
き
な
か
っ
た
他
の
債
植
者
の
保
護
に
欠
け
る
結
果
と
な
ろ
う
。
取
消
の
範
囲
を
原
則
と
し
て
被
保

全
償
樹
額
の
範
囲
に
と
ど
め
、
残
り
の
逸
出
財
産
を
債
務
者
に
比
べ
資
力
の
あ
る
取
消
し
の
相
手
方
の
下
に
践
し
て
お
け
ば
、
他
の
債
楠

者
は
、
改
め
て
こ
の
残
り
の
財
産
に
か
か
っ
て
ゆ
け
る
か
ら
、
現
行
判
例
法
理
に
は
合
理
性
が
あ
る
。
「
委
員
会
試
案
」
の
立
場
は
、
こ

の
面
で
も
昨
書
17 
為
取
消
植
の

器
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る

そ
も
そ
も
、
詐
寄
行
為
の
絶
対
的
取
消
、
全
部
取
消
し
・
取
戻
し
を
認
め
る
こ
と
は
、
か
つ
て
形
成
権
説
に
向
け
ら
れ
た
批
判
を
そ
の

ま
ま
受
け
継
ぐ
こ
と
と
な
る
し
、
相
対
的
取
消
説
を
採
用
し
て
そ
の
難
点
を
解
消
し
て
い
る
判
例
法
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
個
別
的
債
権
回
収
の
準
備
手
続
に
す
ぎ
な
い
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
の
目
的
を
超
え
る
権
限
を
取
消
債
権
者
に
与
え
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
取
消
の
効
果
を
総
債
権
者
に
及
ぼ
す
と
い
う
四
二
五
条
の
趣
旨
は
、
破
産
財
団
の
全
面
的
管
理
が
任
主
れ
る
破
産
管
財
人
の
よ

う
な
権
限
と
義
務
と
を
取
消
債
権
者
に
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。
単
に
、
回
復
さ
れ
た
責
任
財
産
か
ら
取
消
債
権
者
が
優
先
的
に
弁
済
を

受
け
る
こ
と
を
制
限
す
る
消
極
的
効
果
を
認
め
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
取
消
債
権
者
が
総
債
権
者
に
代
わ
っ
て
賞
任
財
産
を
回
復
し
、
そ
れ

を
分
配
す
る
描
限
や
義
務
ま
で
を
こ
の
者
に
認
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
委
員
会
試
案
」
や
「
中
間
的
論
点
整
理
」
の
考
え

方
は
、
判
例
法
理
の
修
正
と
い
う
よ
り
は
、
否
定
で
あ
り
、
こ
の
制
度
の
目
的
か
ら
見
て
過
剰
あ
る
い
は
妥
当
性
を
欠
く
立
法
試
案
と
い
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う
ほ
か
な
い
。

逸
出
財
産
の
回
復
方
法
に
つ
き
、
賀
任
説
的
立
場
が
採
用
さ
れ
ず
、
判
例
法
理
〈
折
衷
説
)
を
維
持
す
る
と
き
に
は
、
財
産
の
種
類
に

応
じ
た
具
体
的
な
回
値
方
法
の
規
定
を
お
く
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
積
み
重
ね
で
あ
る
程
度
解
決
で
き
て
い
る

か
ら
必
要
最
低
限
度
に
押
さ
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
価
額
賠
償
の
算
定
基
準
、
算
定
の
時
期
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
責
任
説
に
つ

い
て
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
及
び
神
尾
コ
メ
ン
ト
参
照
。

(
イ
)
で
は
、
取
消
し
の
範
囲
、
逸
出
財
産
の
回
復
方
法
お
よ
び
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
権
利
行
使
に
つ
い
て
、
賞
任
説
で
は
ど
う
な

る
か
。
前
項
で
残
し
て
お
い
た
問
題
点
及
び
第
四
三
田
部
会
審
議
で
指
摘
さ
れ
た
責
任
説
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
検
討
に
入
っ
て
ゆ
こ
う
。

(

a

)

責
任
説
の
概
要
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
稿
第
一
章
で
説
明
し
、
各
論
的
問
題
点
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
論
述
で
説
明
し
て
い

る
の
で
、
こ
こ
(
効
果
論
)
で
の
検
討
に
必
要
な
範
囲
で
再
説
明
す
る
。
ま
ず
、
沖
野
幹
事
か
ら
の
問
題
提
起
①
に
応
え
て
お
く
と
、
賀

任
説
に
も
そ
の
中
身
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
今
後
詰
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
と
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
賀
任
説
は
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
論
と
な
る
と
問
題
は
別
で
、
中
身
を
詰
め
て
ゆ
く

必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
点
は
ど
の
説
を
採
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
問
題
は
大
間
的
に
見
て
、
ど
の
よ
う
な
基
本
方

針
を
採
用
す
る
の
が
理
論
的
・
実
務
的
に
妥
当
で
あ
る
か
に
あ
る
、
と
答
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
b
)
次
に
、
債
梅
田
収
機
能
(
事
実
上
の
優
先
弁
済
)
の
当
否
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

(
i
)
取
消
し
の
効
果
と
し
て
現
実
の
取
戻
し
を
要
せ
ず
、
受
益
者
又
は
転
得
者
の
下
に
あ
る
逸
出
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
の
忍
容

に
と
ど
め
る
責
任
説
の
立
場
で
は
、
取
戻
し
の
目
的
が
金
銭
の
場
合
に
は
、
詐
智
行
為
に
よ
っ
て
債
務
者
か
ら
受
益
者
に
(
贈
与
あ
る
い

は
弁
済
な
ど
に
よ
り
)
逸
出
し
た
金
銭
の
回
復
は
、
金
銭
所
有
権
の
特
殊
性
に
よ
り
相
手
方
の
一
般
財
産
に
混
入
し
て
特
定
性
を
失
っ
て

い
る
た
め
、
当
該
詐
害
行
為
の
責
任
的
取
消
判
決
・
強
制
執
行
忍
容
判
決
に
基
づ
き
、
受
益
者
(
文
は
転
得
者
)
の
一
般
財
産
に
対
す
る
、

昨
密
行
為
取

抱

関
す
る

露
の
学
説

露
と
償

程
改
正

E 

三
O

一
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取
消
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
く
強
制
執
行
手
続
き
に
よ
る
債
権
回
収
と
な
る
と
私
見
は
考
え
る
(
な
お
後
注

(
槌
)
参
照
)
。
そ
し
て
、
賞
任
的
反
射
効
の
切
断
に
と
ど
ま
る
賀
任
的
取
消
に
お
い
て
は
、
持
寄
行
為
の
企
部
取
消
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

効
果
は
絶
対
効
で
あ
っ
て
総
債
権
者
に
及
ぷ
か
ら
、
債
務
名
義
を
有
す
る
他
の
債
桶
者
は
、
取
消
債
権
者
の
行
う
強
制
執
行
に
配
当
加
入

が
評
さ
れ
、
四
二
五
条
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
(
な
お
、
ド
イ
ツ
法
と
異
な
る
凹
二
五
条
の
原
則
的
維
持
に
は
賛
成
で
あ

る
)
。
ま
た
強
制
執
行
に
よ
る
俄
櫛
の
回
収
で
あ
る
か
ら
取
消
陥
揃
者
の
相
殺
に
よ
る
優
先
弁
済
は
詐
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
逸
出
財
産
に
つ

い
て
取
戻
し
構
成
を
と
ら
な
い
の
で
、
取
消
債
権
者
優
位
の
和
解
的
解
決
を
促
進
す
る
内
容
の
も
の
と
は
な
ら
な
い
か
ら
、
和
解
的
解
決

に
与
え
る
彫
師
は
中
立
的
で
あ
っ
て
、
制
度
趣
旨
に
も
っ
と
も
適
う
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
で
も
責
任
説
は
合
理
的
で
あ
る
。
な
お
、

財
産
減
少
行
為
額
型
に
お
け
る
詐
害
行
為
取
消
惜
の
行
使
事
例
で
、
相
手
方
の
手
元
に
あ
る
逸
出
財
産
に
対
し
て
取
消
償
概
者
が
な
し
た

強
制
執
行
に
お
い
て
、
そ
の
剰
余
が
取
消
の
相
手
方
に
渡
さ
れ
た
場
合
、
当
該
強
制
執
行
に
配
当
加
入
し
な
か
っ
た
他
の
債
権
者
は
、
そ

の
後
に
当
該
相
手
方
に
か
か
っ
て
ゆ
く
場
合
、
進
出
財
産
は
す
で
に
金
銭
に
換
価
さ
れ
、
そ
の
剰
余
金
が
当
政
相
手
方
に
披
さ
れ
て
そ
の

一
般
財
産
に
混
入
し
て
い
る
の
で
、
沖
野
幹
事
指
摘
の
通
り
、
今
度
は
冊
桔
賠
償
的
な
請
求
と
な
る
。

っ
と
そ
こ
で
、
右
と
同
様
に
回
復
の
目
的
物
が
金
銭
で
あ
る
受
益
者
文
は
転
得
者
に
対
す
る
価
格
賠
償
(
価
額
償
還
)
制
求
の
場
合

は
ど
う
な
る
か
。
賞
任
説
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
価
額
賠
償
義
務
は
当
該
目
的
物
の
返
還
義
務
の
周
行
不
能
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
取

消
の
結
果
と
し
て
回
復
さ
れ
る
物
的
有
限
責
任
が
、
目
的
物
の
費
消
・
盟
担
・
譲
渡
等
に
よ
り
実
現
志
れ
な
い
こ
と
に
基
づ
い
て
、
そ
の

代
償
と
し
て
生
ず
る
人
的
賀
任
と
み
る
(
取
消
の
梱
手
方
の
故
意
過
失
は
不
要
で
あ
り
、
相
皐
ム
H
M

は
、
そ
の
物
ま
た
は
権
利
の
価
額
を
限

度
と
し
て
、
債
務
者
の
負
う
総
債
務
に
つ
き
責
任
〔
他
人
の
債
務
の
た
め
の
一
種
の
人
的
保
証
責
任
H
法
定
責
任
〕
)
を
負
う
。
そ
こ
で
、

こ
の
場
合
に
は
取
消
情
髄
者
は
、
〈
総
伯
樹
者
に
効
果
が
及
ぶ
)
詐
寄
行
為
取
消
訴
訟
に
お
い
て
、
こ
れ
と
併
合
し
て
、
自
己
の
債
権
に

っ
き
、
将
来
の
給
付
請
求
と
し
て
、
こ
の
人
的
保
証
責
任
の
履
行

(
H
金
銭
の
支
払
)
を
取
消
の
相
手
方
に
対
し
て
訴
求
す
る
こ
と
に
な
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【
回
国
}

る
、
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
取
消
自
体
の
効
果
は
総
債
権
者
の
た
め
に
生
ず
る
が
(
責
任
的
取
消
の
限
度
で
絶
対
効
)
、
取
消
債
権
者

が
金
銭
の
支
払
を
命
ず
る
判
決
を
え
て
、
取
消
の
栂
手
方
に
対
し
て
な
す
執
行
は
、
自
己
の
償
栂
の
回
収
の
た
め
に
な
さ
れ
る
執
行
で
あ

る
か
ら
、
被
保
全
倒
櫛
額
が
逸
出
財
産
の
価
額
よ
り
少
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
債
権
額
を
請
求
の
限
度
と
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
し
、

そ
の
執
行
に
よ
っ
て
取
消
債
権
者
が
金
銭
を
取
得
し
た
後
に
、
他
の
債
権
者
が
そ
白
金
銭
か
ら
の
配
当
を
求
め
え
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
、
取
消
債
権
者
が
現
実
上
優
先
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
貨
任
判
決
(
取
消
判
決
)
の
効
果
は
他
の
債
権
者

に
も
及
ぷ
か
ら
(
絶
対
効
〉
、
他
の
情
植
者
は
も
は
や
昨
笹
行
為
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
は
な
く
、
前
記
人
的
保
証
賀
任
の
履
行

(
H
金
銭
の
支
払
)
を
相
手
方
に
対
し
て
訴
求
し
、
取
消
憤
栂
者
が
満
足
を
え
た
残
り
の
額
を
限
度
と
し
て
、
相
手
方
の
一
般
財
産
か
ら
、

そ
の
債
権
に
つ
き
満
足
を
・
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
考
-L
認。

(

C

)

次
に
内
田
委
員
の
質
問
、
す
な
わ
ち
、
金
銭
に
よ
る
弁
済
が
な
さ
れ
、
受
益
者
の
下
で
金
銭
が
特
定
性
を
失
っ
た
と
い
う
偏
頗

行
為
(
弁
済
)
の
事
例
に
お
い
て
、
①
こ
の
行
為
が
昨
笹
行
為
と
し
て
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
賀
任
説
で
は
ど
う
な
る
の
か
、
そ

し
て
、
@
こ
の
場
合
、
取
消
の
相
手
方
は
、
強
制
執
行
を
免
れ
る
た
め
に
任
意
弁
済
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
弁
務
の
掴
草
ム
hu
、
そ

の
後
の
展
開
如
何
、
の
検
討
に
移
ろ
う
。
ま
ず
、
前
段
①
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
取
戻
し
の
目
的
物
が
金
銭
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
た
前

項

(
b
)
の
記
述
が
回
答
と
な
る
。
次
に
@
の
任
意
弁
済
の
可
否
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
み
よ
う
。

取
消
債
権
者
は
、
当
該
昨
害
行
為
の
賀
任
的
取
消
判
決
・
強
制
執
行
忍
容
判
決
に
基
づ
い
て
、
受
益
者
(
文
は
戸
時
者
)
の
一
般
財
産

に
対
す
る
、
取
消
債
植
者
の
債
務
者
に
対
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
く
強
制
執
{
古
手
続
き
に
よ
る
債
樹
回
収
を
為
し
得
る
こ
と
は
前
述
し
た

と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
相
手
方
は
執
行
を
免
れ
る
た
め
に
、
債
務
者
の
債
務
を
任
意
に
弁
爵
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
回
避
で
き

る
こ
と
に
は
何
ら
問
題
は
あ
る
ま
い
。
何
故
な
ら
、
利
害
関
係
の
あ
る
第
三
者
は
債
務
者
の
意
思
に
反
し
て
も
弁
済
で
き
る
の
で
あ
り

(
民
四
七
四
条
二
項
)
、
責
任
的
取
消
判
決
に
よ
り
、
取
消
の
相
手
方
は
一
租
の
物
上
保
証
人
的
立
場
(
物
的
有
限
責
任
て
あ
る
い
は
そ

詐
密
行
為
取
消
慌
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
{
下
指
揮
)

三
O
三
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れ
が
実
現
不
可
能
な
場
合
に
は
そ
の
代
償
た
る
人
的
質
任
(
他
人
の
債
務
の
た
め
の
一
種
の
人
的
保
証
賀
任
)
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、

任
意
弁
済
が
許
さ
れ
な
い
理
由
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
任
意
弁
済
し
た
と
き
は
、
債
植
者
の
弁
済
受
傾
文
曹
の
提
出
に
よ
り
、
債
務
者

が
強
制
執
行
の
停
止
を
求
め
う
る
こ
と
は
法
の
認
め
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
(
民
執
三
九
条
一
項
八
号
)
。
そ
の
後
の
他
の
般
植
者
の

法
的
保
護
に
つ
い
て
は
前
項

(
b〉
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
結
果
は
、
総
括
的
執
行
・
情
算
を
目
的
と
す
る
倒
産
処
理
手
続
上
の
否
紹
描
と
異
な
り
、
破
産
手
続
き
開
始
に
至
っ
て
い
な
い
前

段
階
で
、
個
別
償
栂
者
が
自
ら
の
倒
梅
田
収
つ
ま
り
強
制
執
行
の
単
備
手
続
き
と
し
て
行
使
す
る
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
詐
寄
行

為
取
消
極
制
度
に
特
有
な
効
果
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
も
、
詐
害
行
為
取
消
し
に
よ
る
債
権
者
平
等
の
実
現
に
は
制
約
が
あ
る
。
詐
害
行

為
取
消
掘
を
倒
産
法
上
の
否
認
掘
と
類
似
の
制
度
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
制
度
を
で
き
る
だ
け
総
債
権
者
の
た
め
の
制
度
に
純
化
さ
せ
、

個
別
債
権
者
の
情
梅
田
収
機
能
を
否
定
あ
る
い
は
制
限
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
委
員
会
試
案
」
で
は
、
取
消
の
相
手
方
の
任
意
弁
請
を
認

め
な
い
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
そ
の
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
か
、
明
文
の
規
定
を
新
た
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

を
う(
d る)
倍以

罪上

5号
訴2
.よ

ちE

f需
品盤
自著
書量
は主

要宗
主主 り

主違
和の
t... 支
毛払
対を

霊害
島て
壱し
有ま
すつ

ると
か.
を毒E
み実
て上
お独
こA 占
う想的

ま優
ず先
、的

取に
消講
師足

栂
者
が
取
戻
金
銭
か
ら
債
権
の
満
足
を
受
け
る
方
法
に
つ
き
強
制
執
行
説
を
採
用
し
た
上
で
、
取
消
債
植
者
の
執
行
前
に
、
他
の
債
権
者

が
自
ら
強
制
執
行
な
い
し
は
仮
差
押
を
な
す
と
い
う
方
法
(
実
効
性
は
あ
ま
り
な
ど
以
外
に
は
、
債
務
者
の
破
産
を
申
し
立
て
る
方
法

し
か
な
い
。
破
産
に
な
れ
ば
、
多
く
の
場
合
破
産
管
財
人
は
取
消
債
権
者
が
取
り
戻
し
た
も
の
を
破
産
財
団
へ
取
り
返
す
こ
と
が
で
き

〔
破
-
六
O
、
=
ハ
一
、
二
ハ
ニ
、
二
ハ
五
、
七
一
)
、
も
し
い
ま
だ
取
消
訴
訟
の
係
属
中
で
あ
れ
ば
そ
の
訴
訟
手
続
は
中
断
し
、
破
産
管
財
人

が
こ
れ
を
受
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
(
破
四
五
)
、
他
の
債
権
者
は
取
消
償
栂
者
と
平
等
な
割
合
で
取
り
戻
し
た
も
の
か
ら
配
当
を
受
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け
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
実
状
で
は
、
破
産
手
続
は
周
知
の
よ
う
に
時
間
と
費
用
の
点
で
問
題
が
あ
り
、
こ
の
方
法
は

あ
ま
り
実
効
性
が
な
い
。
そ
こ
で
、
他
の
債
権
者
と
し
て
は
、
自
分
も
債
権
者
取
消
植
を
主
張
し
て
別
訴
を
提
起
し
、
弁
論
を
併
合
し
て

A
m
別
日

も
ら
う
か
、
も
し
く
は
他
の
債
楠
者
の
提
起
し
た
取
消
訴
訟
に
参
加
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
ま
ず
考
え
う
る
。
つ
ぎ
に
、
す
で
に
取
消

訴
訟
が
終
了
し
て
お
り
、
そ
れ
に
参
加
す
る
余
地
も
な
い
場
合
に
は
、
取
消
債
権
者
の
掌
中
に
金
銭
が
入
る
前
に
、
将
来
発
生
す
る
債
務

者
の
取
戻
金
銭
の
返
還
翻
求
櫛
を
、
債
務
者
に
対
す
る
債
務
名
義
に
も
と
づ
き
、
差
押
な
い
し
仮
差
押
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
、
と
の

見
解
が
あ
る
。

〈

e)
さ
ら
に
、
種
用
的
会
社
分
割
や
事
業
鶴
渡
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
会
祉
法
改
正
試
案
は
、
沖
野

幹
事
や
神
作
幹
事
指
摘
の
よ
う
に
、
分
割
会
社
又
は
事
業
譲
渡
し
た
会
社
の
残
存
債
権
者
に
、
承
継
会
社
に
対
す
る
直
接
請
求
権
を
与
え

る
こ
と
で
そ
の
救
済
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
詐
害
行
為
取
消
備
制
度
と
は
別
途
独
立
し
た
新
た
な
制
度
と
し
て
策
定
さ
れ

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
詐
害
行
為
取
消
極
の
主
顎
は
別
途
可
能
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
法
に
は
、
会
社
文
は
邸
業
醸
渡
し
た
会
祉
の
残
存
債
権
者
に
、
承
継
会
社
に
対
す
る
直
接
蹄
求
梱
を
与
え
る
こ
と
で

そ
の
救
演
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
の
規
棒
と
類
似
の
機
能
を
持
つ
制
度
が
す
で
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
国
税
徴
収
法
に
お
け
る

第
二
次
納
税
義
務
制
度
(
図
税
徴
収
法
三
二
条
以
下
)
で
あ
る
。
た
と
え
ば
国
税
滞
納
者
が
当
肱
国
税
の
法
定
納
期
限
後
に
そ
の
所
有
財
産

を
自
己
の
債
権
者
に
譲
渡
担
保
と
し
て
提
供
し
、
納
税
資
力
に
不
足
を
き
た
し
た
場
合
、
詐
苦
行
為
取
消
権
の
行
使
と
は
別
個
に
、
国
は
、

当
該
菰
渡
担
保
財
産
か
ら
納
税
者
の
国
税
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
国
税
徴
収
法
ニ
四
条
一
項
、
譲
渡
担
保
栂
者
の
物
的
納
税
賞
任
)
。

そ
の
際
、
そ
の
譲
渡
担
保
植
者
は
国
税
滞
納
者
の
負
担
し
て
い
る
納
税
義
務
に
つ
き
第
二
次
納
税
義
務
者
と
み
な
さ
れ
、
徴
収
職
員
は
そ

の
謡
渡
担
保
財
産
に
つ
き
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
法
同
条
三
項
)
。
ま
た
、
滞
納
者
が
当
該
国
税
の
法
定
納
期
限
一
年

前
に
、
そ
の
所
有
財
産
を
無
償
ま
た
は
著
し
く
低
い
対
価
で
譲
渡
し
た
場
合
、
受
益
者
に
現
存
利
益
の
限
度
で
(
そ
の
者
が
親
族
等
の
場

詐
書
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
(
下
森
}

三
O
五
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学
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体

m
=
o色
第

三

号

一O穴

合
は
受
け
た
利
益
の
限
度
で
)
第
二
次
納
税
義
務
が
課
さ
れ
、
国
は
こ
れ
ら
の
者
に
直
接
納
税
調
求
が
で
き
る
(
同
法
三
九
条
三
こ
れ
は

ま
さ
に
、
他
人
の
〈
納
税
)
債
務
に
つ
い
て
の
責
任
を
法
律
の
規
定
に
よ
り
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
の
手
中
に
あ
る
債
務
者
の

逸
出
財
産
へ
の
執
行
を
可
能
と
す
る
避
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
執
行
法
に
、
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
な
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
制
度
(
あ

る
い
は
昨
害
行
為
取
消
掘
に
つ
き
責
任
説
的
発
想
)
が
あ
れ
ば
第
二
次
納
税
義
務
を
わ
ざ
わ
ざ
課
す
ま
で
も
な
く
、
執
{
打
法
上
の
制
度
な

い
し
は
責
任
法
上
の
制
度
と
し
て
制
度
構
築
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
い
た
め
、
第
二
次
納
税
義
務
を
法

律
上
却
す
と
い
う
媒
介
項
を
介
し
て
、
執
行
〔
滞
納
処
分
〕
を
可
能
と
す
る
道
を
聞
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
い
わ
ば
実
体
法

上
の
義
務
と
し
て
第
三
者
に
直
接
の
納
税
義
務
を
課
し
た
た
め
に
、
第
一
次
納
税
義
務
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
第
二
次
納
税
義
務
賦
課

の
反
射
的
効
果
と
し
て
、
(
価
格
賠
償
の
場
合
以
外
に
)
第
三
者
の
一
般
財
産
に
も
執
行
が
可
能
と
な
る
場
合
が
生
じ
、
そ
の
者
の
債
権

〔
悶
}

者
と
の
聞
や
時
効
問
題
な
ど
で
複
雑
な
問
題
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
会
社
法
改
正
試
案
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
問
題
が
生
ず
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

沖
野
幹
事
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
会
悼
法
改
正
試
案
の
規
律
と
責
任
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
、
取
消

値
幅
者
の
強
制
執
行
後
に
、
当
該
執
行
に
参
加
し
な
か
っ
た
他
の
債
権
者
の
権
利
行
使
の
方
法
に
つ
い
て
両
者
に
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
、

そ
し
て
も
し
差
異
が
あ
る
と
す
れ
ば
(
つ
ま
り
賀
任
説
が
最
初
の
強
制
執
行
で
打
ち
切
り
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
〉
、
個
別
修
正
説
の
下
で

一
目
一
責
任
財
産
を
回
復
し
て
、
剰
余
が
あ
っ
た
場
合
に
は
「
受
益
者
」
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
責
任
説
と
実
質
は
近
く
な
り
、

賀
任
説
を
採
用
し
な
く
て
も
、
そ
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
制
度
構
築
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
責
任
説
を
採
れ

ば
シ
ン
プ
ル
に
な
る
、
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
、
と
指
摘
し
た
。
責
任
説
に
立
つ
私
見
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
項

(
b
)
で
述

べ
た
と
お
り
、
最
初
の
強
制
執
行
に
参
加
し
な
か
っ
た
他
の
債
権
者
は
、
最
初
の
強
制
執
行
の
剰
余
の
範
囲
で
、
さ
ら
に
相
手
方
に
か
か

っ
て
ゆ
け
る
と
考
え
る
の
で
会
祉
法
の
試
案
と
こ
の
点
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
剰
余
が
あ
っ
た
場
合
に
は
「
債
務
者
に
支
払
わ
れ
る
」

Hosei University Repository



と
す
る
立
場
を
と
る
個
別
修
正
説
の
立
坊
を
「
受
益
者
に
支
払
わ
れ
る
」
も
の
と
変
え
る
の
は
、
そ
の
主
摂
す
る
効
果
論
に
大
き
な
変
更

を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
個
別
修
正
説
の
全
体
構
想
が
崩
塙
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
よ
う
に
患
わ
れ
る
が
、
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

最
高
裁
は
平
成
ニ
四
年
一

O
月
一
二
日
に
濫
用
的
会
社
分
旬
行
為
に
つ
き
詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
を
認
め
た
が
、
濫
用
的
会
社
分
割

行
為
に
よ
っ
て
害
さ
れ
た
残
存
債
権
者
の
保
護
は
詐
寄
行
為
取
消
権
制
度
に
一
本
化
し
て
、
賀
任
説
的
発
想
の
下
に
新
設
会
社
に
移
さ
れ

た
財
産
へ
の
強
制
執
行
で
問
題
解
決
を
図
る
の
が
、
第
二
次
納
税
義
務
が
抱
え
る
問
題
点
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
妥
当
と
考
え
問
。

〈

f
)
最
後
に
、
高
須
幹
事
の
提
案
す
る
「
責
任
説
に
基
づ
く
条
項
案
の
骨
子
」
と
「
委
員
会
試
案
」
提
寮
の
条
文
案
と
を
比
較
す
れ

ぱ
、
ど
ち
ら
が
簡
明
か
は
一
目
瞭
然
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
質
任
的
取
消
し
の
効
果
と
し
て
一
般
の
先
取
特
椛
の
発
生
を
認
め
る
場
合
に

つ
い
て
は
神
尾
コ
メ
ン
ト
参
照
。

(5) 
費
用
償
週
蹄
求
権

費
用
償
還
請
求
権
に
つ
い
て
「
委
員
会
試
案
」
は
、
「
取
消
債
権
者
は
、
回
復
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
、
他
の
債
権
者
に
先
立
っ
て
、

詐
寄
行
為
取
消
訴
訟
に
閲
す
る
慣
用
償
還
制
求
権
の
弁
簡
を
受
け
る
掘
利
を
有
す
る
」
も
の
と
す
る
(
【
ω・
「
戸
コ
〈

3
〉
】
)
。
こ
れ
を
受

け
て
、
「
中
間
的
論
点
整
理
」
は
、
債
務
者
に
対
す
る
質
問
償
還
諮
求
楠
及
び
共
益
費
用
に
閲
す
る
一
般
の
先
取
特
描
の
付
与
に
つ
い
て

の
検
討
に
闘
し
、

コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

開
府
償
還
請
求
摘
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
を
お
く
こ
と
、
及
び
共
益
慣
用
に
つ
い
て
の
一
般
の
先
取
特
融
を
付
与
す
る
こ
と
に
は
賛
成

で
あ
る
。
責
任
説
の
立
場
で
も
こ
の
規
定
の
明
文
化
は
望
ま

L
時。

詳
待
行
為
般
消
慌
に
関
す
る
近
坊
の
学
説
岡
田
開
と
俄
織
法
改
正
(
下
蒜
)

三
O
七
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学
志
休

第
一
一

O
巻

第
三
号

-0・八

(
6
)
 
受
益
者
・
転
得
者
の
地
位

(
ア
)

債
務
消
滅
行
為
が
取
消
さ
れ
た
場
合
の
受
益
者
の
債
権
の
復
活

(
i
)
「
委
員
会
試
案
」
は
、
受
益
者
も
ま
た
債
権
者
の
一
人
で
あ
り
、
詐
害
行
為
が
弁
済
等
の
債
務
消
滅
行
為
で
あ
っ
た
と
き
、
仮
に

債
務
消
滅
行
為
を
詐
害
行
為
取
消
極
の
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
弁
済
等
を
受
け
た
受
益
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
債
権
が
復
活
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
(
【
ω・N
・
?
-
a
(
日
)
】
)
。
こ
の
場
合
、
受
益
者
は
復
活
し
た
こ
の
債
権
に
基
づ
い
て
、
自
ら
強
制
執
行
手
続
き
を
取
り
、
あ

る
い
は
取
消
債
植
者
の
な
す
強
制
執
行
に
お
い
て
配
当
要
求
を
為
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
(
【
ω
-
N・
?
-
3】
)
。
し
か
し
、
配
当
要

求
に
は
債
務
名
義
が
必
要
で
あ
り
、
と
く
に
取
戻
し
の
目
的
物
が
金
銭
の
場
合
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
定
の
制
約
が
あ
る
と
は
い
え
取

消
債
権
者
に
相
殺
に
よ
る
優
先
弁
済
が
許
さ
れ
る
の
で
実
効
性
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
れ
が
あ
る
の
は
剰
余
が
あ
る
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
剰

余
が
供
託
さ
れ
て
い
る
場
合
は
別
と
し
て
、
取
消
債
権
者
に
は
剰
余
を
供
託
す
る
こ
と
は
義
務
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
債
務
者
に
返
還
す

る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
債
務
者
に
返
還
さ
れ
れ
ば
無
資
力
債
務
者
は
直
ち
に
こ
れ
を
消
費
す
る
可
能
性
が
高
く
、
実
効
性

は
低
い
。
ま
た
、
取
戻
し
の
目
的
物
が
金
銭
以
外
の
財
産
(
代
物
弁
済
の
事
例
等
)
の
場
合
で
も
、
動
産
の
場
合
は
、
民
事
執
行
法
上
、

執
行
手
続
き
参
加
や
配
当
要
求
に
一
定
の
制
約
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
、
実
効
性
は
低
い
。
こ
れ
ら
の
難
点
は
、
「
委
員
会
拭
案
」
の

解
説
も
自
ら
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
現
行
の
強
制
執
行
制
度
自
体
が
、

一
定
時
期
ま
で
に
債
務
名
義
を
取

持
し
た
者
に
手
続
へ
の
参
加
を
限
定
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て
お
り
、
強
く
債
術
者
平
等
の
結
果
の
実
現
を
志
向
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の

実
現
は
倒
産
処
理
手
続
き
に
委
ね
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
難
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
現
行
の
民
事
執

(
鈴
}

行
・
倒
産
法
制
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
か
ら
仕
方
が
な
い
?
)
と
割
り
切
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
詐
害
行
為
取
消
憶
を
倒
産
法
上
の

否
認
権
と
類
似
の
制
度
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
制
度
を
で
き
る
だ
け
総
債
権
者
の
た
め
の
制
度
に
純
化
さ
せ
、
個
別
債
権
者
の
債
権
回
収

機
能
を
否
定
あ
る
い
は
制
限
し
て
行
こ
う
と
の
基
本
方
針
の
貫
徹
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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〈

H
H
M
)

責
任
説
を
と
る
私
見
も
ま
た
、
債
務
消
誠
行
為
が
取
補
さ
れ
た
場
合
に
受
益
者
の
債
権
の
複
活
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

場
合
、
当
該
行
為
の
賞
任
的
取
消
の
結
果
、
債
務
者
か
ら
給
付
さ
れ
た
当
該
財
産
(
金
銭
お
よ
び
そ
の
他
の
財
産
〉
は
、
従
前
と
同
様
に

債
務
者
の
責
任
財
産
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
復
活
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
一
般
的
に
担
保
し
て
い
た
受
益
者
の
債
描
も
ま
た
当

然
復
活
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
受
益
者
は
、
取
消
債
権
者
の
な
す
強
制
執
行
に
際
し
て
配
当
加
入
を
為
し
得
る
と
解
す
る
。
そ
こ

で
、
前
記
「
委
員
会
試
案
」
と
同
様
の
難
点
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
詐
害
行
為
の
成
立
制
限
に
よ
る
こ
の
難
点
の
回
避
、
さ

ら
に
は
、
物
権
的
絶
対
的
無
効
・
全
部
取
戻
し
を
認
め
な
い
こ
と
で
、
こ
の
難
点
の
多
く
は
回
避
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
弁
済
の

辞
書
性
に
つ
い
て
は
、
判
例
法
理
同
様
、
原
則
と
し
て
こ
れ
を
否
定
し
、
内
部
者
へ
の
弁
済
等
不
当
な
抜
け
駆
け
的
弁
済
や
通
謀
的
苦
意

あ
る
場
合
に
限
り
こ
れ
を
認
め
、
取
消
の
効
果
と
し
て
、
責
任
の
回
復
・
受
益
者
の
債
権
の
復
活
を
認
め
る
が
、
信
義
則
上
、
四
二
五
条

に
い
う
総
債
拙
者
か
ら
こ
の
受
益
者
を
排
除
し
て
そ
の
配
当
要
求
を
昭
め
ず
、
視
活
し
た
償
栂
は
債
務
者
に
対
す
る
行
使
に
と
ど
め
る
。

こ
の
結
果
は
、
先
に
弁
請
を
受
け
た
債
権
者
(
受
益
者
)
の
保
護
に
欠
け
る
と
の
批
判
は
あ
ろ
う
が
、
通
謀
的
害
意
が
あ
る
以
上
、
受
益

者
は
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
(
因
み
に
、
私
見
は
昨
害
行
為
後
に
債
権
を
取
得
し
た
一
般
債
樹
者
に
つ
い
て
は
配
当
要
求
を
認
め
る
立
場
で

あ
る
。
こ
の
点
は
当
初
の
否
定
説
を
変
え
て
い
る
)
。

(
m
m
m
)

つ
い
で
、
代
物
弁
高
の
場
合
に
は
、
私
見
は
、
判
例
法
理
と
同
線
、
相
当
価
格
の
場
合
で
も
昨
密
行
為
取
消
し
及
び
債
掘
の
彼

活
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
通
謀
的
寄
窓
が
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
れ
が
な
い
単
な
る
悪
意
の
場
合
に
は
、
受
益
者
に
配
当
要
求
を
認

め
る
。
な
お
、
賀
任
税
で
は
、
こ
の
崎
合
、
受
益
者
の
所
有
に
帰
し
、
か
っ
そ
の
手
元
に
あ
る
逸
出
財
産
へ
の
強
制
執
行
と
な
る
か
ら
、

自
己
の
配
当
を
受
け
た
後
で
も
(
ま
た
は
、
通
謀
的
寄
意
の
故
に
あ
る
い
は
債
務
名
義
の
取
得
が
間
に
合
わ
ず
配
当
要
求
が
出
来
な
く
と
九回】

も
)
、
な
お
剰
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
受
益
者
に
被
さ
れ
る
点
が
「
委
員
会
試
案
」
と
異
な
り
、
受
益
者
の
損
失
は
少
な
く
な
る
。

(
イ
)
財
産
減
少
行
為
あ
る
い
は
期
限
前
弁
演
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
の
受
益
者
の
反
対
給
付
の
被
い

辞
書
行
為
取
消
俄
に
関
す
る
近
時
の
学
鋭
展
開
と
債
権
法
改
正
{
下
森
)

三
O
九
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学
志
休
第
一
一

O
巻
第
三
号

三一

O

(
i
)
「
委
員
会
試
案
」
は
、
財
産
減
少
行
為
〈
限
価
売
却
)
や
期
限
前
弁
済
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
の
受
益
者
の
反
対
給
付
の
扱
い
に

つ
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
受
益
者
の
な
し
た
債
務
者
に
対
す
る
反
対
給
付
の
価
額
の
償
還
請
求
権
を
認
め
て
そ
れ
に
基
づ
く
配
当
要

求
を
許
し
、
し
か
も
、
先
取
特
権
を
認
め
て
優
先
植
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
昨
智
行
為
当
時
、
反
対
給
付
と
し
て
取
得
し
た
財
産
に
つ
い

て
債
務
者
が
臨
匿
等
の
処
分
を
す
る
意
思
を
有
し
、
受
益
者
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
と
す
る
(
【
ω
-
F
N
・

=
】
〈
2
〉
)
。
こ
れ
を
受
け
て
「
中
間
的
論
点
整
理
」
は
、
「
取
消
債
権
者
が
詐
智
行
為
取
消
植
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
益
者
が
債

務
者
か
ら
取
得
し
た
財
産
を
返
還
し
た
場
合
に
お
い
て
、
受
益
者
は
、
そ
の
財
産
を
取
得
し
た
臨
に
債
務
者
に
反
対
給
付
を
し
て
い
た
と

き
で
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
そ
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
取
消
債
権
者
が
現
実
に
被
保
全
債
権
の
満
足
を
受
け
た
と
き
に
限
っ
て
、

債
務
者
に
対
し
て
不
当
利
得
の
返
過
を
諦
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
破
産
法
上
は
、
受
益
者
の

反
対
給
付
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
財
団
債
権
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
の
盤
合
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
取
り
消
さ

れ
た
詐
智
行
為
に
お
い
て
受
益
者
が
反
対
給
付
を
し
て
い
た
場
合
に
は
、
取
消
償
栂
者
や
他
の
俄
植
者
に
優
先
し
て
、
そ
の
反
対
給
付
の

返
還
文
は
そ
の
価
額
の
償
還
を
硝
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
仮

に
受
益
者
に
優
先
的
な
価
額
償
週
蹄
求
掘
を
認
め
る
場
合
に
は
、
取
消
憤
櫛
者
の
費
用
償
還
鵬
求
権
と
の
優
劣
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検

(
鎚
)

討
し
て
は
ど
う
か
。
」
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

〈H
H
U
)

個
別
的
情
描
回
収
の
硝
備
手
続
き
で
あ
る
詐
密
行
為
取
消
植
の
場
合
に
は
、
破
産
法
上
の
処
理
と
異
な
り
、
受
益
者
の
反
対
給

付
の
返
還
文
は
価
額
償
還
請
求
権
の
優
先
的
行
使
を
認
め
な
い
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
、
責
任
説
の
下
で
は
、
取
消
し
の
効

果
は
賀
任
的
反
射
効
の
切
断
に
止
ま
り
、
債
務
者
受
益
者
聞
の
取
引
行
為
の
効
果
は
有
効
で
あ
る
の
で
、
反
対
給
付
の
返
還
問
求
権
が
発

生
し
な
い
か
ら
、
反
対
給
付
の
返
還
問
題
は
生
じ
な
い
。
受
益
者
は
、
取
消
償
栂
者
が
受
益
者
の
手
元
に
あ
る
逸
出
財
産
へ
の
強
制
執
行

に
よ
り
、
現
実
に
被
保
全
債
権
の
満
足
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
た
範
囲
で
、
他
人
の
債
務
の
弁
請
に
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よ
る
求
償
権
を
取
得
し
、
さ
ら
に
弁
済
に
よ
る
代
位
を
主
張
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
場
合
、
情
務
省
は
簸
資
力
で
あ
る
の
が
通
常
だ
か
ら
実
効
性
が
な
く
、
受
益
者
と
し
て
は
拙
務
者
の
資
力
の
回
飽
を
待
つ
ほ
か
な

い
の
で
、
そ
の
保
護
に
欠
け
る
と
の
批
判
は
あ
ろ
う
が
、
受
益
者
の
取
引
安
全
の
保
謹
は
、
ま
ず
、
そ
の
主
観
的
要
件
(
善
意
)
あ
る
い

は
詐
智
行
為
成
百
の
総
合
的
相
関
的
判
断
で
図
ら
れ
、
さ
ら
に
取
消
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、
受
け
入
れ
た
逸
出
財
産
は
債
務
者
に
返

還
さ
れ
ず
、
こ
の
財
産
に
対
し
て
取
消
債
権
者
が
な
し
た
強
制
執
行
に
お
い
て
余
剰
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
残
余
財
産
は
受
益
者
の

下
に
と
ど
ま
る
の
で
、
こ
の
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
「
委
員
会
試
案
」
に
比
べ
、
受
益
者
の
保
護
に
手
厚
い
結
果
と
な
る
。
賀
伝
説
を
採

用
し
な
い
場
合
で
も
、
判
例
の
相
対
的
無
効
の
立
場
及
び
取
消
の
範
囲
を
原
則
と
し
て
取
消
伯
揃
者
の
被
保
全
的
櫛
加
に
限
る
立
場
を
純

持
し
、
反
対
給
付
の
返
還
あ
る
い
は
償
還
請
求
権
を
認
め
ず
、
前
述
の
よ
う
な
他
人
の
債
務
の
弁
済
構
成
で
処
理
す
る
の
が
、
簡
明
か
っ

妥
当
と
考
え
る
。
債
務
省
に
対
す
る
反
対
給
付
の
価
額
の
償
迎
消
求
櫛
を
認
め
て
そ
れ
に
基
づ
く
配
当
要
求
を
許
し
、
し
か
も
先
取
特
櫛

を
認
め
て
優
先
権
を
与
え
る
試
案
の
立
場
は
、
詐
害
行
為
取
消
権
制
度
の
持
つ
詐
害
行
為
の
抑
止
機
能
を
奪
い
、
詐
笹
行
為
を
助
長
す
る

点
で
、
金
融
取
引
秩
序
を
寄
す
る
結
果
を
生
む
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

先
に
要
件
論
(
代
物
弁
済
〉
で
指
摘
し
て
お
い
た
ご
と
く
、
経
済
的
窮
墳
に
あ
る
債
務
者
の
資
金
調
達
等
の
安
定
性
確
保
、
弁
済
や
代

物
弁
済
等
の
債
権
回
収
行
為
の
安
定
性
確
保
に
対
す
る
実
務
界
の
要
請
と
い
う
、
も
っ
と
も
な
名
目
の
裏
側
に
潜
む
現
実
的
問
題
点
も
見

活
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
金
融
取
引
秩
序
の
維
持
、
さ
ら
に
は
、
情
報
に
疎
く
、
強
力
で
も
な
い
他
櫛
者
の
保
護
に
も
窓
を
尽
く
す
べ
き

で
あ
り
、
詐
害
行
為
発
生
の
抑
制
機
能
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

(
ウ
)
転
得
者
の
反
対
給
付
の
控
い

(--a)

転
得
者
の
反
対
給
付
の
鍛
い
に
つ
い
て
、
「
委
員
会
試
案
」
は
、
転
得
者
が
反
対
給
付
を
し
て
い
た
場
合
(
逸
出
財
産
の
購
入
)
、

あ
る
い
は
倒
掘
を
消
滅
さ
せ
て
い
た
場
合
(
逸
出
財
産
を
受
益
者
か
ら
代
物
弁
揖
と
し
て
取
得
)
に
は
、
返
還
等
を
行
っ
た
転
得
者
は
、

骨
川
容
行
為
取
消
椴
に
関
す
る
近
持
の
学
説
展
開
と
債
総
法
改
正
(
下
際
)

一一一一
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語

学

怠

林

第

二

O
巻

第

三

号

一ー一一ー一

債
務
者
の
責
任
財
産
と
し
て
回
復
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
権
利
行
使
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
権
利
行
使
は
、
受
益
者
に
対

し
て
詐
害
行
為
取
消
描
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
受
益
者
が
で
き
た
掘
利
を
代
位
行
使
す
る
も
の
と
す
る
(
【
ω・

?
N
-
E
(
4
)
(
5
)

(
6
)
】
)
。
し
た
が
っ
て
、
転
得
者
の
権
利
行
使
は
、
基
礎
と
な
る
受
益
者
の
描
利
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
受
益
者
の
場
合
に
は
、
反
対

結
付
と
し
て
の
新
た
な
出
摘
の
場
合
と
債
植
回
収
に
伴
う
債
植
の
消
誠
の
場
合
と
で
扱
い
が
異
な
る
の
に
対
し
、
転
得
者
に
つ
い
て
は
そ

の
前
者
で
あ
る
受
益
者
(
転
々
得
者
の
場
合
は
転
得
者
)
か
ら
新
た
な
取
引
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
、
そ
れ
に
対
し
て
反
対
給
付
を
し

た
場
合
も
、
債
権
の
回
収
と
し
て
財
産
を
取
得
し
、
そ
れ
に
よ
り
自
己
の
債
権
を
消
滅
さ
せ
た
場
合
も
、
こ
の
限
り
で
は
と
も
に
出
掴
と

し
て
同
列
に
扱
う
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
持
母
者
に
よ
る
栂
利
行
使
の
範
囲
は
興
得
者
が
そ
の
前
者
に
対
し
て
し
た
出
掴
に
相
当
す
る

範
囲
に
制
限
さ
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
「
中
間
的
論
点
整
理
」
は
、
破
産
法
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
受
益
者
の
場
合
と
同
様
、
「
仮
に
受
益
者
に
優
先
的
な
価

額
償
還
荊
求
掘
を
認
め
る
場
合
に
は
(
前
記
(
イ
)
参
照
)
こ
れ
と
の
均
衡
を
保
つ
観
点
か
ら
、
転
得
者
が
前
者
に
対
し
て
し
た
反
対
給

付
の
価
額
を
優
先
的
に
回
収
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
」
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を
求

(鈎】

め
た
。

〈

U
H
U
)

詐
害
行
為
取
消
極
の
場
合
に
は
、
前
記
(
イ
)
で
述
べ
た
よ
う
に
受
益
者
の
反
対
給
付
の
返
還
文
は
価
額
返
還
舗
求
権
の
優
先

的
行
使
を
認
め
な
い
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
の
で
、
同
様
の
趣
旨
か
ら
、
転
得
者
の
前
者
に
対
す
る
反
対
給
付
の
価
額
の
優
先
回
収
を
認

め
る
必
要
も
な
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
前
記
(
ア
)
、
(
イ
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
賞
任
説
の
下
で
は
、
取
消
し
の
効
果
は
責
任
的
反

射
効
の
切
断
に
止
ま
り
、
債
務
者
受
益
者
聞
の
取
引
行
為
は
有
効
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
後
の
一
連
の
取
引
行
為
も
有
効
で
あ

る
か
ら
、
前
者
に
対
す
る
反
対
給
付
の
返
還
郡
求
権
が
発
生
せ
ず
、
反
対
給
付
の
返
趨
問
題
は
生
じ
な
い
。
持
母
者
は
、
取
消
償
拙
者
が

転
得
者
の
手
元
に
あ
る
逸
出
財
産
へ
の
強
制
執
行
に
よ
り
、
現
実
に
被
保
全
債
権
の
満
足
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
債
務
者
が
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債
務
を
免
れ
た
範
囲
で
、
直
接
債
務
者
に
対
し
て
、
他
人
の
債
務
の
弁
済
に
よ
る
求
債
権
を
取
得
し
、
さ
ら
に
弁
済
に
よ
る
代
位
を
主
彊

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
悪
意
の
受
益
者
に
対
す
る
追
奪
担
保
責
任
の
追
及
も
一
定
限
度
で
許
さ
れ
る
こ
と
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
「
相
対
的
構
成
」
を
と
り
受
益
者
が
普
意
の
場
合
で
も
転
得
者
が
悪
意
の
場
合
に
は
詐
害
行
為
取
消
を
認
め
る
と
し
た
場
合
に
は
、

円

mv

善
意
の
受
益
者
に
対
す
る
追
帯
担
保
賀
任
の
追
及
は
併
さ
れ
な
い
旨
の
明
文
規
定
を
設
け
る
の
が
よ
か
ろ
う
。

(ω
〉
本
文
(
ア
)
、
(
イ
)
、
〔
ウ
)
に
つ
き
、
前
抱
『
詳
解
』
四
七
六
以
下
の
条
文
、
提
案
要
旨
お
よ
び
解
説
参
照
。

(
創
〉
附
倒
『
終
解
』
四
九
五
、
四
九
六
。

〔
帥
脳
〉
詳
細
は
、
前
掲
『
詳
解
』
四
七
八
以
下
の
提
案
要
旨
お
よ
び
解
説
多
照
。

〔
鈎
)
三
ヶ
月
$
『
民
嚇
執
行
法
』
二

O
五
以
下
、
と
く
に
-
ご
ニ
品
世
間
。
な
お
、
償
縮
回
収
憐
能
(
事
実
上
の
優
先
弁
済
)
の
当
否
を
め
ぐ
る
現
行
法
の
解
釈

治
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
議
前
掲
『
新
注
民
』
〔
凶
}
H
九
三
三
以
下
参
照
。

【
山
田
}
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
筋
線
治
に
つ
い
て
は
、
削
指
『
時
間
巴
四
八
六
以
下
、
前
回
向
『
補
足
説
明
』
八
四
・
八
五
参
照
。
ま
た
、
優
先
弁
演
に
関
す
る
郎
会

審
織
に
つ
い
て
は
、
第
四
二
回
部
会
審
議
(
ニ

O
一
ニ
・
三
・
六
)
議
事
録
参
照
。

(
邸
)
第
一
読
会
で
の
審
議
後
、
第
二
読
会
周
に
法
務
省
民
事
局
が
作
成
し
た
部
会
資
科
三
五
に
は
、
第
一
能
会
の
審
議
を
踏
ま
え
て
、
「
委
員
会
試
案
」
と
異

な
る
内
容
の
制
度
の
在
り
方
を
示
す
記
述
が
あ
る
と
い
う
。
す
は
わ
ち
、
ま
ず
、
①
詳
密
行
為
取
消
悩
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
個
別
修
正
鋭
を

維
持
し
、
「
取
消
倒
梅
者
が
、
訴
え
を
も
っ
て
債
務
省
が
し
た
詳
害
行
為
の
取
消
を
舗
求
し
、
取
消
し
の
効
果
を
取
消
償
楢
者
、
債
務
者
及
び
受
益
者
又
は
転

向
者
と
の
聞
で
生
じ
さ
せ
、
か
っ
、
当
時
幽
昨
密
行
為
に
よ
り
逸
出
し
た
財
産
が
あ
る
地
合
に
は
受
益
者
又
は
転
得
者
に
対
し
て
当
館
泡
幽
財
産
の
取
戻
を
舗
求

す
る
制
度
」
と
理
解
し
よ
う
と
指
鏑
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
@
祥
智
行
為
取
消
砲
の
行
使
に
よ
り
、
受
益
者
文
は
転
得
者
が
逸
出
財
密
で
あ
る
金
銭
そ
の
他

の
動
産
を
返
還
す
べ
き
場
合
文
は
逸
出
財
産
の
価
額
を
償
還
す
べ
き
燭
合
に
は
、
取
消
償
細
者
は
、
受
益
者
又
は
伝
得
者
に
対
し
、
也
悼
碑
自
己
へ
の
引
き
渡
し

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
線
定
を
投
け
る
も
の
と
し
て
は
ど
う
か
、
と
し
て
取
消
償
椴
者
へ
の
臨
按
の
引
渡
し
締
求
櫛
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、

@
受
益
者
文
は
転
得
者
が
返
還
又
は
償
還
す
べ
き
金
銭
を
取
消
債
権
者
に
対
し
て
直
接
引
き
渡
す
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
取
消
債
権
者
が
そ
の
金
銭
の
債
務

省
へ
の
返
還
俄
務
と
債
務
者
に
対
す
る
彼
保
全
俄
伽
と
の
相
殺
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
終
止
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
、

と
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
③
の
点
は
「
委
員
会
試
申
告
」
に
か
か
る
個
別
修
正
説
A
案
の
内
容
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
@
後
保
全
僚
組
の
額
が
詐
笹
行
為
の
巨
的

で
あ
る
財
産
の
価
額
に
満
た
ず
、
か
っ
、
そ
の
財
産
が
・
過
分
で
あ
る
吻
合
に
は
、
取
消
債
継
者
は
、
彼
保
全
償
備
の
額
の
範
闘
で
の
み
綜
省
行
為
を
取
り
消
す

辞
書
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
(
下
蒜
〉

一一一一一ー一
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法
学
窓
林

第
一
一

O
怨

第
三
号

=
二
回

こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
う
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
も
提
案
し
、
こ
の
鍵
察
に
お
い
て
も
個
別
修
正
説
A
案
と
誕

な
る
可
能
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
高
須
幹
事
は
こ
の
変
化
を
評
価
し
つ
つ
も
、
し
か
し
、
部
会
資
料
が
個
別
修
正
説
に
引
き
続
き
依
拠
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
問
題
点
を
残
す
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
法
ハ
似
〉
で
紹
介
し
た
高
須
問
一
『
続
・
詐
密
行
為
取
泌
総
の
法
的
性
質
に
関
す
る
実
証
的
検
討
l
!責
任
説

を
め
ぐ
っ
て
」
(
法
政
法
科
大
学
院
紀
要
第
八
巻
第
一
号
)
八
五
注

(
m
y

(
関
)
高
須
服
-
「
詐
害
行
為
取
消
椴
(
部
会
資
料
三
五
の
第
二
)
に
つ
い
て
の
意
見
」
(
法
制
審
民
法
部
会
第
四
一
回
〔
ニ

O
一
ニ
・
ニ
・
一
四
〕
委
員
等
提

供
資
料
、
「
詐
智
行
為
取
消
権
の
法
的
性
質
に
関
す
る
責
任
説
の
有
為
位
に
つ
い
て
」
(
法
制
審
民
法
部
会
第
四
三
回
〔
ニ

O
二

7
三
・
二
七
〕
餐
員
等
提
供

資
料
。
以
上
法
務
省
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
、
法
制
審
議
会
|
民
法
(
債
総
関
係
〉
部
会
参
照
。

〔
町
〉
前
掲
高
須
「
詐
害
行
為
取
消
榔
(
部
会
資
料
三
五
の
第
二
〉
に
つ
い
て
の
意
見
」
回
以
下
の
(
注
)
が
こ
の
点
を
詳
し
〈
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
須

前
倒
「
続
・
詳
省
行
為
取
消
慌
の
法
的
性
質
に
関
す
る
実
征
的
検
討

i
l責
任
説
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
法
政
法
科
大
学
院
紀
要
第
八
巻
第
}
号
六
九
以
下
)
で
、

さ
ら
に
訴
細
な
検
討
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

(
関
)
中
野
貞
一
郎
『
訴
訟
関
係
と
訴
訟
行
為
』
〔
昭
三
六
〕
一
九
二
以
下
。
な
お
、
中
野
教
授
は
こ
の
羽
合
、
取
消
債
権
者
は
、
取
消
請
求
と
責
任
判
決
を
求

め
る
紛
求
と
さ
ら
に
責
任
判
決
の
執
行
不
能
を
条
件
と
す
る
価
格
支
払
い
舗
求
と
を
併
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
二
者
は
、
い
わ
ゆ
る
本
来
的
給
付
舗
求
と

そ
の
執
行
不
能
の
岡
崎
合
の
代
償
請
求
の
一
つ
の
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
ご
九
八
注
〈
別
〉
)
、
資
任
判
決
の
執
行
が
不
能
な
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
債

務
省
に
対
す
る
債
務
名
義
で
栂
手
方
の
一
一
般
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
の
忍
容
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
が
簡
明
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も

っ
と
も
、
中
野
説
で
は
、
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
強
制
執
行
に
お
い
て
は
、
債
務
省
に
対
す
る
債
務
名
義
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
質
任
説
を
採
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
h
M
.

の
手
続
に
つ
い
て
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。

(
回
)
な
お
、
こ
の
点
に
つ
き
、
下
裂
前
鈎
『
新
注
民
』

(
ω
)
H
九
三
八
(
エ
〉
参
照
。

(
卯
)
下
森
前
掲
『
新
注
民
』
(
刊
}
H
九
三
九
〔
オ
)
参
照
。

(
剖
}
欄
永
有
利
「
債
権
者
取
消
訴
訟
」
奥
田
他
編
『
民
法
学
4
』
一
占
ハ
五
。

(
前
出
)
福
永
・
前
掲
論
文
二
ハ
六
。
な
お
、
本
項
の
問
題
に
つ
い
て
は
飯
原
『
研
究
』
二
五
八
以
下
、
同
『
訴
訟
』
五
一
九
以
下
参
照
。

(
関
)
こ
の
問
題
は
す
で
に
下
森
前
掲
『
新
注
民
』
(
叩
)
H
七
七
五
以
下
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
詳
密
行
為
取
消
権
と
第
二
次
納
税
義
務
と
の

関
係
に
つ
き
、
三
ヶ
月
寧
『
民
事
訴
訟
法
研
究
』
〔
昭
和
四
九
〕
第
二
巻
一
九
一
、
浅
岡
久
治
郊
縦
『
第
二
次
納
税
義
務
制
度
の
現
稔
と
実
務
』
大
蔵
財
務
協

会
〔
昭
和
五
回
〕
二
六
回
以
下
参
照
.

(
似
)
濫
用
的
会
社
分
割
と
詐
密
行
為
取
消
織
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
下
級
審
判
決
と
多
数
の
研
究
論
文
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
策
者
も
関
わ
り

を
持
っ
た
、
東
京
司
法
書
士
会
の
平
成
二
三
年
度
第
二
回
判
例
・
先
例
研
究
会
〔
平
成
二
四
年
一
月
三
一
日
)
の
研
究
報
告
、
大
越
一
毅
「
濫
用
的
会
社
分
割
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と
詳
智
行
為
取
消
腕
」
お
よ
び
家
者
の
伺
綴
告
の
綿
野
(
奴
京
司
法
書
士
会
『
判
例
・
先
例
研
究
」
平
成
二
三
忽
使
飯
四
九
以
下
に
所
収
)
を
挙
げ
て
お
く
。

判
例
及
び
会
考
文
献
に
つ
い
て
は
同
番
多
照
。

(
邸
)
前
仰
向
『
詳
解
』
四
九
五
、
四
九
九
。
前
倒
『
補
足
説
明
』
八
六
。

(
M

叩
)
前
倒
『
詳
解
』
四
九
七
以
下
山
時
世
間
.

(
町
)
取
消
の
効
果
が
及
ぷ
総
債
権
者
の
範
聞
に
つ
い
て
の
判
例
及
び
学
説
の
詳
細
は
、
下
森
前
掲
『
新
注
民
』
(
叩
)
U
九
四

O
以
下
参
照
。

な
お
、
こ
の
問
聞
に
閃
し
、
特
叶
市
由
行
為
後
に
依
備
を
取
得
し
た
-
級
償
制
行
の
配
当
加
入
間
切
に
関
す
る
私
見
の
変
遷
(
百
円
血
税
か
ら
附
山
地
税
へ
の
改
説
)
、

つ
い
で
詐
省
行
為
が
財
産
減
少
行
為
で
あ
る
場
合
の
受
益
者
や
転
得
者
の
配
当
加
入
問
題
、
つ
づ
い
て
そ
れ
が
債
務
消
滅
行
為
で
あ
る
渇
合
の
受
益
者
の
配
当

加
入
問
題
に
つ
い
て
の
近
時
の
私
見
に
つ
い
て
は
、
同
九
四
七

(
4
)
ア
イ
参
照
。

(
m
m
〉
前
向
『
繍
足
説
明
』
八
七
。

{
帥
)
前
向
『
詳
解
』
五

O
八
、
五
一

O
以
下
。
前
鈎
『
織
足
鈍
腕
』
八
七
以
下
。

(
削
)
取
消
的
行
使
の
仲
間
然
、
附
則
的
情
御
告
の
返
還
油
開
求
蜘
仰
と
受
益
笥
ま
た
は
伝
川
川
晶
引
の
陥
術
省
と
の
聞
の
俊
先
関
係
が
ど
う
な
る
か
、
さ
ら
に
は
、
俗
務
省
、

受
益
者
、
転
向
者
間
の
接
待
関
係
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
の
詳
細
は
、
下
森
前
掲
『
新
注
民
』
(
附
)
H九
五
三
以
下
の

(
3
)
、
(
4
)
参
照
。
と

く
に
、
相
対
的
無
効
鋭
を
採
る
伐
遊
説
と
貨
任
説
(
弘
H
M
V

と
の
漆
山
崎
に
つ
い
て
の
叙
述
九
五
五
〔
4
)
ウ
を
怒
照
。

第
五
節

詐
害
行
為
取
消
櫛
の
行
使
期
間

〈

i
)
「
委
民
会
試
案
」
は
、
①
諒
智
行
為
取
消
権
行
使
の
期
間
制
限
に
つ
き
、
主
観
的
起
算
点
と
組
み
合
わ
せ
た
短
期
期
間
を
二
年
、

客
観
的
起
算
点
と
組
み
合
わ
せ
た
長
期
期
間
を
ニ

O
年
と
す
る
。
そ
し
て
、
②
主
観
的
起
算
点
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
の
「
詐
寄
行
為
取

消
の
原
因
」
に
閲
す
る
判
例
・
通
説
の
解
釈
「
債
植
者
が
債
務
者
が
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
行
為
を
し
た
事
実
を
知
っ
た
時
」

と
す
る
。
さ
ら
に
、
@
詐
害
行
為
取
消
備
の
期
間
制
限
に
閲
し
て
は
現
行
の
中
断
・
停
止
事
曲
、
提
唱
志
れ
る
附
慌
時
効
の
崎
合
の
陣
宙

事
曲
、
形
成
樹
の
期
間
制
限
の
陣
害
事
由
は
い
ず
れ
も
適
用
な
い
し
準
用
さ
れ
な
い
も
の
と
し
、
絶
対
的
な
出
訴
期
間
と
し
て
構
成
す
る

(
【

ω・-
-
M
-
M
O
】
)
。
こ
れ
を
受
け
て
、
「
中
間
的
論
点
整
理
は
「
消
滅
時
効
制
度
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と
し
て
、

詐
省
一
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
債
権
法
改
正
(
下
穏
)

==五
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メ
ン

を
求謹
め【主
た哩蕗

第

s 
第

号

一一六

〈H
H
U
)

消
誠
時
効
制
度
に
つ
い
て
の
見
直
し
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
、
詐
害
行
為
取
消
極
の
行
使
期
間
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
自
体

に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
。

(
刷
)
前
掲
『
詳
解
』
五
一
八
以
下
。
前
指
『
繍
足
説
明
』
八
八
。

む
す
び

〈
i
)
本
稿
の
「
む
す
び
」
と
し
て
、
そ
の
狙
い
で
あ
る
「
検
討
要
員
会
試
案
」
(
い
わ
ゆ
る
個
別
修
正
説
〉
と
私
見
(
と
く
に
責
任

説
)
と
の
差
異
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

〈
ア
〉
詐
害
行
為
取
消
極
制
度
の
目
的
・
機
能
の
把
握
の
差
異

「
委
員
会
試
案
」
(
個
別
修
正
説
)
は
、
詐
害
行
為
取
消
樹
制
度
を
倒
産
法
上
の
百
認
栂
と
類
似
の
制
度
と
し
て
と
ら
え
、
倒
産
処
理
手

続
き
と
の
迎
続
性
、
否
認
掘
と
の
盤
合
性
を
考
臨
し
、
こ
の
制
度
を
で
き
る
だ
け
総
債
楠
者
の
た
め
の
制
度
に
純
化
さ
せ
、
個
別
債
権
者

の
債
権
回
収
機
能
を
否
定
あ
る
い
は
制
限
し
て
行
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
見
は
、
こ
の
制
度
は
、
総
括
的
執
行
・
清
算
を
目

的
と
す
る
倒
産
処
理
手
続
き
、
さ
ら
に
は
問
機
に
集
団
的
債
務
処
理
手
続
き
で
は
あ
る
が
、
企
業
の
再
生
・
更
生
を
目
的
と
す
る
民
事
再

生
法
や
会
社
更
生
法
上
の
否
認
権
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
目
的
を
異
に
す
る
別
個
の
制
度
で
あ
り
、
個
別
債
権
者
が
自
ら
の
債
権
回
収
つ

ま
り
強
制
執
行
の
単
備
手
続
き
と
し
て
行
使
す
る
制
度
で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
範
囲
内
で
当
該
詐
害
行
為
の
利
害
関
係
者
全
員
の
公
平
か

つ
妥
当
な
利
益
調
盤
を
図
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
金
融
取
引
秩
序
の
維
持
、
詐
害
行
為
発
生
の
抑
制
を
狙
う
制
度
と
み
る
も
の
で
め
る
。
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「
委
員
会
試
案
」
の
立
場
は
、
詐
害
行
為
取
消
植
の
行
使
を
従
来
以
上
に
制
約
す
る
点
で
、
こ
の
制
度
が
本
来
持
つ
詐
害
行
為
発
生
の
抑

止
的
機
能
を
減
少
さ
せ
、
む
し
ろ
そ
れ
を
助
長
し
か
ね
な
い
危
険
性
が
あ
ろ
う
。

(
イ
)
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
の
在
り
方
の
差
異

「
委
員
会
試
案
」
は
、
昨
笹
行
為
取
消
掘
の
行
使
方
法
に
つ
き
、
取
消
訴
訟
の
被
告
に
つ
ね
に
債
務
者
を
加
え
〔
必
要
的
共
同
訴
訟
〕
、

逸
出
財
産
全
部
の
原
状
回
復
・
取
戻
し
を
原
則
と
す
る
。
訴
訟
の
形
態
は
、
原
則
と
し
て
取
消
訴
訟
(
形
成
訴
訟
)
と
取
戻
訴
訟
(
給
付

訴
訟
)
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
見
で
は
、
原
則
と
し
て
貿
任
的
取
消
訴
訟
(
形
成
訴
訟
)
と
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
と
な
り
、
取
消

訴
訟
の
被
告
に
常
に
債
務
者
を
加
え
る
必
要
は
な
く
、
逸
出
財
産
の
原
状
回
復
・
取
戻
し
は
不
要
で
あ
る
(
取
消
の
相
手
方
の
下
に
あ
る

逸
出
財
産
へ
の
強
制
執
行
、
た
だ
し
、
価
額
賠
償
の
と
き
は
相
手
方
の
一
般
財
産
と
な
る
が
、
こ
の
点
は
「
委
員
会
試
案
」
と
同
様
で
あ

る
。
な
お
、
強
制
執
行
忍
容
訴
訟
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
の
別
案
は
第
二
章

(
6
)
ク
参
照
。
こ
の
他
安
連
説
、
こ
れ
を
支
持
す
る
加
藤

雅
信
説
も
あ
る
)
。

(
ウ
)
要
件
論
上
の
差
異

詐
害
行
為
の
成
否
に
関
す
る
判
断
基
準
つ
ま
り
要
件
論
に
つ
い
て
は
、
責
任
説
の
採
否
と
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
。
詐
害
行
為
取
消
訴

訟
を
債
権
者
同
士
の
争
い
の
事
例
(
偏
頗
行
為
〉
と
、
そ
う
で
な
い
事
例
(
財
産
描
少
行
為
)
の
大
き
く
ニ
類
型
に
分
け
て
検
討
す
る
こ

と
の
必
要
性
・
有
用
性
、
あ
る
い
は
「
総
合
的
・
相
関
的
判
断
論
」
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
二
年
に
公
表
し
た
川
島
還
暦
記
念
論
文
「
債

権
者
取
消
極
の
成
立
要
件
に
関
す
る
研
究
序
説
」
で
つ
と
に
提
起
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
趣
旨
に
立
つ
「
委
員
会
試
案
」
に
は

基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
個
別
的
に
は
、
相
当
価
格
に
よ
る
財
産
処
分
行
為
(
代
物
弁
荷
・
同
時
交
換
行
為
等
を
含
む
)
、
弁
済
、

既
存
債
務
に
対
す
る
担
保
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
判
例
法
理
を
支
持
し
、
そ
の
明
文
化
で
可
と
す
る
。
「
委
員
会
試
案
」
に
は

反
対
。
し
か
し
、
対
抗
要
件
具
備
行
為
に
つ
い
て
は
、
判
例
法
理
に
も
、
「
委
員
会
試
案
」
に
も
反
対
で
あ
る
。
無
慣
行
為
の
特
則
を
投

昨
密
行
為
取
消
継
に
関
す
る
近
時
の
学
説
展
開
と
償
抱
法
改
正
(
下
蕊
)

一-二七
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学
志
体

m
二
O
巻

第

三

号

三
-
八

け
る
こ
と
に
は
「
委
員
会
試
案
」
に
賛
成
。
た
だ
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
無
償
否
認
と
同
様
な
要
件
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
詐
害
行

為
取

議
の
目
的

信
即

要

島
を

撃
す

考

る

転
得
者
と
の
関
係
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
的
構
成
」
を
と
る
か
、
「
相
対
的
構
成
」
を
と
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
私
見
は
判
間
同

様
原
則
と
し
て
は
「
相
対
的
構
成
}
を
と
り
、
否
認
掘
と
の
整
合
性
・
均
一
化
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
点
と
関
連
す
る
が
、
先

に
指
摘
し
た
取
消
権
行
使
の
効
果
に
つ
い
て
の
「
委
員
会
試
案
」
の
「
限
定
的
絶
対
効
」
内
容
の
不
明
確
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
部
会

審
醸
の
中
で
是
非
検
討
し
記
録
を
残
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
不
明
確
の
ま
ま
に
立
法
さ
れ
る
と
、
将
来
の
解
釈
論
に
禍
根
を
残
す

」
と
が
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
エ
)
効
果
論
上
の
差
異

「
委
員
会
試
案
」
は
、
そ
の
基
本
方
針
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、
取
消
の
範
囲
を
取
消
債
権
者
の
債
権
額
に
限
定
せ
ず
、
原
則
と
し
て
詐

害
行
為
の
全
部
取
消
し
・
逸
出
財
産
の
全
部
取
戻
し
を
認
め
、
取
消
し
の
効
果
は
債
務
者
、
さ
ら
に
は
取
消
債
栂
者
の
み
な
ら
ず
総
償
栂

者
〈
受
益
者
・
転
得
者
を
含
む
)
に
及
ぷ
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

つ
ま
り
、
判
例
の
相
対
的
取
消
、
相
対
効
を
否
定
し
、
「
(
限
定
的

な
)
絶
対
効
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
控
目
す
べ
き
は
、
取
消
債
植
者
に
相
手
方
に
対
す
る
直
接
の
逸
出
財
産
返
還
請
求
掘
を
認

容
し
(
債
務
者
の
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
す
る
返
還
請
求
権
の
成
百
と
そ
の
代
位
行
使
の
可
否
に
つ
い
て
は
不
明
磁
)
、
そ
の
結
果
、

債
務
者
(
あ
る
い
は
取
消
債
権
者
)
の
下
に
原
状
回
復
さ
れ
た
財
産
か
ら
の
債
権
回
収
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
す
べ
て
の
債
権
者
(
受

益
者
・
転
得
者
を
含
む
)
が
、
債
務
者
に
回
復
さ
れ
た
財
産
に
対
し
て
、

一
般
の
民
事
執
行
法
の
規
定
に
従
い
、
強
制
執
行
ま
た
は
担
保

植
〈
先
取
特
権
が
念
頭
に
あ
る
)
の
実
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
な
お
、
そ
の
際
、
取
消
債
桶
者
の
個
別
的
回
収
機
能
(
相
殺

に
よ
る
優
先
弁
済
)
を
一
定
範
囲
で
制
限
す
る
。
今
一
つ
註
目
す
べ
き
対
策
は
、
受
益
者
の
反
対
給
付
返
還
請
求
梅
〈
さ
ら
に
転
得
者
に

よ
る
そ
の
代
位
行
使
)
を
認
め
た
上
、
こ
れ
に
優
先
弁
済
槌
を
付
与
す
る
点
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
私
見
は
、
「
委
員
会
試
案
」
同
様
詐
害
行
為
の
全
部
取
消
し
、
責
任
の
全
部
回
復
を
認
め
、
責
任
的
取
消
の
効
果
は

絶
対
効
と
す
る
が
、
そ
れ
は
訴
審
行
為
の
賀
任
的
反
射
効
(
責
任
の
消
滅
)
の
切
断
に
止
ま
る
。
そ
こ
で
、
詐
害
行
為
が
財
産
減
少
行
為

で
あ
る
場
合
に
は
、
債
務
者
(
あ
る
い
は
取
消
償
植
者
)
の
下
へ
の
原
状
回
復
を
認
め
ず
、
取
消
の
相
手
方
の
下
で
の
強
制
執
行
に
よ
る

債
権
回
収
あ
る
い
は
価
格
賠
償
踊
求
に
よ
る
回
収
と
す
る
。
ま
た
、
受
益
者
・
転
得
者
の
反
対
給
付
の
返
還
前
求
掘
を
認
め
ず
、
取
消
債

権
者
等
の
な
し
た
強
制
執
行
に
よ
り
、
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
た
限
度
で
債
務
者
に
対
す
る
求
償
栂
の
行
使
・
弁
済
に
よ
る
代
位
に
止
め

て
、
債
権
者
の
保
範
を
受
益
者
・
転
得
者
の
取
引
安
全
保
護
に
優
先
さ
せ
る
。
つ
ぎ
に
詐
害
行
為
が
偏
頗
行
為
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
則

と
し
て
の
昨
寄
行
為
不
成
立
(
本
旨
弁
済
な
ど
)
、
成
立
す
る
場
合
(
代
物
弁
済
な
ど
〉
に
は
、
受
益
者
の
消
滅
し
た
償
掘
の
復
活
と
そ

れ
に
基
づ
く
配
当
要
求
を
認
容
す
る
が
、
通
謀
的
寄
意
あ
る
場
合
に
は
配
当
要
求
を
拒
否
す
る
こ
と
で
債
権
者
聞
の
公
平
を
図
る
も
の
で

あ
る
。(
オ
)
ま
と
め

要
す
る
に
、
「
委
員
会
試
案
」
は
、
本
来
個
別
債
栂
者
の
為
の
強
制
執
行
単
備
手
続
き
に
す
ぎ
な
い
詐
寄
行
為
取
消
権
制
度
そ
総
債
権

者
の
為
の
保
謹
制
度
に
近
づ
け
よ
う
と
し
、
詐
害
行
為
の
「
全
部
取
消
し
」
、
「
逸
出
財
産
す
べ
て
の
原
状
回
復
」
に
こ
だ
わ
る
か
ら
、
貴

任
財
産
回
復
の
方
法
や
回
復
さ
れ
た
財
産
へ
の
極
利
行
使
、
さ
ら
に
は
受
益
者
の
反
対
給
付
請
求
栂
と
そ
の
優
先
的
行
使
の
認
容
等
の
問

題
解
決
に
つ
き
、
長
文
に
し
て
複
雑
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

一
般
市
民
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
法
体
専
門
家
に
と

っ
て
も
、
き
わ
め
て
分
か
り
に
く
い
規
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
取
消
の
相
革
ム

nた
る
受
益
者
あ
る
い
は
転
得
者
の
下
で

の
強
制
執
行
を
許
し
、
取
消
の
相
手
方
の
保
護
は
詐
寄
行
為
の
成
立
要
件
で
は
か
り
、
取
消
倒
植
者
等
の
強
制
執
行
後
の
事
後
処
理
は
、

債
務
者
に
対
す
る
求
償
植
の
昭
容
に
と
ど
め
れ
ば
、
詐
密
行
為
取
消
楠
制
度
の
目
的
は
、
そ
れ
で
十
分
に
速
成
さ
れ
、
立
法
上
も
簡
潔
に

し
て
明
確
な
規
定
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

詐
密
行
為
取
消
慌
に
関
す
る
近
時
の
学
鋭
展
開
と
償
栂
法
改
正
〔
下
議
〉

三
-
九
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法
学
志
林

第
一
一

O
巻

第

三

号

三
二

O

「
委
員
会
試
案
」
の
か
か
え
る
以
上
の
難
点
を
理
論
的
に
も
実
務
的
に
も
比
較
的
無
難
か
っ
附
明
に
解
決
で
き
る
の
が
責
任
説
的
発
想

で
あ
る
と
私
見
は
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

(
H
H
U
)

最
後
に
一
言
。
お
も
え
ば
、
私
の
詐
害
行
為
取
消
権
の
研
究
成
果
の
公
表
は
、

一
九
五
九
年
(
昭
和
三
四
年
)
に
法
学
志
林
で

公
表
し
た
二
論
稿
、
「
G
・
パ
ウ
ル
ス
『
債
権
者
取
消
掘
の
意
義
と
諸
形
態
』
」
と
「
債
権
者
取
消
極
に
関
す
る
一
考
察

(
l
ど
に
は
じ

ま
る
。
そ
れ
か
ら
本
稿
に
至
る
ま
で
の
五

O
年
余
、
断
続
的
に
、
い
く
つ
か
の
論
文
・
誌
釈
脅
・
判
例
研
究
等
を
公
表
し
て
き
た
が
、
本

稿
は
そ
の
総
仕
上
げ
と
も
い
え
る
論
稿
で
あ
る
。
私
の
こ
の
間
の
研
究
環
境
は
、
当
初
の
私
学
の
マ
ス
プ
ロ
教
育
に
は
じ
ま
り
、
法
政
大

学
で
は
二

O
年
近
く
も
続
い
た
激
し
い
学
生
連
動
と
大
学
紛
争
、
そ
の
間
お
よ
び
そ
の
後
も
大
学
行
政
へ
の
関
与
、
さ
ら
に
法
政
大
学
退

職
後
の
成
路
大
学
に
お
け
る
法
科
大
学
院
教
育
担
当
な
ど
、
厳
し
い
部
墳
に
追
い
回
さ
れ
、
研
究
の
進
展
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
馬
齢

を
重
ね
て
よ
う
や
く
本
稿
に
た
ど
り
着
い
た
次
第
で
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

時
お
り
し
も
、
民
法
(
債
権
関
係
)
の
改
正
作
業
が
始
ま
り
、
民
法
及
び
民
法
学
は
未
来
に
向
か
っ
て
新
し
い
麗
開
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
展
開
に
本
稿
が
い
く
ば
く
か
の
寄
与
が
で
き
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た
喜
び
は
な
い
。
質
任
説
に
基
づ
く
具
体
的
立
法
試
案
は
す
で
に
賞

任
説
を
承
継
す
る
高
須
順
一
・
神
尾
明
彦
両
君
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
し
、
修
正
賞
任
説
に
立
つ
立
法
試
案
も
加
藤
雅
信
教
授
に
よ

っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
強
制
執
行
忍
容
の
訴
え
が
立
法
に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合
の
代
案
も
い
く
つ
か
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は

本
稿
で
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
次
の
世
代
に
託
す
る
。
責
任
説
が
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
見
通
し
は
目
下
の
と
こ
ろ
暗
い
が
、

採
否
の
有
無
を
問
わ
ず
、
そ
の
評
価
は
民
法
改
正
後
の
判
断
に
委
ね
よ
う
。
次
世
代
の
努
力
に
よ
り
諮
問
ら
し
い
世
界
に
誇
れ
る
憤
髄
法

が
出
来
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
本
稿
の
箪
を
お
く
。

以
上
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